
平成３１年度 １年 国語総合シラバス 

 

 

 

１．目標 

 国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに思考力、豊かな心を育む。 

また、言語感覚を磨き、言語文化（国語）に対する関心を深め、自ら向上を図る態度を育てる。 

 

２．学習内容 

 ①小説・物語などの文学的な文章では、舞台設定・構成・文体の特徴をつかみ、登場人物の心理の変化を 

  読み取り、人生についての考え方を深める。 

 ②評論・議論などの論理的な文章では、段落相互の関係をつかみ、論理の展開や要旨を的確にとらえ、具体 

  例とその抽象化・一般化の手法を学ぶ。 

 ③詩・短歌・俳句などの韻文については、音読や朗読、唱和を通して詩の韻律に親しみ、詩の情景を読み取 

  る。文体や修辞など表現上の特色をとらえ、作者の感動の焦点を明らかにしながら作品を鑑賞する。 

 ④表現では場に応じた適切な表現を工夫し、的確に話したり、文章にまとめたりする。 

 ⑤古典などに表れた思想や感情を読み取り、人間、社会、自然などについて考察する。 

 ⑥古文や漢文の調子などを味わいながら、音読、朗読、暗唱をする。 

 ⑦古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解したりする。 

 ⑧古典などを読んで、言語文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について理解したりする。 

 

３．授業の展開と形態 

 ・情報処理コースとスポーツ・健康コース ：３クラス４展開 

 ・普通コース ：２クラス３展開 

 ・文理特進コース ：１クラス 

 

４．評価方法 

 ・定期テスト５回（１、２学期は中間・期末考査の各２回、３学期は学年末考査のみ１回） 

 ・実力テスト２回（夏休み明け、冬休み明け）実施 

 ・提出物（授業の進度に応じ、授業中または自宅学習等でプリント・課題作品・ノート等を提出させる） 

 ・授業態度（出席や授業の積極性を見る） 

 ・評価の内訳は、定期テストが７０％程度、提出物、授業態度が３０％程度とする。 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

 ・学習用具（教科書、ノート、ファイル、筆記用具等）を忘れない。 

 ・毎時間、ノートまたは学習プリントをまとめる。 

 ・授業には遅れずに参加し、集中して取り組むこと。 

 ・提出物は確実に期限を守って提出すること。 

 ・家庭では、予習・復習を行い、宿題にも取り組むうこと。 

 

科目 現代文 単位 ４ 対象 １年 

使用教科書 新編国語総合 教育出版 



学
期

月 学習内容
考
査

＜随筆＞

「頭の中の無限大」

＜小説１＞

「デューク」

＜表現＞

「意見文」

＜評論１＞

「彼らがそれを学ばな

　ければならない理由」

＜小説１＞

「とんかつ」

＜詩＞

「わたしが一番

　　きれいだったとき」

＜古文入門＞

　用言

＜古文　説話＞

「児のそら寝」

＜評論２＞

「水の東西」

＜小説３＞

「羅生門」

＜古文　物語＞

「伊勢物語」　芥川

　ろさについて考える。

①ワークシート

②ノート

２
学
期
期
末
テ
ス
ト

　や根拠をあげているかを理解する。

①子どもたちが学ばなければならない理由につい

①ワークシート

　ことに対する意見を文章にまとめることができる。 ②意見文本文

①意見文構想表

１
１
月

①場面の推移に従い、登場人物の心情や行動が ①ワークシート

②文章の構成を捉え、比喩などの表現技法を文
　脈の中で理解する。

　どんな表現で描かれているかを理解する。 　　及びプリント

　しながら、表現に即した人物・情景・心情な
ど

②ノート
１
２
月

②ノート

②二項対立の評論の基本的な形式を理解する。

②ノート

①古典の物語文学を、和歌の果たす役割に着目 ①文法問題のプリント

③文中のキーワードを自分の言葉で説明させ
る

①文法問題のプリント

　がら、繰り返し音読することができる。

１
０
月

　役割について理解する。

②登場人物や情景、心情などを考え、当時の人の

　ものの感じ方、考え方を理解する。

①ワークシート

　　及びプリント

２
学
期
中
間
テ
ス
ト

（単語・品詞分類等）

②ノート

①東西の文化の違いについて考えさせる。

１
学
期
期
末
テ
ス
ト

　　及びプリント

②ノート

　　及びプリント

②自分の意見を、事実や実体験に基づいて客観
的
　に述べることができる。

②用言の活用表を作成できる。

②サスペンス的な筋立てに着目し、小説のおもし

　て筆者がどのように考えているか理解できる。

②筆者が意見を補強するために、どのような理由

１
 
学
 
期

４
月
～

５
月

①中学までの学習内容を整理，確認させる。

１
学
期
中
間
テ
ス
ト

６
月

①ワークシート

　　及びプリント

①文法問題のプリント

課題・提出物等

②私、デューク、少年の心の動きを捉える。

　理解する。

①一人称小説の特徴を理解する。

５
月

①身近な問題や社会的な問題に目を向け、気づい

③未解決なものに対する問いを保つ考え方を

№１

科目名　 国語総合
単 位 数 ４ 単 位

学科・学年・学級 普通科 １学年１～６組

①国語を適切に表現し、的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高める。　

学習の到達目標
②思考力を伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚を磨く。

③言語文化に対する関心を高め、現代の文章や古文・漢文を読み、読書に親しむ

　態度を身につけさせる。
①「新編国語総合」(教育出版)　②「新編国語総合学習課題ノート」(教育出
版)

２
 
学
 
期

使用教科書・副教材等

６
月
～

７
月

　きを捉えることができる。

①詩に込められたメッセ－ジを理解する。

②視点を変えることで、筆者の考え方を理解する

学習のねらい

④文章の中の重要な語句の意味や、全体の中で
の

９
月

　を理解する。

②詩を読んで、自分自身の言語感覚と比較させる

①各場面の状況と展開を読み、登場人物の心の動

②ノート

①歴史的仮名遣いの表記と発音の違いを確認し
な

①動詞、形容詞、形容動詞の活用を理解する。



学
期

月 学習内容
考
査

＜漢文入門＞

「訓読の基礎」

＜漢文　故事＞

「蛇足」

＜評論３＞

「見えない貧困

　－自己責任論批判」

＜古文＞

助動詞

  評 価 方 法

４、国語の理解力や表現力を高めるために、読書に親しみ、文章を書く機会を多く持つ。

５、既習事項はノートや授業プリントを活用し、再度自分で確認し、復習する。

  学 習 方 法

　と異なる意見にも触れ、自分の意見を深める

　　態度や発表の仕方、学習活動への参加の姿勢や態度を総合的に見て、１００点満点で評価する。

２、評価の内訳は、定期テストが７０％程度、漢字テスト、ノート、提出物、授業態度などが３０％とする。

１、国語の学習は、あらゆる活動（教科書読み・発表・ノートまとめなど）を通して、様々な形態（一斉学習・

　　グループ学習など）の学習を行い、到達目標を達成する。

２、新しい教材に入る前に、読みの練習・新出漢字の学習・新出語句の意味調べなどの予習をしておく。

３、毎時間、教科書・ノート・筆記用具・辞典（国語・古語）・その他の学習用具を準備する。

②助動詞の活用表を作成できる。 ②ノート

　　及びプリント

　もとにどんな社会を目指すべきか考える。 ②ノート

　ニュースや新聞記事などで見聞きしたことを

学
年
末
テ
ス
ト

②返り点に従って漢文を読むことができる。 ②ノート

３
月

①助動詞の意味について理解する。

③助動詞の接続について理解する。

３
学
期

１
月

２
月

　ことができる。

　や置き字について理解する。

①訓読学習のプリント

①現代の貧困について、自分が身のまわりや、 ①ワークシート

①訓読の基本を理解する。

④場面を理解し、登場人物の心情を考えること
　で故事成語の意味を自身にあてはめて考え
る

③書き下し文に改める際にひらがなにする漢字

①文法問題のプリント

学習のねらい 課題・提出物等

②現代の世界が抱える貧困問題について、自分

№２

　　創作詩、創作短歌（俳句）、その他の提出物（ノート・夏休みの宿題・校内弁論大会原稿など）、授業中の

１、中間テスト、期末テスト、校内実力テスト、教材ごとの漢字テスト、授業の課題プリント、学習後の感想文、



２０１９年度 ２年 現代文 B シラバス 

 

 

 

１．目標 

 近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え

方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。 

 

２．学習内容・到達目標 

①小説・物語などの文学的な文章では、舞台設定・構成・文体の特徴を掴み、登場人物の心理の変化を読み取    

 り、人生についての考え方を深める。 

②評論・議論などの論理的な文章では、段落相互の関係をつかみ、論理の展開や要旨を的確に捉え、具体例と 

その抽象化・一般化の手法を学ぶ。 

③詩・短歌・俳句などの韻文については、音読や朗読、唱和を通して詩の韻律に親しみ、詩の情景を読み取 

 る。 

 文体や修辞など表現上の特色を捉え、作者の感動の焦点を明らかにしながら作品を鑑賞する。 

④表現では場に応じた適切な表現を工夫し、的確に話したり、文章にまとめたりする。 

 

３．授業の展開と形態 

  情報処理コースとスポーツ健康コース ：３クラス４展開 

  総合教養コース ：２クラス３展開 

  文理特進コース ：１クラス 

 

４．評価方法 

・定期テスト５回（１、２学期は中間・期末考査２回、３学期は期末考査のみ１回） 

・実力テスト２回（夏休み明け、冬休み明け）実施 

・提出物(授業の進度に応じ、授業中または自宅学習等でプリント・課題作品・ノート等を提出させる) 

・授業態度(出席や授業の積極性を見る) 

・評価の内訳は、定期テストが７０％程度、提出物、授業態度が３０％程度とする。 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

・学習用具を忘れない。 （教科書、ノート、ファイル、筆記用具等） 

・毎時間ノートまたは学習プリントをまとめる。 

・授業には遅れずに参加し、集中して取り組むこと。 

・提出物は確実に期限を守ること。 

・家庭では宿題に取り組み、予習・復習を行うこと。 

科目 現代文 B 単位 ２ 対象 ２年 

使用教科書 大修館書店『新編現代文 B 改訂版』のⅠ 



２０１９年度　２年【現代文】

  
指導学年

２学年

Ａ

（
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と

）

Ｂ

（
書
く
こ
と

）

Ｃ

（
読
む
こ
と

）

関
心
・
意
欲
・
態

度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

知
識
・
理
解

・「きっと叶いますよ」

1 2

・黙々と働くＨ先生の様子と、そ
れを筆者がどのように感じている
かを読み取る。
・読み取ったことをふまえて、自
分が今まで出会った中で心に
残った人物について文章を書く。

◯ ◯ ◎ ◯

・「迷う」力の
　　　すばらしさ

1 2

・便利さを求める現代において、
迷うことが人生のたのしみであり
豊かさであるという筆者の考えを
読み取る。
・筆者の主張に対する自分の意
見を手紙の形で書く。

○ ○ ◎ ○

２　小説を楽しむ
（一）

・ナイン

1 1 6

・正太郎に対するナインの思いを
読み取り、作品の主題を理解し
て、「わたし」の考えに対する自
分の意見をもつ。

○ ○ ◎ ○

・言葉は変わるも
の、されど伝承すべ
きもの 2 2

・日本語の不易と流行に対する
知識を深め、日本語を学ぶ楽し
みを味わう。
・自然に関する日本語について
調べて発表する。

○ ○ ◎ ◎

・情報の力関係

2

・図形、文字、絵など、さまざまな
情報の「力関係」について理解
し、自分の生活を見つめ直す。

○ ○ ◎ ◎

・社会生活と文章

2 1

・生活の中にある様々な実用的
な文章を読み、情報を的確に伝
えるためにどのような配慮や工
夫がなされているかを考える。
・生活の中の実用的な文章や
図、記号などを集め、その特徴を
調べる。

○ ○ ○ ○ ◎

7 ４　詩を味わう

・小諸なる古城のほ
とり
・小景異情
・六月
・コスモス

1 4

・近代、現代の有名な詩を声に出
して読み、情景や心情をとらえ、
言葉のリズムを味わう。 ○ ◎ ◎ ○

・ゴリラの思いやり
3

・「ゴリラの流儀」とはどのような
ものかを読み取り、筆者の主張
を理解する。

○ ○ ◎ ○

・ウサギの耳はなぜ
長い？

1 3

・共進化とはどのような概念かを
理解し、自然界に対する興味を
深める。
・生物の生態や進化について調
べてわかったことを文章に書く。

○ ○ ◎ ○

・人工の自然――科
学技術時代の今を
生きるために

1 3

・科学技術の発達した現代にお
ける「人工の自然」という考え方
を読み取り、筆者の主張を理解
する。
・読み取ったことをもとに、身のま
わりの「人工の自然」について話
し合う。

○ ○ ◎ ○

科目名 単位数 学科・学年・学級

現代文B ２単位 ２学年

科目

現代文Ｂ 2単元（70時間）

科目の目標
 近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え
方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。

使用教科書

大修館書店『新編現代文B 改訂版』のⅠ

月 単元名
主な学習の目標

（評価規準）

領域（時間） 評価の観点

３　暮らしの中の
ことば

4
～

5
月

５
～

６
月

８
～

１
０
月

５　「自然」を
考える

評価方法等教材

提出物
学習態度
中間考査

提出物
学習態度
期末考査

提出物
学習態度
中間考査

１　明日をひらく



１
１
月

６　名作を読む
（一）

・山月記

8

・漢文調の表現の響きやリズム
を味わい、文体の魅力を知る。
・登場人物の心情の移り変わり
や情景描写に注意しながら、作
品の主題を読み取る。

○ ○ ◎ ○
提出物
学習態度
期末考査

・祖母が笑うというこ
と

3

・「僕」と祖母のやりとりのおもし
ろさや文章のリズムを味わいつ
つ、人と人との心の触れ合いの
温かさを読み取る。

◯ ◯ ◎

・ももこのいきもの図
鑑 2

・ユーモアに富んだ文章を読み、
筆者の着眼点と表現のしかたの
おもしろさを味わう。

○ ○ ◎

・空飛ぶ魔法のほう
き 2

・少女と金物屋のおじさんとの会
話から、想像力の豊かさや心の
ゆとりの大切さを読み取る。

○ ○ ○ ◎

・メディアって何？

1 3

・メディアの特性を理解し、筆者
の主張を理解する。
・メディアによってメッセージの印
象がどのように変わるかを話し
合う。

◯ ◯ ◎ ◯

・「検索」時代におけ
る
読書

1 4

・「検索」時代の利点と問題点に
ついて理解し、筆者の主張をとら
える。
・読み取ったことをふまえて、読
書の意義について自分の意見を
まとめる。

○ ○ ◎ ○

・[言語活動]
テーマを設定して調
べた成果をまとめる

4 3

・テーマを決め、適切な方法で調
査を行い、調べたことをわかりや
すく書いてまとめる。

◯ ◎ ◯ ◯

提出物
学習態度
学年末考査

７　ユーモアと
　　心のゆとり

８　情報化時代に
生きる

１
２
月
～

３
月



平成３１年度 ３年 現代文 B シラバス 

 

１．目標 

 ①近代以降の様々な文章を読む能力を高めるとともに、ものの見方や感じ方、考え方を

深め、進んで表現し読書することによって、人生を豊かにする態度を育てる。 

 ②思考力を伸ばし、心情を豊かにし、言語能力を磨く。 

 ③言語文化に対する関心をさらに磨き、自分の生活と社会のありように関心を持つ。 

 

２．学習内容 

 ①小説、評論やエッセイ、詩、俳句、短歌などの優れた品に触れる。 

 ②論理的な文章について、論理の展開や要旨を的確にとらえる。 

③文学的な文章について、人物、情景、心情などを的確にとらえ、表現を味わう。 

 ③意見文や感想文を書く。 

 ④ことわざ・慣用句・漢字・語句など言語事項についても学ぶ。 

 

３．授業の展開と形態 

 情報処理コースとスポーツ・健康コース ：３クラス４展開 

 普通コース ：２クラス３展開 

 文理特進コース ：１クラス 

 

４．評価方法 

 ①中間テスト、期末テストなどの定期テストに加え、授業での漢字テストや暗唱テスト

など随時実施する。 

 ②学習課題ノートやプリント提出や意見文や感想文などの提出あり。 

③授業態度（出席や授業の積極性、忘れ物がないか等） 

④定期テスト７０％＋その他提出物等評価３０％（※時期によって若干の変更あり） 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

 ①新しい教材に入る前に、読みの練習・新出漢字の学習・語句の意味調べなどの予習を

しておく。 

 ②国語の理解力や表現力を高めるために、読書に親しみ、文章を書く機会を多く持つ。 

 ③プリント類の整理確認、ノートの整理確認をする。 

科目 現代文 B 単位 ２ 対象 ３年 

使用教科書 新編現代文Ｂ 大修館書店 



平成３１年度　３年【現代文Ｂ】

  
指導学年

３学年

Ａ

（
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と

）

Ｂ

（
書
く
こ
と

）

Ｃ

（
読
む
こ
と

）

関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

知
識
・
理
解

・どんな人になりたかった
か？

1 2

・筆者が理想とする人間像を読み取る。
・読み取ったことをふまえて、自分が「ど
んな人になりたかったか」「どんな人にな
りたいか」を書く。

○ ○ ◎ ○

・夢を建てる人々

1 3

・生き生きと働く宮大工の様子や彼らの
仕事に対する気概を読み取る。
・読み取ったことをふまえて、自分の夢に
ついて文章を書く。

○ ○ ◎ ○

・待合室

3

・江田先生や山崎さんなど、登場人物の
人間像やそれぞれの心情を読み取る。
・ストーリー展開の工夫を理解する。

○ ○ ◎ ○

・おぼろ月

3

・風俗の描写など、時代小説の魅力を味
わう。
・おさとの心情が何をきっかけにどのよう
に変化したのかを読み取る。 ○ ○ ◎ ○

３　伝統を
受け継ぐ

・ひかりのどけき春の日に
――日本人と桜

3

・古来日本人がどのような思いで桜を愛
でていたのかを読み取る。
・桜を詠んだ詩歌や俳句を集め、発表す
る。 ○ ○ ○ ◎ ◎

・殺し文句は永遠に
――恋する伊勢物語

3

・伊勢物語第六段の内容と、それを筆者
がどのように感じているかを読み取る。

○ ○ ◎ ◎

・和の思想、間の文化 4

・日本文化に通底する「和」やそれを支え
る「間」について、筆者の考えを理解す
る。

○ ○ ◎ ◎

・短歌 3

・短歌の特色を理解し、鑑賞する態度や
方法を学ぶ。

○ ○ ○ ◎ ○

・俳句 3

・俳句の特色を理解し、俳句を鑑賞する
態度・方法を学ぶ。

○ ○ ○ ◎ ○

現代文Ｂ

科目

評価方法等

評価の観点

単元名 教材

7
月

主な学習の目標
（評価規準）

月

１　若い人たちへ

領域（時間）

４　短歌・俳句に
親しむ

提出物
学習態度
中間考査

学科・学年・学級科目名 単位数

２単位 ３学年

４
～

５
月

５
月
～

６
月

２　小説を楽しむ
（二）

提出物
学習態度
期末考査

使用教科書

現代文Ｂ 2単元（70時間） 大修館書店『新編現代文B 改訂版』のⅡ

 ①近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、
考え方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。
②思考力を伸ばし、心情を豊かにし、言語能力を磨く。
③言語文化に対する関心をさらに磨き、自分の生活と社会のありように関心を持つ。

科目の目標



・幸せの分量

2

・現代社会における幸せとは何かについ
て、筆者の主張を読み取る。
・読み取ったことをもとに、仕事と人生に
ついて考えを深め、文章をまとめる。 ○ ○ ◎ ○

・政治の基本は民主主義

1 4

・民主主義の意義をを読み取り、社会参
画について興味を深める。
・読み取ったことをもとに、新しく考える
きっかけになったり、発見したりしたことを
文章に書く。

◯ ◯ ◎ ◯

・鉄を削る

2 2

・旋盤工たちの仕事に対する姿勢や思い
を読み取る。
・仕事上の技術や智恵、工夫などについ
て、調べて発表する。 ○ ○ ○ ◎ ○

1
1
月

６　名作を読む
(二)

・こころ

6

・場面ごとの登場人物の心情とその変
化、登場人物の人物像を読み取り、作品
の主題を考える。
・比喩表現など表現上の工夫を読み取
り、その効果を考える。

○ ○ ◎ ○
提出物
学習態度
期末考査

・敬語への自覚、他者へ
の自覚

1 3

・「敬語」と「他者への自覚」との関係を論
理として読み取り、筆者の主張について、
自分の意見をもつ。
・「若者言葉」の具体例をあげ、紹介す
る。

○ ○ ◎ ○

・家族化するペット

1 4

・ペットの家族化が示す現代社会の様相
について読み取る。
・読み取ったことをふまえて、社会の変化
に対する自分の考えをまとめる。 ○ ○ ◎ ○

・星の王子さま

7

・登場人物のせりふが象徴する内容につ
いて考えを深め、作品の魅力を味わう。

○ ◎

・鉄道員

1 7

・主人公の人物像や情景を、叙述に即し
てとらえ、ストーリー展開のおもしろさや
優れた描写を味わう。

○ ◎

提出物
学習態度
学年末考査

提出物
学習態度
学年末考査

７　現代を考える

８
月
～

１
０
月

５　社会に生きる

読書の広場

1
2
月
～

１
月

提出物
学習態度
中間考査

2
月
～

３
月



平成３１年度 ３年 古典Ｂシラバス 

 

１．目標 

  古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を 

 広くし、古典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育て 

 る。 

２．学習内容 

①古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解すること。 

②古典を読んで内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 

 ③古典を読んで、人間、社会、自然、などに対する思想や感情を的確にとらえ、もの 

  の見方、感じ方、考え方を豊かにすること。 

 ④古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値について考察すること。 

 ⑤古典を読んで、我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について 

  理解を深めること。 

 

３．授業の展開と形態 

  情報処理コース・スポーツ健康コース：３クラス４展開 

  文理特進コース：単独クラス 

普通コース：２クラス３展開 

 

４．評価方法 

○定期テスト７０％＋その他提出物等評価３０％（※時期によって若干の変更あり） 

○定期テスト５回（１・２学期は中間・期末考査の２回、３学期は期末考査のみ） 

○豆テスト（文法テスト等を随時実施） 

○ノート提出（学期末にノート・ファイルの提出） 

○授業態度（出席や授業の積極性、忘れ物がないか等） 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

○古文や漢文の音読  ○古典文法や漢文句法の習得  ○古文単語の暗記 

○古文や漢文の読解  ○韻文（和歌・徘徊・漢詩）の鑑賞と読解 

科目 古典Ｂ 単位 ２ 対象 全クラス 

使用教科書 大修館書店『新編古典 B 改訂版』古文編Ⅱ・漢文編� 



平成３１年度　３年【現代文】

指導学年

３学年

Ａ

（
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と

）

Ｂ

（
書
く
こ
と

）

Ｃ

（
読
む
こ
と

）

関
心
・
意
欲
・

態
度

話
す
・
聞
く
能

力

書
く
能
力

読
む
能
力

知
識
・
理
解

・沙石集
児の飴食
ひたること

1 2 2

・登場人物の行動に注目して
読み、話の展開のおもしろさ
を読み味わう。

　 ○ 　 ◎ ○

・宇治拾遺
物語
十二の
「子」文字

1 2 2

・登場人物の行動と表現の工
夫を読み取り、訓読の謎を楽
しむ。 ○ ○ ○ ○ ◎

2 3 2
・漢文訓読に習熟する。

　 ○ 　 ◎ ○

1 3 2

・物語の筋の展開を正確に把
握し、表現や構成の巧みさを
鑑賞できる能力を養う。

○ ○ ○ ○ ○

1 1 2
・巧みな論理の展開による説
得の技を理解する。

○ ○ ○ ○ ◎

1 2 2

・文章の表現の特色をとらえ
て、優れた表現に親しむ。 　 ○ 　 ○ ○

1 2 2

・古典の内容を展開に即して
的確に理解する。 ○ ○ ○ ◎ ○

1 4 2

・劉備と諸葛亮の交流を通し
て、さまざまな人間の生き方
についての考えを深める。

◎ ○ ○ 　

2 3 2

・三国の興亡について、世界
史で学習した事柄との繋がり
を理解する。

　○ ○ ○ ○ ◎

1 4 2
・場面の状況や人物の心理
を的確にとらえる。 　 ○ ◎ ○

2 4 2
・「源氏物語」の特色を理解
し、内容への関心を高める。 ◎ ○ ○ ○ ○

２
月

生きる知
恵

――道家
（漢文）

【自然に生
きる】
無為而無
不為

1 2 1

・道家の思想を理解する。

○ ○ ○ ○ ◎

１
２
月
～

１
月

愛の始ま
り

――物語
（古文）

・源氏物語
桐壺
若紫

・授業態度
・発問評価
・指名音読

・学習課題集
の提出

・課題の提出
・ノートの提出

・定期考査

不死之薬
先従隗始

８
月
～

9
月

宮中の生
活

――随筆
（古文）

・枕草子
中納言参
りたまひて
雪のいと
高う降りた
るを

１
０
月
～

１
１
月

英雄の物
語（一）
――『史

記』
（漢文）

水魚の交
わり
劉備の死

４
～

５
月

知恵の働
き

――説話
（古文 )

５
月
～

７
月

説得の技
――逸話
（漢文）

科目の目標
古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典に
ついての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。

月 単元名 教材

領域（時間）

主な学習の目標
（評価規準）

評価の観点

評価方法等

科目 単位数 使用教科書

古典B 2
大修館書店『新編古典B　改訂版』

古文編Ⅱ・漢文編Ⅱ

科目名 単位数 学科・学年・学級
古典B ２単位 ３学年全クラス



２０１９年度 ３年実践古典 シラバス 

１．目標 

①古文と漢文に用いられている語句の意味、基本的文法・句法を体系的に理解し、そ 

 の習得を目指す。 

②古典を通して「読む」能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、   

 現代にも通ずる心情や知恵を学び、「考える」力を養う。 

③古典特有の表現を味わうことで、「書く」「話す」という表現能力を伸ばす。 

④古典を通して、我が国の文化と伝統に対する知識、興味、関心を深め、生涯に渡っ 

 て古典に親しむ態度を養う。 

２．学習内容 

①古文と漢文に用いられている語句の意味、基本的文法・句法を体系的に学ぶ。 

②古典に表れた思想や感情を読みとり、人間、社会、自然などについて考察する。 

③古文や漢文の調子などを味わいながら音読、朗読、暗唱をすること。 

④古典特有の表現を味わい、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解する。 

⑤古典などを読んで、言語文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について 

理解する。 

３．授業の展開と形態 

・文理特進コース・普通コースの「コース選択Ｂ」の希望者：１３名（１クラス） 

４．評価方法 

    ①定期考査（７割程度） 

    ②課題・提出物・豆テスト・授業態度（３割程度） 

   ※豆テストは随時実施。古文（語句の意味・用言の活用・助動詞など）、漢文（語 

    句の意味・句形・書き下し文など）の両分野で行う。 

５．学習方法及び履修上の注意 

   ①日々の授業を大事にし、予習→授業→復習のサイクルを徹底すること。 

    ②教材本文を何度も音読すること。分からない語句の意味や文法等は辞書等で確認     

   すること。 

   ③提出物は期限を守って提出すること。 

   ④基本的な文法事項（古文では用言の活用・助動詞の接続、意味など。漢文では句形   

   の意味・訓読の方法など）の習得を目指すこと。 

  ⑤作品に対する自分の意見・感想をもち、現在の自分にどのようにつながるか考える  

   癖をつけること。 

   

科目 実践古典 単位 ２ 対象 ３年 

使用教科書 なし 



学
期

月 学習内容
考
査

考
査
＋
提
出
物

考
査
＋
提
出
物

学 習 方 法
①古文や漢文の音読

②古典文法や漢文句法の習得

③古文単語の暗記

④古文や漢文の読解

⑤韻文（和歌・俳諧・漢詩）の鑑賞と読解

単 位 数

①用言の活用の種類、活用形を理解する。
②助動詞の接続、活用、意味を理解する。
③作品を音読することで古典特有の調子や表現
　を味わう。
④作品を通して、ものの見方、感じ方、考え方
　を広くし、現代にも通ずる心情や知恵を学
　ぶ。

①訓読の方法、書き下し文など基本的事項を習
　得する。
②否定、受身、使役などの句法を理解する。
③再読文字の用法を理解できる。
④作品を音読することで漢文特有の調子や表現
　を味わう。
⑤作品を通して、我が国の文化と中国の文化と
　の関係について理解する。

①訓読の方法、書き下し文など基本的事項を習
　得する。
②否定、受身、使役などの句法を理解する。
③再読文字の用法を理解できる。
④作品を音読することで漢文特有の調子や表現
　を味わう。
⑤作品を通して、我が国の文化と中国の文化と
　の関係について理解する。

２
　
学
　
期

１
０
月
～
１
２
月

漢文の句法の定着

漢文の句法の理解

５
月
～
７
月

文語文法の復習
（用言・助動詞）

２ 単 位

学科・学年・学級
普通科３学年３・５・６組
(コース選択Ｂ希望者）

使用教科書・副教材等

学習の到達目標

学習のねらい

①古文と漢文に用いられている語句の意味、基本的文法・句法を体系的に理解し、その
習得
  を目指す。
②古典を通して「読む」能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、
現代
  にも通ずる心情や知恵を学び、「考える」力を養う。
③古典特有の表現を味わうことで、「書く」「話す」という表現能力を伸ばす。
④古典を通して、我が国の文化と伝統に対する知識、興味、関心を深め、生涯渡って古

特になし

課題・提出物等

科目名
実践古典

評 価 方 法

１
　
学
　
期

考
査
＋
提
出
物

①定期考査（７割程度）
②課題・提出物・豆テスト・授業態度（３割程度）
　※豆テストは随時実施。古文（語句の意味・用言の活用・助動詞など）、漢文（語句の意味・句形・書き下し文など）
　　の両分野で行う。

４
月
～
５
月

３
学
期

①プリント
②豆テスト

①プリント
②豆テスト

①プリント
②豆テスト

８
月
～
１
０
月

①和歌の修辞表現を理解する。
②和歌を鑑賞し、当時の人々の価値観を読み取
　る。
③漢詩の決まりを理解する。
④漢詩を鑑賞し、当時の中国の人々の価値観や
　人生観を読み取る。

①プリント
②豆テスト

文語文法の定着
（用言・助動詞）

①用言の活用の種類、活用形を理解する。
②助動詞の接続、活用、意味を理解する。
③作品を音読することで古典特有の調子や表現
　を味わう。
④作品を通して、ものの見方、感じ方、考え方
　を広くし、現代にも通ずる心情や知恵を学
　ぶ。

①プリント
②豆テスト

韻文の理解と鑑賞

1
月
～
２
月



平成３１年度 ３年コース選択 B 国語表現 シラバス 

１．目標 

 （１）国語を適切に表現する能力を育成し、伝え合う力を高め、思考力を伸ばす。 

 （２）漢字や熟語などの語彙力を高め、言語感覚を身につける。 

 （３）積極的に表現することで、自己の意見を論理的に述べる力を身につける。 

 （４）進学や社会生活に向けた小論文の書き方や国語常識を身につける。 

２．学習内容 

 ◆表現の基礎  ◆記録文、案内文、紹介文、手紙文 

  ◆話しことば・書きことば、敬語表現  ◆小論文演習 

  ◆電話応答 ◆スピーチ ◆ディベート ◆自分史作成 

３．授業の展開と形態 

   ３年生 コース選択 

４．評価方法 

評価の観点 評価の内容 評価の方法 

 

関心・意欲・態度 

・表現に対する関心を深め、すすんで表現し

たり、伝え合おうとしているか。 

・課題に積極的に取り組み、自分の考えを発

言したり、人の発言をよく聞いているか。 

・出席状況 

・取組態度 

・プリント点検 

 

話すこと・聞くこと 

・積極的に「話すこと・聞くこと」の学習に

取り組んでいるか。 

・「スピーチ」や「ディベート」などの活動

に参加し、自分の役割をこなしているか。 

・取組態度 

・課題発表 

・音読や朗読 

 

書くこと 

・積極的に「書くこと」の学習に取り組んで

いるか。 

・授業中の提出物や課題を完成できるか。 

・取組態度 

・プリント点検 

・提出物 

読むこと ・積極的に文章に親しんでいるか。 ・取組態度 

知識・理解 ・コミュニケーション能力を支える語彙・漢

字・表現力などを身につけているか。 

・取組態度 

・プリント 

・提出物 

５．学習方法及び履修上の注意 

週２回の授業実施。演習形式になることも多い。 

科目 国語表現 単位 ２ 対象 3・5・6 組 

選択者 

使用教科書 国語表現 教育出版 



学
期

月 学習内容
考
査

「文章表現の基礎」

・文章のリフォーム

「言葉遊びと創作」

「面接　社会との接点」

・自分を知る

・相手を知る

「小論文Ⅰ」

「声の表現」

・声を出そう　発声・発音

・スピーチの方法 ③３分間スピーチ準備

「人とつながる言葉」

・挨拶と人間関係 ②グループ活動

・待遇表現

・励ます言葉

　　　・受け入れる言葉　

「言葉を届ける」

・電子メール

・手紙 ②手紙（便せん）

12 「自分史をつくる」

①プリント

①プリント

科目名

国語表現
単 位 数

11
月

　本番の体験をとおして、どの方法を学ぶ。

①挨拶が人間関係や社会生活にどのような影響を及ぼ

課
題
物

①文章における題材や材料の重要性を理解できるようにする。
②題材や材料の選定・編集方法などを学習する。
③題材を集めるための練習を行い、小論文や作文を書く実践をする。
④授業をとおして、聞くこと・話すこと・読むこと・書くことのコミュニケーション能
力を養う。

①「国語表現」(教育出版)

課題・提出物等

②自己分析をとおして自分を理解し、面接準備シート

２ 単 位

学科・学年・学級 普通科 ３学年 ３・５・６組

　を作成する。

１
　
学
　
期

使用教科書・副教材等

　ことを理解し、具体的なトレーニングを小論文を通

　して意見と根拠を短文で書く。　

　ぶ。

②与えられた論題から適切な問いを見つける方法を学　

　ることをとおして、自らを見つめ直す態度を養う。

学習の到達目標

①呼吸の仕組みと腹式呼吸の方法について理解し、発

①文章を書くことが、社会で必要な技術であることを

①小論文は根拠に支えられた意見を述べるものである

４
月

9
月
～

５
月
～
7
月

　認識させる。

２．評価の内訳は、学習への取り組み姿勢が３０％程度、提出物や課題などが７０％程度とする。

評 価 方 法

①「自分史」というタイトルで、各自で冊子を作成す

学習のねらい

　発音に留意した声の出し方を学ぶ。

①文章を書くことに親しむ態度を養う。

②国語表現という科目の必要性について再認識させる。

③志望先の情報を集め、履歴書や志願書を作成する。

②原稿用紙

　いているか考え、自己表現としての敬語の使用方法

③言葉の可能性と危険性についてさまざまな角度から

　理解するとともに、「聴く」ことのはたらきについ

③手紙を書くことで、表現の可能性について考える。

　て考察する。

１．課題提出物（プリント・レポートなど)、小論文、自分史、授業中の態度、学習への参加姿勢などを総合して、

　　１００点満点で評価する。

②スピーチのための事前準備について理解し、さらに

　(プリント)

①プリント

①自分史構想表

②グループ活動

　を理解する。

課
題
物

課
題
物

課
題
物

①プリント

②原稿用紙

①小論文課題文

課
題
物

自
分
史

②自分史出来事書き出し表

③自分史(製本して提出)

　しているかを理解する。

②敬語が人間関係の調整や場の状況にどのようにはた

①電子メールの特徴やマナーを理解し、適切な形式と

　内容で電子メール文書を作成する。

５．国語の理解力や表現力を高めるために、読書に親しみ、文章を書く機会を多く持つ。

学 習 方 法
１．年度初めは１時間目に説明、週２時間、演習形式で展開する。

２．ディベートの授業ではグループ学習を行う。

３．図書館を活用しながら、ことばによる表現力や社会全般に対する問題意識を養わせる。

４．必要に応じて、新聞資料・インターネット資料・国語辞典・漢和辞典などを活用する。

②手紙や連絡文の形式を学び、場面に応じた言葉に意

　味について理解を深める。

①プリント

２
　
学
　
期

３
学
期

月
～
２
月

②「自分史」作成をとおして、これまで自分を育てて

　くれた保護者の方々に対する感謝の気持ちを養う。



２０１９年度 ３年自由選択Ⅰ 国語表現シラバス 

 

１．目標 

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力

や想像力を伸ばし，言語感覚を磨き，進んで表現することによって国語の向上や社会生

活の充実を図る態度を育てる。  

 

２．学習内容 

 ①コミュニケーションのために 

②文章表現の基礎 

③小論文 

④プレゼンテーション 

⑤ディベート 

⑥脱出ゲーム作成 

⑦社会に働きかける表現 

 

３．授業の展開と形態 

 ３年生 自由選択Ⅰ 

 

４．評価方法 

小テスト・評価テストの点数、ワークシート類の提出物に加え、上記２の③～⑦の項目

について観点評価を行う。   

 

５．学習方法及び履修上の注意 

 ○インターネット・辞典・本など様々な媒体を通して、課題解決に向けて情報収集をさ 

  せる。 

 〇ワークショップ形式を多く実施するので、表現力を身につけるという意志を持って積 

極的に取り組ませる。 

科目 国語表現 単位 ２ 対象 ３年 

使用教科書 教育出版 国語表現 改訂版 



1 

 

２０１９年度『国語表現』 年間学習指導計画案 

 

１．評価の観点及びその趣旨 

関⼼・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 知識・理解 

国語で伝え合う力を進

んで高めるとともに，言語

文化に対する関心を深め，

国語を尊重してその向上

を図ろうとする。 

目的や場に応じて効果

的に話し，的確に聞き取っ

たり，話し合ったりして，

自分の考えをまとめ，深め

ている。 

相手や目的，意図に応じ

た適切な表現による文章

を書き，自分の考えをまと

め，深めている。 

文章を的確に読み取っ

たり，目的に応じて幅広く

読んだりして，自分の考え

を深め，発展させている。 

伝統的な言語文化及び

言葉の特徴や決まり，漢字

などについて理解し，知識

を身につけている。 

２．教科・科⽬の⽬標学習計画及び評価規準など（⽣徒及び学校の実態に合わせ、教材の変更・削除等もある） 

学

期 
章の⽬標 

時

数 
教材名 主な学習活動 観点別評価の規準と⽅法 

１

学

期 

１ コミュニケーショ

ンのために（４時間） 

○アイスブレイクを行

い，コミュニケーション

のための土台をつくる。 

0.

5 

ウォームアップ１ ジェ

スチャーゲーム 

○言葉を発することなく，ジェスチャーだ

けで伝達するゲームを行う。 

 

【関心・意欲・態度】 

【話す・聞く能力】 

   

0.

5 

ウォームアップ２ 質問

して当てよう 

○質問だけでテーマを当てるゲームを行

う。 

 

【関心・意欲・態度】 

【話す・聞く能力】 

  

３ ウォームアップ３ 他己

紹介をしよう 

○ペアで交互にインタビューを行い，他己

紹介をする。 

【関心・意欲・態度】 

【話す・聞く能力】  

1 

学

期 

２ 文章表現の基礎（３

時間） 

○文字の表記の仕方か

らわかりやすい文章の

書き方まで，文章表現に

必要な基礎力について

確認する。 

0.

5 

ステップ１ 表記の仕方

 

○現代仮名遣いや送り仮名の正しい知識を

身につけ，適切な漢字仮名交じり文による

文章の書き表し方を学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】  

0.

5 

ステップ３ 文章のリフ

ォーム――推敲 

○書き上げた文章を推敲するときの観点を

具体的に学び，典型的な悪文について理解

を深めることで，他者に理解されやすい文

章の書き方を学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】  

２ ステップ４ わかりやす

い説明の方法 

○情報をグループ分けし，適切な順で書く

ことでわかりやすい説明文を書く。 

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】  

１

学

期 

 

 

 

 

 

1 

３ 小論文Ⅰ（１５時

間） 

  

○各種のトレーニング

をとおして文章の「型」

を習得し，論理的文章を

書くための基礎力を養

成する。 

○「小論文テーマ一覧」

２ ステップ１ 意見を論理

的に述べる 

○小論文は根拠に支えられた意見を述べる

ものであることを理解し，具体的なトレー

ニングをとおして意見と根拠を短文で書

く。 

○与えられた論題から適切な問いを見つけ

る方法を学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

・根拠に支えられた意見提示や，是非

が論じられる問題提起をしている。（ノ

ート・発表） 

【知識・理解】 

２ ステップ２ セルフ・デ

ィベート 

○異論や反論を想定した意見提示の方法と

して紙上におけるディベートを行い，防衛

力と説得力のある論理展開の仕方を学ぶ。

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】 

教科 国語（自由選択Ⅰ） 科目 国語表現 学年 ３年（自由選択） 

単位数 ２単位 使⽤教科書 『国語表現 改訂版』（国表３０６）  



2 

 

学

期 

を参照することで自己

の論文テーマの幅を広

げる。 

 

１ ステップ３ 文章の「型」

――構成の方法 

○文章構成のバリエーションを学ぶととも

に，特に小論文の「型」としての三段構成

の特徴を理解する。 

 

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】 

２ ステップ４ 構成ノート

 

○文章執筆のための設計図としての「構成

ノート」を理解し，実際に作成してみるこ

とで小論文執筆の準備の仕方を学ぶ。 

 

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】 

  

８ ステップ５ テーマ型小

論文の実際 

○テーマ型小論文の特徴を知り，「問い」

と「答え」と「根拠」に着目しながら実際

に執筆する。 

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】 

2 

学

期 

５ プレゼンテーショ

ンの方法（６時間） 

○これまで培ってきた

コミュニケーションの

さまざまな技術をプレ

ゼンテーションで用い

る。言語表現と非言語表

現，音声表現と非音声表

現の違いを知って，プレ

ゼンテーションでこれ

らの表現要素を効果的

に用いることができる。 

○情報の視覚化の方法

を知り，それらを効果的

に用いてプレゼンテー

ションを行う。 

２ ステップ１ プレゼンテ

ーションの技術 

○総合的な音声言語表現であるプレゼンテ

ーションの表現要素，評価の観点，情報の

視覚化の方法を学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

【話す・聞く能力】 

【知識・理解】 

 

２ ステップ２ プレゼンテ

ーションの実際 

○プレゼンテーションの実際例をもとに，

プレゼンテーションの構成と流れを理解

し，説得力のある話し方の技術を学ぶ。 

 

【関心・意欲・態度】 

（観察，テスト） 

【話す・聞く能力】 

【知識・理解】 

 

２ ステップ３ スライドを

使ったプレゼンテーショ

ン 

○情報の視覚化の方法として，プレゼンテ

ーション・ソフトによるスライドの作成法

を理解し，それを使用して実際に作成する。

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】 

２

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２

学

期 

10 小論文Ⅱ（８時間） 

○第 3章で学んだテー

マ型小論文に加え，課題

文型小論文とデータ型

小論文の二つのタイプ

の小論文の書き方を身

につけるとともに，論文

執筆の際のルールに習

熟する。 

○課題文を的確に理解

し，自らの意見を明確に

して小論文にまとめる。 

○データを分析して，問

題を提起し，小論文を展

開させる。 

２ ステップ２ 課題文から

問いを見つける 

○課題文を読んでから書く小論文の特徴を

知り，設問の要求を的確に読み取ることや，

課題文の要約，引用の仕方などに習熟する。

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】 

 

２ ステップ３ 課題文型小

論文の実際 

○課題文提示型の小論文を実際に執筆す

る。また，課題文型もテーマ型と同様，明

確な意見提示と，十分な根拠によって展開

されることを学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】 

 

２ ステップ４ データを読

む 

○グラフや表などのデータの読み方を理解

し，小論文を構成する要素を取り出し，実

際の執筆に役立てる。 

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】 

 

２ ステップ５ データ型小

論文の実際 

○データから読み取れた内容が実際の小論

文ではどのように展開されているかを理解

する。 

【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】 



3 

 

２

学

期 

11 話し合いの方法（８

時間） 

○目的に合わせた話し

合いの形式や手法を学

び，意思決定や合意形成

のための会議の方法と

ルールを理解する。 

○ディベートの基本的

な流れについて理解し，

実際に取り組む。 

８ ステップ２ ディベート

の方法 

○ディベートの流れとルールを理解し，デ

ィベートを実践する。 

 

【関心・意欲・態度】 

【話す・聞く能力】 

【知識・理解】 

 

2 

学

期 

投げ込み教材 

図書館脱出ゲームを作

る（６時間） 

○ゲーム参加者を意識

し，手法を工夫した問題

を作成することができ

る。（実技・実作） 

○問題作成の検討会で

意見を述べ合うことが

できる。（実作） 

５ 問題作成 〇問題作成に取り組む。（グループ学習） 【関心・意欲・態度】 

【書く能力】 

【知識・理解】 

１ ゲーム楽しむ ○問題となる文章が的確な指示となってい

るか実際に実施してみて検討する。 

【書く能力】 

【知識・理解】 

3 

学

期 

13 物語を作る（６時

間） 

 

○それぞれの手法によ

って，物語の創作を楽し

む。 

 

２ ☆文章サンプル集６ 

・「物語」を考え続ける

（鴻上尚史） 

・創作の経路（星新一）

［角川文庫刊『きまぐれ

星のメモ』所収］ 

〇本章設定の意義の理解，および学習の動

機づけの一助として活用できる。 

〇ステップ１～３の補足的資料として活用

する。 

 

【関心・意欲・態度】 

【知識・理解】 

 

２ ステップ１ メディアの

特性を知る 

○言語と画像について，メディアとしての

特徴を知り，表現手段としての性質を理解

する。 

【関心・意欲・態度】 

【知識・理解】 

 

３

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

学

期 

15 社会にはたらきか

ける表現（８時間） 

 

○学校内におけるチャ

リティーコンサートと

いうイベントを企画し

実行することを想定し

て，企画会議，渉外・広

報活動，会場準備，事後

処理などの一連の流れ

を学習することによっ

て高等学校における国

語表現の学習の総まと

めを行う。 

 

２ 

 

★ズームアップ11 社会

にはたらきかける表現 

○表現がさまざまな問題解決のための行為

であり，社会参加のための用意であること

に気づき，各単元を振り返るきっかけとし

て活用する。 

【関心・意欲・態度】 

【知識・理解】 

 

２ 

 

説得のための五つの論法 ○説得のためのさまざまな方法について理

解する。 

【関心・意欲・態度】 

【知識・理解】 

２ 

 

アイデアの出し方 ○発想を広げたり，まとめたりする方法に

ついて理解する。 

【関心・意欲・態度】 

【知識・理解】 

２ 

 

目的に合わせた話し合 

いの形態 

○話し合いのルールや形態が，目的に応じ

てさまざまであることを理解する。 

【関心・意欲・態度】 

【知識・理解】 

 

 



2019 年度 数学Ⅰ シラバス 

 

科目名 
数学Ⅰ 

単位数 ３ 単位 

対象 普通科 １年３組（文理特進コース） 

【学習目標】方程式と不等式，二次関数、三角比、集合と論証およびデータの分析について理

解させ，基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとと

もに，数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。 

 

【学習内容】 
1 章：数式の四則演算、実数とその性質の理解、1 次不等式とその解法ができる。 
2 章：集合の基本事項の理解、命題や条件を考察することができる。 
3 章：2 次関数についての理解、2 次方程式や不等式の解法ができる。 
4 章：鋭角の三角比についての理解、180°までの拡張、三角形への応用ができる。 
5 章：データの整理、分析ができる。 

【使用教科書・副教材】 
数学Ⅰ Standard（東京書籍） Standard Buddy WIDE 数学Ⅰ＋A（東京書籍） 

【授業の受け方】 
(1) 勉強は教科書を中心に行い、問題集(副教材)で基礎・基本を定着させる。 
(2) ノートは毎時間しっかりとる。 
(3) 新しく学習する内容を理解するだけでなく、学習する価値や学習の必要性を学ぶ。 
(4) 「なぜ」「どうして」という疑問を持ちながら授業に参加する。 
(5) 予習では「疑問」、復習では「納得」を目標に予習・復習を欠かさないようにする。 
(6) 授業で解決する課題については、色々な方法で解決することも考えてみる。 

【評価方法】 
１．中間考査や期末考査・豆テストの成績、ノートや授業で使用したプリント類、授業態度、

発表や授業に参加する姿勢等を総合して、１，２学期は１００点満点、学年末は５段階

で評価する。 
２．評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、豆テストやノート・提出物、出席・

授業態度等が３０％程度とする。 

 



2019 年度 数学Ⅰ 年間指導計画 
科目名 

数学Ⅰ 
単位数 ３単位  
学科・学年・学級 普通科 １年３組（文理特進コース） 

 

使用教科書・副教材等 数学Ⅰ Standard （東京書籍 数Ⅰ318） 
Standard Buddy WIDE 数学Ⅰ＋A（東京書籍） 

 

月 学習事項 学習内容         

課題・提出物等  
考 
査 

 1 章 数と式      
４ 1 節 式の計算     
 1 整式  整式についての用語の意味を理解する。整式を整理

することができる。 
  

 2 整式の加法・減法・

乗法  
整式の基本的な計算ができる。   

５ 3 因数分解  乗法公式と関連させて、因数分解の公式を利用する

ことができる。 
  

 2 節 実数    中 
 1 実数  自然数、整数、有理数、無理数、実数の意味を理解

する。また、絶対値記号を含む式の計算ができる。

課題プリント・ノート確認 間 
考 

 2 根号を含む式の計算 
   

根号を含む式の計算、分母の有理化について理解し、

基本的な計算ができる。 
 査 

 3 節 1 次不等式     
 1 不等式の性質  不等式の意味、基本性質を理解できる。   
６ 2 1 次不等式  不等式の性質を理解し、1 次不等式を解くことがで

きる。 
  

 3 1 次不等式の応用  1 次不等式を文章題に応用することができる。また，

連立 1 次不等式を解くことができる。 
  

 2 章 集合と論証     
 1節 集合     

 1 集合  集合について理解できる。また、記号の意味を理解

し、適切に使うことができる。 
  

 2 節 命題と論証    期 
 1 命題と条件  命題と条件の定義を学び、図表示による包含関係と

関連づけて理解できる。 
課題プリント・ノート確認 末 

考 
７ 2 論証  命題について理解できる。またいろいろな証明法を

習得するとともに論理的な思考力を養う。 
 査 

 3 章 2 次関数     
 1 節 2 次関数とそのグ

ラフ  
   

 1 関数  関数の概念を基本的な用語とともに確認・理解でき

る。 
  

９ 2 2 次関数  2 次関数について理解する。   
 3 2 次関数の最大・最

小  
2 次関数の最大・最小について理解を深め、定義域

に応じて、最大値や最小値を求めることができる。

  

10 4 2 次関数の決定  与えられた条件から、その 2 次関数を決定できる。   
 2 節 2 次方程式と 2 次

不等式   
  

課題プリント・ノート確認

中 
間 

 1 2 次方程式  因数分解、解の公式を用いて、2 次方程式の解を求

めることができる。また 2 次方程式の実数解の個数

と判別式の符号との関係を理解する。 

 考 
査 

 3 2 次不等式  2 次関数のグラフとの関係から、2 次不等式の解を

求めることができる。 
  

11 4 2 次不等式の応用  2 次不等式を含む連立不等式を解くことができる。   
 4 章 図形と計量     
 1 節 鋭角の三角比     



 1 直角三角形と三角比  
  

三角比の意味を理解し、その値を求めることができ

る。 
  

 2 直角三角形の辺と角 
  

三角比を具体的な問題の解決に活用したりすること

ができる。 
  

 3 三角比の相互関係  三角比の相互関係について興味をもち，理解する。  期 
 2 節 三角比の拡張   課題プリント・ノート確認 末 
12 1 三角比と座標  鈍角まで拡張した三角比の定義を理解する。  考 
 2 三角比の性質  三角比の相互関係について理解を深め、活用できる。  査 
 3 節 三角形への応用   
１ 1 正弦定理  正弦定理を理解し、活用できる。   
 2 余弦定理  余弦定理を理解し、辺や角を求めることができる。   
 3 三角形の面積  三角形の面積を求めることができる。   
 4 空間図形の計量  三角比を空間図形の計量に応用できる。   
２ 5 章 データの分析      
 1 節 データの整理と分

析  
  

課題プリント・ノート確認

学 
年 

 1 データの整理  データを度数分布表やヒストグラムを用いて表すこ

とができる。また，相対度数を求めることができる。

 末 
考 

 2 データの代表値  平均値、中央値、最頻値について理解する。  査 
３ 3 データの散らばり  データの分布を視覚的にとらえることができる。ま

た、偏差、分散、標準偏差を理解できる。 
  

 2 節 データの相関     
 1 相関  2 つの変量の相関をとらえることができる。   
 2 相関係数  相関係数を理解する。また、2 つの変量の相関をと

らえることができる。 
  

 



2019 年度 数学Ⅰ シラバス 

 

科目名 
数学Ⅰ 

単位数 ３ 単位 

対象 普通科 １年１，２，４，５，６組 
（情報処理・健康スポーツ・普通コース） 

【学習目標】方程式と不等式，二次関数、三角比、集合と論証およびデータの分析について理

解させ，基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとと

もに，数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。 

 

【学習内容】 
1 章：数式の四則演算、実数とその性質の理解、1 次不等式とその解法ができる。 
2 章：集合の基本事項の理解、命題や条件を考察することができる。 
3 章：2 次関数についての理解、2 次方程式や不等式の解法ができる。 
4 章：鋭角の三角比についての理解、180°までの拡張、三角形への応用ができる。 
5 章：データの整理、分析ができる。 

【使用教科書・副教材】 
数学Ⅰ Standard（東京書籍） Standard Buddy WRITE 数学Ⅰ＋A（東京書籍） 

【授業の受け方】 
(1) 勉強は教科書を中心に行い、問題集(副教材)で基礎・基本を定着させる。 
(2) ノートは毎時間しっかりとる。 
(3) 新しく学習する内容を理解するだけでなく、学習する価値や学習の必要性を学ぶ。 
(4) 「なぜ」「どうして」という疑問を持ちながら授業に参加する。 
(5) 予習では「疑問」、復習では「納得」を目標に予習・復習を欠かさないようにする。 
(6) 授業で解決する課題については、色々な方法で解決することも考えてみる。 

【評価方法】 
１．中間考査や期末考査・豆テストの成績、ノートや授業で使用したプリント類、授業態度、

発表や授業に参加する姿勢等を総合して、１，２学期は１００点満点、学年末は５段階

で評価する。 
２．評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、豆テストやノート・提出物、出席・

授業態度等が３０％程度とする。 

 



2019 年度 数学Ⅰ 年間指導計画 
科目名 

数学Ⅰ 
単位数 ３単位  
学科・学年・学級 普通科 １年１２４５６組組 

（情報処理・健康スポーツ・普通コース） 

 

使用教科書・副教材等 数学Ⅰ Standard （東京書籍 数Ⅰ318） 
Standard Buddy WRITE 数学Ⅰ＋Ａ（東京書籍） 

 

月 学習事項 学習内容         

課題・提出物等  
考 
査 
 
 

 1 章 数と式      
４ 1 節 式の計算     
 1 整式  整式についての用語の意味を理解する。整式を整理

することができる。 
  

 2 整式の加法・減法・

乗法  
整式の基本的な計算ができる。   

５ 3 因数分解  乗法公式と関連させて、因数分解の公式を利用する

ことができる。 
  

 2 節 実数    中 
 1 実数  自然数、整数、有理数、無理数、実数の意味を理解

する。また、絶対値記号を含む式の計算ができる。

課題プリント・ノート確認 間 
考 

 2 根号を含む式の計算 
   

根号を含む式の計算、分母の有理化について理解し、

基本的な計算ができる。 
 査 

 3 節 1 次不等式     
 1 不等式の性質  不等式の意味、基本性質を理解できる。   
６ 2 1 次不等式  不等式の性質を理解し、1 次不等式を解くことがで

きる。 
  

 3 1 次不等式の応用  1 次不等式を文章題に応用することができる。また，

連立 1 次不等式を解くことができる。 
  

 2 章 集合と論証     
 1節 集合     

 1 集合  集合について理解できる。また、記号の意味を理解

し、適切に使うことができる。 
  

 2 節 命題と論証    期 
 1 命題と条件  命題と条件の定義を学び、図表示による包含関係と

関連づけて理解できる。 
課題プリント・ノート確認 末 

考 
７ 2 論証  命題について理解できる。またいろいろな証明法を

習得するとともに論理的な思考力を養う。 
 査 

 3 章 2 次関数     
 1 節 2 次関数とそのグ

ラフ  
   

 1 関数  関数の概念を基本的な用語とともに確認・理解でき

る。 
  

９ 2 2 次関数  2 次関数について理解する。   
 3 2 次関数の最大・最

小  
2 次関数の最大・最小について理解を深め、定義域

に応じて、最大値や最小値を求めることができる。

  

10 4 2 次関数の決定  与えられた条件から、その 2 次関数を決定できる。   
 2 節 2 次方程式と 2 次

不等式   
  

課題プリント・ノート確認

中 
間 

 1 2 次方程式  因数分解、解の公式を用いて、2 次方程式の解を求

めることができる。また 2 次方程式の実数解の個数

と判別式の符号との関係を理解する。 

 考 
査 

 3 2 次不等式  2 次関数のグラフとの関係から、2 次不等式の解を

求めることができる。 
  

11 4 2 次不等式の応用  2 次不等式を含む連立不等式を解くことができる。   
 



 4 章 図形と計量     
 1 節 鋭角の三角比     
 1 直角三角形と三角比  

  
三角比の意味を理解し、その値を求めることができ

る。 
  

 2 直角三角形の辺と角 
  

三角比を具体的な問題の解決に活用したりすること

ができる。 
  

 3 三角比の相互関係  三角比の相互関係について興味をもち，理解する。  期 
 2 節 三角比の拡張   課題プリント・ノート確認 末 
12 1 三角比と座標  鈍角まで拡張した三角比の定義を理解する。  考 
 2 三角比の性質  三角比の相互関係について理解を深め、活用できる。  査 
 3 節 三角形への応用   
１ 1 正弦定理  正弦定理を理解し、活用できる。   
 2 余弦定理  余弦定理を理解し、辺や角を求めることができる。   
 3 三角形の面積  三角形の面積を求めることができる。   
 4 空間図形の計量  三角比を空間図形の計量に応用できる。   
２ 5 章 データの分析      
 1 節 データの整理と分

析  
  

課題プリント・ノート確認

学 
年 

 1 データの整理  データを度数分布表やヒストグラムを用いて表すこ

とができる。また，相対度数を求めることができる。

 末 
考 

 2 データの代表値  平均値、中央値、最頻値について理解する。  査 
３ 3 データの散らばり  データの分布を視覚的にとらえることができる。ま

た、偏差、分散、標準偏差を理解できる。 
  

 2 節 データの相関     
 1 相関  2 つの変量の相関をとらえることができる。   
 2 相関係数  相関係数を理解する。また、2 つの変量の相関をと

らえることができる。 
  

 



2019 年度 数学Ａ シラバス 

 

科目名 

数学 A 

単位数 ３ 単位 

対象 普通科 １年３組（文理特進コース） 

【学習目標】 

順列と組み合わせ、確率、整数の性質、図形の性質について理解させ，基本的な知識の習得

と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに，数学的な見方や考え

方のよさを認識できるようにする。 

【学習内容】 
 

1 章：集合の概念などの基本的なことを理解する。また、順列・組合せの定義を理解し、記
号を使って計算できるようにする。確率の定義、基本性質を理解し身近な問題を解く
ことができるようにする。 

2 章：約数と倍数、最大公約数と最小公倍数について理解する。また、ユークリッドの互除
法を理解し、不定方程式へ応用する。整数の性質を理解し、2 進法の仕組みなどを理
解する。         

3 章：基本的な作図について学ぶ。また、三角形の辺と角の関係を理解し、定理を導き活用
できるようにする。円の性質を理解し、角や辺の長さを求められるようにする。

【使用教科書・副教材】 

数学Ａ Standard（東京書籍） Standard Buddy WIDE 数学Ⅰ＋A（東京書籍） 

【授業の受け方】 

(1) 勉強は教科書を中心に行い、問題集(副教材)で基礎・基本を定着させる。 

(2) ノートは毎時間しっかりとる。 

(3) 新しく学習する内容を理解するだけでなく、学習する価値や学習の必要性を学ぶ。 

(4) 「なぜ」「どうして」という疑問を持ちながら授業に参加する。 

(5) 予習では「疑問」、復習では「納得」を目標に予習・復習を欠かさないようにする。 

(6) 授業で解決する課題については、色々な方法で解決することも考えてみる。 

【評価方法】 

１．中間考査や期末考査・豆テストの成績、ノートや授業で使用したプリント類、授業態度、

発表や授業に参加する姿勢等を総合して、１，２学期は１００点満点、学年末は５段階

で評価する。 

２．評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、豆テストやノート・提出物、出席・

授業態度等が３０％程度とする。 

 



2019 年度 数学Ａ 年間指導計画 
科目名 

数学Ａ 
単位数 ２単位 
学科・学年・学級 普通科 １年３組（文理特進コース） 

 

使用教科書・副教材等 数学Ａ Standard（東京書籍 数Ａ318） 
Standard Buddy WIDE 数学Ⅰ＋A（東京書籍） 

 

月 学 習 事 項 学 習 内 容 課題・提出物 
考

査

 1 章 場合の数と確率 

  

   

４ 1 節 集合と場合の数 
  

   

 1 集合と要素の個数 有限集合の和集合の要素の個数等を求めることができ

る。 
  

 2 数えあげの原則  和の法則，積の法則を認識し、有効に利用することが

できる。 
  

中

 3 順列 順列の意味を理解し、いろいろな順列の計算ができる。  間

５ 4 組合せ 組合せの意味を理解しその組合せの考えを応用するこ

とができる。 
課題プリント・ノート確認 考

査

 2 節 確率とその基本性質    
６ 1 事象と確率  試行と事象、事象の確率について学ぶ。   
 2 確率の基本性質  確率の基本性質、確率の加法定理、和事象の確率、余

事象とその確率を求めることができる。 
  

 3 節 いろいろな確率      期

７ 1 独立な試行の確率 独立な試行の確率について，具体例を通してその意味

を理解する。 
 
課題プリント・ノート確認

末

考

 2 反復試行の確率  反復試行の確率を理解する。  査

 3 条件つき確率  条件つき確率と確率の乗法定理について学び、具体的

な事象を数学的に考察し，処理する力を伸ばす。 
  

 2 章 整数の性質     
９ 1 節 約数と倍数     
 1 約数と倍数，素因数分解 整数に関する基本的な事項を理解する。  
 2 最大公約数と最小公倍数 素因数分解を用いて最大公約数や最小公倍数を求める

ことができる。 
 

10 2 節 ユークリッドの互除法

と不定方程式   
   

中

 1 除法の性質と整数の分類 整数の除法の性質を理解する。  間

 2 ユークリッドの互除法 整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の

仕組みを理解する。 
課題プリント・ノート確認 考

査

 3 不定方程式  2 元 1 次不定方程式の解の意味を理解し、ユークリッ

ドの互除法を活用するなどして、解を求めることがで

きる。 

 

11 3 節 整数の性質の活用    
 1 記数法 2 進法や 3 進法などを用いて数を自由に表記できる。

また、2 進法における加法・減法・乗法などの計算が

できる。 

  

 2 小数と分数 分数が有限小数または循環小数で表される仕組みを理

解する。 
  

 
 3 章 図形の性質   期

末

考

12 1 節 三角形と比  課題プリント・ノート確認

 1 三角形と比 三角形と比の定理復習し理解を深める。  査

 2 三角形の重心・外心・内心 三角形の重心・外心・内心の存在とその証明を理解す

る。また、外接円、内接円との関係を理解する。 
  

 3 三角形の比の定理 チェバの定理，メネラウスの定理を理解、活用できる。   
１ 2 節 円の性質    
 1 円周角の定理 円周角の定理やその逆が成り立つことを復習し、理解

する。 
  



 2 円に内接する四角形 円に内接する四角形の定理と四角形が円に内接する条

件の定理を理解する。 
  

 3 円と接線 円と接線に関する基本的な性質を応用することができ

る。 
  

 4 接線と弦のつくる角 接線と弦のつくる角の定理の証明を考えることができ

る。 
  

２ 5 方べきの定理 円と点の位置関係が異なっても方べきの定理が成り立

つことを理解する。 
  

 6 2 つの円 ２つの円の位置関係を理解し、図形の性質について証

明することができる。 
 学

年

 3 節 作図  課題プリント・ノート確認 末

 1 基本的な作図 基本的な作図ができる。  考

 2 長さの作図 長さ１の大きさの線分が与えられたとき、2 数の積や

商および平方根などを、図形の性質を利用して作図で

表現できる。 

 査

３ 4 節 空間図形    
 1 空間における直線と平面 空間における直線や平面の位置関係を踏まえ、図形の

性質を論理的に考察することができる。 
  

 2 直線と平面の垂直 空間において直線と平面が垂直になる場合について考

察するとともに，三垂線の定理を理解する。 
  

 3 多面体の性質 多面体の基本的な性質を理解する。   

 



2019 年度 数学Ａ シラバス 

 

科目名 

数学 A 

単位数 ３ 単位 

対象 普通科 １年１，２，４，５，６組 

（情報処処理・健康スポーツ・普通コース） 

【学習目標】 

順列と組み合わせ、確率、整数の性質、図形の性質について理解させ，基本的な知識の習得

と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに，数学的な見方や考え

方のよさを認識できるようにする。 

【学習内容】 
 

1 章：集合の概念などの基本的なことを理解する。また、順列・組合せの定義を理解し、記
号を使って計算できるようにする。確率の定義、基本性質を理解し身近な問題を解く
ことができるようにする。 

2 章：約数と倍数、最大公約数と最小公倍数について理解する。また、ユークリッドの互除
法を理解し、不定方程式へ応用する。整数の性質を理解し、2 進法の仕組みなどを理
解する。         

3 章：基本的な作図について学ぶ。また、三角形の辺と角の関係を理解し、定理を導き活用
できるようにする。円の性質を理解し、角や辺の長さを求められるようにする。

【使用教科書・副教材】 

数学Ａ Standard（東京書籍） Standard Buddy WRITE 数学Ⅰ＋A（東京書籍） 

【授業の受け方】 

(1) 勉強は教科書を中心に行い、問題集(副教材)で基礎・基本を定着させる。 

(2) ノートは毎時間しっかりとる。 

(3) 新しく学習する内容を理解するだけでなく、学習する価値や学習の必要性を学ぶ。 

(4) 「なぜ」「どうして」という疑問を持ちながら授業に参加する。 

(5) 予習では「疑問」、復習では「納得」を目標に予習・復習を欠かさないようにする。 

(6) 授業で解決する課題については、色々な方法で解決することも考えてみる。 

【評価方法】 

１．中間考査や期末考査・豆テストの成績、ノートや授業で使用したプリント類、授業態度、

発表や授業に参加する姿勢等を総合して、１，２学期は１００点満点、学年末は５段階

で評価する。 

２．評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、豆テストやノート・提出物、出席・

授業態度等が３０％程度とする。 

 



2019 年度 数学Ａ 年間指導計画 
科目名 

数学Ａ 
単位数 ２単位 
学科・学年・学級 普通科 １年１２４５６組組 

（情報処理・健康スポーツ・普通コース） 

 

使用教科書・副教材等 数学Ａ Standard（東京書籍 数Ａ318） 
Standard Buddy WRITE 数学Ⅰ＋Ａ（東京書籍） 

 

月 学 習 事 項 学 習 内 容 課題・提出物 
考

査

 
 1 章 場合の数と確率 

  

   

４ 1 節 集合と場合の数 
  

   

 1 集合と要素の個数 有限集合の和集合の要素の個数等を求めることができ

る。 
  

 2 数えあげの原則  和の法則，積の法則を認識し、有効に利用することが

できる。 
  

中

 3 順列 順列の意味を理解し、いろいろな順列の計算ができる。  間

５ 4 組合せ 組合せの意味を理解しその組合せの考えを応用するこ

とができる。 
課題プリント・ノート確認 考

査

 2 節 確率とその基本性質    
６ 1 事象と確率  試行と事象、事象の確率について学ぶ。   
 2 確率の基本性質  確率の基本性質、確率の加法定理、和事象の確率、余

事象とその確率を求めることができる。 
  

 3 節 いろいろな確率      期

７ 1 独立な試行の確率 独立な試行の確率について，具体例を通してその意味

を理解する。 
 
課題プリント・ノート確認

末

考

 2 反復試行の確率  反復試行の確率を理解する。  査

 3 条件つき確率  条件つき確率と確率の乗法定理について学び、具体的

な事象を数学的に考察し，処理する力を伸ばす。 
  

 2 章 整数の性質     
９ 1 節 約数と倍数     
 1 約数と倍数，素因数分解 整数に関する基本的な事項を理解する。  
 2 最大公約数と最小公倍数 素因数分解を用いて最大公約数や最小公倍数を求める

ことができる。 
 

10 2 節 ユークリッドの互除法

と不定方程式   
   

中

 1 除法の性質と整数の分類 整数の除法の性質を理解する。  間

 2 ユークリッドの互除法 整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の

仕組みを理解する。 
課題プリント・ノート確認 考

査

 3 不定方程式  2 元 1 次不定方程式の解の意味を理解し、ユークリッ

ドの互除法を活用するなどして、解を求めることがで

きる。 

 

11 3 節 整数の性質の活用    
 1 記数法 2 進法や 3 進法などを用いて数を自由に表記できる。

また、2 進法における加法・減法・乗法などの計算が

できる。 

  

 2 小数と分数 分数が有限小数または循環小数で表される仕組みを理

解する。 
  

 
 3 章 図形の性質   期

末

考

12 1 節 三角形と比  課題プリント・ノート確認

 1 三角形と比 三角形と比の定理復習し理解を深める。  査

 2 三角形の重心・外心・内心 三角形の重心・外心・内心の存在とその証明を理解す

る。また、外接円、内接円との関係を理解する。 
  

 3 三角形の比の定理 チェバの定理，メネラウスの定理を理解、活用できる。   
１ 2 節 円の性質    



 1 円周角の定理 円周角の定理やその逆が成り立つことを復習し、理解

する。 
  

 2 円に内接する四角形 円に内接する四角形の定理と四角形が円に内接する条

件の定理を理解する。 
  

 3 円と接線 円と接線に関する基本的な性質を応用することができ

る。 
  

 4 接線と弦のつくる角 接線と弦のつくる角の定理の証明を考えることができ

る。 
  

２ 5 方べきの定理 円と点の位置関係が異なっても方べきの定理が成り立

つことを理解する。 
  

 6 2 つの円 ２つの円の位置関係を理解し、図形の性質について証

明することができる。 
 学

年

 3 節 作図  課題プリント・ノート確認 末

 1 基本的な作図 基本的な作図ができる。  考

 2 長さの作図 長さ１の大きさの線分が与えられたとき、2 数の積や

商および平方根などを、図形の性質を利用して作図で

表現できる。 

 査

３ 4 節 空間図形    
 1 空間における直線と平面 空間における直線や平面の位置関係を踏まえ、図形の

性質を論理的に考察することができる。 
  

 2 直線と平面の垂直 空間において直線と平面が垂直になる場合について考

察するとともに，三垂線の定理を理解する。 
  

 3 多面体の性質 多面体の基本的な性質を理解する。   

 



 

2019 年度 数学Ⅱ シラバス 

 

 科目名：数学Ⅱ       単位数：４単位 

 対象学科・学年・学級：普通科・２年３組（文理特進コース） 

  使用教科書･副教材：数学Ⅱ Standard（東京書籍） Standard Buddy WIDE 数学Ⅱ＋B（東京書籍） 

１ 学習目標 

式と証明・高次方程式，図形と方程式，いろいろな関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基本的

な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに，数学的な見方や考え方

のよさを認識できるようにする。 

 

２ 学習内容 

   第１章：整式、複素数と方程式、式の証明について学習する。                                      

   第２章：図形を方程式で表し、図形を調べる方法を学習する。 

   第３章：三角関数について学習する。 

   第４章：指数関数・対数関数について学習する。 

   第５章：微分積分について学び、直線や放物線などで囲まれた図形の面積を求める方法を学習する。 

 

３  授業の受け方  

(1)勉強は教科書を中心に行い、問題集(副教材)で基礎･基本を定着させる。 

(2)ノートは毎時間しっかりとる。 

(3)新しく学習する内容を理解するだけでなく、学習する価値や学習の必要性を学ぶ。 

(4)「なぜ」「どうして」という疑問を持ちながら授業に参加する。 

(5)予習では「疑問」、復習では「納得」を目標に予習・復習を欠かさないようにする。 

(6)授業で解決する課題については、色々な方法で解決することも考えてみる。 

 

 

４ 評価方法 

(1)中間考査や期末考査・豆テストの成績、ノートや授業で使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参

加する姿勢を総合して、１,２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。 

(2)評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、豆テストや提出物、授業態度等が３０％程度とする。

 

                                                     



 

2019 年度 数学Ⅱ 年間指導計画 

科目名 

数学Ⅱ 

単位数 ４単位 

学科・学年・学級 普通科 ２年 ３組（文理特進コース） 

 

使用教科書・副教材等 数学Ⅱ Standard （東京書籍 数Ⅱ318） 

Standard Buddy WIDE 数学Ⅱ＋Ｂ（東京書籍） 

 

学習計画及び評価方法 等 

 

月 

 

 

学  習  内  容 

 

 

学   習   の   ね   ら   い 

 

 

課題･提出物等 

 

考

査 

 

 

４ 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１章 方程式・式と証明 

 １節 整式・分数式の計算

 ①整式の除法と因数分解 

 ②二項定理 

 ③整式の除法 

 ④分数式とその計算 

  １節の確認問題 

 

 ２節 ２次方程式 

 ①複素数とその演算 

 ②解の公式 

 

 ③解と係数の関係 

  ２節の確認問題 

 

 

①３次の乗法公式とそれを用いた因数分解を理解する。 

②パスカルの三角形とその計算式である二項定理を理解する。 

③整式の割り算の方法を理解する。 

④分数式の約分や四則計算の方法を理解する。 

 

 

 

①複素数の四則計算の方法を理解する。 

②複素数の範囲での解の公式を理解する。 

 2次方程式の解の判別の仕方を理解する。 

③2次方程式の解と係数の関係やその利用法を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（２次方程式）

 

 

 

 

 

達

成

度

テ

ス

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３節 高次方程式 

①因数定理 

 

 ②簡単な高次方程式 

 

  ３節の確認問題 

 

 ４節 式と証明 

 ①恒等式 

 

 ②不等式の証明 

 

  ３節の確認問題 

  1章の総合演習 

 

①剰余の定理やその利用方法を理解する。 

 因数定理やその利用方法を理解する。 

②高次方程式の解法を理解する。 

 身近な課題を高次方程式で表し、解決できるようにする。 

 

 

 

①恒等式の意味や等式が恒等式であるための条件を理解する。 

 等式を証明する方法を理解する。 

④不等式を証明する方法を理解する。 

 相加平均と相乗平均の大小関係について理解する。 

 

 

 

 

ノート提出 

（因数定理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中

間

考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

２章 図形と方程式 

 １節 点と直線 

 ①直線上の点の座標 

 

 

①直線上の2点間の距離や内分点・外分点の座標を求めることができ

 

 

 

 

 

 



 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②平面上の点の座標 

 

 ③直線の方程式         

 

 ④２直線の関係 

 

 

 

 

   １節の確認問題       

  

るようにする。 

②平面上の2点間の距離や内分点・外分点の座標を求めること 

 三角形の重心の座標を求めることができるようにする。 

③与えられた条件を満たす直線の方程式を求めることができる 

 直線の方程式の一般刑について理解する。 

④2直線の交点の座標を求めることができるようにする。 

 2直線の平行条件・垂直条件やその適用の仕方を理解する。 

 点と直線の距離を求めることができるようにする。 

 座標や式を用いることによって、平面図形の性質を確かめること 

ができるようにする。 

 

ノート提出 

（座標直線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期

末 

考

査 

 

 

 

 

 

７ 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

  ２節 円  

   ①円の方程式 

 

 

 

 ②円と直線 

 

   

 ③２つの円の位置関係 

  ２節の確認問題 

 

 

①与えられた条件を満たす円の方程式を求めることができるように 

する。 

 円の方程式から中心と半径を求め、図示することができるように 

する。 

②円と直線の共有点の座標を求めることができるようにする。 

条件を満たす円の接線の方程式を求めることができるようにする。 

円と直線の位置関係を調べる方法を理解する。 

 

 

 

 

 

ノート提出 

 （円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 

 

 

学  習  内  容 

 

 

学   習   の   ね   ら   い 

 

 

課題･提出物等 

 

考

査 

 

 

 

９ 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

３節 軌跡と領域 

  ①軌跡とその方程式 

 

②不等式の表す領域 

 ③連立不等式の表す領域 

 

  ３節の確認問題 

 ２章の総合演習 

 

３章 三角関数           

  １節 三角関数 

 ①一般角              

 ②弧度法      

 

①与えられた条件を満たす点の軌跡を求めることができるように 

 する。 

②不等式の表す領域を理解し図示できるようにする。 

③連立不等式の表す領域を図示できるようにする。 

 領域を利用して1次式の最大値や最小値を求める方法を理解する。 

  

 

 

 

 

①一般角について理解する。 

②弧度法による角の表し方を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（一般角） 

 

 

 

 

 

実

力

テ

ス

ト 

 

 

 

 

 

 



 

    扇形の弧の長さや面積を求めることができるようにする。   

 

 

 

10 

 

月 

 

 

  ③三角関数 

 ④三角関数の性質 

 ⑤三角関数のグラフ 

 ⑥三角関数を含む 

   方程式・不等式 

  １節の確認問題       

           

２節 加法定理 

 ①加法定理 

③一般角の三角関数について理解する。 

④三角関数の相互関係や性質を理解する。 

⑤三角関数のグラフがかけるようにする。 

⑥三角方程式や三角不等式の解法を理解する。  

 

 

 

 

①三角関数の加法定理やその利用方法を理解する。 

 

 

 

ノート提出 

（グラフ） 

 

 

 

 

 

 

 

中

間

考

査 

 

 

 

 

11 

 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②加法定理の応用 

 ③三角関数の合成 

  ２節の確認問題 

  ３章の総合演習 

 

４章 指数関数・対数関数 

 １節 指数関数 

   ①整数の指数 

 ②累乗根 

   

 ③有理数の指数 

 ④指数関数とそのグラフ 

 ⑤指数関数の応用 

 

  １節の確認問題 

②２倍角の公式、半角の公式およびその利用法を理解する。 

③三角関数の合成やその利用法を理解する。 

 

 

 

 

 

①０や負の整数の指数について理解する。 

②累乗根の定義や性質及び累乗根を含む式の計算方法を理解す る

。 

③有理数の指数について理解する。 

④指数関数のグラフや性質を理解する。 

⑤指数関数の性質を数の大小比較や方程式・不等式の解法に活 用

できるようにする。 

 

 

 

ノート提出 

（指数計算・累

乗根） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期

末

考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

月 

 

 

 

 

 ２節 対数関数 

 ①対数とその性質 

 

 ②対数関数とそのグラフ 

 

 

 ③常用対数 

  ２節の確認問題 

 ４章の総合演習 

 

 

①対数の定義について理解する。 

 対数の性質や底変換公式の利用法を理解する。 

③対数関数のグラフや性質を理解する。 

 対数関数の性質を数の大小比較や方程式・不等式の解法に活 用

できるようにする。 

④常用対数及びその利用法を理解する。 

 

 

 

 

ノート提出 

（対数計算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

月 

５章 微分と積分 

 １節 微分係数と導関数 

  ①平均変化率 

 

  ②微分係数 

 

 

①平均変化率の定義やその図形的意味を理解する。 

 極限値について理解する。 

②微分係数の定義やその図形的意味を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  ③導関数 

  ④導関数の計算 

 

  １節の確認問題 

③導関数を求めることができるようにする。 

④導関数を利用して微分係数を求めることができるようにする。 

 

 

 

ノート提出 

（導関数） 

 

 

 

 

 

 

 

月 

 

 

学  習  内  容 

 

 

学   習   の   ね   ら   い 

 

 

課題･提出物等 

 

考

査 

 

 

２ 

 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 ２節 導関数の応用 

  ①接線の方程式 

 

  ②関数の増減 

 

  ③関数の極大・極小 

 

  ④関数の最大・最小 

  ⑤方程式・不等式への 

   応用 

 

    ２節の確認問題 

 

①与えられた条件を満たす接線の方程式を求めることができる よ

うにする。 

②導関数を用いて関数の増加・減少を調べることができるよう 

 にする。 

③関数の極値を求めることができるようにする。 

 関数のグラフをかくことができるようにする。 

④関数の最大値や最小値を求めることができるようにする。 

⑤グラフを利用して方程式の実数解の個数を調べる方法を理解 す

る。 

 グラフを利用して不等式を証明する方法を理解する。 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（増減表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

年

末

考

査 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

月 

 

 

 

 

 

 ３節 積分 

  ①不定積分 

  ②定積分 

 

  ③定積分と面積 

 

  ３節の確認問題 

 ５章の総合演習 

 

 

 

①不定積分を求めることができる。 

②定積分を求めることができる。 

 定積分と微分の関係について理解する。 

③定積分を利用していろいろな図形の面積を求めることができるよ 

うにする。 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（不定積分） 

 

 

 

 

 

 

＊

追

認

考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2019 年度 数学Ⅱ シラバス 

 

 科目名：数学Ⅱ       単位数：４単位 

 対象学科・学年・学級：普通科・２年５，６組（普通コース） 

  使用教科書･副教材：数学Ⅱ Standard（東京書籍） Standard Buddy WRITE 数学Ⅱ＋Ｂ（東京書籍） 

 

１ 学習目標 

式と証明・高次方程式，図形と方程式，いろいろな関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基本的

な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに，数学的な見方や考え方

のよさを認識できるようにする。 

 

２ 学習内容 

   第１章：整式、複素数と方程式、式の証明について学習する。                                      

   第２章：図形を方程式で表し、図形を調べる方法を学習する。 

   第３章：三角関数について学習する。 

   第４章：指数関数・対数関数について学習する。 

   第５章：微分積分について学び、直線や放物線などで囲まれた図形の面積を求める方法を学習する。 

 

３  授業の受け方  

(1)勉強は教科書を中心に行い、問題集(副教材)で基礎･基本を定着させる。 

(2)ノートは毎時間しっかりとる。 

(3)新しく学習する内容を理解するだけでなく、学習する価値や学習の必要性を学ぶ。 

(4)「なぜ」「どうして」という疑問を持ちながら授業に参加する。 

(5)予習では「疑問」、復習では「納得」を目標に予習・復習を欠かさないようにする。 

(6)授業で解決する課題については、色々な方法で解決することも考えてみる。 

 

 

４ 評価方法 

(1)中間考査や期末考査・豆テストの成績、ノートや授業で使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参

加する姿勢を総合して、１,２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。 

(2)評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、豆テストや提出物、授業態度等が３０％程度とする。

 

                                                     



 

2019 年度 数学Ⅱ 年間指導計画 

科目名 

数学Ⅱ 

単位数 ４単位 

学科・学年・学級 普通科 ２年５，６組（普通コース） 

 

使用教科書・副教材等 数学Ⅱ Standard （東京書籍 数Ⅱ318） 
Standard Buddy WRITE 数学Ⅱ＋Ｂ（東京書籍） 

東京書籍

準拠問題集

 

学習計画及び評価方法 等 

 

月 

 

 

学  習  内  容 

 

 

学   習   の   ね   ら   い 

 

 

課題･提出物等 

 

考

査 

 

 

４ 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１章 方程式・式と証明 

 １節 整式・分数式の計算

  ①整式の除法と因数分

解 

  ②二項定理 

  ③整式の除法 

  ④分数式とその計算 

  １節の確認問題 

 

 ２節 ２次方程式 

  ①複素数とその演算 

  ②解の公式 

 

  ③解と係数の関係 

  ２節の確認問題 

 

 

①３次の乗法公式とそれを用いた因数分解を理解する。 

②パスカルの三角形とその計算式である二項定理を理解する。 

③整式の割り算の方法を理解する。 

④分数式の約分や四則計算の方法を理解する。 

 

 

 

①複素数の四則計算の方法を理解する。 

②複素数の範囲での解の公式を理解する。 

 2次方程式の解の判別の仕方を理解する。 

③2次方程式の解と係数の関係やその利用法を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（２次方程式）

 

 

 

 

 

達

成

度

テ

ス

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３節 高次方程式 

   ①因数定理 

 

  ②簡単な高次方程式 

 

  ３節の確認問題 

 

 ４節 式と証明 

  ①恒等式 

 

  ②不等式の証明 

 

  ３節の確認問題 

  1章の総合演習 

 

①剰余の定理やその利用方法を理解する。 

 因数定理やその利用方法を理解する。 

②高次方程式の解法を理解する。 

 身近な課題を高次方程式で表し、解決できるようにする。 

 

 

 

①恒等式の意味や等式が恒等式であるための条件を理解する。 

 等式を証明する方法を理解する。 

④不等式を証明する方法を理解する。 

 相加平均と相乗平均の大小関係について理解する。 

 

 

 

 

ノート提出 

（因数定理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中

間

考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

２章 図形と方程式 

 １節 点と直線 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①直線上の点の座標 

 

  ②平面上の点の座標 

 

  ③直線の方程式       

  

 

  ④２直線の関係 

 

 

 

 

   １節の確認問題       

  

①直線上の2点間の距離や内分点・外分点の座標を求めることができ

るようにする。 

②平面上の2点間の距離や内分点・外分点の座標を求めること 

 三角形の重心の座標を求めることができるようにする。 

③与えられた条件を満たす直線の方程式を求めることができる 

 直線の方程式の一般刑について理解する。 

④2直線の交点の座標を求めることができるようにする。 

 2直線の平行条件・垂直条件やその適用の仕方を理解する。 

 点と直線の距離を求めることができるようにする。 

 座標や式を用いることによって、平面図形の性質を確かめること 

ができるようにする。 

 

 

ノート提出 

（座標直線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期

末 

考

査 

 

 

 

 

 

７ 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

  ２節 円  

    ①円の方程式 

 

 

 

  ②円と直線 

 

   

  ③２つの円の位置関係 

  ２節の確認問題 

 

 

①与えられた条件を満たす円の方程式を求めることができるように 

する。 

 円の方程式から中心と半径を求め、図示することができるように 

する。 

②円と直線の共有点の座標を求めることができるようにする。 

条件を満たす円の接線の方程式を求めることができるようにする。 

円と直線の位置関係を調べる方法を理解する。 

 

 

 

 

 

ノート提出 

 （円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 

 

 

学  習  内  容 

 

 

学   習   の   ね   ら   い 

 

 

課題･提出物等 

 

考

査 

 

 

 

９ 

 

月 

 

 

 

 

 

３節 軌跡と領域 

   ①軌跡とその方程式 

 

    ②不等式の表す領域 

  ③連立不等式の表す領

域 

 

  ３節の確認問題 

 ２章の総合演習 

 

３章 三角関数           

 

①与えられた条件を満たす点の軌跡を求めることができるように 

 する。 

②不等式の表す領域を理解し図示できるようにする。 

③連立不等式の表す領域を図示できるようにする。 

 領域を利用して1次式の最大値や最小値を求める方法を理解する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（一般角） 

 

 

 

実

力

テ

ス

ト 

 

 

 

 



 

 

 

 

  １節 三角関数 

  ①一般角             

   ②弧度法      

 

①一般角について理解する。 

②弧度法による角の表し方を理解する。 

  扇形の弧の長さや面積を求めることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

月 

 

 

    ③三角関数 

  ④三角関数の性質     

   ⑤三角関数のグラフ 

  ⑥三角関数を含む 

   方程式・不等式 

  １節の確認問題       

           

２節 加法定理 

  ①加法定理 

③一般角の三角関数について理解する。 

④三角関数の相互関係や性質を理解する。 

⑤三角関数のグラフがかけるようにする。 

⑥三角方程式や三角不等式の解法を理解する。  

 

 

 

 

①三角関数の加法定理やその利用方法を理解する。 

 

 

 

ノート提出 

（グラフ） 

 

 

 

 

 

 

 

中

間

考

査 

 

 

 

 

11 

 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②加法定理の応用 

  ③三角関数の合成 

  ２節の確認問題 

  ３章の総合演習 

 

４章 指数関数・対数関数 

 １節 指数関数 

    ①整数の指数 

  ②累乗根 

   

  ③有理数の指数 

  ④指数関数とそのグラ

フ 

  ⑤指数関数の応用 

 

  １節の確認問題 

②２倍角の公式、半角の公式およびその利用法を理解する。 

③三角関数の合成やその利用法を理解する。 

 

 

 

 

 

①０や負の整数の指数について理解する。 

②累乗根の定義や性質及び累乗根を含む式の計算方法を理解す る

。 

③有理数の指数について理解する。 

④指数関数のグラフや性質を理解する。 

⑤指数関数の性質を数の大小比較や方程式・不等式の解法に活 用

できるようにする。 

 

 

 

ノート提出 

（指数計算・累

乗根） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期

末

考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

月 

 

 

 

 

 ２節 対数関数 

  ①対数とその性質 

 

  ②対数関数とそのグラ

フ 

 

 

  ③常用対数 

  ２節の確認問題 

 ４章の総合演習 

 

 

①対数の定義について理解する。 

 対数の性質や底変換公式の利用法を理解する。 

③対数関数のグラフや性質を理解する。 

 対数関数の性質を数の大小比較や方程式・不等式の解法に活 用

できるようにする。 

④常用対数及びその利用法を理解する。 

 

 

 

 

ノート提出 

（対数計算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５章 微分と積分    



 

 

１ 

 

月 

 

 

 

 

 １節 微分係数と導関数 

  ①平均変化率 

 

  ②微分係数 

  ③導関数 

  ④導関数の計算 

 

  １節の確認問題 

 

①平均変化率の定義やその図形的意味を理解する。 

 極限値について理解する。 

②微分係数の定義やその図形的意味を理解する。 

③導関数を求めることができるようにする。 

④導関数を利用して微分係数を求めることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（導関数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 

 

 

学  習  内  容 

 

 

学   習   の   ね   ら   い 

 

 

課題･提出物等 

 

考

査 

 

 

２ 

 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 ２節 導関数の応用 

  ①接線の方程式 

 

  ②関数の増減 

 

  ③関数の極大・極小 

 

  ④関数の最大・最小 

  ⑤方程式・不等式への 

   応用 

 

    ２節の確認問題 

 

①与えられた条件を満たす接線の方程式を求めることができる よ

うにする。 

②導関数を用いて関数の増加・減少を調べることができるよう 

 にする。 

③関数の極値を求めることができるようにする。 

 関数のグラフをかくことができるようにする。 

④関数の最大値や最小値を求めることができるようにする。 

⑤グラフを利用して方程式の実数解の個数を調べる方法を理解 す

る。 

 グラフを利用して不等式を証明する方法を理解する。 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（増減表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

年

末

考

査 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

月 

 

 

 

 

 

 ３節 積分 

  ①不定積分 

  ②定積分 

 

  ③定積分と面積 

 

  ３節の確認問題 

 ５章の総合演習 

 

 

 

①不定積分を求めることができる。 

②定積分を求めることができる。 

 定積分と微分の関係について理解する。 

③定積分を利用していろいろな図形の面積を求めることができるよ 

うにする。 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（不定積分） 

 

 

 

 

 

 

＊

追

認

考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2019 年度 数学Ⅱ シラバス 

 

 科目名：数学Ⅱ       単位数：２単位（分割履修） 

 対象学科・学年・学級：普通科・２年１，２，４組（情報処理コース，健康スポーツコース） 

  使用教科書･副教材：数学Ⅱ Standard（東京書籍） Standard Buddy WRITE 数学Ⅱ＋Ｂ（東京書籍） 

 

１ 学習目標 

式と証明・高次方程式，図形と方程式，いろいろな関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基本的

な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに，数学的な見方や考え方

のよさを認識できるようにする。 

 

２ 学習内容 

   第１章：整式、複素数と方程式、式の証明について学習する。                                      

   第２章：図形を方程式で表し、図形を調べる方法を学習する。 

   第３章：三角関数について学習する。 

 

３  授業の受け方  

(1)勉強は教科書を中心に行い、問題集(副教材)で基礎･基本を定着させる。 

(2)ノートは毎時間しっかりとる。 

(3)新しく学習する内容を理解するだけでなく、学習する価値や学習の必要性を学ぶ。 

(4)「なぜ」「どうして」という疑問を持ちながら授業に参加する。 

(5)予習では「疑問」、復習では「納得」を目標に予習・復習を欠かさないようにする。 

(6)授業で解決する課題については、色々な方法で解決することも考えてみる。 

 

 

４ 評価方法 

(1)中間考査や期末考査・豆テストの成績、ノートや授業で使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参

加する姿勢を総合して、１,２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。 

(2)評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、豆テストや提出物、授業態度等が３０％程度とする。

 

                                                     



 

2019 年度 数学Ⅱ 年間指導計画 

科目名 

数学Ⅱ 

単位数 ２単位 

学科・学年・学級 普通科 ２年１，２，４組 

（情報処理コース，健康スポーツコース） 

 

使用教科書・副教材等 数学Ⅱ Standard （東京書籍 数Ⅱ318） 
Standard Buddy WRITE 数学Ⅱ＋Ｂ（東京書籍） 

 

学習計画及び評価方法 等 

 

月 

 

 

学  習  内  容 

 

 

学   習   の   ね   ら   い 

 

 

課題･提出物等 

 

考

査 

４ 

月 

 

 

 

 

 

５

月 

 

 

 

 

 

６

月 

１章 方程式・式と証明 

 １節 整式・分数式の計算

 ①整式の除法と因数分解 

 ②二項定理 

 ③整式の除法 

 ④分数式とその計算 

  １節の確認問題 

 

 ２節 ２次方程式 

 ①複素数とその演算 

 ②解の公式 

 

 ③解と係数の関係 

  ２節の確認問題 

 

 

①３次の乗法公式とそれを用いた因数分解を理解する。 

②パスカルの三角形とその計算式である二項定理を理解する。 

③整式の割り算の方法を理解する。 

④分数式の約分や四則計算の方法を理解する。 

 

 

 

①複素数の四則計算の方法を理解する。 

②複素数の範囲での解の公式を理解する。 

 2次方程式の解の判別の仕方を理解する。 

③2次方程式の解と係数の関係やその利用法を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（２次方程式）

 

 

 

 

 

達

成

度

テ

ス

ト 

 

中

間

考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７

月 

 

 

 

９

月 

 

 ３節 高次方程式 

①因数定理 

 

 ②簡単な高次方程式 

 

  ３節の確認問題 

 

 ４節 式と証明 

 ①恒等式 

 

 ②不等式の証明 

 

  ３節の確認問題 

 

①剰余の定理やその利用方法を理解する。 

 因数定理やその利用方法を理解する。 

②高次方程式の解法を理解する。 

 身近な課題を高次方程式で表し、解決できるようにする。 

 

 

 

①恒等式の意味や等式が恒等式であるための条件を理解する。 

 等式を証明する方法を理解する。 

④不等式を証明する方法を理解する。 

 相加平均と相乗平均の大小関係について理解する。 

 

 

 

ノート提出 

（因数定理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期

末

考

査 

 

 

 

 

 



 

９

月 

 

 

 

 

10

月 

 

 

 

 

11 

月 

２章 図形と方程式 

 １節 点と直線 

  ①直線上の点の座標 

 

  ②平面上の点の座標 

 

  ③直線の方程式       

  

 

  ④２直線の関係 

 

 

 

１節の確認問題  

 

 

①直線上の2点間の距離や内分点・外分点の座標を求めることができ

るようにする。 

②平面上の2点間の距離や内分点・外分点の座標を求めること 

 三角形の重心の座標を求めることができるようにする。 

③与えられた条件を満たす直線の方程式を求めることができる 

 直線の方程式の一般刑について理解する。 

④2直線の交点の座標を求めることができるようにする。 

 2直線の平行条件・垂直条件やその適用の仕方を理解する。 

 点と直線の距離を求めることができるようにする。 

 座標や式を用いることによって、平面図形の性質を確かめること 

ができるようにする。 

 

 

 

ノート提出 

（座標直線） 

 

実

力

テ

ス

ト 

 

 

中

間

考

査 

 

12

月 

 

 

 

 

１

月 

 

  ２節 円  

    ①円の方程式 

 

 

 

  ②円と直線 

 

   

  ③２つの円の位置関係 

  ２節の確認問題 

 

①与えられた条件を満たす円の方程式を求めることができるように 

する。 

 円の方程式から中心と半径を求め、図示することができるように 

する。 

②円と直線の共有点の座標を求めることができるようにする。 

条件を満たす円の接線の方程式を求めることができるようにする。 

円と直線の位置関係を調べる方法を理解する。 

 

 

 

 

ノート提出 

 （円） 

 

 

 

期

末

考

査 

 

２

月 

 

 

 

 

３

月 

 

３節 軌跡と領域 

  ①軌跡とその方程式 

 

  ②不等式の表す領域 

 ③連立不等式の表す領域 

 

  ３節の確認問題 

 ２章の総合演習 

 

３章 三角関数           

  １節 三角関数 

  ①一般角             

   ②弧度法      

 

③三角関数 

  ④三角関数の性質   

 

①与えられた条件を満たす点の軌跡を求めることができるように 

 する。 

②不等式の表す領域を理解し図示できるようにする。 

③連立不等式の表す領域を図示できるようにする。 

 領域を利用して1次式の最大値や最小値を求める方法を理解する。 

  

 

 

 

 

①一般角について理解する。 

②弧度法による角の表し方を理解する。 

  扇形の弧の長さや面積を求めることができるようにする。 

③一般角の三角関数について理解する。 

④三角関数の相互関係や性質を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 

（一般角） 

 

 

ノート提出 

（グラフ） 

 

学

年

末

考

査 

 

 



 

2019 年度 数学Ｂ シラバス 

 

 科目名：数学Ｂ       単位数：２単位 

 対象学科・学年・学級：普通科・２年３組（文理特進コース） 

  使用教科書･副教材：数学Ｂ Standard（東京書籍） Standard Buddy WIDE 数学Ⅱ＋B（東京書籍） 

 

１ 学習目標 

確率分布と統計的な推測，数列又はベクトルについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図

り，事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに，それらを活用する態度を育てる。 

 

 

２ 学習内容 

   第１章：数列、いろいろな数列、漸化式と数学的帰納法について学習する。 

   第２章：平面上のベクトル、ベクトルの応用、空間におけるベクトルについて学習する。 

   

 

３  授業の受け方  

(1)勉強は教科書を中心に行い、問題集(副教材)で基礎･基本を定着させる。 

(2)ノートは毎時間しっかりとる。 

(3)新しく学習する内容を理解するだけでなく、学習する価値や学習の必要性を学ぶ。 

(4)「なぜ」「どうして」という疑問を持ちながら授業に参加する。 

(5)予習では「疑問」、復習では「納得」を目標に予習・復習を欠かさないようにする。 

(6)授業で解決する課題については、色々な方法で解決することも考えてみる。 

 

 

４ 評価方法 

(1)中間考査や期末考査・豆テストの成績、ノートや授業で使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参

加する姿勢を総合して、１,２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。 

(2)評価は、中間考査、期末考査の成績が70％程度、豆テストや提出物、授業態度等が30％程度とする。 

 

                                                     



 

2019 年度 数学Ｂ 年間指導計画 

科目名 

数学Ｂ 

単位数 ２単位 

学科・学年・学級 普通科 ２年 ３組（文理特進コース） 

 

使用教科書・副教材等 数学Ｂ Standard （東京書籍 数Ｂ317） 

Standard Buddy WIDE 数学Ⅱ＋Ｂ（東京書籍） 

東京書籍

準拠問題

 

学習計画及び評価方法 等 

月 学習事項 学習内容 課題･提出物等 考査

 1 章 数列   

 1 節 数列   

4 

 

1 数列 数列の概念および数列についての基本的な用語の意

味を理解する。 

 

 2 等差数列 等差数列について関心を深め，一般項 anを初項 a，

公差 dを使って表せることを理解する。 

 

5 

 

3 等差数列の和 等差数列の初項から第 n 項までの和の求め方に興味

をもち，それが nを用いて表せることを理解する。

 

 

 

4 等比数列 等比数列について関心を深め，一般項 anを初項 a，

公差 rを使って表せることを理解する。 

 中間

考査

 5 等比数列の和 等比数列の初項から第 n 項までの和の求め方に興味

をもち，それが nを用いて表せることを理解する。

 

 2 節 いろいろな数列  課題プリント・ノート確認  

6 1 いろいろな数列の和と記

号Σ 

記号Σの意味と性質を理解し，自然数の平方の和を

Σを用いて表すことができる。 

 

 2 階差数列と数列の和 階差数列から一般項を求めたり，数列の和から一般

項を求めたりすることができる。 

 期末

考査

7 3 節 漸化式と数学的帰納法   

 1 漸化式 数列の帰納的定義について理解し，漸化式を扱うこ

とができる。 

 

9 2 数学的帰納法 数学的帰納法について理解し，等式などの証明に利

用できる。 

 

 2 章 ベクトル   

 1 節 平面上のベクトル   

 1 有向線分とベクトル 平面上のベクトルの考えを理解し，ベクトルに関す

る基本的な用語・記号に習熟する。 

 中間

考査

10 2 ベクトルの加法・減法・

実数倍 

ベクトルの加法・減法および実数倍について理解し，

それらの演算について数の演算と同様の法則が成り

立つことを確かめる。また，ベクトルの平行・分解

について理解する。 

 

 3 ベクトルの成分 ベクトルがいくつかの実数の組として表されること

を理解し，そのよさを認識する。 

 
課題プリント・ノート確認

11 4 ベクトルの内積 ベクトルの内積について理解し，その基本性質を理

解する。 

 

 2 節 ベクトルの応用   

 1 位置ベクトル 位置ベクトルを理解し，平面上の点の位置を表現で

きるよさを認識する。 

 期末

考査

 2 ベクトルの図形への応用 ベクトルの考えを利用して，平面図形に関するいろ

いろな問題を考察することができる。 

 

12 3 ベクトル方程式 平面上の直線や円を，ベクトルを用いて表せること

を理解する。また，媒介変数表示についても理解し，

そのよさを認識する。 

 

1 3 節 空間におけるベクトル   

 1 空間座標 空間における座標を定め，空間の点が 3 つの実数の

組として表現できることを理解する。また，座標平

面に平行な平面について考察する。 

 

2 2 空間のベクトル 平面と同様に，空間においてもベクトルを考えるこ

とができることを理解する。 

 
課題プリント・ノート確認

学年

末



 

考査

 3 ベクトルの内積 空間のベクトルについても内積を定義し，いろいろ

な図形の問題に応用できる。 

 

3 4 位置ベクトルと空間の図

形 

平面と同様に，空間においても位置ベクトルを考え

ることができることを理解し，内分点・外分点の位

置ベクトルを求めることができる。また，位置ベク

トルのよさを空間図形に応用できる。 

 

 



2019 年度 実践数学 シラバス 

 

科目名 
実践数学 

単位数 ２ 単位 

対象 普通科 ３学年 １，２，３，４，５，６組 
（選択者） 

【学習目標】 
 1 学年で学習した数学Ⅰ・A の内容を体系的・系統的に復習することにより、理解を  
 深める。（理系専門学校への受験に対応できる力を育成する。） 
また、その内容を利用し、体験的学習をとおして実際に数学を生活に活用できることを理

解し、体感する。 

【学習内容】 
数学Ⅰ：数と式、2 次関数、三角比、集合と論証、データの分析 
数学 A：順列と組合せ、確率、図形の性質 

【使用教科書・副教材】 
参考資料：高等学校基礎・基本問題集Ｂ 

【授業の受け方】 
(1) 勉強はワークシート･課題プリントを中心に行い、実践力を養う。 
(2) 授業は自分のペースで取り組む、自学自習を中心とする。 
(3) 予習や発表に積極的に取り組み、前向きな姿勢を養う。 
(4) 予測や推測を大事にし、自分の中の数学的感覚（数字の感覚）を大事にする。 

【評価方法】 
１．中間考査や期末考査の成績、使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参加する姿

勢、レポートを総合して、１，２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。 
２．評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、提出物（レポート・課題プリント）

授業態度等が３０％程度とする。 

 



- 1 -

科目名 単 位 数 ２ 単 位
実践数学

学科 ･ 学年 ･ 学級 普通科 ３ 学年１組、２組、３組、４組、５組、６組

・１，２年で学習した数学Ⅰ・Aを体系的・系統的に復習することで、更なる理解・定着をはかる。
学 習 の 到 達 目 標 ・自分のペースで目標を持って、自学自習のできる態度を育成する。

・理系専門学校（看護・ポリテク・リハビリなど）の受験に耐えうる実践力・応用力をを身につけ
入試レベルの問題に取り組める。

・数学Ⅰ・A の学習内容を活かした体験学習をとおして、数学の有用性・社会性を理解し、実践す
ることができる。

使用科書･副教材等 高等学校基礎・基本問題集Ｂ

月 学 習 事 項 学 習 内 容 課 題 考査
提出物等

４ １．整式 ・文字を使った式の表し方のきまりを学ぶ。 課題プリ
１．文字式のきまり ・整式について次数、降べきの順、かっこのはずし方等を学ぶ。 ント
２．整式 ・多項式を整理する。多項式の加法と減法を学ぶ。
３．整式の加法・減法 ・指数法則を学び、単項式や多項式の乗法を学ぶ。 ワークシ
４．整式の乗法 ・展開公式を学び、整式の展開に利用する。 ート
５．乗法公式による展開 ・共通因数をくくり出す、たすきがけ、因数分解の公式により
６．因数分解 因数分解を行う。

２．実数 ・平方根の性質を学び、根号を含む式の計算、分母の有理化を
１．平方根とその計算 学ぶ。
２．実数 ・数の拡張（有理数・無理数・実数）について学ぶ。

５ ３．方程式と不等式 ・１次方程式を解く手順を学ぶ。
１．１次方程式 ・数や式の大小関係を不等号や数直線に表すことを学ぶ。
２．不等式 ・不等式を変形するときの基本的な性質を学ぶ。
３．不等式の性質 ・不等式の性質や移項を用いて 1次不等式を解く。 中間
４．１次不等式 ・連立不等式を解く手順を学ぶ。 考査
５．連立不等式 ・不等式の応用問題を解く。
６．不等式の応用

６ ４．２次関数 ・身の周りにある関数に始まり、１次関数と２次関数の意味を理 課題プリ
１．1次関数とそのグラフ 解する。 ント
２．2次関数とそのグラフ ・下に凸、上に凸、放物線、軸、頂点など用語の意味を理解する。
３．2次関数の最大値・最小値 ・平行移動によりグラフの元の式がどう変化するかを学ぶ。 ワークシ
４．2次関数のグラフと 2次方 ・y =ａ(ｘ－ｐ) +ｑのグラフを学び、ｙ＝ａｘ ＋ｂｘ＋ｃを ート２ ２

程式 y =ａ(ｘ－ｐ) +ｑに変形し、グラフをかく。２

５．2次関数のグラフと 2次不 ・グラフをもとにして２次関数の値の変化を調べ、最大値、最小
等式 値の求め方を学ぶ。

・グラフとｘ軸との共有点の座標を２次方程式の解を利用して求 期末
め、２次不等式を解く。 考査

７ ５．三角比 ・三平方の定理や３０°､４５°､６０°の直角三角形の辺の比を 課題プリ
１．三角形 理解する。 ント
２．三角比 ・三角比の定義をする。三角比の表の見方を学ぶ。
３．三角比の利用 ・三角比を利用して、２点間の距離や斜面の角度を求める。 ワークシ
４．三角比の相互関係 ・正弦･余弦･正接の相互関係の基本的なことを学ぶ。 ート

９ ５．三角比の拡張 ・鈍角や０°･９０°･１８０°の三角比を学ぶ。
６．三角形の面積 ・２辺とその間の角の正弦を用いて三角形の面積を求める。
７．正弦定理 ・三角形の外接円と正弦の関係より正弦定理を導く。
８．余弦定理 ・三平方の定理から余弦定理を導く。
９．正弦定理と余弦定理の応用 ・正弦定理と余弦定理を利用して２点間の距離などを求める。

６．集合と論証 ・集合の定義と集合の表し方、和集合や共通部分など基本的な事 課題プリン
１．集合と要素 柄を学ぶ。 ト
２．命題 ・命題の真偽、命題と集合、命題の逆・対偶、必要条件・十分条
３．いろいろな証明法 件を理解する。 ワークシー

・対偶による証明法、背理法を学ぶ。 ト



- 2 -

月 学 習 事 項 学 習 内 容 課 題 考査
提出物等

10 ７．データの分析 ・いろいろな統計グラフを学ぶ。 課題プリン
１．統計とグラフ ・度数分布表とヒストグラム、相対度数と相対度数分布表につい ト
２．データの整理 て学ぶ。
３．代表値 ・平均値、中央値、最頻値、外れ値など用語の定義を理解する。 ワークシー
４．データの散らばり ・四部位数と四分位範囲、５数要約と箱ひげ図、分散と標準偏差 ト 中間
５．相関関係 について学ぶ。 考査

・散布図、相関係数について学ぶ。

11 ８．順列と組合せ ・和集合や補集合などの要素の個数を求められるようにする。 課題プリ
１．集合と要素 ・和の法則について理解し、積の法則は樹形図などを利用しなが ント
２．和の法則と積の法則 ら理解できるようにする。
３．順列 ・順列と組合せの意味を理解し，順列及び組合せの数を求めるこ ワークシ
４．組合せ とができるようにする。 ート

・重複順列や円順列の意味を理解し，求められるようにする。
・ｎＣｒ＝ｎＣｎ－ｒが理解できるようにする。 期末
・組合せの考えを利用して、いろいろな場合の数を求める。 考査

12 ９．確率 ・試行と事象を理解し，確率の考え方を理解できるようにする。 課題プリ
１．事象と確率(1) ・組合せを利用して事象の確率を求めるられるようにする。 ント
２．事象と確率(2) ・和事象の確率，排反事象，余事象を利用して確率が求められる
３．独立な試行と確率 ようにする。 ワークシ
４．反復試行の確率 ・独立な試行，反復試行，条件つき確率の意味を理解し，その確 ート
５．条件つき確率 率が求められるようにする。

１ 10．図形の性質 ・三角形の内角や外角について理解する。 課題プリ
１．基本の図形 ・中点連結定理を理解し，線分の比を求められるようにする。 ント
２．いろいろな作図 ・角の二等分線と線分の比について理解し，線分の比を求めるこ 期末
３．三角形の角 とができるようにする。 ワークシ 考査
４．三角形と線分の比 ・三角形の外心・内心・重心を求めることができるようにする。 ート
５．三角形の外心・内心・重心 ・円周角の定理とその逆の定理について理解できるようにする。
６．円周角 ・接線と弦のつくる角を理解し，問題を解けるようにする。

２ ７．２つの円 ・２つの円の位置関係を調べることができる。
８．円と四角形 ・円に内接する四角形の性質を理解し，問題を解くことができる。
９．方べきの定理 ・２直線と円によってできる線分の長さの関係を理解し，問題を
10．空間における直線と平面 解決することができる。
11．多面体 ・平面の決定，2つの平面の位置関係，直線と平面の位置関係，2

つの直線の位置関係について理解することができる。
・多面体や正多面体について理解することができる。



2019 年度 数学探求 シラバス 

 

科目名 
数学探求 

単位数 ３ 単位 

対象 普通科 ３学年 ３組（文理特進コース） 

【学習目標】 
 高校数学の基礎の内容を体系的・系統的に復習することにより、理解を深める。 
（センター試験・理系専門学校への受験に対応できる力を育成する。） 
また、その内容を利用し、実際に数学を生活に活用できることを理解する。 

【学習内容】 
数学Ⅰ：数と式、2 次関数、図形と計量、集合と論証、データの分析 
数学 A：場合の数と確率、整数の性質、図形の性質 

 

【使用教科書・副教材】 
参考資料：高等学校基礎・基本問題集Ｂ 

【授業の受け方】 
(1) 勉強はワークシート･課題プリントを中心に行い、実践力を養う。 
(2) 授業は自分のペースで取り組む、自学自習を中心とする。 
(3) 予習や発表に積極的に取り組み、前向きな姿勢を養う。 
(4) 予測や推測を大事にし、自分の中の数学的感覚（数字の感覚）を大事にする。 

【評価方法】 
１．中間考査や期末考査の成績、使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参加する姿

勢、レポートを総合して、１，２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。 
２．評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、提出物（レポート・課題プリント）

や出席・授業態度が３０％程度とする。 
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科目名 単 位 数 ３ 単 位
数学探求

学科 ･ 学年 ･ 学級 普通科 ３ 学年 ３組

・高校数学の基礎を体系的・系統的に復習することで、更なる理解・定着をはかる。
学 習 の 到 達 目 標 ・自分のペースで目標を持って、自学自習のできる態度を育成する。

・センター試験の受験に耐えうる実践力・応用力をを身につけ 入試レベルの問題に取り組める。

使用科書･副教材等 参考資料：高等学校基礎・基本問題集Ｂ

月 学 習 事 項 学 習 内 容 課 題 考査

提出物等

４ １．数と式 ・整式について次数、降べきの順等を行う。 課題プリ

①整式、整式の加法・減法 ・多項式を整理する。多項式の加法と減法を行う。 ント
②整式の乗法 ・指数法則の理解を深め、単項式や多項式の乗法を行う。
③乗法公式による展開 ・展開公式の理解を深め、整式の展開に利用する。 ワークシ

④因数分解 ・共通因数をくくり出す、たすきがけ、因数分解の公式により ート
因数分解を行う。

２．実数 ・平方根の性質の理解を深め、根号を含む式の計算、分母の有理

①平方根とその計算 化を行う。
②実数 ・数の拡張（有理数・無理数・実数）の理解を深める。

５ ３．方程式と不等式 ・１次方程式の解法について理解を深める。
①１次方程式 ・数や式の大小関係を不等号や数直線に表す。

②不等式の性質 ・不等式を変形するときの基本的な性質の理解を深める。
③ 1次不等式 ・不等式の性質や移項を用いて 1次不等式を解く。
④連立不等式 ・連立不等式を解く手順の理解を深める。 中間

⑤不等式の応用 ・不等式の応用問題を解く。 考査
６ ４．２次関数 ・y = ax のグラフ、y= a(x - p) のグラフ 課題プリ２ ２

① 1次関数とそのグラフ y =ａ(ｘ－ｐ) +ｑのグラフについて、理解する。 ント２

② 2次関数とそのグラフ ・ｙ＝ａｘ ＋ｂｘ＋ｃを y =ａ(ｘ－ｐ) +ｑに変形しグラフを２ ２

③ 2次関数の最大値・最小値 かく。 ワークシ
④ 2次関数のグラフと 2次方 ・２次関数の値の変化を調べ、最大値、最小値を求める。 ート

程式 ・グラフとｘ軸との共有点の座標を２次方程式の解を利用して求
⑤ 2次関数のグラフと 2次不 める。
等式 ・２次関数のグラフとｘ軸との交点の座標を利用して２次不等式

を解く。

７ ５．三角比 ・三平方の定理、特別な角度の直角三角形の辺の比を理解する。 課題プリ 期末
①三角比の利用 ・三角比の定義をし、三角比の表の特徴をとらえる。 ント 考査
②三角比の相互関係 ・三角比を利用して、２点間の距離や斜面の角度を求める。

③三角比の拡張 ・正弦･余弦･正接の相互関係の理解を深める。 ワークシ
④三角形の面積 ・鈍角や０°･９０°･１８０°の三角比について理解を深める。 ート
⑤正弦定理・余弦定理 ・２辺とその間の角の正弦を用いて三角形の面積を求める。

９ ⑥正弦定理と余弦定理の応用 ・三角形の外接円と正弦の関係より正弦定理を導く。
・三平方の定理から余弦定理を導く。
・正弦定理と余弦定理を利用して２点間の距離などを求める。

６．集合と論証 ・集合の定義と集合の表し方、和集合や共通部分など基本的な事 課題プリン
①集合と要素 柄の理解を深める。 ト
②命題と証明 ・命題の真偽、命題と集合、命題の逆・対偶、必要条件・十分条

件を理解を深める。 ワークシー

・対偶による証明や背理法による証明を行う。 ト
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月 学 習 事 項 学 習 内 容 課 題 考査
提出物等

７．場合の数と確率 ・集合の定義と要素の個数について理解を深め、和集合・共通部
①集合と要素の個数 分・補集合など基本的な集合の考え方を身につける。 課題プリ
②和の法則・積の法則 ・確率の基礎である数え上げをとおして、要素の個数を数えあげ ント

10 ③順列・組合せ・2項定理 ることができる 中間
④事象と確率の計算 ・順列、組合せの定義を再確認し、様々な状況下での場合の数を ワークシ 考査
⑤期待値 求める。 ート

・様々な事象の確率（排反、余事象、反復、独立などの考えを理
解し）を求める。

・期待値の定義に対する理解を深め、利用することで有利・不利

の判断ができる。
８．図形の性質 ・平行線と線分の比、中点連結定理、角の二等分線と線分の比の
①三角形と線分比 関係を利用する。 課題プリ
②三角形の重心・外心・内心 ・三角形において、重心、内心、外心の意味を理解し問題を解く。 ント

11 ③円周角の定理 ・円の基本定理を理解し、円周角の定理を理解する。
④円に内接する四角形 ・円と内接する四角形の条件を理解し、利用する。 ワークシ
⑤弦と接線のつくる角 ・2 円の位置関係と半径と中心間の距離との関係を理解・利用す ート

⑥方べきの定理 る。 期末
⑦２つの円 考査

９．整数の性質 ・約数と倍数の関係、素因数分解を利用した最大公約数･最小公 課題プリ

12 ①約数と倍数、素因数分解 倍数の求め方を理解し、整数への理解を深める。 ント
②ユークリッドの互除法と不定 ・ユークリッドの互除法を理解する。また、不定方程式の整数解
方程式 を求められるようにする。

③記数法 ・記数法の仕組みを理解し、２進法で表された数を１０進法で表 ワークシ
④小数と分数 したり、その逆をできるようにする。また、２進法で表された ート

数の加算や減算、乗算をできるようにする。
１ ・有限小数と循環小数について学び、既約分数が有限小数や循環

小数となる条件を理解する。

２ １０．データの整理 ・データを整理する必要性を理解し、目的に応じて資料を適切に 課題プリ

①データの整理 整理する方法を習得する。 ント レポ
②データの代表値 ・データの代表値の意味や特徴を理解し、データの傾向を的確に ート
③データの散らばり 捉えられるようにする。

④データの相関関係 ・散らばりの度合いを示す量として範囲、四分位範囲、四分位偏 ワークシ
差、分散、標準偏差の意味と計算方法を習得する ート

・散布図の意味を理解し、相関関係を考える方法や相関係数の計

算方法を習得する。

評 価 方 法

１．中間考査や期末考査・レポートや授業で使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参加する姿勢を総合して、
１,２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。

２．評価は、中間考査、期末考査の成績が８０％程度、提出物、出席・授業態度等が２０％程度とする。

学 習 方 法

１．自学自習を勧め、自分の学力・ペースにあった姿勢で取り組ませる。

２．家庭学習を勧め、授業中で分かりにくい事を質問させるようにする。
３．簡単な公式等は暗記させ、基礎学力の定着をはかる。



2019 年度 数学探求 シラバス 

 

科目名 
数学探求 

単位数 ３ 単位 

対象 普通科 ３学年 １,２,４組（選択者） 

【学習目標】 
 高校数学の基礎の内容を体系的・系統的に復習することにより、理解を深める。 
（センター試験・理系専門学校への受験に対応できる力を育成する。） 
また、その内容を利用し、実際に数学を生活に活用できることを理解する。 

【学習内容】 
数学Ⅰ：数と式、2 次関数、図形と計量、集合と論証、データの分析 
数学 A：場合の数と確率、整数の性質、図形の性質 

 

【使用教科書・副教材】 
参考資料：高等学校基礎・基本問題集Ａ 

【授業の受け方】 
(1) 勉強はワークシート･課題プリントを中心に行い、実践力を養う。 
(2) 授業は自分のペースで取り組む、自学自習を中心とする。 
(3) 予習や発表に積極的に取り組み、前向きな姿勢を養う。 
(4) 予測や推測を大事にし、自分の中の数学的感覚（数字の感覚）を大事にする。 

【評価方法】 
１．中間考査や期末考査の成績、使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参加する

姿勢、レポートを総合して、１，２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。

２．評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、提出物（レポート・課題プリント）

や出席・授業態度が３０％程度とする。 
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科目名 単 位 数 ２ 単 位
数学探求

学科 ･ 学年 ･ 学級 普通科 ３ 学年 １・２・４組 (選択者)

・高校数学の基礎を体系的・系統的に復習することで、更なる理解・定着をはかる。
学 習 の 到 達 目 標 ・自分のペースで目標を持って、自学自習のできる態度を育成する。

・センター試験の受験に耐えうる実践力・応用力をを身につけ 入試レベルの問題に取り組める。

使用科書･副教材等 参考資料：高等学校基礎・基本問題集Ａ

月 学 習 事 項 学 習 内 容 課 題 考査

提出物等

４ １．数と式 ・整式について次数、降べきの順等を行う。 課題プリ

①整式、整式の加法・減法 ・多項式を整理する。多項式の加法と減法を行う。 ント
②整式の乗法 ・指数法則の理解を深め、単項式や多項式の乗法を行う。
③乗法公式による展開 ・展開公式の理解を深め、整式の展開に利用する。 ワークシ

④因数分解 ・共通因数をくくり出す、たすきがけ、因数分解の公式により ート
因数分解を行う。

２．実数 ・平方根の性質の理解を深め、根号を含む式の計算、分母の有理

①平方根とその計算 化を行う。
②実数 ・数の拡張（有理数・無理数・実数）の理解を深める。

５ ３．方程式と不等式 ・１次方程式の解法について理解を深める。
①１次方程式 ・数や式の大小関係を不等号や数直線に表す。

②不等式の性質 ・不等式を変形するときの基本的な性質の理解を深める。
③ 1次不等式 ・不等式の性質や移項を用いて 1次不等式を解く。
④連立不等式 ・連立不等式を解く手順の理解を深める。 中間

⑤不等式の応用 ・不等式の応用問題を解く。 考査
６ ４．２次関数 ・y = ax のグラフ、y= a(x - p) のグラフ 課題プリ２ ２

① 1次関数とそのグラフ y =ａ(ｘ－ｐ) +ｑのグラフについて、理解する。 ント２

② 2次関数とそのグラフ ・ｙ＝ａｘ ＋ｂｘ＋ｃを y =ａ(ｘ－ｐ) +ｑに変形しグラフを２ ２

③ 2次関数の最大値・最小値 かく。 ワークシ
④ 2次関数のグラフと 2次方 ・２次関数の値の変化を調べ、最大値、最小値を求める。 ート

程式 ・グラフとｘ軸との共有点の座標を２次方程式の解を利用して求
⑤ 2次関数のグラフと 2次不 める。
等式 ・２次関数のグラフとｘ軸との交点の座標を利用して２次不等式

を解く。

７ ５．三角比 ・三平方の定理、特別な角度の直角三角形の辺の比を理解する。 課題プリ 期末
①三角比の利用 ・三角比の定義をし、三角比の表の特徴をとらえる。 ント 考査
②三角比の相互関係 ・三角比を利用して、２点間の距離や斜面の角度を求める。

③三角比の拡張 ・正弦･余弦･正接の相互関係の理解を深める。 ワークシ
④三角形の面積 ・鈍角や０°･９０°･１８０°の三角比について理解を深める。 ート
⑤正弦定理・余弦定理 ・２辺とその間の角の正弦を用いて三角形の面積を求める。

９ ⑥正弦定理と余弦定理の応用 ・三角形の外接円と正弦の関係より正弦定理を導く。
・三平方の定理から余弦定理を導く。
・正弦定理と余弦定理を利用して２点間の距離などを求める。

６．集合と論証 ・集合の定義と集合の表し方、和集合や共通部分など基本的な事 課題プリン
①集合と要素 柄の理解を深める。 ト
②命題と証明 ・命題の真偽、命題と集合、命題の逆・対偶、必要条件・十分条

件を理解を深める。 ワークシー

・対偶による証明や背理法による証明を行う。 ト
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月 学 習 事 項 学 習 内 容 課 題 考査
提出物等

７．場合の数と確率 ・集合の定義と要素の個数について理解を深め、和集合・共通部
①集合と要素の個数 分・補集合など基本的な集合の考え方を身につける。 課題プリ
②和の法則・積の法則 ・確率の基礎である数え上げをとおして、要素の個数を数えあげ ント

10 ③順列・組合せ・2項定理 ることができる 中間
④事象と確率の計算 ・順列、組合せの定義を再確認し、様々な状況下での場合の数を ワークシ 考査
⑤期待値 求める。 ート

・様々な事象の確率（排反、余事象、反復、独立などの考えを理
解し）を求める。

・期待値の定義に対する理解を深め、利用することで有利・不利

の判断ができる。
８．図形の性質 ・平行線と線分の比、中点連結定理、角の二等分線と線分の比の
①三角形と線分比 関係を利用する。 課題プリ
②三角形の重心・外心・内心 ・三角形において、重心、内心、外心の意味を理解し問題を解く。 ント

11 ③円周角の定理 ・円の基本定理を理解し、円周角の定理を理解する。
④円に内接する四角形 ・円と内接する四角形の条件を理解し、利用する。 ワークシ
⑤弦と接線のつくる角 ・2 円の位置関係と半径と中心間の距離との関係を理解・利用す ート

⑥方べきの定理 る。 期末
⑦２つの円 考査

９．整数の性質 ・約数と倍数の関係、素因数分解を利用した最大公約数･最小公 課題プリ

12 ①約数と倍数、素因数分解 倍数の求め方を理解し、整数への理解を深める。 ント
②ユークリッドの互除法と不定 ・ユークリッドの互除法を理解する。また、不定方程式の整数解
方程式 を求められるようにする。

③記数法 ・記数法の仕組みを理解し、２進法で表された数を１０進法で表 ワークシ
④小数と分数 したり、その逆をできるようにする。また、２進法で表された ート

数の加算や減算、乗算をできるようにする。
１ ・有限小数と循環小数について学び、既約分数が有限小数や循環

小数となる条件を理解する。

２ １０．データの整理 ・データを整理する必要性を理解し、目的に応じて資料を適切に 課題プリ

①データの整理 整理する方法を習得する。 ント レポ
②データの代表値 ・データの代表値の意味や特徴を理解し、データの傾向を的確に ート
③データの散らばり 捉えられるようにする。

④データの相関関係 ・散らばりの度合いを示す量として範囲、四分位範囲、四分位偏 ワークシ
差、分散、標準偏差の意味と計算方法を習得する ート

・散布図の意味を理解し、相関関係を考える方法や相関係数の計

算方法を習得する。

評 価 方 法

１．中間考査や期末考査・レポートや授業で使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参加する姿勢を総合して、
１,２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。

２．評価は、中間考査、期末考査の成績が８０％程度、提出物、出席・授業態度等が２０％程度とする。

学 習 方 法

１．自学自習を勧め、自分の学力・ペースにあった姿勢で取り組ませる。

２．家庭学習を勧め、授業中で分かりにくい事を質問させるようにする。
３．簡単な公式等は暗記させ、基礎学力の定着をはかる。



 

評価規準 

書目名【新編数学Ｂ】 

 関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

新編数学 B ・数学的活動を通して，

確率分布と統計的な推

測，数列又はベクトル

における考え方に関心

をもつとともに，数学

的な見方や考え方のよ

さを認識し，それらを

事象の考察に活用しよ

うとする。 

・数学的活動を通して，

確率分布と統計的な推

測，数列又はベクトル

における数学的な見方

や考え方を身につけ，

事象を数学的にとら

え，論理的に考察する

とともに，過程を振り

返り多面的・発展的に

考察し，表現できる。

・数学的活動を通して，

確率分布と統計的な推

測，数列又はベクトル

において，事象を数学

的に考察し，処理する

仕方や推論の技能を身

につけ，的確に問題を

解決できる。 

・数学的活動を通して，

確率分布と統計的な推

測，数列又はベクトル

における基本的な概

念，原理・法則，用語・

記号などを理解し，基

礎的な知識を身につけ

ている。 

1 章 数列 ・等差数列や等比数列

などを用いて，簡単な

数列の規則性を発見し

ようとする。 

・隣り合う項の差を考

えて，数列の一般項を

表そうとする。 

・自然数に関する命題

を証明する方法として

数学的帰納法の有用性

について考えようとす

る。 

・数列の学習を通して，

実生活にある事象の規

則を数値で表し，一般

化によって推定するこ

との有用性を認識す

る。 

・記号∑の性質につい

て考察することができ

る。 

・数列の漸化式から一

般項を推定し証明する

などの考察を通して，

論理的な思考力を養

う。 

・等差数列や等比数列

の一般項や和を求める

ことができる。 

・数列の和を記号∑を

用いて表すことや階差

数列など，いろいろな

数列の表し方ができ

る。 

・数列に関する命題を

数学的帰納法で証明す

る方法を習得する。 

・等差数列や等比数列

の一般項や和の意味を

理解している。 

・∑の意味を理解して

いる。 

・漸化式と数学的帰納

法の意味を理解してい

る。 

2 章 ベクトル ・実生活にある事象を，

ベクトルを用いて数学

的に処理する態度を養

い，その有用性を認識

する。 

・ベクトルの考えを用

いて図形の性質を調べ

るとき，図形を位置ベ

クトルでとらえなおす

など，その見方を豊か

にする。 

・平面上のベクトルの

性質をもとに，空間の

ベクトルの性質を考え

ようとする。 

・座標による解析的な

図形の性質を，見通し

をもってベクトルで論

理的に考察できる。 

・ベクトルを用いて，

図形の性質を考察でき

る。 

・平面上のベクトルの

性質がそのまま空間の

ベクトルでも成り立つ

ことの有用性を認識す

る。 

・具体的な事象を平面

上のベクトルで表し，

数学的に処理できる。 

・図形をベクトルで表

現したり，図形の性質

をベクトルで証明した

りすることができる。 

・具体的な事象を空間

のベクトルで表し，数

学的に処理できる。 

 

・平面上のベクトルの

演算と成分および内積

の性質や公式について

理解している。 

・ベクトルを用いて図

形の性質を考察するこ

とを理解している。 

・空間のベクトルの演

算と成分および内積の

性質や公式について理

解している。 

 

3 章 確率分布と統計

的な推測 

・確率分布に興味をも

ち，それを用いて積極

的に問題に取り組もう

とする。 

・正規分布の性質や統

計的な推測に関心をも

ち，データ処理に関す

る問題に活用しようと

する。 

・具体例を通して確率

変数と確率分布につい

て考察し，応用する力

を伸ばすことができ

る。 

・確率密度関数の意味

を把握し，正規分布と

その性質について考察

できる。 

・標本調査の意義を知

り，その基礎となる母

集団と標本について考

察できる。 

・独立な確率変数およ

び確率変数の和や積の

意味を把握し，それら

の平均・分散について

計算できる。 

・二項分布と正規分布

の関係を理解し，二項

分布の確率を正規分布

で近似することにより

計算できる。 

・母平均の推定を理解

し，信頼区間を計算で

きる。 

・確率変数の平均（期

待値）と分散・標準偏

差の意味とその定義式

を理解している。 

・正規分布表の使い方

を理解している。 

・標本抽出における無

作為抽出の重要性を知

り，無作為抽出が乱数

表や乱数さいを用いて

実際に行えることを理

解している。 

 



 

2019 年度 数学Ⅱ シラバス 

 

 科目名：数学Ⅱ       単位数：２単位（分割履修） 

 対象学科・学年・学級：普通科・３年１，２，４組（情報処理コース，健康スポーツコース） 

  使用教科書･副教材：新編数学Ⅱ(東京書籍)・アシストセレクト数学Ⅱ(東京書籍) 

 

１ 学習目標 

式と証明・高次方程式，図形と方程式，いろいろな関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基本的

な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに，数学的な見方や考え方

のよさを認識できるようにする。 

 

２ 学習内容 

   第３章：三角関数について学習する。 

   第４章：指数関数・対数関数について学習する。 

   第５章：微分積分について学び、直線や放物線などで囲まれた図形の面積を求める方法を学習する。 

 

３  授業の受け方  

(1)勉強は教科書を中心に行い、問題集(副教材)で基礎･基本を定着させる。 

(2)ノートは毎時間しっかりとる。 

(3)新しく学習する内容を理解するだけでなく、学習する価値や学習の必要性を学ぶ。 

(4)「なぜ」「どうして」という疑問を持ちながら授業に参加する。 

(5)予習では「疑問」、復習では「納得」を目標に予習・復習を欠かさないようにする。 

(6)授業で解決する課題については、色々な方法で解決することも考えてみる。 

 

 

４ 評価方法 

(1)中間考査や期末考査・豆テストの成績、ノートや授業で使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参

加する姿勢を総合して、１,２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。 

(2)評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、豆テストや提出物、授業態度等が３０％程度とする。

 

                                                     



 

2019 年度 数学Ｂ シラバス 

 

 科目名：数学 B       単位数：２単位 

 対象学科・学年・学級：普通科 ３年１・２・４組（情報処理,健康スポーツコースの選択者） 

および・５・６組（普通コース） 

  使用教科書･副教材：新編数学 B(東京書籍)、アシストセレクト新編数学 B(東京書籍) 

 

１ 学習目標 

確率分布と統計的な推測，数列又はベクトルについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図

り，事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに，それらを活用する態度を育てる。 

 

 

２ 学習内容 

   第１章：数列、いろいろな数列、漸化式と数学的帰納法について学習する。 

   第２章：平面上のベクトル、ベクトルの応用、空間におけるベクトルについて学習する。 

   

 

３  授業の受け方  

(1)勉強は教科書を中心に行い、問題集(副教材)で基礎･基本を定着させる。 

(2)ノートは毎時間しっかりとる。 

(3)新しく学習する内容を理解するだけでなく、学習する価値や学習の必要性を学ぶ。 

(4)「なぜ」「どうして」という疑問を持ちながら授業に参加する。 

(5)予習では「疑問」、復習では「納得」を目標に予習・復習を欠かさないようにする。 

(6)授業で解決する課題については、色々な方法で解決することも考えてみる。 

 

 

４ 評価方法 

(1)中間考査や期末考査・豆テストの成績、ノートや授業で使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参

加する姿勢を総合して、１,２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。 

(2)評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、豆テストや提出物、授業態度等が３０％程度とする。

 

                                                     



2019 年度 数学Ⅲ シラバス 

 

科目名 
数学Ⅲ 

単位数 ３ 単位 

対象 普通科 ３学年 ３組（文理特進コース） 
（選択者） 

【学習目標】 
極限、微分法及び積分法についての理解を深め、知識の習得と技能の習熟を図り、事象を

数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育てる。

 

【学習内容】 
  第１章：平面上の曲線 
  第２章：複素数平面 
  第３章：関数と極限 
    第４章：微分 
  第５章：微分の応用 
  第６章：積分とその応用 

 

【使用教科書・副教材】 
東京書籍「新編数学Ⅲ」（東書 数Ⅲ302） 
準拠問題集「アシストセレクト新編数学Ⅲ」（数研出版） 

【授業の受け方】 
(1) 勉強はワークシート･課題プリントを中心に行い、実践力を養う。 
(2) 授業は自分のペースで取り組む、自学自習を中心とする。 
(3) 予習や発表に積極的に取り組み、前向きな姿勢を養う。 
(4) 予測や推測を大事にし、自分の中の数学的感覚（数字の感覚）を大事にする。 

【評価方法】 
１．中間考査や期末考査の成績、使用したプリント類、授業態度、発表や授業に参加する姿

勢、レポートを総合して、１，２学期は１００点満点、学年末は５段階で評価する。 
２．評価は、中間考査、期末考査の成績が７０％程度、提出物（レポート・課題プリント）

や出席・授業態度が３０％程度とする。 

 



コミュニケーション英語Ⅰ シラバス・年間学習指導計画 

「コミュニケーション英語 I」 単位数 ３単位 学科 普通科 学年・学級 第１学年１～６組 
 

1. 学習の到達目標 

学習の到達目標 

1. 積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとすることができる。 
2. 聞いたり読んだりして，情報や考えなどを的確に理解することができる。 
3. 書いたり話したりして，情報や考えなどを適切に伝えることができる。 
4. 言語や運用についての知識を身につけ，背景にある文化を理解することができる。 

使用教科書 「Power On English Communication I」（コⅠ329）（東京書籍） 

 

2. 学習指導計画及び評価方法等 

学

期 
月 

学習内容 
（教科書の構

成） 
学習のねらい 

考

査

範

囲

評価の観点のポイント 

コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化について

の知識・理解 

１ ４ Pre-Lesson 1 
品詞 

［学習内容］ 
品詞（名詞・動詞・
形容詞・副詞・代名
詞・前置詞・接続詞・
助動詞・冠詞） 

第
１
学
期
中
間
考
査

品詞の種類を理
解している。 

Pre-Lesson 2 
文構造 

［学習内容］ 
文の主要素（主語・
動詞・目的語・補語）
/ 主な文構造（S＋
V・S＋V＋C・S＋V
＋O・S＋V＋O＋
O・S＋V＋O＋C） 

文の主要素と主
な文構造を理解
している。 

Pre-Lesson 
３ 
句と節 

［学習内容］ 
名詞句 / 名詞節 / 
形容詞句 / 形容詞
節 / 副詞句 / 副詞
節 

句と節がどのよ
うな働きをする
か理解している。

辞書ガイド ［学習内容］ 
辞書の表記（名詞・
代名詞・動詞・形容
詞・副詞・前置詞・
接続詞・間投詞・助
動詞・冠詞，可算名
詞・不可算名詞） 

辞書で単語の品
詞，語義，反意語
などについて調
べる方法を理解
している。 

発音ガイド ［学習内容］ 
母音，子音 

母音と子音の発
音を理解してい
る。 

Tips for 
Reading 

［学習内容］ 
フレーズリーディン
グ / 句読法  

スラッシュの意
味の区切りごと
に文を読むこと
ができる。 
ピリオド，コン
マ，クエスチョン
マーク，エクスク
ラメーションマ
ーク，クォテーシ
ョンマークなど
の基本的な記号
について理解し
ている。 



Lesson 1 
Mt. Fuji－A 
Symbol of 
Japan 
日本の象徴，富
士山 

［題材内容］ 
日本の象徴である富
士山についての説明
文を読み，日本人に
とっての富士山がど
のような存在である
かを学ぶ。 
［言語材料］ 
動詞の現在形・過去
形 / 未来表現 / 進
行形 
［言語の働き］ 
予定を述べる / 感
想を述べる 

富士山の様々な
情報に関心を持
ち，意欲的に聞い
たり読んだりし
ている。 
うまく言えない
ことがあっても，
学んだ表現を用
いて，自分の予定
していることを
発表している。 
間違いを恐れず
に，富士山にかか
る雲から予測さ
れるふもとの天
気について，聞き
取れたことに自
分の感想を加え
て，積極的に書い
たり話したりし
ている。 

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
自分が予定して
いることについ
て，適切な表現を
用いて，書いたり
話したりするこ
とができる。 
富士山にかかる
雲から予測され
るふもとの天気
について，聞き取
れたことに自分
の感想を加えて，
積極的に書いた
り話したりする
ことができる。 

富士山について
聞いたり読んだ
りしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえた
りすることがで
きる。 
富士山にかかる
雲から予測され
るふもとの天気
について，内容を
的確に聞き取る
ことができる。 

富士山の様々な
情報について理
解している。 
富士山の様々な
情報の説明に用
いられる語句や
文法事項（動詞の
現在形・過去形 / 
未来表現  / 進行
形）を身につけて
いる。 
自分の予定を述
べる表現の使い
方を理解してい
る。 

５ Lesson 2 
Sleep in 
Animals 
動物の睡眠 

［題材内容］ 
動物の睡眠について
の説明文を読み，そ
の特性について学
ぶ。 
［言語材料］ 
比較表現 / 不定詞 / 
動名詞 
［言語の働き］ 
重要だと思うものを
述べる / 比較する / 
意見や感想を述べる

動物の睡眠に関
心を持ち，意欲的
に聞いたり読ん
だりしている。 
うまく言えない
ことがあっても，
学んだ表現を用
いて，自分が将来
就きたい職業に
重要だと思う教
科を発表してい
る。 
間違いを恐れず
に，動物の平均睡
眠時間について，
聞き取れたこと
に自分の意見や
感想を加え，積極
的に書いたり話
したりしている。

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
自分が将来就き
たい職業に重要
だと思う教科に
ついて，適切な表
現を用いて，書い
たり話したりす
ることができる。 
動物の平均睡眠
時間について，聞
き取れたことに
自分の意見や感
想を加えて，積極
的に書いたり話
したりすること
ができる。 

動物の睡眠につ
いて聞いたり読
んだりしたこと
を理解したり，概
要や要点をとら
えたりすること
ができる。 
動物の平均睡眠
時間について，内
容を的確に聞き
取ることができ
る。 

動物の睡眠の特
徴について理解
している。 
動物の睡眠の説
明に用いられる
語句や文法事項
（比較表現  / 不
定詞 / 動名詞）を
身につけている。
自分が将来就き
たい職業に重要
だと思う教科を
表す表現の使い
方を理解してい
る。 

Sounds 
Interesting! 
① 
音節 

［学習内容］ 
音節 

音節の特徴をと
らえて，単語を適
切に発音するこ
とができる。 

音節の特徴を理
解している。 

Fun with 
Words 
接頭辞 

［学習内容］ 
単語の接頭辞 

意味を変化させ
る接頭辞の知識
を身につけてい
る。 

６ Lesson 3 
Nagatomo 
Yuto―A Long 
Hard Road to 
Success 
サッカー，長友
佑都選手 

［題材内容］ 
サッカー，長友佑都
選手の生い立ちを読
み，世界で活躍する
選手になるまでの道
のりについて学ぶ。
［言語材料］ 
現在完了形 / S＋V
＋O [=that 節] / 受
け身 
［言語の働き］ 
経験を述べる / 願
望を述べる / 意見
や感想を述べる 

第
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長友佑都選手の
生い立ちと世界
で活躍する選手
になるまでの道
のりに関心を持
ち，意欲的に聞い
たり読んだりし
ている。 
うまく言えない
ことがあっても，
学んだ表現を用
いて，自分の経験
を発表している。
間違いを恐れず
に，サッカーワー
ルドカップにつ
いて，聞き取れた
ことに自分の意
見や感想を加え
て，積極的に書い
たり話したりし
ている。 

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
自分の経験につ
いて，適切な表現
を用いて，書いた
り話したりする
ことができる。 
サッカーワール
ドカップについ
て，聞き取れたこ
とに自分の意見
や感想を加えて，
積極的に書いた
り話したりする
ことができる。 

長友佑都選手に
ついて聞いたり
読んだりしたこ
とを理解したり，
概要や要点をと
らえたりするこ
とができる。 
サッカーワール
ドカップについ
て，内容を的確に
聞き取ることが
できる。 

長友佑都選手の
生い立ちと世界
で活躍する選手
になるまでの道
のりを理解して
いる。 
長友佑都選手を
説明する語句や
文法事項（現在完
了形 / S＋V＋O 
[=that 節] / 受け
身）を身につけて
いる。 
自分の経験を表
す表現の使い方
を理解している。
望む表現（I hope 
that …など）を用
いて，意見や感想
を述べる言い方
を理解している。



７ Lesson 4 
Kawaii and 
Japanese Pop 
Culture 
世界に広がる
カワイイ文化 

［題材内容］ 
海外で「カワイイ」
という日本語がどの
ように使われ，日本
のポップカルチャー
がどのように見られ
ているか学ぶ。 
［言語材料］ 
It is[was]＋形容詞
＋to 不定詞 / 助動
詞 / 関係代名詞 
［言語の働き］ 
知っていることを述
べる / 説明する / 
意見や感想を述べる

海外での「カワイ
イ」という日本語
の使われ方や日
本のポップカル
チャーに関心を
持ち，意欲的に聞
いたり読んだり
している。 
うまく言えない
ことがあっても，
学んだ表現を用
いて，自分の知っ
ていることを発
表している。 
間違いを恐れず
に，ジャパン・エ
キスポについて，
聞き取れたこと
に自分の意見や
感想を加えて，積
極的に書いたり
話したりしてい
る。 

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
自分の知ってい
ることについて，
適切な表現を用
いて，書いたり話
したりすること
ができる。 
ジャパン・エキス
ポについて，聞き
取れたことに自
分の意見や感想
を加えて，積極的
に書いたり話し
たりすることが
できる。 

海外での「カワイ
イ」という日本語
の使われ方や日
本のポップカル
チャーについて
聞いたり読んだ
りしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえた
りすることがで
きる。 
ジャパン・エキス
ポについて，内容
を的確に聞き取
ることができる。

海外での「カワイ
イ」という日本語
の使われ方や日
本のポップカル
チャーを理解し
ている。 
海外での「カワイ
イ」という日本語
の使われ方や日
本のポップカル
チャーを説明す
る語句や文法事
項（It is[was]＋形
容詞＋to 不定詞 / 
助動詞  / 関係代
名詞）を身につけ
ている。 
自分の知ってい
ることを表す表
現を理解してい
る。 
説 明 す る 表 現
（ The graph 
shows …など）を
用いて，意見や感
想を述べる言い
方を理解してい
る。 

Let’s Make a 
Speech! ① 
Informative 
Speech 

［活動内容］ 
日本の年中行事を紹
介する。 

ペアやグループ
で協力して，日本
の年中行事の説
明を書いている。
間違いを恐れず
に，日本の年中行
事について，相手
に伝わるように，
声の大きさやア
イコンタクト，ジ
ェスチャーなど
に気をつけなが
ら積極的に話し
ている。 

適切な声の大き
さで相手とアイ
コンタクトやジ
ェスチャーを交
えながら，日本の
年中行事につい
て発表すること
ができる。 
日本の年中行事
について，順序立
てて説明するこ
とができる。 

日本の年中行事
を説明するため
に必要な内容（い
つ，何を，なぜす
るか）を理解して
いる。 
アイコンタクト
やジェスチャー
の使い方を理解
している。 

Sounds 
Interesting! 
② 
語の強勢 

［学習内容］ 
語の強勢（目立つ音
節） 

語の強勢（目立つ
音節）の特徴をと
らえて，単語を適
切に発音するこ
とができる。 

語の強勢（目立つ
音節）の特徴を理
解している。 

【課題・提出物など】 
準拠教材を家庭学習の課題とする。自分の予定についての英文（Lesson 1） / 富士山にかかる雲から予測されるふもとの天気とそれ
についての感想の英文（Lesson 1） / 自分が将来就きたい職業に重要だと思う教科についての英文（Lesson 2） / 動物の平均睡眠
時間とそれについての意見や感想の英文（Lesson 2） / 自分の経験についての英文（Lesson 3） / サッカーワールドカップとそれ
についての意見や感想の英文 
（Lesson 3） / 自分の知っていることについての英文（Lesson 4） / ジャパン・エキスポとそれについての意見や感想の英文（Lesson 
4） / 日本の年中行事のスピーチ原稿（Let’s Make a Speech! ①） 
【第１学期の評価方法】 
①授業中に生徒の言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文及び発表を評価する。（外国語表現の能力） 

自分の予定していることについての発表（Lesson 1） / 富士山にかかる雲から予測されるふもとの天気とそれについての感想
（Lesson 1） / 自分が将来就きたい職業に重要だと思う教科についての発表（Lesson 2） / 動物の平均睡眠時間とそれについて
の意見や感想（Lesson 2） / 自分の経験についての発表（Lesson 3） / サッカーワールドカップとそれについての意見や感想
（Lesson 3） / 自分の知っていることについての発表（Lesson 4） / ジャパン・エキスポとそれについての意見や感想（Lesson 4）
/ 日本の年中行事のスピーチ原稿と発表（Let’s Make a Speech! ①） 

③本文の内容について聞いたり読んだりしたことを，筆記テストまたはインタビューテストをする。（外国語理解の能力） 
富士山の様々な情報について（Lesson 1） / 動物の睡眠について（Lesson 2） / 長友佑都選手について（Lesson 3） / 日本のポ
ップカルチャーについて（Lesson 4） 

④下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化の知識・理解） 
富士山の様々な情報について（Lesson 1） / 動物の睡眠について（Lesson 2） / 長友佑都選手について（Lesson 3） / 日本のポ
ップカルチャーについて（Lesson 4） 

２ ９ Lesson 5 
Banana Paper 
バナナペーパ
ー 

［題材内容］ 
バナナペーパーの製
造工程やエンフエ村
にもたらしている影
響について学ぶ。 
［言語材料］ 
分詞の形容詞用法 / 

第
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バナナペーパー
の製造工程やエ
ンフエ村にもた
らしている影響
に関心を持ち，意
欲的に聞いたり
読んだりしてい

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
自分の感情につ
いて，適切な表現

バナナペーパー
の製造工程やエ
ンフエ村にもた
らしている影響
について聞いた
り読んだりした
ことを理解した

バナナペーパー
の製造工程やエ
ンフエ村にもた
らしている影響
を理解している。
バナナペーパー
の製造工程やエ



S＋V[=be 動詞以外]
＋C / S＋V＋O＋
C[=形容詞] 
［言語の働き］ 
感情を伝える  / 説
明する  / 意見や感
想を述べる 

査 る。
うまく言えない
ことがあっても，
学んだ表現を用
いて，自分の感情
を伝えている。 
間違いを恐れず
に，バナナの輸入
元について，聞き
取れたことに自
分の意見や感想
を加えて，意欲的
に書いたり話し
たりしている。 

を用いて，書いた
り話したりする
ことができる。 
バナナの輸入元
について，聞き取
れたことに自分
の意見や感想を
加えて，積極的に
書いたり話した
りすることがで
きる。 

り，概要や要点を
とらえたりする
ことができる。 
バナナの輸入元
について，内容を
的確に聞き取る
ことができる。 

ンフエ村にもた
らしている影響
を説明する語句
や文法事項（分詞
の形容詞用法 / S
＋V[=be 動詞以
外]＋C / S＋V＋
O＋C[=形容詞] 
）を身につけてい
る。 
自分の感情を表
す表現を理解し
ている。 

10 Lesson 6 
A Story about 
Instant 
Noodles  
インスタント
ラーメン誕生
物語 

［題材内容］ 
安藤百福さんが，ど
のようにインスタン
トラーメンを開発し
たかについて学ぶ。
［言語材料］ 
S＋V[=知覚動詞]＋
O＋C[=現在分詞] / 
助動詞＋受け身 / S
＋V[=使役動詞]＋O
＋C[=原形不定詞] 
［言語の働き］ 
自分が見たことを述
べる  / 意見や感想
を述べる 

安藤百福さんが，
どのようにイン
スタントラーメ
ンを開発したか
に関心を持ち，意
欲的に聞いたり
読んだりしてい
る。 
うまく言えない
ことがあっても，
学んだ表現を用
いて，自分が見た
ことを伝えてい
る。 
間違いを恐れず
に，世界のインス
タントラーメン
について，聞き取
れたことに自分
の意見や感想を
加えて，積極的に
書いたり話した
りしている。 

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
自分が見たこと
について，適切な
表現を用いて，書
いたり話したり
することができ
る。 
世界のインスタ
ントラーメンに
ついて，聞き取れ
たことに自分の
意見や感想を加
えて，積極的に書
いたり話したり
することができ
る。 

安藤百福さんが，
どのようにイン
スタントラーメ
ンを開発したか
について聞いた
り読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりする
ことができる。 
世界のインスタ
ントラーメンに
ついて，内容を的
確に聞き取るこ
とができる。 

安藤百福さんが，
どのようにイン
スタントラーメ
ンを開発したか
を理解している。
安藤百福さんが，
どのようにイン
スタントラーメ
ンを開発したか
について説明す
る語句や文法事
項（S＋V[=知覚動
詞]＋O＋C[=現在
分詞] / 助動詞＋
受け身 / S＋V[=
使役動詞 ]＋O＋
C[=原形不定詞]）
を身につけてい
る。 
自分が見たこと
を表す表現を理
解している。 

Paragraph 
Writing ① 
パラグラフの
構成 

［学習内容］ 
話題文，支持文，結
論文 

段落における話
題文，支持文，結
論文の働きを理
解している。 

Sounds 
Interesting! 
③ 
文の強勢 

［学習内容］ 
文の強勢（文末の内
容語） 

文の強勢（文末の
内容語）の特徴を
とらえて，単語を
適切に発音する
ことができる。 

文の強勢（文末の
内容語）の特徴を
理解している。 

11 Lesson 7 
The Earth, 
Our Home! 
国際宇宙ステ
ーションでの
経験と地球へ
の思い 

［題材内容］ 
宇宙飛行士古川聡さ
んの国際宇宙ステー
ションでの経験と地
球への思いについて
学ぶ。 
［言語材料］ 
S ＋
appear(s)[seem(s)]
＋to 不定詞 / 関係
副 詞 where / It 
is[was]＋形容詞[名
詞]＋that 節 
［言語の働き］ 
行きたい場所を述べ
る  / 意見や感想を
述べる 
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古川聡さんの国
際宇宙ステーシ
ョンでの経験に
関心を持ち，意欲
的に聞いたり読
んだりしている。
うまく言えない
ことがあっても，
学んだ表現を用
いて，自分の行き
たい場所を発表
している。 
間違いを恐れず
に，地球につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見
や感想を加えて，
積極的に書いた
り話したりして
いる。 

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
自分の行きたい
場所について，適
切な表現を用い
て，書いたり話し
たりすることが
できる。 
地球について，聞
き取れたことに
自分の意見や感
想を加えて，積極
的に書いたり話
したりすること
ができる。 

古川聡さんの国
際宇宙ステーシ
ョンでの経験に
ついて聞いたり
読んだりしたこ
とを理解したり，
概要や要点をと
らえたりするこ
とができる。 
筆者自身による
説明と第三者の
説明を区別して
内容を理解でき
る。 
地球について，内
容を的確に聞き
取ることができ
る。 

古川聡さんの国
際宇宙ステーシ
ョンでの経験に
ついて理解して
いる。 
古川聡さんの国
際宇宙ステーシ
ョンでの経験に
ついて説明する
語句や文法事項
（ S ＋
appear(s)[seem(s
)]＋ to 不定詞  / 
関係副詞 where / 
It is[was]＋形容
詞 [ 名詞 ] ＋ that
節）を身につけて
いる。 
自分の行きたい
場所を表す表現
を理解している。

Fun with 
Words  
接尾辞 

［学習内容］ 
単語の接尾辞 

意味を加え，品詞
を変化させる接
尾辞の知識を身
につけている。 



12 Lesson 8 
Mr. Fija and 
Uchinaaguchi 
危機に瀕する
言語の保存・継
承活動 

［題材内容］ 
危機に瀕する言語で
あるウチナーグチと
ウチナーグチの保
存・継承活動をして
いる比嘉光龍さんに
ついて学ぶ。 
［言語材料］ 
現在完了進行形  / 
関係副詞 when / 仮
定法過去 
［言語の働き］ 
仮定する  / 意見や
感想を述べる 

危機に瀕する言
語であるウチナ
ーグチとウチナ
ーグチの保存・継
承活動をしてい
る比嘉光龍さん
に関心を持ち，意
欲的に聞いたり
読んだりしてい
る。 
うまく言えない
ことがあっても，
学んだ表現を用
いて，自分がなっ
たと仮定したこ
とを発表してい
る。 
間違いを恐れず
に，第１言語につ
いて，聞き取れた
ことに自分の意
見や感想を加え
て，積極的に書い
たり話したりし
ている。 

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
自分がなったと
仮定したことに
ついて，適切な表
現を用いて，書い
たり話したりす
ることができる。 
第１言語につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見
や感想を加えて，
積極的に書いた
り話したりする
ことができる。 

危機に瀕する言
語であるウチナ
ーグチとウチナ
ーグチの保存・継
承活動をしてい
る比嘉光龍さん
について聞いた
り読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりする
ことができる。 
対話文と説明文
を区別して内容
を理解できる。 
第１言語につい
て，内容を的確に
聞き取ることが
できる。 

危機に瀕する言
語であるウチナ
ーグチとウチナ
ーグチの保存・継
承活動をしてい
る比嘉光龍さん
について理解し
ている。 
危機に瀕する言
語であるウチナ
ーグチとウチナ
ーグチの保存・継
承活動をしてい
る比嘉光龍さん
について説明す
る語句や文法事
項（現在完了進行
形  / 関 係 副 詞
when / 仮定法過
去）を身につけて
いる。 
自分がなったと
仮定したことを
表す表現を理解
している。 

Paragraph 
Writing ② 
つながりを示
す語句 

［学習内容］ 
つながりを示す語句
［言語の働き］ 
対比・対立・譲歩を
表す / 理由・原因・
結果を述べる 

対比・対立・譲歩，
理由・原因・結果
を表す，文と文を
結びつける語句
を理解している。

【課題・提出物など】 
準拠教材を家庭学習の課題とする。自分の感情についての英文（Lesson 5） / バナナの輸入元についての意見や感想の英文（Lesson 
5） / 自分が見たことについての英文（Lesson 6） / 世界のインスタントラーメンについての意見や感想の英文（Lesson 6） / 行
きたい場所についての英文（Lesson 7） / 地球についての意見や感想の英文（Lesson 7） / 自分がなったと仮定したことについて
の英文（Lesson 8） / 第１言語についての意見や感想の英文（Lesson 8）  
【第２学期の評価方法】 
①授業中に生徒の言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文及び発表を評価する。（外国語表現の能力） 

自分の感情についての発表（Lesson 5） / バナナの輸入元についての意見や感想（Lesson 5） / 自分が見たことについての発表
（Lesson 6） / 世界のインスタントラーメンについての意見や感想（Lesson 6） / 行きたい場所についての発表（Lesson 7） / 地
球についての意見や感想（Lesson 7） / 自分がなったと仮定したことについての発表（Lesson 8） / 第１言語についての意見や
感想（Lesson 8） 

③本文の内容について聞いたり読んだりしたことを，筆記テストまたはインタビューテストをする。（外国語理解の能力）  
バナナペーパーの製造工程やエンフエ村にもたらしている影響について（Lesson 5） / インスタントラーメンおよびカップ麺の開
発について（Lesson 6） / 古川聡さんの国際宇宙ステーションでの経験について（Lesson 7） / 危機に瀕する言語であるウチナ
ーグチとウチナーグチの保存・継承活動をしている比嘉光龍さんについて（Lesson 8） 

④下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化の知識・理解） 
バナナペーパーの製造工程やエンフエ村にもたらしている影響について（Lesson 5） / インスタントラーメンおよびカップ麺の開
発について（Lesson 6） / 古川聡さんの国際宇宙ステーションでの経験について（Lesson 7） / 危機に瀕する言語であるウチナ
ーグチとウチナーグチの保存・継承活動をしている比嘉光龍さんについて（Lesson 8） 

３ 
 

１ Lesson 9 
The Power to 
Unite People 
南アフリカ共
和国，マンデラ
大統領 

［題材内容］ 
南アフリカ共和国の
人種隔離政策の歴史
とネルソン・マンデ
ラ氏がどのように国
をひとつにまとめよ
うとしたかについて
学ぶ。 
［言語材料］ 
過去完了形  / 未来
進行形  / 分詞構文
（現在分詞） / 強調
構文 
［言語の働き］ 
強調する  / 意見や
感想を述べる 

第
３
学
期
期
末
考
査

南アフリカ共和
国の人種隔離政
策の歴史とネル
ソン・マンデラ氏
に関心を持ち，意
欲的に聞いたり
読んだりしてい
る。 
うまく言えない
ことがあっても，
学んだ表現を用
いて，自分が強調
したいことにつ
いて伝えている。
間違いを恐れず
に，マララ・ユス
フザイさんにつ
いて，聞き取れた
ことに自分の意
見や感想を加え
て，積極的に書い
たり話したりし
ている。 

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
自分が強調した
いことについて，
適切な表現を用
いて，書いたり話
したりすること
ができる。 
マララ・ユスフザ
イさんについて，
聞き取れたこと
に自分の意見や
感想を加えて，積
極的に書いたり
話したりするこ
とができる。 

南アフリカ共和
国の人種隔離政
策の歴史とネル
ソン・マンデラ氏
の活動について
聞いたり読んだ
りしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえた
りすることがで
きる。 
マララ・ユスフザ
イさんについて，
内容を的確に聞
き取ることがで
きる。 

南アフリカ共和
国の人種隔離政
策の歴史とネル
ソン・マンデラ氏
の活動について
理解している。 
南アフリカ共和
国の人種隔離政
策の歴史とネル
ソン・マンデラ氏
の活動について，
説明する語句や
文法事項（過去完
了形  / 未来進行
形 / 分詞構文（現
在分詞） / 強調構
文）を身につけて
いる。 
自分が強調した
いことを表す表
現を理解してい
る。 



Let’s Make a 
Speech! ② 
Persuasive 
Speech 

［活動内容］ 
日本のおすすめの場
所を説明する。 
［言語の働き］ 
強調する  / 紹介す
る /理由を述べる 

ペアやグループ
で協力して，日本
のおすすめの場
所の説明を書い
ている。 
間違いを恐れず
に，日本のおすす
めの場所につい
て，相手に伝わる
ように，声の大き
さやアイコンタ
クト，ジェスチャ
ーや抑揚などに
気をつけながら
積極的に話して
いる。 

キーワードを強
調する抑揚で，話
すことができる。 
適切な声の大き
さで相手とアイ
コンタクトやジ
ェスチャー，声に
抑揚つけるなど
を交えながら，日
本のおすすめの
場所について発
表することがで
きる。 
日本のおすすめ
の場所について，
Introduction，
Body，
Conclusion の流
れを意識し，薦め
る理由を説明す
ることができる。 

日本のおすすめ
の場所を説明す
るために必要な
語句を理解して
いる。 
抑揚の使い方を
理解している。 

２ Lesson 10 
Carving for 
the Future 
世界遺産，サグ
ラダ・ファミリ
ア 

［題材内容］ 
彫刻家外尾悦郎氏が
どのように世界遺産
サグラダ・ファミリ
アの彫刻に関わるよ
うになったのか，成
功への軌跡について
学ぶ。 
［言語材料］ 
関係代名詞の非制限
用法 / S＋V＋O＋
C[=過去分詞] / 関係
代名詞 what 
［言語の働き］ 
将来なりたいものを
述べる  / 順位を表
す  / 意見や感想を
述べる 

海外で活躍する
日本人彫刻家外
尾悦郎さんの成
功への軌跡に関
心を持ち，意欲的
に聞いたり読ん
だりしている。 
うまく言えない
ことがあっても，
学んだ表現を用
いて，自分が将来
就きたい職業と
その理由を発表
している。 
間違いを恐れず
に，高校生に人気
のある職業につ
いて，聞き取れた
ことに自分の意
見や感想を加え
て，積極的に書い
たり話したりし
ている。 

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
自分が将来就き
たい職業とその
理由を，適切な表
現を用いて，書い
たり話したりす
ることができる。 
高校生に人気の
ある職業につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見
や感想を加えて，
積極的に書いた
り話したりする
ことができる。 

海外で活躍する
日本人彫刻家外
尾悦郎さんの成
功への軌跡につ
いて聞いたり読
んだりしたこと
を理解したり，概
要や要点をとら
えたりすること
ができる。 
高校生に人気の
ある職業につい
ての説明を聞い
て，内容を的確に
とらえることが
できる。 
 

海外で活躍する
日本人彫刻家外
尾悦郎さんの成
功への軌跡につ
いて理解してい
る。 
海外で活躍する
日本人彫刻家外
尾悦郎さんの成
功への軌跡につ
いて説明する語
句や文法事項（関
係代名詞の非制
限用法 / S＋V＋
O＋C[=過去分詞] 
/ 関 係 代 名 詞
what）を身につけ
ている。 
自分が将来なり
たい職業とその
理由を述べる表
現を身につけて
いる。 
順位を表す表現
（ … is ranked 
first, … comes 
first など）を用い
て，意見や感想を
述べる言い方を
理解している。 

Sounds 
Interesting! 
④ 
音のつながり 

［学習内容］ 
音のつながり（同じ
子音が連続する場
合） 

音のつながり（同
じ子音が連続す
る場合）の特徴を
とらえて，単語を
適切に発音する
ことができる。 

音のつながり（同
じ子音が連続す
る場合）の特徴を
理解している。 

Paragraph 
Writing ③ 
つながりを示
す語句 

［学習内容］ 
つながりを示す語句
［言語の働き］ 
追加する，比較する，
例示する，詳細を述
べる 

追加，比較，例示，
詳細など文と文
を結びつける語
句を理解してい
る。 

３ Reading  
Mama’s Bank 
Account 
ママの預金口
座 

［題材内容］ 
アメリカの裕福では
ない家族の母親が子
供を安心するために
取りつづけた行動に
ついて読む。 

必要に応じて辞
書などを活用し
て読んでいる。 
理解できないこ
とや未知の語句
があっても，推測
するなどして読
みつづけている。

聞いたり読んだ
りした内容につ
いての質問に英
語で答えること
ができる。 
物語を読んで感
じたことを書い
たり話したりす
ることができる。 

物語について聞
いたり読んだり
したことを理解
したり，概要や要
点をとらえたり
することができ
る。 
登場人物の気持
ちを考えながら
読むことができ
る。 

アメリカの家族
や生活について
理解している。 
文と文，段落と段
落のつながりを
示す語句を理解
している。 
自分の感想を述
べる表現につい
ての知識を身に
つけている。 
 



英語活用力 Up
コーナー 

［学習内容］ 
注文書，クレームメ
ール，デートの誘い
［言語の働き］ 
注文する，苦情を伝
える，誘う 

読み手が理解し
やすくなるよう
に，E メールを書
いたり，書きなお
したりしている。
うまく表現でき
ないことがあっ
ても，学んだ語句
を用いて書こう
としている。 

商品を注文する E
メールを書くこ
とができる。 
商品について苦
情を伝える E メ
ールを書くこと
ができる。 

映画に誘う会話
を聞いて，要点を
とらえることが
できる。 

注文する表現を
身につけている。
クレームを伝え
る表現を身につ
けている。 
誘う表現を身に
つけている。 

文法のまとめ ［言語材料］ 
時制，文構造，助動
詞，受け身，動名詞，
不定詞，関係詞 

時制，文構造，助
動詞，受け身，動
名詞，不定詞，関
係詞についての
知識を身につけ
ている。 

【課題・提出物など】 
準拠教材を家庭学習の課題とする。自分が強調したいことについての英文（Lesson 9） / マララ・ユスフザイさんについての意見や
感想の英文（Lesson 9） / 自分が将来就きたい職業とその理由の英文（Lesson 10） / 高校生に人気のある職業についての意見や感
想の英文（Lesson 10） / 物語を読んで感じたことの英文（Reading） / 日本のおすすめの場所のスピーチ原稿（Let’s Make a Speech!
②） / 英語での注文書（英語活用力 Up コーナー）/ 英語でのクレームメール（英語活用力 Up コーナー） 
【第 3 学期の評価方法】 
①授業中に生徒による言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文及び発表を評価する。（外国語表現の能力） 

自分が強調したいことについての発表（Lesson 9） / マララ・ユスフザイさんについての意見や感想（Lesson 9） / 自分が将来
就きたい職業とその理由の発表（Lesson 10） / 高校生に人気のある職業についての意見や感想（Lesson 10） / 物語を読んで感
じたことの英文 （Reading） / 日本のおすすめの場所のスピーチ原稿と発表（Let’s Make a Speech! ②） / 英語での注文書（英
語活用力 Up コーナー）/ 英語でのクレームメール（英語活用力 Up コーナー） 

③本文の内容について聞いたり読んだりしたことを，筆記テストまたはインタビューテストをする。（外国語理解の能力）  
南アフリカ共和国の人種隔離政策の歴史とネルソン・マンデラ氏について（Lesson 9） / 海外で活躍する日本人彫刻家外尾悦郎さ
んの成功への軌跡について（Lesson 10） 

④下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化の知識・理解） 
南アフリカ共和国の人種隔離政策の歴史とネルソン・マンデラ氏について（Lesson 9） / 海外で活躍する日本人彫刻家外尾悦郎さ
んの成功への軌跡について（Lesson 10） 

 



コミュニケーション英語Ⅱ シラバス・年間学習計画 

「コミュニケーション英語Ⅱ」 単位数 4 単位 学科 普通科 学年・学級 第２学年１～６組 

1. 学習の到達目標 

学習の到達目標 

1. 積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとすることができる。 
2. 聞いたり読んだりして，情報や考えなどを的確に理解することができる。 
3. 書いたり話したりして，情報や考えなどを適切に伝えることができる。 
4. 言語や運用についての知識を身につけ，背景にある文化を理解することができる。 

使用教科書，副教材など 
「Power On English CommunicationⅡ」（コⅡ327），「Power On English CommunicationⅡWORKBOOK」

（東京書籍）， 
「Power On English CommunicationⅡ スタディノート」（東京書籍） 

2. 学習指導計画及び評価方法等 

学

期 
月 学習内容 

（教科書の構成） 
学習のねらい 考

査

範

囲

評価の観点のポイント 

コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度 

外国語表現の能力 外国語理解の能力 言語や文化について

の知識・理解 

1 4 Tips for 
Reading 1 
フレーズリーデ
ィング 
 

［学習内容］ 
フレーズリーデ
ィング/ 

句読法 

第
１
学
期
中
間
考
査

 スラッシュの区切
りごとに文を読む
ことができる。 
ピリオド，コンマ，
クエスチョンマー
ク，エクスクラメ
ーションマークな
どの基本的な記号
の使い方について
理解している。 

Tips for 
Reading 2 
ディスコースマ
ーカー 

［学習内容］ 
ディスコースマ
ーカー 

 順序，追加や比較，
具体例や詳細，結
果，条件，譲歩と
反論を示すディス
コースマーカーの
使い方について理
解している。 

Tips for 
Reading 3 
未知語の意味の
推測 

［学習内容］ 
接頭辞・接尾辞

 語の意味の推測を
助ける接頭辞・接
尾辞の知識を身に
つけている。 

Lesson 1 
Take a Shot or 
Not  
写真撮影と記憶
の関係 

［題材内容］ 
写真を撮ること
が記憶に与える
影響と写真を撮
らずに経験を記
憶にとどめてお
く方法について
学ぶ。 
［言語材料］ 
It is[was] ＋形
容詞 [名詞 ] ＋
that 節  / 関係
代名詞 what /
現在完了進行形

［言語の働き］ 
理由を述べる / 
説明する / 報
告する / 意見
や感想を述べる
 
 

写真を撮ることが
記憶に与える影響
に関心を持ち，意
欲的に聞いたり読
んだりしている。
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分にとって
重要なこととその
理由を発表してい
る。 
スマートフォンの
使用状況につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，間
違いを恐れずに積
極的に書いたり話
したりしている。

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分にとって重要
なこととその理由
について，適切な
表現を用いて，書
いたり話したりす
ることができる。 
スマートフォンの
使用状況につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，積
極的に書いたり話
したりすることが
できる。 

写真を撮ることが
記憶に与える影響
について，聞いた
り読んだりしたこ
とを理解したり，
概要や要点をとら
えたりすることが
できる。 
スマートフォンの
使用状況につい
て，内容を的確に
聞き取ることがで
きる。 

写真を撮ることが
記憶に与える影響
について理解して
いる。 
写真を撮ることが
記憶に与える影響
の説明に用いられ
る語句や文法事項
（It is[was] ＋形
容 詞 [ 名 詞 ] ＋
that 節/関係代名
詞 what / 現在完
了進行形）を身に
つけている。 
自分にとって重要
なこととその理由
を述べる表現の使
い方を理解してい
る。 

5 Lesson 2 
Ethical 
Fashion 
エシカルファッ
ション 

［題材内容］ 
エシカルファッ
ション製品が何
に配慮して作ら
れているか学
ぶ。また，エシ
カルになるため
に重要なことに
ついて学ぶ。 
［言語材料］ 
助動詞＋受け身

エシカルファッシ
ョン製品に関心を
持ち，意欲的に聞
いたり読んだりし
ている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分の得意な
ことを具体例とと
もに発表してい

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分の得意なこと
を具体例ととも
に，適切な表現を
用いて，書いたり
話したりすること
ができる。 

エシカルファッシ
ョン製品につい
て，聞いたり読ん
だりしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえたり
することができ
る。 
流行のファッショ
ンの決まり方につ
いて，内容を的確

エシカルファッシ
ョン製品について
理解している。 
エシカルファッシ
ョン製品の説明に
用いられる語句や
文法事項（助動詞
＋受け身  / 強調
構文  / S ＋ V ＋
O[=疑問詞＋to 不
定詞]）を身につけ



/ 強調構文 / S
＋V＋O[=疑問
詞＋to 不定詞] 
［言語の働き］
例示する  / 説
明する /意見や
感想を述べる 
 

る。
流行のファッショ
ンの決まり方につ
いて，聞き取れた
ことに自分の意見
や感想を加えて，
間違いを恐れずに
積極的に書いたり
話したりしてい
る。 

流行のファッショ
ンの決まり方につ
いて，聞き取れた
ことに自分の意見
や感想を加えて，
積極的に書いたり
話したりすること
ができる。 

に聞き取ることが
できる。 

ている。
自分の得意なこと
を具体例と共に述
べる表現の使い方
を理解している。

Sounds 
Interesting! ① 
目立たない音節 

［学習内容］ 
目立たない音節
―弱母音の[ə]と
[i]― 

目立たない音節
（弱母音の [ə]と
[i]）の特徴をとら
えて，単語を適切
に発音することが
できる。 

 目立たない音節
（弱母音の [ə]と
[i]）の特徴を理解
している。 

6 Lesson 3 
Landfill 
Harmonic 
リサイクルオー
ケストラ 

［題材内容］ 
ランドフィル・
ハーモニックが
始まった経緯や
カテウラの子供
たちにもたらし
ている影響につ
いて学ぶ。 
［言語材料］ 
関係副詞 where 
/ 過去完了形  / 
S＋V [=使役動
詞 ] ＋O＋C[=
原形不定詞] 
［言語の働き］
報告する  / 意
見や感想を述べ
る  / 経験を述
べる 
 

第
１
学
期
期
末
考
査

ランドフィル・ハ
ーモニックが始ま
った経緯やカテウ
ラの子供たちに関
心を持ち，意欲的
に聞いたり読んだ
りしている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分がだれか
に手伝ってもらお
うとしていること
について発表して
いる。 
世界の国の小学校
就学率について，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，間違い
を恐れずに積極的
に書いたり話した
りしている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分がだれかに手
伝ってもらおうと
していることにつ
いて，適切な表現
を用いて，書いた
り話したりするこ
とができる。 
世界の国の小学校
就学率について，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，積極的
に書いたり話した
りすることができ
る。 

ランドフィル・ハ
ーモニックが始ま
った経緯やカテウ
ラの子供たちにつ
いて，聞いたり読
んだりしたことを
理解したり，概要
や要点をとらえた
りすることができ
る。 
世界の国の小学校
就学率について，
内容を的確に聞き
取ることができ
る。 

ランドフィル・ハ
ーモニックが始ま
った経緯やカテウ
ラの子供たちにつ
いて理解してい
る。 
ランドフィル・ハ
ーモニックが始ま
った経緯やカテウ
ラの子供たちの説
明に用いられる語
句や文法事項（関
係副詞 where / 過
去完了形 / S＋V 
[=使役動詞] ＋O
＋ C[= 原 形 不 定
詞]）を身につけて
いる。 
自分がだれかに手
伝ってもらおうと
していることを述
べる表現の使い方
を理解している。

7 Lesson 4 
Icons of 
Scotland 
スコットランド
の歴史と文化 

［題材内容］ 
スコットランド
の地理やキルト
に関する歴史を
理解するととも
に，日本と関連
する事柄につい
て学ぶ。 
［言語材料］ 
関係代名詞の非
制限用法 / S＋
V [=知覚動詞 ] 
＋O＋C[=現在
分 詞 ] / S ＋
appear(s)[seem
(s)]＋to 不定詞 
［言語の働き］
経験を述べる /
説明する  / 報
告する  / 意見
や感想を述べる

スコットランドの
地理や文化，日本
との関連に関心を
持ち，意欲的に聞
いたり読んだりし
ている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，昨日自分が見
た人（動物）につ
いて発表してい
る。 
世界遺産に登録さ
れた場所につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，間
違いを恐れずに積
極的に書いたり話
したりしている。

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
昨日自分が見た人
（動物）について，
適切な表現を用い
て，書いたり話し
たりすることがで
きる。 
世界遺産に登録さ
れた場所につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，積
極的に書いたり話
したりすることが
できる。 

スコットランドの
地理や文化，日本
との関連につい
て，聞いたり読ん
だりしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえたり
することができ
る。 
世界遺産に登録さ
れた場所につい
て，内容を的確に
聞き取ることがで
きる。 

スコットランドの
地理や文化，日本
との関連を理解し
ている。 
スコットランドの
地理や文化，日本
との関連の説明に
用いられる語句や
文法事項（関係代
名詞の非制限用法
/ S＋V [=知覚動
詞 ] ＋O＋C[=現
在 分 詞 ] / S ＋
appear(s) 
[seem(s)]＋ to 不
定詞）を身につけ
ている。 
昨日自分が見た人
（動物）について
述べる表現の使い
方を理解してい
る。 
 

Reading 1 
Going Home 
家路 

［題材内容］ 
1960 年代のア
メリカ合衆国
で，長距離バス
で旅する 6 人の
若者たちが車中
で知り合ったビ
ンゴという男の
物語。 

必要に応じて辞書
などを活用して読
んでいる。 
理解できないこと
や未知の語句があ
っても，推測する
などして読みつづ
けている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
物語を読んで感じ
たことを書いたり
話したりすること
ができる。 

物語について聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 
登場人物の気持ち
を考えながら読む
ことができる。 

文と文，段落と段
落のつながりを示
す語句を理解して
いる。 
自分の感想を述べ
る表現についての
知識を身につけて
いる。 

Let’s Make a 
Presentation! 
① 
Proposal 
Presentation 

［活動内容］ 
海外旅行で行く
べき場所につい
ての提案を考
え，発表する。

ペアやグループで
協力して，海外旅
行で行くべき場所
についての英文を
書いている。 

適切な声の大きさ
で相手とアイコン
タクトやジェスチ
ャーを交えなが
ら，海外旅行で行

発表を聞き，その
内容を理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 

提案型プレゼンテ
ーションの構成を
理解している。 
 



［言語の働き］
提案する / 説
明する / 要約
する 

海外旅行で行くべ
き場所について，
相手に伝わるよう
に，スライドを用
いながら間違いを
恐れずに積極的に
話している。 
クラスメイトの発
表を熱心に聞いて
いる。 

くべき場所につい
て発表することが
できる。 
海外旅行で行くべ
き場所について，
プレゼンテーショ
ンの流れを意識し
て説明することが
できる。 

Sounds 
Interesting! ② 
目立つ音節 

［学習内容］ 
目立つ音節 
―第一強勢と第
二強勢― 

目立つ音節（第一
強勢と第二強勢）
の特徴をとらえ
て，単語を適切に
発音することがで
きる。 

 目立つ音節（第一
強勢と第二強勢）
の特徴を理解して
いる。 

【課題・提出物など】 
準拠教材を家庭学習の課題とする。自分にとって重要なこととその理由についての英文（Lesson 1） / スマートフォンの使用状況
についての意見や感想の英文（Lesson 1） / 自分の得意なこととその具体例についての英文（Lesson 2） / 流行のファッションの
決まり方についての意見や感想の英文（Lesson 2） / 自分がだれかに手伝ってもらおうとしていることについての英文（Lesson 3）
/ 世界の国の小学校就学率についての意見や感想の英文（Lesson 3） / 自分が昨日見た人（動物）についての英文（Lesson 4） / 世
界遺産に登録された場所についての意見や感想の英文（Lesson 4） / 海外旅行で行くべき場所についてのプレゼンテーション原稿
（Let’s Make a Presentation! ①） 
【第１学期の評価方法】 
①授業中に生徒の言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文及び発表を評価する。（外国語表現の能力） 

自分にとって重要なこととその理由についての発表（Lesson 1） / スマートフォンの使用状況についての意見や感想（Lesson 1）
/ 自分の得意なこととその具体例についての発表（Lesson 2） / 流行のファッションの決まり方についての意見や感想（Lesson 
2） / 自分がだれかに手伝ってもらおうとしていることについての発表（Lesson 3） / 世界の国の小学校就学率についての意見
や感想（Lesson 3） / 自分が昨日見た人（動物）についての発表（Lesson 4） / 世界遺産に登録された場所についての意見や感
想（Lesson 4） / 物語を読んで感じたことについての英文（Reading 1）/ 海外旅行で行くべき場所のプレゼンテーション原稿
と発表（Let’s Make a Presentation! ①） 

③本文の内容について聞いたり読んだりしたことを，筆記テストまたはインタビューテストをする。（外国語理解の能力） 
写真を撮ることが記憶に与える影響について（Lesson 1） / エシカルファッション製品について（Lesson 2） / ランドフィル・
ハーモニックが始まった経緯やカテウラの子供たちについて（Lesson 3） / スコットランドの地理や文化，日本との関連につい
て（Lesson 4） 

④下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化についての知識・理
解） 
写真を撮ることが記憶に与える影響について（Lesson 1） / エシカルファッション製品について（Lesson 2） / ランドフィル・
ハーモニックが始まった経緯やカテウラの子供たちについて（Lesson 3） / スコットランドの地理や文化，日本との関連につい
て（Lesson 4） 

2 9 Lesson 5 
Japan’s Secret 
Health Food 
日本の秘密の健
康食品 

［題材内容］ 
海藻が世界の
国々で評価され
ている理由や海
藻の効能につい
て学ぶ。 
［言語材料］ 
分詞構文（過去
分詞）/倍数表現
/ 直前の文の内
容を先行詞とす
る which / 形式
目的語 it [=to 不
定詞] 
［言語の働き］
説明する  / 報
告する /意見や
感想を述べる 

第
２
学
期
中
間
考
査

海藻が世界の国々
で評価されている
理由や海藻の効能
に関心を持ち，意
欲的に聞いたり読
んだりしている。
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分がよく食
べるものについて
発表している。 
昆布の産地と消費
地について，聞き
取れたことに自分
の意見や感想を加
えて，間違いを恐
れずに意欲的に書
いたり話したりし
ている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分がよく食べる
ものについて，適
切な表現を用い
て，書いたり話し
たりすることがで
きる。 
昆布の産地と消費
地について，聞き
取れたことに自分
の意見や感想を加
えて，積極的に書
いたり話したりす
ることができる。 

海藻が世界の国々
で評価されている
理由や海藻の効能
について，聞いた
り読んだりしたこ
とを理解したり，
概要や要点をとら
えたりすることが
できる。 
昆布の産地と消費
地について，内容
を的確に聞き取る
ことができる。 

海藻が世界の国々
で評価されている
理由や海藻の効能
を理解している。
海藻が世界の国々
で評価されている
理由や海藻の効能
の説明に用いられ
る語句や文法事項
（分詞構文（過去
分詞）/ 倍数表現 /
直前の文の内容を
先 行 詞 と す る
which / 形式目的
語 it [=to 不定詞]）
を身につけてい
る。 
自分がよく食べる
ものについて述べ
る表現の使い方を
理解している。 

10 Lesson 6 
Vegetable 
Factories 
野菜工場 

［題材内容］ 
野菜工場での野
菜の作り方や野
菜工場の利点・
欠点について学
ぶ。 
［言語材料］ 
進行形の受け身
/ It 
appears[seems]
＋that 節  / 未
来完了形  / 譲
歩を表す副詞節
［言語の働き］

野菜工場での野菜
の作り方や野菜工
場の利点・欠点に
関心を持ち，意欲
的に聞いたり読ん
だりしている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，いずれにせよ
変わらないことに
ついて発表してい
る。 
グリーンジュース

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
いずれにせよ変わ
らないことについ
て，適切な表現を
用いて，書いたり
話したりすること
ができる。 
グリーンジュース
のレシピを聞い
て，聞き取れたこ

野菜工場での野菜
の作り方や野菜工
場の利点・欠点に
ついて，聞いたり
読んだりしたこと
を理解したり，概
要や要点をとらえ
たりすることがで
きる。 
グリーンジュース
のレシピを的確に
聞き取ることがで
きる。 

野菜工場での野菜
の作り方や野菜工
場の利点・欠点を
理解している。 
野菜工場での野菜
の作り方や野菜工
場の利点・欠点に
ついての説明に用
いられる語句や文
法事項（進行形の
受 け 身  / It 
appears [seems]
＋that 節 / 未来
完了形  / 譲歩を



経験を述べる /
理由を述べる /
説明する  / 意
見や感想を述べ
る 
 

のレシピを聞い
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，間
違いを恐れずに積
極的に書いたり話
したりしている。

とに自分の意見や
感想を加えて，積
極的に書いたり話
したりすることが
できる。 

表す副詞節）を身
につけている。 
いずれにせよ変わ
らないことを述べ
る表現の使い方を
理解している。 

Essay Writing 
① 
エッセイの構成
要素 

［学習内容］ 
エッセイの構成
要素（序論，本
論，結論）とそ
の役割について
学ぶ。 

ごみを減らすため
に必要なことにつ
いて，エッセイの
構成に留意して書
くことができる。 

 エッセイの構成要
素（序論，本論，
結論）とその役割
を理解している。

Sounds 
Interesting! ③ 
音のつながり 

［学習内容］ 
音のつながり 
―子音と母音が
連続する場合―

音のつながり（子
音と母音が連続す
る場合）の特徴を
とらえて，文を適
切に発音すること
ができる。 

 音のつながり（子
音と母音が連続す
る場合）の特徴を
理解している。 

11 Lesson 7 
The Power of 
Color 
色がもつ力 
 

［題材内容］ 
身の回りで使わ
れている色の視
覚的効果と心理
的効果について
学ぶ。 
［言語材料］ 
同格を表す接続
詞 that 
/ 前置詞＋関係
代名詞 
/ 関 係 代 名 詞
whose の制限用
法 / propose な
ど＋ that＋S＋
V[=動詞の原形]
［言語の働き］
例示する  / 提
案する  / 報告
する  / 意見や
感想を述べる 
 

第
２
学
期
期
末
考
査

色の視覚的効果と
心理的効果に関心
を持ち，意欲的に
聞いたり読んだり
している。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分が提案す
ることもしくは勧
めることを発表し
ている。 
大好きな色のラン
キングについて，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，間違い
を恐れずに積極的
に書いたり話した
りしている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分が提案するこ
ともしくは勧める
ことについて，適
切な表現を用い
て，書いたり話し
たりすることがで
きる。 
大好きな色のラン
キングについて，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，積極的
に書いたり話した
りすることができ
る。 

色の視覚的効果と
心理的効果につい
て，聞いたり読ん
だりしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえたり
することができ
る。 
大好きな色のラン
キングについて，
内容を的確に聞き
取ることができ
る。 

色の視覚的効果と
心理的効果につい
て理解している。
色の視覚的効果と
心理的効果につい
ての説明に用いら
れる語句や文法事
項（同格を表す接
続詞 that / 前置
詞＋関係代名詞 /
関係代名詞 whose
の 制 限 用 法  / 
propose な ど ＋
that＋S＋V[=動
詞の原形]）を身に
つけている。 
自分が提案するも
しくは勧める表現
の使い方を理解し
ている。 

12 Lesson 8 
Miu and Mima, 
Friendly but 
Tough 
Competitors 
卓球，みうみま
ペア 

［題材内容］ 
平野美宇選手と
伊藤美誠選手の
経歴や彼女たち
が成功するため
に大切だと考え
ていることにつ
いて学ぶ。 
［言語材料］ 
付帯状況を表す
with / 
while[when]（＋
S＋be 動詞）/ to
＋ have ＋過去
分詞  / 助動詞
＋ have ＋過去
分詞 
［言語の働き］
説明する  / 経
験を述べる  /
気持ちを伝える
/ 理由を述べる
/ 意見や感想を
述べる 

平野美宇選手と伊
藤美誠選手に関心
を持ち，意欲的に
聞いたり読んだり
している。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，過去に起こっ
たことへの自分の
気持ちを発表して
いる。 
伊藤美誠選手への
インタビューを聞
いて，聞き取れた
ことに自分の意見
や感想を加えて，
間違いを恐れずに
積極的に書いたり
話したりしてい
る。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
過去に起こったこ
とへの自分の気持
ちを，適切な表現
を用いて，書いた
り話したりするこ
とができる。 
伊藤美誠選手への
インタビューを聞
いて，聞き取れた
ことに自分の意見
や感想を加えて，
積極的に書いたり
話したりすること
ができる。 

平野美宇選手と伊
藤美誠選手につい
て，聞いたり読ん
だりしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえたり
することができ
る。 
伊藤美誠選手への
インタビューの内
容を的確に聞き取
ることができる。

平野美宇選手と伊
藤美誠選手につい
て理解している。
平野美宇選手と伊
藤美誠選手につい
ての説明に用いら
れる語句や文法事
項（付帯状況を表
す with / while 
[when]（＋S＋be
動詞）/ to＋have
＋過去分詞  / 助
動詞＋have＋過
去分詞）を身につ
けている。 
過去に起こったこ
とへの自分の気持
ちを述べる表現の
使い方を理解して
いる。 

Sounds 
Interesting! ④ 
リズム 

［学習内容］ 
リズム―目立つ
音節のビート―

リズム（目立つ音
節のビート）の特
徴をとらえて，文
を適切に発音する
ことができる。 

 リズム（目立つ音
節のビート）の特
徴を理解してい
る。 

【課題・提出物など】 
準拠教材を家庭学習の課題とする。自分がよく食べるものについての英文（Lesson 5） / 昆布の産地と消費地についての意見や感
想の英文 



（Lesson 5） / いずれにせよ変わらないことについての英文（Lesson 6） / グリーンジュースのレシピについての意見や感想の英
文（Lesson 6） / 自分が提案することもしくは勧めることについての英文（Lesson 7） / 大好きな色のランキングについての意見
や感想の英文（Lesson 7） / 過去に起こったことへの自分の気持ちについての英文（Lesson 8） / 伊藤美誠選手へのインタビュー
についての意見や感想の英文（Lesson 8）  
【第２学期の評価方法】 
①授業中に生徒の言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文及び発表を評価する。（外国語表現の能力） 

自分がよく食べるものについての発表（Lesson 5） / 昆布の産地と消費地についての意見や感想（Lesson 5） / いずれにせよ変
わらないことについての発表（Lesson 6） / グリーンジュースのレシピについての意見や感想（Lesson 6） / 自分が提案するこ
ともしくは勧めることについての発表（Lesson 7） / 大好きな色のランキングについての意見や感想（Lesson 7） / 過去に起こ
ったことへの自分の気持ちについての発表（Lesson 8） / 伊藤美誠選手へのインタビューについての意見や感想（Lesson 8） 

③本文の内容について聞いたり読んだりしたことを，筆記テストまたはインタビューテストをする。（外国語理解の能力）  
海藻が世界の国々で評価されている理由や海藻の効能について（Lesson 5） / 野菜工場での野菜の作り方や野菜工場の利点・欠
点について（Lesson 6） / 色の視覚的効果と心理的効果について（Lesson 7） / 平野美宇選手と伊藤美誠選手について（Lesson 
8） 

④下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化についての知識・理
解） 
海藻が世界の国々で評価されている理由や海藻の効能について（Lesson 5） / 野菜工場での野菜の作り方や野菜工場の利点・欠
点について（Lesson 6） / 色の視覚的効果と心理的効果について（Lesson 7） / 平野美宇選手と伊藤美誠選手について（Lesson 
8） 

3 
 

1 Lesson 9 
From Owning 
to Sharing 
所有から共有へ 

［題材内容］ 
カーシェアリン
グの利点と，シ
ェアリングが日
本や世界でどの
ように広まって
いるかについて
学ぶ。 
［言語材料］ 
強調表現（助動
詞による強調）/ 
It is[was] said
＋that 節  / 形
式 目 的 語
it[=that 節] / 過
去完了進行形 
［言語の働き］
経験を述べる /
理由を述べる /
報告する  / 意
見や感想を述べ
る 

第
３
学
期
期
末
考
査

シェアリングが日
本や世界でどのよ
うに広まっている
かに関心を持ち，
意欲的に聞いたり
読んだりしてい
る。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，物事に対する
自分の考えを発表
している。 
日本のカーシェア
リングについて，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，間違い
を恐れずに積極的
に書いたり話した
りしている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
物事に対する自分
の考えを，適切な
表現を用いて，書
いたり話したりす
ることができる。 
日本のカーシェア
リングについて，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，積極的
に書いたり話した
りすることができ
る。 

シェアリングが日
本や世界でどのよ
うに広まっている
かについて，聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 
日本のカーシェア
リングについて，
内容を的確に聞き
取ることができ
る。 

シェアリングが日
本や世界でどのよ
うに広まっている
かについて理解し
ている。 
シェアリングが日
本や世界でどのよ
うに広まっている
かの説明に用いら
れる語句や文法事
項（強調表現（助
動詞による強調）/ 
It is[was] said＋
that 節 / 形式目
的語 it[=that 節] /
過去完了進行形）
を身につけてい
る。 
物事に対する自分
の考えを述べる表
現の使い方を理解
している。 

Essay Writing 
② 
エッセイのアウ
トライン 
 

［活動内容］ 
エッセイのアウ
トラインの作成
方法について学
ぶ。 

スマートフォンが
私たちの生活に与
えた影響につい
て，アウトライン
を活用しながらエ
ッセイを書くこと
ができる。 

 エッセイ作成時の
アウトラインの作
り方と活用方法を
理解している。 

 Let’s Make a 
Presentation! 
② 
Problem-solvin
g Presentation 

［活動内容］ 
地球温暖化を解
決する方法につ
いて，問題解決
のためのプレゼ
ンテーションを
考え，発表する。
［言語の働き］
意見を述べる / 
説明する  / 要
約する 

ペアやグループで
協力して，地球温
暖化を解決する方
法についての英文
を書いている。 
地球温暖化を解決
する方法につい
て，相手に伝わる
ように，スライド
を用いながら間違
いを恐れずに積極
的に話している。

地球温暖化を解決
する方法につい
て，問題解決のた
めのプレゼンテー
ションをすること
ができる。 

発表を聞き，その
内容を理解したり
概要や要点をとら
えたりすることが
できる。 

問題解決型プレゼ
ンテーションの構
成を理解してい
る。 

２ Lesson 10 
Solar Cooking 
太陽のエネルギ
ーでクッキング 

［題材内容］ 
ソーラークッカ
ーの仕組みと歴
史，メリットと
活用例について
学ぶ。 
［言語材料］ 
be 動詞＋to 不
定詞  / wish＋
仮定法過去  /
関係副詞 where
の非制限用法 /
関係副詞 when
の非制限用法 
［言語の働き］

ソーラークッカー
のメリットや活用
例に関心を持ち，
意欲的に聞いたり
読んだりしてい
る。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分が訪れた
い場所とその説明
を発表している。
ソーラーパワーを
使う製品につい
て，聞き取れたこ

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分が訪れたい場
所とその説明を，
適切な表現を用い
て，書いたり話し
たりすることがで
きる。 
ソーラーパワーを
使う製品につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や

ソーラークッカー
のメリットや活用
例について，聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 
ソーラーパワーを
使う製品について
の説明を聞いて，
内容を的確に聞き
取ることができ
る。 
 

ソーラークッカー
のメリットや活用
例について理解し
ている。 
ソーラークッカー
のメリットや活用
例についての説明
に用いられる語句
や文法事項（be 動
詞＋ to 不定詞  / 
wish＋仮定法過
去 / 関 係 副 詞
where の非制限用
法  / 関 係 副 詞
when の非制限用



経験を述べる /
望む /報告する
/ 意見や感想を
述べる 
 

とに自分の意見や
感想を加えて，間
違いを恐れずに積
極的に書いたり話
したりしている。

感想を加えて，積
極的に書いたり話
したりすることが
できる。 

法）を身につけて
いる。 
自分が訪れたい場
所とその説明を述
べる表現を身につ
けている。 

Sounds 
Interesting! ⑤ 
イントネーショ
ン 

［学習内容］ 
イントネーショ
ン 
―その型と意味
― 

イントネーション
の特徴（型と意味）
をとらえて，文を
適切に発音するこ
とができる。 

 イントネーション
の特徴（型と意味）
を理解している。

３ Reading 2 
Fly, Dakota, 
Fly! 
飛べ！ダコタ 

［題材内容］ 
第二次世界大戦
の終結から 5 か
月後，新潟県佐
渡島に不時着し
たイギリス軍の
輸送機の乗組員
と村人たちとの
交流。 

必要に応じて辞書
などを活用して読
んでいる。 
理解できないこと
や未知の語句があ
っても，推測する
などして読みつづ
けている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
物語を読んで感じ
たことを書いたり
話したりすること
ができる。 

物語について聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 
登場人物の気持ち
を考えながら読む
ことができる。 

文と文，段落と段
落のつながりを示
す語句を理解して
いる。 
自分の感想を述べ
る表現についての
知識を身につけて
いる。 

英語活用力 Up
コーナー 

［学習内容］ 
レストランのメ
ニューの読み取
りと注文，パン
フレットの読み
取り，症状の説
明 
［言語の働き］
注 文 す る  /
説明する 

うまく表現できな
いことがあって
も，学んだ表現や
語句を用いて伝え
ようとしている。

レストランで注文
することができ
る。 
パンフレットの内
容を理解すること
ができる。 
自分の症状を伝え
ることができる。 

メニューやパンフ
レットを見て，要
点をとらえること
ができる。 
 

スキャニングやス
キミングを用いて
読むことができ
る。 
症状を伝える表現
を身につけてい
る。 

文法のまとめ ［言語材料］ 
比較表現・倍数
表現，完了形，
関係詞，分詞構
文・強調・仮定
法 

 比較表現・倍数表
現，完了形，関係
詞，分詞構文・強
調・仮定法の知識
を身につける。 

【課題・提出物など】 
準拠教材を家庭学習の課題とする。物事に対する自分の考えについての英文（Lesson 9） / 日本のカーシェアリングについての意
見や感想の英文（Lesson 9） / 自分が訪れたい場所とその説明の英文（Lesson 10） / ソーラーパワーを使う製品についての意
見や感想の英文（Lesson 10） / あらすじを読んで感じたことについての英文（Reading 2） / 地球温暖化を解決する方法につい
てのプレゼンテーション原稿（Let’s Make a Presentation! ②） / 英語で注文（英語活用力 Up コーナー）/ 英語のパンフレット
の読み取り（英語活用力 Up コーナー）/ 英語で症状の説明（英語活用力 Up コーナー） 
【第 3 学期の評価方法】 
①授業中に生徒による言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文及び発表を評価する。（外国語表現の能力） 

物事に対する自分の考えについての発表（Lesson 9） / 日本のカーシェアリングについての意見や感想（Lesson 9） / 自分が訪
れたい場所とその説明の発表（Lesson 10） / ソーラーパワーを使う製品についての意見や感想（Lesson 10） / あらすじを読
んで感じたことについての英文 （Reading 2）/ 地球温暖化を解決する方法についてのプレゼンテーション原稿と発表（Let’s 
Make a Presentation! ②） / 英語で注文（英語活用力 Up コーナー）/ 英語のパンフレットの読み取り（英語活用力 Up コーナ
ー）/ 英語で症状の説明（英語活用力 Up コーナー） 

③本文の内容について聞いたり読んだりしたことを，筆記テストまたはインタビューテストをする。（外国語理解の能力）  
シェアリングが日本や世界でどのように広まっているかについて（Lesson 9） / ソーラークッカーのメリットや活用例について
（Lesson 10） 

④下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化についての知識・理
解） 
シェアリングが日本や世界でどのように広まっているかについて（Lesson 9） / ソーラークッカーのメリットや活用例について
（Lesson 10） 

 



コミュニケーション英語Ⅲ シラバス・年間学習計画 

「コミュニケーション英語Ⅲ」 単位数 4 単位 学科 普通科 学年・学級 第３学年 １～６組 
 

1. 学習の到達目標 

学習の到達目標 

1. 積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとすることができる。 
2. 聞いたり読んだりして，情報や考えなどを的確に理解することができる。 
3. 話したり書いたりして，情報や考えなどを適切に伝えることができる。 
4. 言語や運用についての知識を身につけ，背景にある文化を理解することができる。 

使用教科書，副教材な

ど 
「 Power On English Communication  Ⅲ  」（コⅢ 326 ），「 Power On English Communication Ⅲ

WORKBOOK」（東京書籍）  
 

2. 学習指導計画及び評価方法等 

学

期 
月 

学習内容 
（教科書

の構成） 
学習のねらい 

考査

範囲

評価の観点のポイント 

コミュニケーションへの

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての

知識・理解 

1 4 Lesson 1 
Emoji as 
a 
Universa
l 
“Langua
ge” 
絵文字 

［題材内容］ 
絵文字がどのよ
うに使われるよ
うになっている
かについて学ぶ。 
［学習内容］ 
主語と述語動詞 
［言語の働き］ 
説明する / 理由
を述べる 
 

第 １
学 期
中間
考査

文の主語と述語動
詞の働きに注意し
ながら，絵文字の
使われ方につい
て，未知の語句が
あっても，推測す
るなどして読もう
としている。 

自分が使用してい
る絵文字につい
て，適切な表現を
用いて話したり，
書いたりすること
ができる。 

文の主語と述語動
詞の働きに着目し
ながら，絵文字の
使われ方につい
て，的確に読み取
ることができる。 

文の主語と述語動
詞の働きについて
理解している。 
 

Lesson 2 
How Was 
the 
Olympic 
Symbol 
Created?  
オリンピ
ックのシ
ンボル 

［題材内容］ 
オリンピックの
旗の意味につい
て学ぶ。 
［学習内容］ 
パラグラフと話
題文 
［言語の働き］ 
賛成する / 反対
する 

 

パラグラフの構成
と話題文，支持文，
結論文の役割に注
意しながら，オリ
ンピックの旗の意
味について，関心
をもって読もうと
している。 

オリンピックを日
本で開催すること
について，適切な
表現を用いて自分
の意見や理由を話
したり書いたりす
ることができる。 

パラグラフの構成
と話題文，支持文，
結論文の役割に着
目しながら，オリ
ンピックの旗の意
味について，的確
に読み取ることが
できる。 

パラグラフの構成
と話題文，支持文，
結論文の役割につ
いて理解してい
る。 

Lesson 3 
Zoo 
Dentists 
動物の歯
科医 

［題材内容］ 
動物の歯を治療
する仕事はどの
ようなものであ
るかについて学
ぶ。 
［学習内容］ 
文章の構成 
［言語の働き］ 
主張する 
 

序論，本論，結論
の 3 部から成る文
章の構成に注意し
ながら，動物の歯
科医の仕事につい
て，関心をもって
読もうとしてい
る。 

動物園で動物を飼
育する際に注意す
ることについて，
適切な表現を用い
て自分の意見を話
したり書いたりす
ることができる。 

序論，本論，結論
の 3 部から成る文
章の構成に着目し
ながら，動物の歯
科医が担う責任や
役割について的確
に読み取ることが
できる。 

序論，本論，結論
の 3 部から成る文
章の構成について
理解している。 

Lesson 4 
The First 
Four 
Minutes 
of an 
Encount
er 
出会いの
最初の４
分 

［題材内容］ 
初対面の人と会
話をする際に「最
初の 4 分」が重要
であることにつ
いて学ぶ。 
［学習内容］ 
ディスコースマ
ーカー①列挙 
［言語の働き］ 
説明する / 経験
を述べる 
 

列挙を示すディス
コースマーカーの
使い方に注意しな
がら，初対面の人
と会話する際の最
初の 4 分の重要性
について関心をも
って読もうとして
いる。 

英語で見知らぬ人
と話した経験につ
いて，例示の表現
を用いて話したり
書いたりすること
ができる。 

列挙を示すディス
コースマーカーの
使い方に着目しな
がら，初対面の人
と会話する際の最
初の 4 分の重要性
について的確に読
み取ることができ
る。 

列挙を示すディス
コースマーカーの
使い方について理
解している。 



 Lesson 5 
A 
Promisin
g Surfer 
from 
Japan 
（プロサ
ーファ
ー，大原
洋人選
手） 

［題材内容］ 
プロサーファー
である大原洋人
選手について学
ぶ。 
［学習内容］ 
ディスコースマ
ーカー②因果関
係 
［言語の働き］ 
説明する / 理由
を述べる / 助言
する 

因果関係を示すデ
ィスコースマーカ
ーの使い方に注意
しながら，プロサ
ーファー，大原洋
人選手について関
心をもって読もう
としている。 

友人に対する助言
について，適切な
表現を用いて話し
たり書いたりする
ことができる。 

因果関係を示すデ
ィスコースマーカ
ーの使い方に着目
しながら，プロサ
ーファー，大原洋
人選手について的
確に読み取ること
ができる。 

因果関係を示すデ
ィスコースマーカ
ーの使い方につい
て理解している。 

 Sounds 
Interesti
ng! ① 
弱形と強
形 

［学習内容］ 
弱形と強形 

弱形と強形の特徴
をとらえて，単
語・文章を適切に
発音することがで
きる。 

 弱形と強形の特徴
を理解している。 

5 Lesson 6 
Where 
Does 
Hallowee
n Come 
from? 
ハロウィ
ーンの起
源と歴史 

［題材内容］ 
ハロウィーンの
起源と歴史につ
いて知る。 
［言語材料］ 
付帯状況を表す
with 
［言語の働き］ 
説明する / 要約
する /経験を述
べる / 描写する 
 

ハロウィーンの起
源と歴史に関心を
持ち，意欲的に聞
いたり読んだりし
ている。 
個人，ペア，グル
ープなどでの本文
の要約の音読に積
極的に取り組んで
いる。 
聞き取れない箇所
や未知の語句があ
っても，ハロウィ
ーンについての会
話を推測するなど
して聞き続けよう
としている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，本文の要約や
ハロウィーンで仮
装したことがある
かについて，積極
的に話したり書い
たりしている。 

ハロウィーンの起
源と歴史について
聞いたり読んだり
した内容の質問に
英語で答えること
ができる。 
本文の要約を単語
の発音，リズム，
イントネーション
などの音声的な特
徴をとらえて音読
することができ
る。 
本文の内容の要約
を，学んだ語句や
表現を活用して，
資料を用いなが
ら，自分の言葉で
話すことができ
る。 
ハロウィーンで仮
装したことがある
かについて，適切
な表現を用いて，
話したり書いたり
することができ
る。 
 

ハロウィーンの起
源と歴史について
聞いたり読んだり
したことを理解し
たり，要点や詳細
をとらえたりする
ことができる。 
ハロウィーンにつ
いての会話を聞い
て詳細をとらえる
ことができる。 

ハロウィーンの起
源と歴史の説明に
使われる表現につ
いて理解してい
る。 
付帯状況を表す
with についての知
識を身に付けてい
る。 
ハロウィーンで仮
装したことがある
かについて経験を
述べる表現の使い
方を理解してい
る。 

Lesson 7 
A 
Science 
Award 
That 
Makes 
You 
Laugh, 
and 
Then 
Think 
イグ・ノ
ーベル
賞 

［題材内容］ 
イグ・ノーベル
賞を受賞した研
究の内容を知り，
賞の意義につい
て考える。 
［言語材料］ 
対比を表す接続
詞 while 
［言語の働き］ 
説明する / 要約
する 

 

イグ・ノーベル賞
を受賞した研究の
内容と賞の意義に
関心を持ち，意欲
的に聞いたり読ん
だりしている。 
個人，ペア，グル
ープなどでの本文
の要約の音読に積
極的に取り組んで
いる。 
聞き取れない箇所
や未知の語句があ
っても，イグ・ノ
ーベル賞について
の会話を推測する
などして聞き続け
ようとしている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，本文の要約や
日常生活にとって
最も重要な発明に
ついて，積極的に
話したり書いたり
している。 

イグ・ノーベル賞
を受賞した研究の
内容と賞の意義に
ついて聞いたり読
んだりした内容の
質問に英語で答え
ることができる。 
本文の要約を単語
の発音，リズム，
イントネーション
などの音声的な特
徴をとらえて音読
することができ
る。 
本文の内容の要約
を，資料を用いな
がら，学んだ語句
や表現を活用し
て，自分の言葉で
話すことができ
る。 
日常生活にとって
最も重要な発明に
ついて，適切な表
現を用いて，話し
たり書いたりする
ことができる。 
 

イグ・ノーベル賞
を受賞した研究の
内容と賞の意義に
ついて聞いたり読
んだりしたことを
理解したり，要点
や詳細をとらえた
りすることができ
る。 
イグ・ノーベル賞
についての会話を
聞いて詳細をとら
えることができ
る。 

イグ・ノーベル賞
を受賞した研究の
内容と賞の意義の
説明に使われる表
現について理解し
ている。 
対比を表す接続詞
while についての
知識を身に付けて
いる。 
日常生活にとって
最も重要な発明に
ついて述べる表現
の使い方を理解し
ている。 



6 Lesson 8 
A Nature 
Photogra
pher in 
Alaska 
写真家，
松本紀生
さん 

［題材内容］ 
写真家，松本紀
生さんが写真家
になるまでの道
のりと現在の生
活について学ぶ。 
［言語材料］ 
関係代名詞 what 
［言語の働き］ 
説明する / 要約
する /自分の考
えを述べる 
 
 

第 １
学 期
期末
考査

写真家，松本紀生
さんの生き方に関
心を持ち，意欲的
に聞いたり読んだ
りしている。 
個人，ペア，グル
ープなどでの本文
の要約の音読に積
極的に取り組んで
いる。 
聞き取れない箇所
や未知の語句があ
っても，星野道夫
さんについての説
明を推測するなど
して聞き続けよう
としている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，本文の要約や
松本紀生さんにつ
いて自分の考えを
積極的に話したり
書いたりしてい
る。 

写真家，松本紀生
さんの生き方につ
いて聞いたり読ん
だりした内容の質
問に英語で答える
ことができる。 
本文の要約を単語
の発音，リズム，
イントネーション
などの音声的な特
徴をとらえて音読
することができ
る。 
本文の内容の要約
を，資料を用いな
がら，学んだ語句
や表現を活用し
て，自分の言葉で
話すことができ
る。 
松本紀生さんにつ
いて自分の考えを
適切な表現を用い
て，話したり書い
たりすることがで
きる。 
 

写真家，松本紀生
さんの生き方につ
いて聞いたり読ん
だりしたことを理
解したり，要点や
詳細をとらえたり
することができ
る。 
星野道夫さんにつ
いての会話を聞い
て詳細をとらえる
ことができる。 

写真家，松本紀生
さんの生き方の説
明に使われる表現
について理解して
いる。 
関係代名詞 what 
についての知識を
身に付けている。 
松本紀生さんにつ
いて自分の考えを
述べる表現の使い
方を理解してい
る。 

 Lesson 9 
The 
History 
of 
English 
Tea 
紅茶の歴
史 

［題材内容］ 
紅茶がイギリス
に伝わる過程と
イギリスとイギ
リスに関わる
国々の歴史への
影響について学
ぶ。 
［言語材料］ 
while[when]（＋
S＋be 動詞） 
［言語の働き］ 
説明する / 要約
する 
 

紅茶の歴史に関心
を持ち，意欲的に
聞いたり読んだり
している。 
個人，ペア，グル
ープなどでの本文
の要約の音読に積
極的に取り組んで
いる。 
聞き取れない箇所
や未知の語句があ
っても，お茶につ
いての会話を推測
するなどして聞き
続けようとしてい
る。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，本文の要約や
好きな飲み物を 1
日にどのくらい飲
むかについて，積
極的に話したり書
いたりしている。 

紅茶の歴史につい
て聞いたり読んだ
りした内容の質問
に英語で答えるこ
とができる。 
本文の要約を単語
の発音，リズム，
イントネーション
などの音声的な特
徴をとらえて音読
することができ
る。 
本文の内容の要約
を，学んだ語句や
表現を活用して，
資料を用いなが
ら，自分の言葉で
話すことができ
る。 
好きな飲み物を 1
日にどのくらい飲
むかについて，適
切な表現を用い
て，話したり書い
たりすることがで
きる。 
 

紅茶の歴史につい
て聞いたり読んだ
りしたことを理解
したり，要点や詳
細をとらえたりす
ることができる。 
お茶についての会
話を聞いて詳細を
とらえることがで
きる。 

紅茶の歴史の説明
に使われる表現に
ついて理解してい
る。 
while[when]（＋S
＋be 動詞）につい
ての知識を身に付
けている。 
好きな飲み物を 1
日にどのくらい飲
むかについて述べ
る表現の使い方を
理解している。 

7 Lesson 
10 
Water 
and 
Living 
Things 
水と生き
物の関係 

［題材内容］ 
人が生きていく
ために必要な水
と砂漠に住む動
物たちの生態に
ついて学ぶ。 
［言語材料］ 
否定を表す形容
詞・副詞 
［言語の働き］ 
説明する / 要約
する 
 
 

水と生き物の関係
に関心を持ち，意
欲的に聞いたり読
んだりしている。 
個人，ペア，グル
ープなどでの本文
の要約の音読に積
極的に取り組んで
いる。 
聞き取れない箇所
や未知の語句があ
っても，日本の家
庭で使用されてい
る水についての会
話を推測するなど
して聞き続けよう
としている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，本文の要約や
健康であるために

水と生き物の関係
について聞いたり
読んだりした内容
の質問に英語で答
えることができ
る。 
本文の要約を単語
の発音，リズム，
イントネーション
などの音声的な特
徴をとらえて音読
することができ
る。 
本文の内容の要約
を，学んだ語句や
表現を活用して，
資料を用いなが
ら，自分の言葉で
話すことができ
る。 
健康であるために
日常的にどのよう

水と生き物の関係
について聞いたり
読んだりしたこと
を理解したり，要
点や詳細をとらえ
たりすることがで
きる。 
日本の家庭で使用
されている水につ
いての会話を聞い
て詳細をとらえる
ことができる。 

水と生き物の関係
の説明に使われる
表現について理解
している。 
否定を表す形容
詞・副詞について
の知識を身に付け
ている。 
健康であるために
日常的にどのよう
に水分をとってい
るかを述べる表現
の使い方を理解し
ている。 



日常的にどのよう
に水分をとってい
るかについて，積
極的に話したり書
いたりしている。 

に水分をとってい
るかについて，適
切な表現を用い
て，話したり書い
たりすることがで
きる。 
 

Summar
y Writing 
①要約文
の書き方 

［学習内容］ 
情報を取捨選択
して要約文をま
とめる方法を学
ぶ。 
 

必要に応じて辞書
などを活用して書
こうとしている。 

情報を取捨選択し
て，要約文を書く
ことができる。 

 話題文と重要な支
持文の選択方法，
副詞や接続詞の使
い方を理解してい
る。 

Sounds 
Interesti
ng! ② 
強勢の変
化 

［学習内容］ 
強勢の変化 

強勢の変化の特徴
をとらえて，単語
を適切に発音する
ことができる。 

 強勢の変化の特徴
を理解している。 

【課題・提出物など】 
①準拠教材を家庭学習の課題とする。（各 Lesson） 
②以下の英文を課題で提出する。（各 Lesson の Express Yourself! , Summary Writing） 

自分が使う絵文字についての英文（Lesson 1）/ オリンピックを日本で開催することについての自分の意見の英文（Lesson 2）/
動物園で動物を飼育することについての自分の意見の英文（Lesson 3）/ 英語で見知らぬ人と話した経験についての英文（Lesson 
4）/ 友人に対する助言についての英文（Lesson 5）/ ハロウィーンで仮装したことがあるかについての英文（Lesson 6）/ 日常
生活にとって最も重要な発明についての英文（Lesson 7）/ 松本紀生さんに対する自分の考えの英文（Lesson 8）/ 好きな飲み
物を 1 日にどのくらい飲むかについての英文（Lesson 9）/ 健康であるために日常的にどのように水分をとっているかについて
の英文（Lesson 10）/ 本文（Lesson 6 から Lesson 10 のうち１つ）の要約文（Summary Writing①） 

【第１学期の評価方法】 
①授業中に生徒の言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文の評価及びインタビューテストをする。（外国語表現の能力） 

自分が使う絵文字について（Lesson 1）/ オリンピックを日本で開催することについての自分の意見（Lesson 2）/ 動物園で動
物を飼育することについての自分の意見（Lesson 3）/ 英語で見知らぬ人と話した経験について（Lesson 4）/ 友人に対する助
言について（Lesson 5）/ ハロウィーンで仮装したことがあるかについて（Lesson 6）/ 日常生活にとって最も重要な発明につ
いて（Lesson 7）/ 松本紀生さんに対する自分の考え（Lesson 8）/ 好きな飲み物を 1 日にどのくらい飲むかについて（Lesson 
9）/ 健康であるために日常的にどのように水分をとっているかについて（Lesson 10）/ 本文の要約文（Summary Writing①）

③単語・英文の発音（Sounds Interesting！），本文の要約（Lesson 6 以降）の音読及び発表を教員または生徒同士が評価する。（外
国語表現の能力） 
ハロウィーンの起源と歴史について（Lesson 6）/ イグ・ノーベル賞について（Lesson 7）/ 写真家，松本紀生さんについて（Lesson 
8）/ 紅茶の歴史について（Lesson 9）/ 水と生き物の関係について（Lesson 10）/ 弱形と強形（Sounds Interesting！①）/ 強
勢の変化（Sounds Interesting！②） 

④本文の内容について聞いたり読んだりしたことを理解しているか筆記テストをする。（外国語理解の能力） 
小テスト / 中間・期末考査など 

⑤下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化の知識・理解） 
絵文字について（Lesson 1）/ オリンピックのシンボルについて（Lesson 2）/ 動物の歯科医について（Lesson 3）/ 出会いの
最初の４分について（Lesson 4）/ プロサーファー，大原洋人選手について（Lesson 5）/ ハロウィーンの起源と歴史について
（Lesson 6）/ イグ・ノーベル賞について（Lesson 7）/ 写真家，松本紀生さんについて（Lesson 8）/ 紅茶の歴史について（Lesson 
9）/ 水と生き物の関係について（Lesson 10） 

⑥One Week Trial（春休み課題） 
2 9 Lesson 

11 
The 
10,000-H
our Rule 
１万時間
の法則 

［題材内容］ 
モーツァルトや
ビル・ゲイツの例
を通して 1 万時
間の法則とはど
のようなものか
について学ぶ。 
［言語材料］ 
to＋have＋過去
分詞 
［言語の働き］ 
説明する 

第 ２
学 期
中間
考査

１万時間の法則に
関心を持ち，意欲
的に聞いたり読ん
だりしている。 
聞き取れない箇所
や未知の語句があ
っても，ビートル
ズが重ねた努力に
ついての説明を推
測するなどして聞
き続けようとして
いる。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，本文の概要や
将来の目標とそれ
を実現するために
行っていることに
ついて，積極的に
話したり書いたり
している。 

１万時間の法則に
ついて聞いたり読
んだりした内容の
質問に英語で答え
ることができる。 
本文の内容の概要
を，キーワードと
資料を手掛かり
に，学んだ語句や
表現を活用して，
自分の言葉で話す
ことができる。 
将来の目標とそれ
を実現するために
行っていることに
ついて，適切な表
現を用いて，話し
たり書いたりする
ことができる。 
 

１万時間の法則に
ついて聞いたり読
んだりしたことを
理解したり，要点
や詳細をとらえた
りすることができ
る。 
ビートルズが重ね
た努力についての
説明を聞いて詳細
をとらえることが
できる。 

１万時間の法則の
説明に使われる表
現について理解し
ている。 
to＋have＋過去分
詞についての知識
を身に付けてい
る。 
将来の目標とそれ
を実現するために
行っていることに
ついて説明する表
現の使い方を理解
している。 

1
0 

Lesson 
12 
A 
Conducto
r of the 
Undergr

［題材内容］ 
奴隷のための地
下鉄道とはどの
ようなものかと
女性指導者につ
いて学ぶ。 

地下鉄道と女性指
導者に関心を持
ち，意欲的に聞い
たり読んだりして
いる。 
聞き取れない箇所

地下鉄道と女性指
導者について聞い
たり読んだりした
内容の質問に英語
で答えることがで
きる。 

地下鉄道と女性指
導者について聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，要点や詳細を
とらえたりするこ

地下鉄道と女性指
導者の説明に使わ
れる表現について
理解している。 
関係代名詞の非制
限用法についての



ound 
Railroad 
地下鉄道
と女性指
導者 
 

［言語材料］ 
関係代名詞の非
制限用法 
［言語の働き］ 
説明する / 意見
を述べる 

や未知の語句があ
っても，南北戦争
勃発後のハリエッ
ト・タブマンにつ
いての説明を推測
するなどして聞き
続けようとしてい
る。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，本文の概要や
ハリエット・タブ
マンが行ったこと
に対する意見につ
いて，積極的に話
したり書いたりし
ている。 

本文の内容の概要
を，キーワードと
資料を手掛かり
に，学んだ語句や
表現を活用して，
自分の言葉で話す
ことができる。 
ハリエット・タブ
マンが行ったこと
に対する意見につ
いて，適切な表現
を用いて，話した
り書いたりするこ
とができる。 
 

とができる。
南北戦争勃発後の
ハリエット・タブ
マンについての説
明を聞いて詳細を
とらえることがで
きる。 

知識を身に付けて
いる。 
ハリエット・タブ
マンが行ったこと
に対する意見を述
べる表現の使い方
を理解している。 

1
1 

Lesson 
13 
English, 
Always 
Growing 
変化しつ
づける英
語 

［題材内容］ 
英語の語いの歴
史と語い形成の
仕組みについて
学ぶ。 
［言語材料］ 
現在の可能性・
推量を表す助動
詞 might 
［言語の働き］ 
説明する 

第 ２
学 期
期末
考査
 

英語の語いの歴史
と語い形成の仕組
みに関心を持ち，
意欲的に聞いたり
読んだりしてい
る。 
聞き取れない箇所
や未知の語句があ
っても，シンガポ
ールで話されてい
る英語についての
会話を推測するな
どして聞き続けよ
うとしている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，本文の概要や
ラテン語やギリシ
ャ語を起源とする
英語について，積
極的に話したり書
いたりしている。 

英語の語いの歴史
と語い形成の仕組
みについて聞いた
り読んだりした内
容の質問に英語で
答えることができ
る。 
本文の内容の概要
を，キーワードと
資料を手掛かり
に，学んだ語句や
表現を活用して，
自分の言葉で話す
ことができる。 
ラテン語やギリシ
ャ語を起源とする
英語について，適
切な表現を用い
て，話したり書い
たりすることがで
きる。 
 

英語の語いの歴史
と語い形成の仕組
みについて聞いた
り読んだりしたこ
とを理解したり，
要点や詳細をとら
えたりすることが
できる。 
シンガポールで話
されている英語に
ついての会話を聞
いて詳細をとらえ
ることができる。 

英語の語いの歴史
と語い形成の仕組
みの説明に使われ
る表現について理
解している。 
現在の可能性・推
量を表す助動詞
might についての
知識を身に付けて
いる。 
ラテン語やギリシ
ャ語を起源とする
英語について述べ
る表現の使い方を
理解している。 

1
2 

Lesson 
14 
Jose 
Mujica, 
the 
World’s 
“Poorest” 
Presiden
t Ever 
ホセ・ム
ヒカ元ウ
ルグアイ
大統領の
メッセー
ジ 

［題材内容］ 
ホセ・ムヒカ元
ウルグアイ大統
領の生き方や考
え方について知
り，環境問題を解
決するのに必要
な考え方を学ぶ。 
［言語材料］ 
強調構文 
［言語の働き］ 
説明する / 意見
を述べる 

ホセ・ムヒカ元ウ
ルグアイ大統領の
生き方や考え方と
環境問題に関心を
持ち，意欲的に聞
いたり読んだりし
ている。 
聞き取れない箇所
や未知の語句があ
っても，環境問題
についての会話を
推測するなどして
聞き続けようとし
ている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，本文の概要や
「豊かさ」につい
ての意見を，積極
的に話したり書い
たりしている。 

ホセ・ムヒカ元ウ
ルグアイ大統領の
生き方や考え方と
環境問題について
聞いたり読んだり
した内容の質問に
英語で答えること
ができる。 
本文の内容の概要
を，キーワードと
資料を手掛かり
に，学んだ語句や
表現を活用して，
自分の言葉で話す
ことができる。 
「豊かさ」につい
ての意見を，適切
な表現を用いて，
話したり書いたり
することができ
る。 
 

ホセ・ムヒカ元ウ
ルグアイ大統領の
生き方や考え方と
環境問題について
聞いたり読んだり
したことを理解し
たり，要点や詳細
をとらえたりする
ことができる。 
環境問題について
の会話を聞いて詳
細をとらえること
ができる。 

ホセ・ムヒカ元ウ
ルグアイ大統領の
生き方や考え方と
環境問題の説明に
使われる表現につ
いて理解してい
る。 
強調構文について
の知識を身に付け
ている。 
「豊かさ」につい
ての意見を述べる
表現の使い方を理
解している。 

【課題・提出物など】 
①準拠教材を家庭学習の課題とする。（各 Lesson） 
②以下の英文を課題で提出する。（各 Lesson の Express Yourself!） 
将来の目標とそれを実現するために行っていることについての英文（Lesson 11）/ ハリエット・タブマンが行ったことに対す
る意見の英文（Lesson 12）/ ラテン語やギリシャ語を起源とする英語についての英文（Lesson 13）/ 「豊かさ」についての意
見の英文（Lesson14）  

【第２学期の評価方法】 
①授業中に生徒の言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文の評価及びインタビューテストをする。（外国語表現の能力） 
将来の目標とそれを実現するために行っていることについて（Lesson 11）/ ハリエット・タブマンが行ったことに対する意見
（Lesson 12）/ ラテン語やギリシャ語を起源とする英語について（Lesson 13）/ 「豊かさ」について（Lesson14） 

③本文の概要の発表を教員または生徒同士が評価する。（外国語表現の能力） 
1 万時間の法則について（Lesson 11）/ 地下鉄道と女性指導者について（Lesson 12）/ 英語の語いの歴史と語い形成の仕組み



について（Lesson 13）/ ホセ・ムヒカ元ウルグアイ大統領について（Lesson 14） 
④本文の内容について聞いたり読んだりしたことを理解しているか筆記テストをする。（外国語理解の能力） 

小テスト / 中間・期末考査など 
⑤下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化の知識・理解） 

1 万時間の法則について（Lesson 11）/ 地下鉄道と女性指導者について（Lesson 12）/ 英語の語彙の歴史と語彙形成の仕組み
について（Lesson 13）/ ホセ・ムヒカ元ウルグアイ大統領について（Lesson 14） 

3 
 

1 Lesson 
15 
Understa
nding 
the 
Culture 
of Dogs 
イヌと人
間の異文
化コミュ
ニケーシ
ョン 

［題材内容］ 
犬の習性とその
解決策について
学ぶ。 
［言語材料］ 
as if＋仮定法過
去 
［言語の働き］ 
説明する / 主張
する 

第 ３
学 期
期 末
考査

犬の習性とその解
決策に関心を持
ち，意欲的に聞い
たり読んだりして
いる。 
聞き取れない箇所
や未知の語句があ
っても，ペットに
ついての説明を推
測するなどして聞
き続けようとして
いる。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，本文の概要や
飼い犬が太ってい
たらすべきこと
を，積極的に話し
たり書いたりして
いる。 

犬の習性とその解
決策について聞い
たり読んだりした
内容の質問に英語
で答えることがで
きる。 
本文の内容の概要
を，キーワードと
資料を手掛かり
に，学んだ語句や
表現を活用して，
自分の言葉で話す
ことができる。 
飼い犬が太ってい
たらすべきこと
を，適切な表現を
用いて，話したり
書いたりすること
ができる。 
 

犬の習性とその解
決策について聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，要点や詳細を
とらえたりするこ
とができる。 
ペットについての
説明を聞いて詳細
をとらえることが
できる。 

犬の習性とその解
決策に使われる表
現について理解し
ている。 
as if＋仮定法過去 
についての知識を
身に付けている。 
飼い犬が太ってい
たらすべきことを
述べる表現の使い
方を理解してい
る。 

2 Let’s 
Debate! 

［学習内容］ 
ディベートの流
れを知り，「救急
車の使用に料金
を課すべきか」と
いう論題につい
てディベートを
行う。 
［言語の働き］ 
主張する / 提案
する 

間違うことを恐れ
ずに，救急車の使
用に料金を課すべ
きかについて，積
極的に情報や考え
などについて話し
ている。 

救急車の使用に料
金を課すべきかに
ついて，論拠に基
づいた主張や提案
を話したり書いた
りすることができ
る。 

 ディベートの流れ
を理解している。 
理由や根拠に基づ
いた主張の表現を
身に付けている。 

Summar
y Writing
②あらす
じの書き
方 

［学習内容］ 
話の中心となる
大切なポイント
をつかみ，その展
開に注意してあ
らすじをまとめ
る方法を学ぶ。 
［言語の働き］ 
紹介する / 説明
する  /意見を述
べる 

最近読んだ本，見
た映画，テレビ，
ドラマなどのあら
すじについて，読
み手が理解しやす
くなるように書い
たり，書き直した
りしている。 

最近読んだ本，見
た映画，テレビ，
ドラマなどのあら
すじについて，読
み手に分かりやす
い文章を書くこと
ができる。 

 あらすじの書き方
を理解している。 
文と文のつながり
を示す語句を理解
している。 

Sounds 
Interesti
ng! ③ 
早口言葉 

［学習内容］ 
早口言葉 

[w], [∫], [p]などの
発音の特徴をとら
えて，文を適切に
音読することがで
きる。 

 [w], [∫], [p]などの
発音の特徴を理解
している。 

3 Reading  
October 
Sky and 
the 
Rocket 
Boys 

［題材内容］ 
アメリカ合衆国
のある炭鉱の町
の少年が，ソビエ
ト連邦の世界初
の人工衛星であ
るスプートニク
の打ち上げの成
功にどのような
影響を受けたか
について，主人公
の友人との友情
や生き方を通し
て読む。 
［言語の働き］ 
説明する / 考え
を述べる 

必要に応じて辞書
などを活用して読
んでいる。 
理解できないこと
や未知の語句があ
っても，推測する
などして読みつづ
けている。 
間違うことを恐れ
ずに，積極的に物
語を読んで感じた
ことについて話し
ている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
物語を読んで感じ
たことを話すこと
ができる。 

物語について聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 
登場人物の気持ち
を考えながら読む
ことができる。 

文と文，段落と段
落のつながりを示
す語句を理解して
いる。 
自分の感想を述べ
る表現についての
知識を身に付けて
いる。 

英語活用
力 Up コ
ーナー 

［学習内容］ 
英字新聞の構成
について理解す

英文記事の構成に
着目し，必要に応
じて辞書などを活

英文記事の構成に
注意しながら，論
理がどのように展

見出し，書き出し，
本文の 3 部からな
る英字新聞の記事



英字新聞
を読む 

る。 
［言語の働き］ 
説明する / 報告
する /描写する 

用して読んでい
る。 

開しているかを把
握することができ
る。 

の構成を理解して
いる。 
見出し語法につい
ての知識を身に付
けている。 

英語活用
力 Up コ
ーナー 
英語でど
う言う？
オノマト
ペ 

［学習内容］ 
英語のオノマト
ペ 

 英語のオノマトペ
の表現についての
知識を身に付けて
いる。 

Expressi
ons のま
とめ 

［言語材料］ 
接 続 詞 ， 前 置
詞，否定表現，
関係代名詞，助
動詞，不定詞，
仮定法，強調 

 接続詞，前置詞，
否定表現，関係代
名詞，助動詞，不
定詞，仮定法，強
調についての知識
を身に付けてい
る。 

【課題・提出物など】 
①準拠教材を家庭学習の課題とする。（各 Lesson） 
②以下の英文を課題で提出する。（Lesson の Express Yourself! ，Summary Writing） 
飼い犬が太っていたらすべきことについての英文（Lesson 15） / 最近読んだ本，見た映画，テレビ，ドラマなどのあらすじの
英文（Summary Writing ②） 

【第 3 学期の評価方法】 
①授業中に生徒の言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文の評価をする。（外国語表現の能力） 

飼い犬が太っていたらすべきことについて（Lesson 15）/ 最近読んだ本，見た映画，テレビ，ドラマなどのあらすじ（Summary 
Writing ②） 

③早口言葉の音読，本文の概要や物語に対する感想の発表とディベートを教員または生徒同士が評価する。（外国語表現の能力） 
イヌと人間の異文化コミュニケーションについて（Lesson 15）/ 救急車の使用に料金を課すべきかについてのディベート（Let’s 
Debate!）/ 早口言葉の音読（Sounds Interesting！③）/ 物語を読んで感じたことについて（Reading） 

④本文の内容について聞いたり読んだりしたことを理解しているか筆記テストをする。（外国語理解の能力） 
小テスト / 中間・期末考査など 

⑤下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化の知識・理解） 
イヌと人間の異文化コミュニケーションについて（Lesson 15）/ October Sky and the Rocket Boys（Reading）/ 英字新聞の記
事（英語活用力 Up コーナー） 

 



 

科目名 英語表現Ⅰ 
  単   位   数 ２  単位 

 学科 ･ 学年 ･ 学級 ２学年（３組・５組・6組）選択 

  

 学習の到達目標 

英語を通じて、情報や考えなどを伝える能力を養う。 
 ①英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成すること。 

 ②英語を通じて、事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら 
 伝える能力を養うこと。 

使 用 教 科 書  ECHO English Expression I  (三友社) 
 
（１）年間指導計画 
学 
期 

月 課 配当 
時間 

タイトル 学習のねらい 主な言語材料 指導上の留意点 

1 
 

4 

WU  
1 
2 
3 

3 

1.Naoya bit the 
dog ! 
2.Mr.Mori is a 
good English 
teacher 
3.I drink coffee 
every morning. 

・英文の構造を知る。 

・日本語と英語の違いを認識す

る。 

・主語+述語動詞+他の

語句 

・ Be動詞・一般動詞 

・英語と日本語の語順の

違い 

・ふさわしい言葉を選ぶ 

・英文の基本は主語

と述語動詞であるこ

とと、英語と日本語

の語順の違いを理解

させる。 

1 2 Nice to meet you. 
・外国人相手に自己紹介する。 ・第１文型・第２文型 

 
・S＋V+「その他の

語句」を理解させる。 

5 

2 2 
Let me talk about 
my family. 

・家族への感謝と思いやりを考

える。 

・第３文型・第４文型 ・SVOの語順を理解

させる。 

3 2 
The nurses' 
smiles  
made me happy.   

・将来の夢や進路を考える。 ・第５文型 
 

・O＝Cであることに

ついて理解させる。 

4 2 
I'd like to know 
 more about the 
school. 

・自分の学校について紹介す

る。 

・現在時制・過去時制・

未来時制 

・時間の概念を再確

認させる。 

5 2 I belong to the 
Kendo Club. 

・所属する部活動について述べ

る。 

・完了形 ・現在完了形を理解

させる。 

6 
 

6 2 
Thank you for 
sending the 
script. 

・学校行事について述べる。 ・進行形 ・進行形の使い方を

理解させる。 

 1 英作文の公式 
・英語の語順を学ぶ。   ・英語の語順につい

て理解させる。 

V.  
A 

2 SHOW & TELL 

・身の回りのものを見せながら

発表する。 

  ・自分と身近な人や

物について英語で表

現する力を身につけ

させる。 

 3 
時間の経過の順に書

く 

・時間の経過で書く。 ・時間の経過を表す表現

（ before, after, 

during等） 

・時間の順に正しく

書くことを意識させ

る。 

7 

L. 
A. 
i. 
C. 
1 

3 Music in the World 

・資料を見せながら説明する表

現を学ぶ。 

・資料を見せて説明する

と き に 使 う 表 現

（Please take a look 
at, Let me explain, 
For example等） 

・資料や実物を見せ

ながら英語で短い説

明ができるようにさ

せる。 

2 

9 

7 2 Let's enjoy 
fireworks 

・地域の行事のお知らせを作

る。 

・受動態 

・ due to..., be 
advisable to...  
・for more details

等 

・どういう場合に受

動態を使うか理解さ

せる。 

8 2 I opened a shop at 
a flea market. 

・地域行事について書く。 ・助動詞 
 

・助動詞の使い方を

理解させる。 

9 2 
Our town is famous 
for its historic 
buildings. 

・自分の地域や学校の歴史を述

べる。 

・助動詞＋have＋過去

分詞 

・過去に対する推

量・判断の表現を学

ばせる。 

10 2 
How about  
writing your 
wishes? 

・日本の七夕から日本の文化を

学ぶ。 

・動名詞 
 

・動名詞の働きを理

解させる。 

10 
 

11 2 
Isn't it lovely 
 to watch the full 
moon? 

・日本とそれ以外の国の月見の

習慣から日本の文化を考える。 

・不定詞 
 

・不定詞の 3用法（名

詞・形容詞・副詞）

を理解させる。 

 12 2 
What do you think 
about anime in 
Japan? 

・日本のアニメの歴史を理解す

る。 

・分詞 ・分詞の前置修飾・

拘置修飾を理解させ



る。 

 13 2 Stop smoking! 

・喫煙の健康への害について理

解する 

・関係代名詞 (who) ・ 関 係 代 名 詞 
(who, whose, 
whom）の使い方を理

解させる。 
 

14 2 
Make this life 
free and 
beautiful. 

・映画『独裁者』の訴える自由

と平和の重要さを学ぶ。 

・関係代名詞(which, 
that ) 

・ 関 係 代 名 詞 

(which, that)の

使い分けを理解させ

る。 

11 

15 2 Language is 
culture. 

・世界の消滅しつつある言語に

ついて考える。 

・関係副詞 
 

・関係副詞について

（関係代名詞との違

いや接続詞との違い

など）理解させる。 

E. 
A 

3 Let's Make a Skit. 

・スキット作りを通じて、共に

何かを創りあげることの喜び

を味わう。 

  ・スキット作りでセ

リフを覚え、発表す

ることで音声による

自己表現の場とす

る。 

 3 原因・結果を書く 

・原因と結果が明確で説得力の

ある文を書く。 

・原因と結果を表す表現 ・「事実→理由→結

果」の流れに慣れさ

せる。 

L. 
A. 
i. 
C. 
2 

3 
Okinawa -  
My Favorite Space 

・プレゼンテーションの構成の

仕方を学ぶ。 

・プレゼンテーションに

使う表現(Let me tell 
you something 
about..., First, 
Second, Third, 等) 

・テーマに関して興

味関心を持たせ、十

分な調査のもと、要

領よくまとめるよう

指導する。 

12 16 2 

Table manners are 
different from 
country to 
country. 

・日本と韓国の食事のマナーか

ら文化の違いを知る.。 

・従属接続詞 
 

・従属接続詞の使い

かたを学ばせる。 

3 

1 

17 2 We can be better 
friends. 

・日本とインドネシアの関係を

知り、未来を考える。 

・比較 
 

・比較表現の使いか

たを学ばせる。 

19 2 
If the world were 
a village of 100 
people... 

・現在の世界を知り、未来を考

える。 

・分詞構文 
 

・仮定法過去の使い

方を学ばせる。 

2 21 2 
Think globaly,  
Act locally. 

・地球市民として環境のために

どう行動したらよいか考える。 
・仮定法過去完了 

・if節以外の仮定法

の使い方を学ぶ。 

3  3 意見・理由を書く 

・説得力のある意見文 

 を書く。 

・仮定法のいろい 

 ろな表現 

・「主題→理由・分析

→結論」の流れに慣

れる。 

 
(2)  評価の観点，内容及び評価方法 
 

評価の観点及び内容 評価方法 

関心・意欲・態度 
英語を使って積極的にコミュニケーションを図

ろうとする 
日々の授業への取り組む様子を観察する。 

表 現 の 能 力 
聞き手・読み手や目的に応じて、簡潔に話すこと、

また読むことができる。 
授業での活動や課題の内容を確認する。 

理 解 の 能 力 英文の構造を理解する。 授業での机間巡視や提出物にて確認する。 

知 識 ・ 理 解 論理の展開や表現の方法を理解する。 授業での机間巡視や提出物にて確認する。 

 
 学  習  方  法  

１．教科書の例文や本文を確認して、英文の構造を理解する。 

２．習った構造を理解して、問題を解く。 

３．習った構造を活用して、自分について表現する。 

 



英語会話 ｼﾗﾊﾞｽ・年間学習指導計画 

科目名 英語会話 
  単  位 数 ２  単位 

学科･学年･学級 ２学年（３組・５組・6組） 

  

１ 学習の到達目標 

学習の 

到達目標 

英語を通じて､積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育

成するとともに､身近な話題について会話する能力を養う｡  
① 相手の話を聞いて理解するとともに､場面や目的に応じて適切に  

応答する｡  
② 関心のあることについて相手に質問したり､相手の質問に答えた  

りする｡  
③ 聞いたり読んだりしたこと､学んだことや経験したことに基づき

情報や考えなどを場面や目的に応じて適切に伝える｡  
④ 海外での生活に必要な基本的な表現を使って会話する｡  

使用教科書 My Passport English Conversation （文英堂）  

 

２ 英語会話の評価の観点､規準及び評価方法 

 ｱ)コミュニケーシ 

ョンへの関心・意

欲・態度 

ｲ)外国語表現の能

力 

ｳ)外国語理解の 

能力 

ｴ)言語や文化に 

ついての知識・ 

理解 

観点 コミュニケーショ

ンに関心をもち､

積極的に言語活動

を行い､コミュニ

ケーションを図ろ

うとする｡  

日常生活の身近な

話題について､情

報や考えなど自分

が伝えたいことを

英語で話して伝え

ている｡  

日常生活の身近な

話題について英語

を聞き、情報や考

えなど相手が伝え

ようとすることを

理解している｡  

英語やその運用に

ついての知識を身

に付けているとと

もに､言語の背景

にある文化などを

理解している｡  
規準 ①間違いを恐れず  

積極的に表現しよ  
うとしている｡  
②さまざまな工夫  
をすることでコミ  
ュニケーションを  
続けようとしてい  
る｡  

①情報や考えなど

を正確に話すこと

ができる｡  
②言語材料（言語

の働き）を使って､

話すことができる

①音声現象を正し  
く聞き取ることが  
できる｡  
②英文を聞いて､  
内容を聞き取り､  
理解することがで  
きる｡  

①言語の使用場  
面や言語材料  
（言語の働き）  
について正しく  
理解し､運用する  
ことができる。  
②その課で扱った

トピックや問題等

について理解する

ことができる｡  
評価

方法 
(a) 授業中の活動 (b) 発表 (c) 課題の提出 (d) 小テスト・定期考査  

 

 



３ 学習指導計画  

学

期  
月  

時

間  
タイトル  学習のねらい  [ ]内は機能表現を表す  

１

学

期

中

間  

4 3 
LESSON 1 
Making Conversation
 

・ 自己紹介をし合う｡  
・ [紹介 ][職業質問 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

5 

2 
CULTURE TALK 1 
Family Introduction 

・ 家族の紹介をする｡  
・ 名前について会話をする。  

3 

LESSON 2 
At the Hotel  
 
 

・ ホテルでチェックインをする。  
・ [依頼 ][時間質問 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ ホテルで希望を伝える。  

１

学

期

期

末  

6 

2 
CULTURE TALK 2 
Body Language /  
Quick Responses 

・ ボディーランゲージ（ジェスチャー）を表現する。

・ とっさに出る言葉を表現する｡  

3 

LESSON 3 
Going Sightseeing 
 

・ 観光案内所で道を尋ねる｡  
・ [行先質問 ] [所要時間 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ 観光ツアーの予約をする｡  

2 
CULTURE TALK 3 
Schedule 
 

・ 数字や序数を使い分ける｡  
・ 月、曜日、時間を表現する。  

7 3 

LESSON 4 
Small Business 

・ 郵便局で切手を買う。  
・ [希望伝達 ] [提案 ]を習得し､会話する。  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ トラベラーズチェックを両替する。  

２

学

期

中

間  

9 

2 
CULTURE TALK 4 
Telephone 

・ さまざまな電話表現を理解する。  
・ 電話による会話をする。  

3 

LESSON 5 
Eating Out 

・ ファーストフード店で注文をする。  
・ [注文 ][料金質問 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する。  
・ レストランの予約をする｡  

2 
CULTURE TALK 5 
Letters /  E-mail  

・ 英文の手紙を書く｡  
・ 英文の E メールを書く｡  

10 
3 

LESSON 6 
Going Shopping 

・ 買い物をする。  
・ [ｻｲｽﾞ質問 ] [試着許可 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ おみやげを探す｡  

2 
CULTURE TALK 6 
School Life 

・ 日本の制服について表現する｡  
・ 学校行事を伝える｡  

２

学

期

期

末  

11 

3 

LESSON 7 
Public 
Transportation 

・ 地下鉄構内で行き方をたずねる｡  
・ [場所質問 ] [忠告 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ 遠距離切符を買う｡  

2 
CULTURE TALK 7 
Japanese Manners /  
Katakana Words 

・ 日本の習慣について語る｡  
・ カタカナ語と英語を区別する｡  

12 3 
LESSON 8 
Getting Help 

・ 病院で診察を受ける｡  
・ [様子伺い ] [言いかえ ]を習得し､会話する｡  



・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ 薬局で薬を買う｡  

2 
CULTURE TALK 8 
Traditional and  
Pop Culture 

・ 日本の伝統文化を確認する｡  
・ 日本のポップカルチャーを確認する｡  

３

学

期

期

末  

1 3 

LESSON 9 
Going Out 

・ 友達に予定をたずねる｡  
・ [勧誘 ][念押し ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ パーティーを企画する｡  

2 

2 
CULTURE TALK 9 
Origami 

・ 折り紙の折り方を説明する｡  

3 

LESSON 10 
Taking a Flight 

・ 空港でチェックインする｡  
・ [意見伝達 ] [理由質問 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ 入国審査を受ける｡  

3 2 
CULTURE TALK 10 
Cooking 

・ お好み焼きの作り方を説明する｡  

 



応用英語 ｼﾗﾊﾞｽ・年間学習指導計画 

科目名 
自由選択Ⅱ 
応用英語 

単   位   数 ２  単位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 ３年３組 
  

学 習 の 到 達 目 標 １.比較的長い英文や図表、グラフ、統計等を読み取れるようになる。 

使 用 教 科 書 ・英語重要ポイント演習 beam 1 英文法･語法問題 

 
 
（１）年間指導計画 
 
学期 月 配当 

時間 
学習内容 言語活動での配慮事項 

1 

4 ８ ・英語重要ポイント演習 beam 1 英⽂法･誤報問題   各レッスン毎の解説･指導 

5 ８ ・英語重要ポイント演習 beam 1 英⽂法･誤報問題 各レッスン毎の解説･指導 

6 ８ ・英語重要ポイント演習 beam 1 英⽂法･誤報問題   各レッスン毎の解説･指導 

7 ６ ・英語総合問題集 Wonderland [３] 各レッスン毎の解説･指導 

2 
 
 
 
 
 
 
 

9 ８ ・英語総合問題集Wonderland [３] 各レッスン毎の解説･指導 

10 ８ ・英語総合問題集Wonderland [３] 各レッスン毎の解説･指導 

 
11 ８ 

・英語重要ポイント演習 beam 1  
 英⽂法･誤報問題 

各レッスン毎の解説･指導 

12 ６ 
・英語重要ポイント演習 beam 1  
 英⽂法･誤報問題 

各レッスン毎の解説･指導 

 

 

３ 

1 ８ ・英語総合問題集 Wonderland [３] 各レッスン毎の解説･指導 

2 ２ ・英語総合問題集 Wonderland [３] 各レッスン毎の解説･指導 
 
 
 (2)  評価の観点，内容及び評価方法 
 

評価の観点及び内容 評価⽅法 

関⼼・意欲・ 
態度 

・予習をしてくる。解説に対して更なる理解に積極的にとりくん
でいるか。復習を徹底しているか。 

･予習の確認 
･単元テストへの取り組み⽅ 

 
 表 現 の 能 ⼒ 

・学習内容を様々な場⾯で応⽤できるか。 
・既習内容で様々な場⾯を英語で表現出来るか。 

・授業中の積極的なインターラクト。 
・単元テスト 

 
 理 解 の 能 ⼒ 

・まとまりのある⽂章を読んで，書き⼿の意向等を理解するこ
とができるか。 ･毎時間の単元テスト及び、定期考査 

 知 識 ・ 理 解 
・語彙⼒の強化  ・⽂法⼒の強化 ・まとまりのある⽂章を読
んで，⾔語やその運⽤についての知識を⾝に付けるとともに，
その背景にある⽂化などを理解しているか． 

･毎時間の単元テスト及び、定期考査 

 
 
 学  習  方   法                                                                                          

 

 
 １．辞書を活⽤して語彙⼒を強化し、解説を参考に理解を深めること。 
 ２．さまざまな題材を各パラグラフごとに読み取れるようにすること。 
 ３．各⾃で家庭における学習計画を⽴て、継続的に学習に取り組むこと。 



実用英語 ｼﾗﾊﾞｽ・年間学習指導計画 

科目名 実用英語 
単   位   数 ２  単位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 情報処理コース 
  

学 習 の 到 達 目 標  実用英語技能検定準２級以上の取得を目指す。 

使 用 教 科 書  英検総合トレーニング 準２級  旺文社 
 
 
（１）年間指導計画 
 学期 月 配当 

時間
学習内容 言語活動での配慮事項

1 

4 ８  ⽂法チェック①〜⑤、確認問題、練習問題 筆記１の①   各レッスン毎の解説･指導 

5 ８ 
筆記２の①、筆記３の①、筆記４A①、筆記４B①、 
筆記５ライティング、リスニング第１部①、第 2 部①、第３部① 各レッスン毎の解説･指導 

第１回 実⽤英語技能検定1次試験
6 ８  第１回英語検定の解答、解説、2 次試験⾯接対策問題の②   各レッスン毎の解説･指導 
7 ６ 筆記１の②、筆記２の②、筆記３の②、筆記４②、筆記４B② 各レッスン毎の解説･指導 

2 

9 ８ 筆記５ライティング、リスニング第１部②、第 2 部②、第３部② 各レッスン毎の解説･指導 

10 ８  ミニテスト、解答解説、過去問題演習① 各レッスン毎の解説･指導 

第２回 実⽤技能英語検定 1 次試験 

11 ８ 第２回英語検定の解答、解説、2次試験⾯接対策問題 各レッスン毎の解説･指導 

12 ６ 過去問題演習② 各レッスン毎の解説･指導 

3 

1 ８ 過去問題演習③ 各レッスン毎の解説･指導 

第３回 実⽤英語技能検定 1 次試験 
2 ２ 第 3 回英語検定の解答、解説、2 次試験⾯接対策問題 各レッスン毎の解説･指導 

 
 
 (2)  評価の観点，内容及び評価方法 
 

評価の観点及び内容 評価⽅法 

関⼼・意欲・ 
態度 

・予習をしてくる。解説に対して更なる理解に積極的にとりくんでいるか。復
習を徹底しているか。 ･予習の確認 

 
 表 現 の 能 ⼒ 

・学習内容を様々な場⾯で応⽤できるか。 
・既習内容で様々な場⾯を英語で表現出来るか。 

・授業中の積極的なインター
ラクト 

 
 理 解 の 能 ⼒ ・まとまりのある⽂章を読んで，書き⼿の意向等を理解することができるか。 ･定期考査 

 知 識 ・ 理 解 
・語彙⼒の強化  ・⽂法⼒の強化 ・まとまりのある⽂章を読んで，⾔語
やその運⽤についての知識を⾝に付けるとともに，その背景にある⽂化など
を理解しているか． 

･定期考査 

 
 
 学  習  方   法                                                                                          
 

 １．辞書を活⽤して語彙⼒を強化し、解説を参考に理解を深めること。 
 ２．さまざまな題材を各パラグラフごとに読み取れるようにすること。 
 ３．各⾃で家庭における学習計画を⽴て、継続的に学習に取り組むこと。 



実用英語 ｼﾗﾊﾞｽ・年間学習指導計画 

科目名 実用英語 
単   位   数 ２  単位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 文理特進コース、普通コース 
  

学 習 の 到 達 目 標  実用英語技能検定準２級以上の取得を目指す。 

使 用 教 科 書  英検総合トレーニング 準２級  旺文社 
 
 
（１）年間指導計画 
 学期 月 配当 

時間
学習内容 言語活動での配慮事項

1 

4 ８  ⽂法チェック①〜⑤、確認問題、練習問題 筆記１の①   各レッスン毎の解説･指導 

5 ８ 
筆記２の①、筆記３の①、筆記４A①、筆記４B①、 
筆記５ライティング、リスニング第１部①、第 2 部①、第３部① 各レッスン毎の解説･指導 

第１回 実⽤英語技能検定1次試験
6 ８  第１回英語検定の解答、解説、2 次試験⾯接対策問題の②   各レッスン毎の解説･指導 
7 ６ 筆記１の②、筆記２の②、筆記３の②、筆記４②、筆記４B② 各レッスン毎の解説･指導 

2 

9 ８ 筆記５ライティング、リスニング第１部②、第 2 部②、第３部② 各レッスン毎の解説･指導 

10 ８  ミニテスト、解答解説、過去問題演習① 各レッスン毎の解説･指導 

第２回 実⽤技能英語検定 1 次試験 

11 ８ 第２回英語検定の解答、解説、2次試験⾯接対策問題 各レッスン毎の解説･指導 

12 ６ 過去問題演習② 各レッスン毎の解説･指導 

3 

1 ８ 過去問題演習③ 各レッスン毎の解説･指導 

第３回 実⽤英語技能検定 1 次試験 
2 ２ 第 3 回英語検定の解答、解説、2 次試験⾯接対策問題 各レッスン毎の解説･指導 

 
 
 (2)  評価の観点，内容及び評価方法 
 

評価の観点及び内容 評価⽅法 

関⼼・意欲・ 
態度 

・予習をしてくる。解説に対して更なる理解に積極的にとりくんでいるか。復
習を徹底しているか。 ･予習の確認 

 
 表 現 の 能 ⼒ 

・学習内容を様々な場⾯で応⽤できるか。 
・既習内容で様々な場⾯を英語で表現出来るか。 

・授業中の積極的なインター
ラクト 

 
 理 解 の 能 ⼒ ・まとまりのある⽂章を読んで，書き⼿の意向等を理解することができるか。 ･定期考査 

 知 識 ・ 理 解 
・語彙⼒の強化  ・⽂法⼒の強化 ・まとまりのある⽂章を読んで，⾔語
やその運⽤についての知識を⾝に付けるとともに，その背景にある⽂化など
を理解しているか． 

･定期考査 

 
 
 学  習  方   法                                                                                          
 

  １．辞書を活⽤して語彙⼒を強化し、解説を参考に理解を深めること。 
 ２．さまざまな題材を各パラグラフごとに読み取れるようにすること。 
 ３．各⾃で家庭における学習計画を⽴て、継続的に学習に取り組むこと。 



 

科目名 英語表現Ⅰ 
  単   位   数 ２  単位 

 学科 ･ 学年 ･ 学級 ３学年（３組・５組・6組）選択 

  

 学習の到達目標 

英語を通じて、情報や考えなどを伝える能力を養う。 
 ①英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成すること。 

 ②英語を通じて、事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら 
 伝える能力を養うこと。 

使 用 教 科 書  ECHO English Expression I  (三友社) 
 
（１）年間指導計画 
学 
期 

月 課 配当 
時間 

タイトル 学習のねらい 主な言語材料 指導上の留意点 

1 
 

4 

WU  
1 
2 
3 

3 

1.Naoya bit the 
dog ! 
2.Mr.Mori is a 
good English 
teacher 
3.I drink coffee 
every morning. 

・英文の構造を知る。 

・日本語と英語の違いを認識す

る。 

・主語+述語動詞+他の

語句 

・ Be動詞・一般動詞 

・英語と日本語の語順の

違い 

・ふさわしい言葉を選ぶ 

・英文の基本は主語

と述語動詞であるこ

とと、英語と日本語

の語順の違いを理解

させる。 

1 2 Nice to meet you. 
・外国人相手に自己紹介する。 ・第１文型・第２文型 

 
・S＋V+「その他の

語句」を理解させる。 

5 

2 2 
Let me talk about 
my family. 

・家族への感謝と思いやりを考

える。 

・第３文型・第４文型 ・SVOの語順を理解

させる。 

3 2 
The nurses' 
smiles  
made me happy.   

・将来の夢や進路を考える。 ・第５文型 
 

・O＝Cであることに

ついて理解させる。 

4 2 
I'd like to know 
 more about the 
school. 

・自分の学校について紹介す

る。 

・現在時制・過去時制・

未来時制 

・時間の概念を再確

認させる。 

5 2 I belong to the 
Kendo Club. 

・所属する部活動について述べ

る。 

・完了形 ・現在完了形を理解

させる。 

6 
 

6 2 
Thank you for 
sending the 
script. 

・学校行事について述べる。 ・進行形 ・進行形の使い方を

理解させる。 

 1 英作文の公式 
・英語の語順を学ぶ。   ・英語の語順につい

て理解させる。 

V.  
A 

2 SHOW & TELL 

・身の回りのものを見せながら

発表する。 

  ・自分と身近な人や

物について英語で表

現する力を身につけ

させる。 

 3 
時間の経過の順に書

く 

・時間の経過で書く。 ・時間の経過を表す表現

（ before, after, 

during等） 

・時間の順に正しく

書くことを意識させ

る。 

7 

L. 
A. 
i. 
C. 
1 

3 Music in the World 

・資料を見せながら説明する表

現を学ぶ。 

・資料を見せて説明する

と き に 使 う 表 現

（Please take a look 
at, Let me explain, 
For example等） 

・資料や実物を見せ

ながら英語で短い説

明ができるようにさ

せる。 

2 

9 

7 2 Let's enjoy 
fireworks 

・地域の行事のお知らせを作

る。 

・受動態 

・ due to..., be 
advisable to...  
・for more details

等 

・どういう場合に受

動態を使うか理解さ

せる。 

8 2 I opened a shop at 
a flea market. 

・地域行事について書く。 ・助動詞 
 

・助動詞の使い方を

理解させる。 

9 2 
Our town is famous 
for its historic 
buildings. 

・自分の地域や学校の歴史を述

べる。 

・助動詞＋have＋過去

分詞 

・過去に対する推

量・判断の表現を学

ばせる。 

10 2 
How about  
writing your 
wishes? 

・日本の七夕から日本の文化を

学ぶ。 

・動名詞 
 

・動名詞の働きを理

解させる。 

10 
 

11 2 
Isn't it lovely 
 to watch the full 
moon? 

・日本とそれ以外の国の月見の

習慣から日本の文化を考える。 

・不定詞 
 

・不定詞の 3用法（名

詞・形容詞・副詞）

を理解させる。 

 12 2 
What do you think 
about anime in 
Japan? 

・日本のアニメの歴史を理解す

る。 

・分詞 ・分詞の前置修飾・

拘置修飾を理解させ



る。 

 13 2 Stop smoking! 

・喫煙の健康への害について理

解する 

・関係代名詞 (who) ・ 関 係 代 名 詞 
(who, whose, 
whom）の使い方を理

解させる。 
 

14 2 
Make this life 
free and 
beautiful. 

・映画『独裁者』の訴える自由

と平和の重要さを学ぶ。 

・関係代名詞(which, 
that ) 

・ 関 係 代 名 詞 

(which, that)の

使い分けを理解させ

る。 

11 

15 2 Language is 
culture. 

・世界の消滅しつつある言語に

ついて考える。 

・関係副詞 
 

・関係副詞について

（関係代名詞との違

いや接続詞との違い

など）理解させる。 

E. 
A 

3 Let's Make a Skit. 

・スキット作りを通じて、共に

何かを創りあげることの喜び

を味わう。 

  ・スキット作りでセ

リフを覚え、発表す

ることで音声による

自己表現の場とす

る。 

 3 原因・結果を書く 

・原因と結果が明確で説得力の

ある文を書く。 

・原因と結果を表す表現 ・「事実→理由→結

果」の流れに慣れさ

せる。 

L. 
A. 
i. 
C. 
2 

3 
Okinawa -  
My Favorite Space 

・プレゼンテーションの構成の

仕方を学ぶ。 

・プレゼンテーションに

使う表現(Let me tell 
you something 
about..., First, 
Second, Third, 等) 

・テーマに関して興

味関心を持たせ、十

分な調査のもと、要

領よくまとめるよう

指導する。 

12 16 2 

Table manners are 
different from 
country to 
country. 

・日本と韓国の食事のマナーか

ら文化の違いを知る.。 

・従属接続詞 
 

・従属接続詞の使い

かたを学ばせる。 

3 

1 

17 2 We can be better 
friends. 

・日本とインドネシアの関係を

知り、未来を考える。 

・比較 
 

・比較表現の使いか

たを学ばせる。 

19 2 
If the world were 
a village of 100 
people... 

・現在の世界を知り、未来を考

える。 

・分詞構文 
 

・仮定法過去の使い

方を学ばせる。 

2 21 2 
Think globaly,  
Act locally. 

・地球市民として環境のために

どう行動したらよいか考える。 
・仮定法過去完了 

・if節以外の仮定法

の使い方を学ぶ。 

3  3 意見・理由を書く 

・説得力のある意見文 

 を書く。 

・仮定法のいろい 

 ろな表現 

・「主題→理由・分析

→結論」の流れに慣

れる。 

 
(2)  評価の観点，内容及び評価方法 
 

評価の観点及び内容 評価方法 

関心・意欲・態度 
英語を使って積極的にコミュニケーションを図

ろうとする 
日々の授業への取り組む様子を観察する。 

表 現 の 能 力 
聞き手・読み手や目的に応じて、簡潔に話すこと、

また読むことができる。 
授業での活動や課題の内容を確認する。 

理 解 の 能 力 英文の構造を理解する。 授業での机間巡視や提出物にて確認する。 

知 識 ・ 理 解 論理の展開や表現の方法を理解する。 授業での机間巡視や提出物にて確認する。 

 
 学  習  方  法  

１．教科書の例文や本文を確認して、英文の構造を理解する。 

２．習った構造を理解して、問題を解く。 

３．習った構造を活用して、自分について表現する。 

 



英語会話 ｼﾗﾊﾞｽ・年間学習指導計画 

科目名 英語会話 
  単  位 数 ２  単位 

学科･学年･学級 ３学年（３組・５組・6組） 

  

１ 学習の到達目標 

学習の 

到達目標 

英語を通じて､積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育

成するとともに､身近な話題について会話する能力を養う｡  
① 相手の話を聞いて理解するとともに､場面や目的に応じて適切に  

応答する｡  
② 関心のあることについて相手に質問したり､相手の質問に答えた  

りする｡  
③ 聞いたり読んだりしたこと､学んだことや経験したことに基づき

情報や考えなどを場面や目的に応じて適切に伝える｡  
④ 海外での生活に必要な基本的な表現を使って会話する｡  

使用教科書 My Passport English Conversation （文英堂）  

 

２ 英語会話の評価の観点､規準及び評価方法 

 ｱ)コミュニケーシ 

ョンへの関心・意

欲・態度 

ｲ)外国語表現の能

力 

ｳ)外国語理解の 

能力 

ｴ)言語や文化に 

ついての知識・ 

理解 

観点 コミュニケーショ

ンに関心をもち､

積極的に言語活動

を行い､コミュニ

ケーションを図ろ

うとする｡  

日常生活の身近な

話題について､情

報や考えなど自分

が伝えたいことを

英語で話して伝え

ている｡  

日常生活の身近な

話題について英語

を聞き、情報や考

えなど相手が伝え

ようとすることを

理解している｡  

英語やその運用に

ついての知識を身

に付けているとと

もに､言語の背景

にある文化などを

理解している｡  
規準 ①間違いを恐れず  

積極的に表現しよ  
うとしている｡  
②さまざまな工夫  
をすることでコミ  
ュニケーションを  
続けようとしてい  
る｡  

①情報や考えなど

を正確に話すこと

ができる｡  
②言語材料（言語

の働き）を使って､

話すことができる

①音声現象を正し  
く聞き取ることが  
できる｡  
②英文を聞いて､  
内容を聞き取り､  
理解することがで  
きる｡  

①言語の使用場  
面や言語材料  
（言語の働き）  
について正しく  
理解し､運用する  
ことができる。  
②その課で扱った

トピックや問題等

について理解する

ことができる｡  
評価

方法 
(a) 授業中の活動 (b) 発表 (c) 課題の提出 (d) 小テスト・定期考査  

 

 



３ 学習指導計画  

学

期  
月  

時

間  
タイトル  学習のねらい  [ ]内は機能表現を表す  

１

学

期

中

間  

4 3 
LESSON 1 
Making Conversation
 

・ 自己紹介をし合う｡  
・ [紹介 ][職業質問 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

5 

2 
CULTURE TALK 1 
Family Introduction 

・ 家族の紹介をする｡  
・ 名前について会話をする。  

3 

LESSON 2 
At the Hotel  
 
 

・ ホテルでチェックインをする。  
・ [依頼 ][時間質問 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ ホテルで希望を伝える。  

１

学

期

期

末  

6 

2 
CULTURE TALK 2 
Body Language /  
Quick Responses 

・ ボディーランゲージ（ジェスチャー）を表現する。

・ とっさに出る言葉を表現する｡  

3 

LESSON 3 
Going Sightseeing 
 

・ 観光案内所で道を尋ねる｡  
・ [行先質問 ] [所要時間 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ 観光ツアーの予約をする｡  

2 
CULTURE TALK 3 
Schedule 
 

・ 数字や序数を使い分ける｡  
・ 月、曜日、時間を表現する。  

7 3 

LESSON 4 
Small Business 

・ 郵便局で切手を買う。  
・ [希望伝達 ] [提案 ]を習得し､会話する。  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ トラベラーズチェックを両替する。  

２

学

期

中

間  

9 

2 
CULTURE TALK 4 
Telephone 

・ さまざまな電話表現を理解する。  
・ 電話による会話をする。  

3 

LESSON 5 
Eating Out 

・ ファーストフード店で注文をする。  
・ [注文 ][料金質問 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する。  
・ レストランの予約をする｡  

2 
CULTURE TALK 5 
Letters /  E-mail  

・ 英文の手紙を書く｡  
・ 英文の E メールを書く｡  

10 
3 

LESSON 6 
Going Shopping 

・ 買い物をする。  
・ [ｻｲｽﾞ質問 ] [試着許可 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ おみやげを探す｡  

2 
CULTURE TALK 6 
School Life 

・ 日本の制服について表現する｡  
・ 学校行事を伝える｡  

２

学

期

期

末  

11 

3 

LESSON 7 
Public 
Transportation 

・ 地下鉄構内で行き方をたずねる｡  
・ [場所質問 ] [忠告 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ 遠距離切符を買う｡  

2 
CULTURE TALK 7 
Japanese Manners /  
Katakana Words 

・ 日本の習慣について語る｡  
・ カタカナ語と英語を区別する｡  

12 3 
LESSON 8 
Getting Help 

・ 病院で診察を受ける｡  
・ [様子伺い ] [言いかえ ]を習得し､会話する｡  



・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ 薬局で薬を買う｡  

2 
CULTURE TALK 8 
Traditional and  
Pop Culture 

・ 日本の伝統文化を確認する｡  
・ 日本のポップカルチャーを確認する｡  

３

学

期

期

末  

1 3 

LESSON 9 
Going Out 

・ 友達に予定をたずねる｡  
・ [勧誘 ][念押し ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ パーティーを企画する｡  

2 

2 
CULTURE TALK 9 
Origami 

・ 折り紙の折り方を説明する｡  

3 

LESSON 10 
Taking a Flight 

・ 空港でチェックインする｡  
・ [意見伝達 ] [理由質問 ]を習得し､会話する｡  
・ トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  
・ 入国審査を受ける｡  

3 2 
CULTURE TALK 10 
Cooking 

・ お好み焼きの作り方を説明する｡  

 



 

英語科 科目担当者 

◎コミュニケーション英語Ⅰ（1年） 

仲榮眞啓子  金城優樹  新垣優子  玉城加代子 

◎コミュニケーション英語Ⅱ（2年） 

山川美由紀 大城桂子 金城 優樹 新垣優子 玉城加代子 

◎コミュニケーション英語Ⅲ（3年） 

山川美由紀 大城桂子 仲榮眞啓子 金城優樹 新垣優子  

◎英語表現Ⅰ（2年選択）（３年選択） 

新垣優子 

◎英語会話（2年選択） （３年選択） 

仲榮眞啓子 

◎実用英語（3年自由選択） 

山川美由紀  玉城加代子 

◎応用英語（3年自由選択） 

大城桂子 

 

  



化学基礎シラバス 
 

教 科 名 理 科 科 目 名 化学基礎

教科科目の目標 

 日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目的
意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てると
ともに，化学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方
を養う。 

履修学年 １年、２年  学科・コース 文理特進・普通・情報処理

単位数 ２単位  授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習
教科書 東京書籍 改訂新編化学基礎  副教材など なし 

 

１．学習の目標 
 
 （１）化学と人間生活とのかかわりについて関心を高め，化学が物質を対象とする 
    科学であることや化学が人間生活に果たしている役割を理解させると共に， 

観察，実験などを通して物質を探究する方法の基礎を身に付けさせる。 
 （２）原子の構造及び電子配置と周期律との関係を理解させる。また，物質の性質 
    について観察，実験などを通して探究し，化学結合と物質の性質との関係を 
    理解させ，物質について微視的な見方ができるようにする。 
 
２．学習の留意点 
 
 （１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進めること。 
 （２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を 
    集めて調べたり、仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習すること 
    が大切である。 
 （３）ノートには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかる 
    ような自分なりの工夫をして書いたり、先生に聞いてみたいと思ったことを書 
    き留めておくなど、ノートを工夫して活用すること。 
 （４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。 
    観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付ける 
    こと。グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的 
    に出すこと。 
 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に総合的に評価する。 
 
  ・出席状況 
  ・授業への取り組み状況 
  ・定期考査の得点合計 
  ・実験レポートの提出及び内容の評価 
  ・ノート、課題プリント、誤答レポートの提出 

 



化学基礎 年間指導計画 

「化学基礎」 

単位数 ２単位 

学科・学年・学級 普通科 1 年 3,5,6 組、2年 1,2 組 

１ 学習の到達目標等 

学習の到達目

標 

１．化学が物質を対象とする科学であることや，化学が人間生活に果たしている役割を理解できる。 

２．原子の構造及び電子配置と周期律の関係を理解できる。 

３．化学反応の量的関係，酸と塩基の反応及び酸化還元反応の基本的な概念や法則が理解できるとともに，日常生活

や社会と関連付けて考察できる。 

４．上記の目標を達成するために探究活動を行い，学習内容を深めるとともに，化学的に探究する能力を高める。

使用教科書・

副教材等 

東京書籍 改訂「新編化学基礎」（化基 314）   

２ 学習計画及び評価方法等 

（１）学習計画                                             

 本文を掘り下げた内容：○PLUS,◎PremiumPLUS   発展的内容：●Advance（必要に応じて扱う）・評価の観点のポイント(節

ごとに記してある) 

学
期 

学習内容 月        学習のねらい 

備 考 

１  学習活

動の特記事

項 

 

 

考
査
範
囲 

評価の観点 

のポイント 

関
心
・
意

欲
・
態
度 

思

考

・

判

断
・
表
現 

観
察
・
実
験

の
技
能 

知
識
・
理
解

 

序編 化学と人間生活 

①人間生活の中の化学 

・物質について学ぶ「化学」

(0.5h)  

化学とは物質について

学ぶ学問である。 

・文明は金属とともに

(1h) 

 ・物質について学ぶ学問としての化学 

・製錬；金属を利用するための技術 

・銅と青銅，鉄と鋼，アルミニウム 

・銅の利用と合金(実験室的製法，工業的製法)

・鉄の利用と合金(工業的製法) 

・アルミニウムの利用と合金(工業的製法)，リ

サイクル 

・非金属天然無機物の高温処理生成物 

・成形性があり熱に強いが，強い力や急熱急冷

に弱い(ガラスの製法) 

・粘土を高温で焼いたもの 

・高度に精製した原料から得られるセラミック

ス 

各種の優れた性質をもつ(エレクトロニクス，

医療分野) 

・石油を原料とする人工物質 

・加熱で軟らかくして成形 

・成形後加熱しても軟らかくならない 

・イオン交換，感光性，導電性，形状記憶など

・石油から作られる繊維(天然繊維；絹，羊毛，

綿，麻)・絹の主成分タンパク質の構造に着目

したナイロン・綿の特徴をもつビニロン・羊毛

の特徴をもつアクリル・ペットボトルの原料で

もあるポリエステル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】

地球環境の

保全とプラ

スチック 

 

 

 

 

   

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

  

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

  

  



第
１
学
期 

  製錬 銅 鉄 

アルミニウム 

・セラミックス(1h) 

ガラス 

陶磁器 

ファインセラミックス 

・プラスチック(1h) 

  熱可塑性 

  熱硬化性 

 新機能プラスチック 

・繊維(1h) 

  合成繊維 

ナイロン，ビニロン，ア

クリル,ポリエステル

〔観察実験 1〕 

「ペットボトルから繊

維を」 

   

第
１
学
期
中
間
考
査 

 

    

 

 ２ 化学とその役割 

・食料の確保(1/4h) 

化学肥料 

農薬 

・食料の保存(1/4h) 

  従来の保存法 

  食品添加物等 

・洗剤(1h) 

  洗浄の仕組み 

  洗剤の適量 

 

〔観察実験 2〕 

「洗剤の適切な使用量」 

  洗剤と環境 

・物質と環境リスク(1h) 

環境リスクと物質使用量 

  化学技術と環境 

  生命と人工物質 

〔探究 1〕 

「金属の製錬(酸化銅から

銅を)」 

 ・天然肥料，天然資源，化学肥料の合成 

・殺虫剤，除草剤，植物ホルモン 

 

・塩漬け，砂糖漬け，干物 

・防腐剤，調味料，着色料，着香料，酸化防止

剤，真空パック，窒素充塡，光遮断アルミ蒸着

フィルム 

・セッケンと合成洗剤 

・界面活性剤，親水基と疎水基 

・ミセルの形成と洗剤濃度 

・〔観察実験 2〕を通じた洗剤濃度の影響 

・生分解性，リン酸塩，富栄養化 

・合成物質の毒性と摂取量(TDI)，暴露量(EHE)

・洗剤における酵素利用，詰め替え容器等全般

的配慮 

・生命環境全体へのリスク評価 

・〔探究 1〕酸化銅(Ⅱ)のメタノールによる還元

を通じて製錬について理解を深める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 章 末 問

題》 

 

 

 

○ 

 

 

○  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 



第 1編 物質の構成 

１章 物質の探究 

・純物質と混合物 (3h) 

純物質と混合物 

混合物の分離 

 

〔観察実験 3〕 

「赤ワインの蒸留」 

○溶解度と結晶の析出 

○薄層クロマトグラフ

ィー 

・化合物と元素(3h) 

化合物と単体 

元素 

元素の確認 

〔観察実験 4〕 

「炎色反応」 

 

・物質の三態 (2h) 

粒子の拡散と熱運動 

〔観察実験 5〕 

「熱運動による拡散」 

  分子の集合状態と

状態変化 

 

○●圧力と三態変化 

○自然界に存在する元

素 

◎●分子の速さと絶対

温度の関係 

 ・純物質・混合物と融点，沸点，密度 

・ろ過，蒸留・分留，昇華法，抽出，再結晶，

ペーパークロマトグラフィー，精製 

・〔観察実験 3〕を通じた蒸留の理解 

・再結晶における温度と溶解度の関係 

・薄層クロマトグラフィーの理解 

・化合物と単体のちがいと分解 

・成分としての元素，元素と単体，同素体 

の意味と具体例 

・炎色反応，沈殿生成物 

・〔観察実験 4〕を通じた炎色反応の理解 

・拡散現象と熱運動，絶対温度(ケルビン)， 

絶対温度 

・〔観察実験 5〕を通じた熱運動による拡散 

の理解 

・物質の三態と状態変化，熱運動と分子間 

力の大小関係による三態の決定，物理変 

化と化学変化 

・三態変化に与える圧力の影響 

・宇宙，地殻，海水，人体の元素組成 

・熱運動と分子の速度分布，絶対零度と分 

子の速度 

 

 

 

問 1 

 

問 2 

 

 

 

 

 

 

問 3 

問 4 

問 5 

 

 

 

 

問 6 

 

 

 

問 7 

【コラム】

元素記号の

変遷 

 

《 章 末 問

題》 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 ２章 原子の構造と 

元素の周

期表 

・原子の構造 (3h) 

原子の構造 

原子の電子配置 

・元素の周期律と元素

の性質(2h) 

元素の周期律と周期

表 

・周期表と元素の性質 

 

〔観察実験 6〕 

「ナトリウムの性質」 

◎●電子の軌道 

◎●遷移元素の原子

における価電子の数 

◎●炎色反応の起こ

るしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・原子の構造(原子核，陽子，中性子，電子)，

原子番号，質量数，同位体，放射性同位体とそ

の利用 

・電子殻(K,L,M･･･)と 大収容電子数，電子配

置，価電子，希ガス原子の電子配置 

・元素の周期律，元素の周期表とその構造 

・典型元素と遷移元素，金属元素と非金属元素，

アルカリ金属，アルカリ土類金属，ハロゲン，

希ガス，陽性と陰性 

・〔観察実験 6〕を通じたアルカリ金属としての

ナトリウムの性質の理解 

・原子における電子の軌道と電子配置の関係 

・遷移元素の電子配置と価電子の数 

・電子の軌道によるエネルギーの違いと炎色反

応 

 

 

 

問 1 

問 2 

問 3 

問 4 

【コラム】

電子・原子

核の発見 

【コラム】

メンデレー

エフと周期

表 

 

問 5 

 

《 章 末 問

題》 

第
１
学
期
末
考
査 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《課題》〔観察実験〕〔探究〕ならびにそれに関わる提出物＊その他 必要に応じて授業ノートの提出・点検を行う。 



第
２
学
期 

 ３章 化学結合 

・イオン(3h) 

イオンの生成 

 

 

イオン半径 

・イオン結合(2h) 

イオン結合とイオン結晶 

 

〔観察実験 7〕 

「塩化ナトリウムの性質」 

●イオン結晶の構造 

・共有結合(4h) 

共有結合と分子の形成 

   

共有結合の結晶 

・配位結合(1h) 

配位結合 

○●錯イオンの構造と命名

法 

・分子間の結合(3h) 

  電気陰性度と極性 

〔観察実験 8〕 

「分子の極性」 

●水素結合 

●ファンデルワールス力 

●分子間力と液体の沸点 

  分子結晶 

○●氷の結晶構造 

・金属結合(1h) 

  金属結合と金属結晶 

〔観察実験 9〕 

「金属結晶の性質」 

●金属結晶の構造 

○●結晶構造と充填率 

・化学結合と物質の分類・

用途(1h) 

○●金属の単体と化合物 

○●非金属の単体と化合物 

○●有機化合物 

○●原子半径の周期性 

◎●軌道と分子の形 

〔探究 2〕 

「混合物の分離」 

〔探究 3〕 

「硫黄の同素体」 

〔探究 4〕 

「元素の周期表」 

〔探究 5〕 

「分子の模型を組み立て

る」 

 ・陽イオン，陰イオン，希ガス型電子配置，電解質，

非電解質，イオンの生成，価数，イオン式，単原子イ

オンと多原子イオン，イオンの名称，イオン化エネル

ギー，電子親和力 

・原子とイオンの大きさ，イオン半径 

・静電気(クーロン)力とイオン結合，イオン結晶，組

成式とその書き方・読み方，イオン結晶の性質と用途，

へき開 

・〔観察実験 7〕を通じた塩化ナトリウムの性質の理解 

・結晶格子と単位格子，配位数 

・共有結合による分子の形成，分子の分類(単原子，

二原子，三原子，多原子)，分子式，電子式，電子対

と不対電子，単結合(共有電子対)，二重結合，三重結

合，構造式，原子価，分子の形，高分子化合物とプラ

スチック，分子からなる物質の用途 

・共有結合の結晶，ダイヤモンドと黒鉛，ケイ素と二

酸化ケイ素 

・配位結合，アンモニウムイオン，オキソニウムイオ

ン，錯イオン，配位子 

・錯イオンの構造，配位数，命名法 

・電気陰性度，結合の極性，分極，分子の極性(極性，

無極性) 

・〔観察実験 8〕を通じて液体の混じりやすさと分子

の極性の有無を考える 

・水素結合，フッ化水素，水 

・ファンデルワールス力(分子間力，水素結合との関係) 

・分子間力と液体の沸点 

・分子結晶(二酸化炭素，ヨウ素) 

・氷の結晶構造と水素結合 

・自由電子と金属結合，金属結晶，金属の性質(金属光沢，

熱・電気伝導性，延性・展性)，金属とその用途 

・〔観察実験 9〕を通じた金属結晶の性質の理解 

・体心立方格子，面心立方格子，六方 密構造，充填率 

・結晶構造と充填率の計算 

・化学結合の分類と物質の性質・用途 

・周期表を用いた金属の単体と化合物の性質・用途

・周期表を用いた非金属の単体と化合物の性質・用途

・身近な有機化合物と構造式 

・金属結合半径，共有結合半径，ファンデルワールス

半径，原子半径の電子殻と陽子数による周期的変化

・電子の軌道，sp3混成軌道，不対電子と非共有電子

対，分子の構造 

・〔探究 2〕塩化ナトリウム，ケイ砂，水の混合物の分離を通

じて，混合物の分離とその方法への理解を深める 

・〔探究 3〕硫黄の同素体(斜方，単斜，ゴム状)の生

成を通じて，同素体について理解を深める 

・〔探究 4〕元素の周期表が形成される歴史を学ぶこ

とを通じて，周期表の変遷，周期律の認識，18 族元

素の発見，同位体の発見，原子番号等についての認識

を深める 

・〔探究 5〕分子模型を組み立てることを通じて，分

子の構造や結合についての認識を深める。さらに，ダ

イヤモンド，黒鉛，フラーレン等大きな分子も組み立

ててみる。 

 

 

問 1 

問 2 

問 3 

問 4 

 

問 5 

 

 

 

 

 

問 6 

問 7 

 

 

 

【コラム】

半導体の利

用 

 

 

 

 

 

問 8 

問 9 

問 10 

【コラム】

食品を温め

る電子レン

ジのしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 章 末 問

題》 

 

第
２
学
期
中
間
考
査 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 
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○ 
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○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 



 

第 2編 物質の変化 

1 章 物質量と化学反

応式 

・原子量・分子量・式量

(3h) 

原子の相対質量 

原子量 

分子量 

式量 

・物質量(4h) 

  アボガドロ数と物

質量 

 

 

 

〔観察実験 10〕 

「アボガドロ定数」 

  1mol の気体の体積 

 

〔観察実験 11〕 

「気体の分子量」 

○アボガドロ定数を求

める 

・溶液の濃度(1h) 

  濃度の表し方 

・化学反応式と量的関係

(4h) 

化学反応式 

○複雑な化学反応式の

係数 

  化学反応式の表す

量的関係 

○化学反応式で表せな

いこと 

 

〔観察実験 12〕 

「発生する気体の体積

の予想」 

◎質量分析法 

 

  

 

 

・12C を基準とする原子の相対質量 

・原子の相対質量に同位体の存在比を考慮した

原子量 

・構成原子の原子量の総和 

・組成式で表される物質の構成原子の原子量の

総和 

 

・12C12g 中の原子数，アボガドロ数個の粒子の

集団を単位とする物質の量の表し方，1 モル

(mol)，物質量とはモルを用いた物質の量，ア

ボガドロ定数(1mol あたりの粒子数)，モル質量

(1mol あたりの質量) 

・〔観察実験 10〕を通じたアボガドロ定数の測

定 

 

・アボガドロの法則，標準状態 22.4L/mol，気

体の密度と分子量 

・〔観察実験 11〕を通じた気体の分子量測定 

 

・単分子膜を用いたアボガドロ数の測定 

 

・質量パーセント濃度，モル濃度 

 

・化学反応式の書き方(反応物，生成物，係数)，

イオン反応式 

・未定係数法 

・係数の比(分子数，物質量，体積)，反応物の

過不足 

・反応条件(加熱，触媒)，反応に伴う現象(気

体発生，沈殿生成) 

・〔観察実験 12〕を通じた，反応物の質量と発

生気体の体積との関係の理解 

・イオン化された粒子の速度と磁場による偏向

を測定することで粒子の質量を測定 

 

 

 

問 1 

問 2 

【コラム】

原子量の基

準の変遷 

問 3 

問 4 

 

 

例題1，問5，

問 6 

 

 

 

例題 2，問 7 

例題 3，問 8 

 

 

 

例題 4，問 9 

例題 5，問

10 

 

例題 6，問

11，問 12 

例題 7，問

13，問 14 

例題 8，問

15 

【コラム】

化学の基本

法則と原子

説・分子説 

 

《 章 末 問

題》 

 

 

 

 

第
２
学
期
末
考
査 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 
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○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《課題》 

〔観察実験〕〔探究〕ならびにそれに関わる提出物 

＊その他 必要に応じて授業ノートの提出・点検を行う。 

  



第
３
学
期 

２章 酸と塩基 

・酸と塩基(3h) 

酸と塩基の性質 

酸と塩基の定義 

広い意味の酸・塩基 

酸と塩基の価数 

 

酸と塩基の強弱 

・ 水 素 イ オ ン 濃 度 と

pH(3.5h) 

水素イオン濃度 

 

●水のイオン積 

  水素イオン濃度と pH 

○●対数を用いた pH の求

め方 

  pH 指示薬と pH の測定 

   

 

身近な物質の pH 

〔観察実験 13〕 

「pH の測定」 

・中和反応と塩の生成(3h) 

  中和反応と塩の生成 

〔観察実験 14〕 

「中和反応による塩の生

成」 

  塩の分類 

○●複雑な塩 

塩の性質 

○●塩の加水分解 

〔観察実験 15〕 

「塩の水溶液の pH」 

・中和滴定(2.5h) 

中和反応の量的関係 

 

○酸・塩基の強弱と中和の

量的関係 

中和滴定 

○中和滴定に使用する器具 

滴定曲線 

 

○Na2CO3の 2 段階中和 

◎●可逆反応と化学平衡 

◎●酸性塩の水溶液の性質 

◎酸・塩基の標準溶液の調

製法 

 

 ・酸の性質(酸性)，塩基の性質(塩基性) 

・アレーニウスの定義(H+および OH-の生成) 

・ブレンステッド・ローリーの定義(H+の授受)

・酸の化学式から生じる H+の数，塩基の化学式

から生じる OH-の数 

・強酸強塩基，弱酸弱塩基，電離度の定義と強

弱の関係 

 

・中性，[H+]と[OH-]の定義，1 価の酸塩基の[H+]，

[OH-]と電離度，酸性塩基性と[H+]と[OH-]の関

係 

・Kw=[H+][OH-]=1.0×10-14(mol/L)2 

・[H+]=10-nmol/L のとき pH=n，水素イオン指数

・pH=-log[H+] 

・ｐH指示薬(メチルオレンジ，フェノールフタ

レイン，ブロモチモールブルー(BTB)等)，変色

域，ｐHメーター，ｐH試験紙，万能ｐH試験紙

・身近な物質のｐH 

・〔観察実験 13〕を通じたｐHの測定 

 

 

・中和反応と塩の生成 

・〔観察実験 14〕を通じた塩の生成の確認 

 

・正塩・酸性塩・塩基性塩 

・複塩，錯塩 

・塩の水溶液の性質，弱酸の遊離，弱塩基の遊

離 

・塩の加水分解と水溶液の性質 

・〔観察実験 15〕を通じた塩の水溶液のｐH 測

定 

 

 

・中和の条件；酸の価数×酸の物質量=塩基の

価数×塩基の物質量(酸から生じる H+の物質量

=塩基から生じる OH-の物質量) 

・中和の過程で進行する弱酸・弱塩基の電離 

 

・中和滴定と操作，標準溶液，中和点 

・器具の使用条件，洗浄方法，乾燥，安全ピペ

ッター 

・滴定曲線の種類(強酸・強塩基，弱酸・強塩

基，強酸・弱塩基) 

・2段階中和における反応式と滴定曲線(第 1，

第 2中和点) 

・可逆反応(正反応・逆反応)，化学平衡 

・NaHSO4，NaHCO3水溶液の性質 

・シュウ酸二水和物を用いる標準溶液の調製方

法，一次・二次標準溶液 

 

 

 

 

問 1 

問 2 

【コラム】

酸・塩基の

定義の歴史 

問 3，問 4 

例題1，問5，

問 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】

身近な水溶

液中の酸性

物質 

 

問 7 

 

 

【コラム】

酸性の河川

水の中和 

問 8 

問 9 

 

 

 

例題 2，問

10，問 11 

 

 

 

 

 

 

問 12 

 

 

 

 

《 章 末 問

題》 

 

学
年
末
考
査 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 



 

３章  酸化還元反応 

・酸化と還元 (2h) 

酸化と還元 

酸化数 

酸化還元反応と酸化数 

○原子の酸化数の範囲 

・酸化剤と還元剤(4h) 

  酸化剤と還元剤 

○酸化剤・還元剤のイオン反応

式 

 電子の授受と反応式 

○酸化還元反応の反応式のつ

くり方 

  酸化剤と還元剤のはたら

きの強さ 

○硫酸で酸性にした水溶液中

での酸化還元反応 

○ハロゲンの酸化作用 

〔観察実験 16〕 

「酸化剤と還元剤の反応」 

酸化剤と還元剤の量的関係 

・金属の酸化還元反応 (3h) 

金属のイオン化傾向 

金属の反応性 

金属イオンと金属単体の反応 

〔観察実験 17〕 

「金属樹」 

・さまざまな酸化還元反応(2h) 

電池の原理 

●ダニエル電池 

実用電池 

●一次電池，二次電池，燃料電

池 

〔観察実験 18〕 

「鉛蓄電池の充電・放電」 

●電気分解 

○●ファラデーの電気分解の

法則 

○●電池と電気分解の違い 

●電気分解の応用 

◎●標準電極電位 

〔探究 6〕 

「気体の分子量測定」 

〔探究 7〕 

「化学変化と物質量」 

〔探究 8〕 

「中和滴定」 

〔探究 9〕 

「滴定曲線を描く」 

〔探究 10〕 

「オキドールの濃度」 

〔探究 11〕 

「簡易マンガン乾電池」 

 ・酸素の授受と酸化還元，水素の授受と酸化還元，電子の授

受と酸化還元 

・酸化数の定義 

・酸化還元反応における酸化数の変化 

・S,N,O,Mn の酸化数が変化する範囲 

・酸化剤と還元剤の定義と代表例の反応式 

・電子を含むイオン反応式のつくり方 

・酸化還元反応における電子の授受 

・電子の授受に基づく酸化還元反応式のつくり方 

・酸化剤，還元剤のいずれとしてもはたらく H2O2,SO2の反応式 

・酸化還元反応における硫酸のはたらき 

・ハロゲンの酸化作用の大小 

・〔観察実験 16〕を通じた酸化剤と還元剤の反応についての

理解 

・酸化還元滴定，酸化剤が受け取った電子の物質量=還元剤

が放出した電子の物質量 

・水溶液中で電子を放出して陽イオンになろうとする性質 

・水との反応，酸との反応，酸化力をもつ酸との反応，不動

態，王水，イオン化列 

・イオン化傾向の大小関係による金属の析出と溶解，金属樹

・〔観察実験 17〕銅，銀，鉛の金属樹をつくる 

・正極と負極，起電力，正極活物質と負極活物質，化学電池

・ダニエル電池の構成と反応 

・いろいろな実用電池，一次電池，二次電池 

・一次電池(マンガン乾電池，アルカリマンガン乾電池)，二

次電池(鉛蓄電池，リチウムイオン電池)，水素型燃料電池 

〔観察実験 18〕を通じた鉛蓄電池の充電・放電の理解 

・陰極での反応，陽極での反応と陽極の材料，塩化銅(Ⅱ)水

溶液の電気分解，水の電気分解(水酸化ナトリウム水溶液と

硫酸水溶液の場合) 

・「陰極または陽極で変化する物質の量は，流した電気量に

比例する」，ファラデー定数 9.65×104C/mol，電気量〔C〕=

電流〔A〕×時間〔s〕 

・電池は自発的酸化還元反応(負極；酸化反応，正極；還元

反応)，電気分解は強制的酸化還元反応(陰極；還元反応，陽

極；酸化反応)， 

・電解精錬，銅の電解精錬，粗銅と純銅，陽極泥，電気めっ

き，水酸化ナトリウムの製造，イオン交換膜 

・標準電極電位の例と求め方 

・〔探究 6〕注射器を用いた分子量測定(空気との質量比) 

・〔探究 7〕炭酸カルシウムと希塩酸の反応における質量変化

から，化学反応と物質量の関係を考察 

・〔探究 8〕中和滴定により食酢中の酢酸濃度を測定 

・〔探究 9〕酸の水溶液にビュレットを用いて塩基の水溶液を

1mL ずつ加え，そのつどｐH を測定することで滴定曲線を描

く 

・〔探究 10〕オキシドールと過マンガン酸カリウム水溶液の

酸化還元滴定によりオキシドールの濃度を測定(シュウ酸標

準溶液の使用) 

・〔探究 11〕フィルムケース，炭素棒，亜鉛板，酸化マンガ

ン(Ⅳ),黒鉛粉末,飽和塩化アンモニウム水溶液等を用いた

簡易マンガン乾電池の製作と検証 

 

 

例題 1，問 1 

 

問 2 

問 3 

 

問 4 

【コラム】身

の 回り の酸

化剤・還元剤 

問 5 

 

 

 

問 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 

 

 

問 8 

 

 

 

 

 

【コラム】ボ

ルタ電池 

 

問 9 

【コラム】い

ろ いろ な実

用電池 

 

 

 

 

問 10 

 

 

 

 

 

《章末問題》 
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 《課題》〔観察実験〕〔探究〕ならびにそれに関わる提出物＊その他 必要に応じて授業ノートの提出・点検を行う。 



（２）評価の観点・内容及び評価方法 ○指導要領に基づく総括的評価基準 ・具体的な評価の観点・内容 

評価の観点及び内容 評 価 方 法

関心・意欲・態度 

○自然の事物・現象に関心や探究心を持ち，意欲的にそれらを探究しようとすると

ともに，科学的態度を身につけている。 

・講義式，実験式いずれの授業においても集中力を保つ。 

・授業で得た結果を基に発展的な興味をもって自主的活動を行う。 

授業態度・発表・

提出物・テストに

より評価する。 

思考・判断・表現 

○自然の事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学的

に考察し，導き出した考えを的確に表現している。 

・授業内容について科学的な捉え方ができる。 

・授業の成果をいかして社会や生活との関連を考えられる。 

・発展的な内容についても思考を展開させられる。 

授業態度・発表・

提出物・テストに

より評価する。

観察・実験の技能 

○観察，実験を行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に

記録，整理し，自然の事物・現象を科学的に探究する技能を身につけている。 

・操作の意味をよく理解し，実技のレベルが的確である。 

・実験結果に対する考察が充分であり，その内容を適切に伝達できる。 

授業態度・発表・

提出物・テストに

より評価する。 

知識・理解 

○自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身につ

けている。 

・学んだ内容が関連付けて整理され定着している。 

・知識を用いて発展的な応用ができる。 

授業態度・発表・

提出物・テストに

より評価する。 

 

 



 
化学総合シラバス 

 
教 科 名 理 科 科 目 名 化学総合 

教科科目の目標 

 化学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験など
を行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的な概念や
原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。 

履修学年 ３年 学科・コース
選択 

情報処理・スポーツ・普通 

単位数 ２単位 授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 
教科書 なし 副教材など ニューサポート 改訂 新編化学

 

１．学習の目標 

 

（１）物質とその変化について，化学的な解釈や説明ができることを通して，興味・関心を探究心にまで高

め，知的好奇心をもって問題を見いだし，主体的に解決しようとする意欲を高める。 

（２）生徒自身が課題を見つけ，主体的・意欲的に観察，実験などに取り組む。 

（３）探究の過程をたどらせることによって，科学の方法を習得させ，化学的に探究する能力や態度を育て

る。 

（４）化学的な事物・現象に関する基礎的な知識および基本的な概念や原理・法則を，深く系統的に理解さ

せる。 
（５）物質やその変化に関する原理・法則を系統的に理解し，正しい物質感を身に付けさせ，他の科

目とも関連させて，自然界の事物・現象を分析的，総合的に考察する能力を育成する。 
 
２．学習の留意点 
 
（１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進める。 
（２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を集めて調べたり、

仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習する。 
（３）ノートには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかるような自分なり

の工夫をして書いたり、先生に聞いてみたいと思ったことを書き留めておくなど、ノートを工
夫して活用する。 

（４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。観察、実験では、
関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付けること。グループでの学習では、班
員と協力するとともに、自分の意見を積極的に発表する。 

 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に総合的に評価する。 
 
  ・出席状況 
  ・授業への取り組み状況 
  ・定期考査の得点合計 
  ・実験レポートの提出及び内容の評価 
  ・ノート、課題プリント、誤答レポートの提出 
 
４．進路との関わり 

医療従事者（看護師など）・管理栄養士等を目指す生徒は、是非履修すべきである。 

 



1年 2年 3年 4年

○

学期 配当時間

担当教員　與座秀哲

芳香族炭化水素

2学期

9

3学期

芳香族カルボン酸

アルデヒド、ケトン

飽和炭化水素、不飽和炭化水素

（令和元年度）

2 フェノール類

理科　年間指導計画

12 アルコール、エーテル

酵素、核酸

1 カルボン酸、エステル

14

11 有機化合物の特徴

多糖類

10 アミノ酸

ペプチド、タンパク質

7 溶液の濃度（質量％濃度、モル濃度、質量モル濃度）

天然高分子化合物

32

単糖類・二糖類

5 化学反応式

6 化学反応式と量的関係

月 指導内容 備考

1学期

4 化学式（分子式、イオン式、組成式）

24

物質量

理　科 科目名 化学総合 単位数 2 対象学年

1/1



 
化学シラバス 

 
教 科 名 理 科 科 目 名 化学 

 教科科目の目標 

 化学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験
などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的
な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。 

履修学年 ３年 学科・コース 文理特進・普通 

単位数 ４単位 授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 
教科書 東京書籍 改訂新編化学 副教材など なし 

 

１．学習の目標 

 

（１）物質とその変化について，化学的な解釈や説明ができることを通して，興味・関心を探究心

にまで高め，知的好奇心をもって問題を見いだし，主体的に解決しようとする意欲を高める。

（２）生徒自身が課題を見つけ，主体的・意欲的に観察，実験などに取り組む。 

（３）探究の過程をたどらせることによって，科学の方法を習得させ，化学的に探究する能力 

や態度を育てる。 

（４）化学的な事物・現象に関する基礎的な知識および基本的な概念や原理・法則を，深く系 

統的に理解させる。 
（５）物質やその変化に関する原理・法則を系統的に理解し，正しい物質感を身に付け 

させ，他の科目とも関連させて，自然界の事物・現象を分析的，総合的に考察す 
る能力を育成する。 
 

２．学習の留意点 
 
 （１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進める。 
 （２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を 
    集めて調べ、仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習する。 
 （３）ノートには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかる 
    ような自分なりの工夫をして書いたり、先生に聞いてみたいと思ったことを書 
    き留めておくなど、ノートを工夫して活用する。 
 （４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。 
    観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付ける 
    こと。グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的 
    に発表する。 
 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に総合的に評価する。 
 
  ・出席状況 
  ・授業への取り組み状況 
  ・定期考査の得点合計 
  ・実験レポートの提出及び内容の評価 
  ・ノート、課題プリント、誤答レポートの提出 

 



 

 

理科 

「新編化学」 単位数 ４単位 

学科・学年・学級 普通科 第３学年 3,6 組 

 

１ 学習の到達目標等 

学習の到達目標 １．物質の状態変化，状態間の平衡，溶解平衡および溶液の性質について理解できるとともに，日常生活や社会と関連づけて

考察できる。 

２．化学変化に伴うエネルギーの出入り，反応速度および化学平衡をもとに化学反応に関する概念や法則を理解できるととも

に日常生活や社会と関連づけて考察できる。 

３．無機物質の性質や反応を探究し，元素の性質が周期表に基づいて整理できることが理解できるとともに，日常生活や社会

と関連づけて考察できる。 

４．有機化合物の性質や反応を探究し，有機化合物の分類と特徴が理解できるとともに，日常生活や社会と関連づけて考察で

きる。 

５．高分子化合物の性質や反応を探究し，合成高分子化合物と天然高分子化合物の特徴が理解できるとともに，日常生活や社

会と関連づけて考察できる。 

６．上記の目標を達成するために探究活動を行い，学習内容を深めるとともに，化学的に探究する能力を高める。 

使用教科書・副教材等 東京書籍 改訂「新編化学」(化学 309)    改訂『新編化学』指導資料  

 

２ 学習計画及び評価方法等 

（１）学習計画                                             

 発展的内容(○PLUS,◎発展，●図説化学) 

 評価観点のポイント(節ごとに記してある)  

 各節・発展的内容・探究に必要な授業時間(h)の目安を示す 

 

学

期 
学習内容 

月 

学習のねらい 
備 考 

 学習活動の特記事項

考

査

範

囲

評価の観点 

のポイント 

関
心
・
意
欲
・

態
度

思
考
・
判
断
・

表
現

観
察
・
実
験
の

技
能

知
識
・
理
解 

第

1

学

期 

第 1 編 物質の状態 

 1 章 物質の状態と変化 

・状態変化(4h) 

  物質の状態と熱運動 

  三態変化と熱エネルギー 

  分子間力と融点・沸点 

  気体の圧力 

  蒸発と蒸気圧 

 

○蒸気圧の性質 

・気体の性質(6h) 

  ボイル・シャルルの法則 

〔観察実験 1〕 

「ボイルの法則を検証する実

験」 

  気体の状態方程式 

○揮発性物質の分子量測定 

  混合気体の圧力 

○水上置換により捕集した気

体の圧力 

  理想気体と実在気体 

○状態図 

 

〔探究 1〕 

「シャルルの法則を検証する」 

 

 2 章 溶液の性質 

・溶解平衡(5h) 

  溶解と溶液 

 

○電解質と非電解質 

○液体どうしの溶解 

  固体の溶解度 

  気体の溶解度 

 

・希薄溶液の性質(4h) 

  沸点上昇 

4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

月 

 

 

 

・熱運動と拡散，物質の三態と状態変化 

・水の状態変化とエネルギー，融解熱，蒸発熱 

・分子間力の意味と水素結合 

・分子の運動と圧力，圧力の単位と大気圧 

・熱運動と蒸発，気液平衡，蒸気圧と蒸気圧曲線，沸騰，

沸点と大気圧 

・一定温度での体積変化と蒸気圧 

 

・ボイル・シャルルの法則と絶対温度，絶対零度 

・〔観察実験 1〕を通じてボイルの法則をより深く理解する 

 

 

・気体の状態方程式と気体定数，気体の分子量 

・揮発性物質を用いて状態方程式から分子量を求める 

・分圧の意味とドルトンの分圧の法則 

・水上置換により捕集した気体の圧力と水の蒸気圧 

 

・理想気体と実在気体との違い（分子の体積と分子間力） 

・水と二酸化炭素の状態図，状態間の境界線の意味，三重点，

臨界点 

・〔探究 1〕を通じてシャルルの法則を検証する 

 

 

 

 

・イオン結晶・分子結晶の溶解と水和，水和イオン，物質の

極性と溶解，溶液の質量％濃度，モル濃度，質量モル濃度 

・電解質と電離，非電解質 

・液体どうしの溶解と極性 

・飽和溶液と溶解平衡，溶解度と溶解度曲線，再結晶 

・気体の溶解度とヘンリーの法則 

 

 

・蒸気圧降下と沸点上昇，沸点上昇度とモル濃度の関係，

 

 

 

 

 

 

問 1 

問 2，3，4 

【コラム】圧力鍋 

 

【偉人の履歴書 1 ロ

バート・ボイル】 

例題 1 問 5 

 

 

例題 2 問 6 

例題 3 問 7 

例題 4 

 

 

問 8 

【コラム】Happy bird

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

問 1 

問 2，3 

 

 

例題 1 問 4，5 

【コラム】炭酸飲料 

例題 2 問 6 

 

問 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 



 

 

 

  凝固点降下 

 

○冷却曲線 

○溶質の分子測定量 

  浸透圧 

 

○浸透圧を利用した分子量測

定 

・コロイド(3h) 

  コロイド粒子 

〔観察実験 2〕 

「水酸化鉄（Ⅲ）コロイド溶液

のつくり方」 

○コロイドの分類 

 

  コロイド溶液の性質 

 

  疎水コロイドと親水コロ

イド 

〔探究 2〕 

「溶液の凝固点降下の測定と

質量モル濃度」 

〔探究 3〕 

「コロイドの性質」 

 

 3 章 固体の構造 

・固体と結晶(1h) 

  結晶の種類と性質 

 

・結晶の構造(4h) 

  金属結晶の構造 

 

〔観察実験 3〕 

「金属結晶のモデルをつくろ

う」 

  イオン結晶の構造 

  共有結合の結晶の構造 

  分子結晶の構造 

○氷の結晶 

  アモルファス（非晶質） 

〔探究 4〕 

「イオン半径を求めてみよう」 

 

第 2 編 化学反応とエネルギー 

 1 章 化学反応と熱・光 

・反応熱と熱化学方程式(3h) 

  化学変化と熱の出入り 

〔観察実験 4〕 

「発熱反応と吸熱反応」 

  熱化学方程式 

  反応熱の種類 

 

 

・ヘスの法則(4h) 

  熱量 

  ヘスの法則 

○水酸化ナトリウムの溶解熱の

求め方 

  ヘスの法則の応用 

○生成熱と反応熱 

  結合エネルギー 

  結合エネルギーと反応熱 

・光とエネルギー(1h) 

  化学発光 

  光合成 

〔観察実験 5〕 

「ルミノールの化学発光」 

〔探究 5〕 

「ヘスの法則を検証する」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6

月 

 

 

 

 

 

 

 

モル沸点上昇 

・凝固点降下度と質量モル濃度，モル凝固点降下，電解質

溶液と沸点上昇，凝固点降下 

・過冷却と冷却曲線 

・凝固点降下度から溶質の分子量を求める 

・浸透現象，浸透圧とファントホッフの法則，浸透圧と気

体の状態方程式 

・ファントホッフの法則を用いて溶質の分子量測定 

 

 

・コロイド粒子とコロイド溶液，ゾルとゲル 

・〔観察実験 2〕を通じて水酸化鉄（Ⅲ）コロイド溶液のつ

くり方を習得する 

 

・分散質と分散媒，分散コロイド，分子コロイド，会合コ

ロイド 

・チンダル現象，ブラウン運動，透析，電気泳動，コロイ

ド粒子の帯電 

・凝析，疎水コロイド，塩析，親水コロイド，保護コロイ

ド 

・〔探究 2〕を通じて凝固点降下度と質量モル濃度との関係

を調べる 

 

・〔探究 3〕を通じてコロイド溶液の性質を調べる 

 

 

 

 

・結晶と非晶質（アモルファス），化学結合とイオン結晶・

金属結晶・共有結合の結晶，単位格子 

 

・体心立方格子，面心立方格子，六方最密構造，充塡率，

単位格子の一辺の長さと原子半径 

・〔観察実験 3〕を通じて金属結晶の構造を理解する 

 

 

・塩化ナトリウムと塩化セシウムの構造 

・ダイヤモンド・黒鉛・ケイ素・二酸化ケイ素の構造 

・ドライアイス・ヨウ素・氷の構造 

・氷の結晶の特異性 

・ガラスの性質と構造 

・〔探究 4〕を通じてイオン結晶の密度と式量からイオン半

径を求める 

 

 

 

 

・熱量，反応熱，発熱反応，吸熱反応 

・〔観察実験 4〕を通じて発熱反応と吸熱反応を理解する 

 

・熱化学方程式の書き方とその意味 

・燃焼熱，中和熱，生成熱，溶解熱，融解熱・蒸発熱 

 

 

 

・比熱容量と熱量の求め方 

・反応熱とヘスの法則（総熱量保存の法則） 

・発砲ポリスチレン容器を用いた溶解熱の測定方法 

 

・直接測定できにくい反応熱をヘスの法則を用いて求める 

・反応熱と反応に関係する物質の生成熱との関係 

・分子内の共有結合のエネルギー 

・反応熱と反応に関係する物質の結合エネルギーとの関係 

 

・反応熱が光エネルギーとして現れる反応 

・光合成と光エネルギー 

・〔観察実験 5〕を通じて化学発光について理解を深める 

 

・〔探究 5〕を通じてヘスの法則を検証する 

 

 

 

 

問 8，9，10 

〔おうちラボ 7〕 

「ジュースを一瞬で

かき氷に」 

問 11 

〔おうちラボ 1〕 

「青菜に塩」 

【コラム】逆浸透法 

 

問 12 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 

〔おうちラボ 2〕 

「豆乳から豆腐をつ

くる」 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

例題 1 問 1，2 

 

 

 

 

〔おうちラボ 9〕 

「黒砂糖で NaCl 単結

晶づくり」 

 

【コラム】アモルファ

スの利用 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

例題 1 問 1 

問 2，3 

【コラム】化学カイロ

のしくみ 

 

問 4 

 

例題 2 

 

例題 3 問 5 

 

 

例題 4 問 6 

 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

1

学

期

中

間

考

査
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○

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2 章 電池と電気分解 

・電池(4.5h) 

  イオン化傾向と電池 

○酸化・還元と金属のイオン化

傾向 

  ダニエル電池 

○ボルタ電池 

  実用電池 

 

〔観察実験 6〕 

「鉛蓄電池をつくってみよう」 

  燃料電池 

〔観察実験 7〕 

「燃料電池で発電してみよう」 

●いろいろな実用電池 

・水溶液の電気分解(3.5h) 

  電気分解のしくみ 

○電池と電気分解の違い 

 

  水の電気分解 

 

〔観察実験 8〕 

「電気分解をしてみよう」 

  電気分解により電極が溶け

る場合 

  銅の製造 

●水溶液の電気分解 

  水酸化ナトリウムの製造 

  アルミニウムの製造 

  電気分解の法則 

〔探究 6〕 

「ダニエル電池の反応を調べ

る」 

〔探究 7〕 

「電気分解の量的関係を調べ

る」 

 

第 3 編 化学反応の速さと平衡 

 1 章 化学反応の速さ 

・反応の速さ(1.5h) 

  速い反応と遅い反応 

  反応速度の表し方 

 

・反応速度を変える条件(3.5h) 

  反応速度と濃度 

 

  反応速度と温度 

 

  反応速度と触媒 

  触媒の種類とその利用 

 

〔観察実験 9〕 

「触媒の作用を調べる」 

  反応速度と他の条件 

・反応のしくみ(2h) 

  活性化状態と活性化エネル

ギー 

  温度と活性化エネルギー 

 

  触媒と活性化エネルギー 

〔探究 8〕 

「温度と反応速度の関係を調べ

る」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・金属のイオン化傾向と電池の正極・負極，起電力 

・金属のイオン化列と酸化還元性 

 

・ダニエル電池の構造と反応，正極・負極活物質 

・ボルタ電池の構造と反応，分極 

・一次電池，二次電池，マンガン乾電池，アルカリマンガ

ン乾電池，鉛蓄電池，放電と充電 

・〔観察実験 6〕を通じて鉛蓄電池を製作し使用してみる 

 

・水素・酸素によるリン酸電解液を用いる燃料電池 

・〔観察実験 7〕を通じて燃料電池のはたらきを理解する 

 

・一次電池と二次電池の具体例と構造，反応 

 

・電気分解と陰極・陽極，塩化銅（Ⅱ）水溶液の電解 

・自発的な酸化還元反応と外部エネルギーによる酸化還元

反応 

・水の電気分解としての水酸化ナトリウム水溶液と希硫酸

の電解 

・〔観察実験 8〕を通じて水溶液の電解を行い理解を深める 

 

・電解により陽極が溶解する場合 

 

・銅の電解精錬，粗銅と純銅 

・電気分解の原理（酸化還元反応)，電気分解の実例 

・イオン交換膜法による水酸化ナトリウムの製造 

・アルミニウムの製造と融解塩電解 

・ファラデーの電気分解の法則，ファラデー定数 

・〔探究 6〕を通じてダニエル電池を製作し使用する 

 

 

・〔探究 7〕を通じて電気分解の電気量と生成する物質との

量的関係を調べる 

 

 

 

 

 

・速い反応と遅い反応とその例 

・反応速度の表し方，反応物または生成物の濃度の時間変

化，反応速度と反応式の係数との関係 

 

・反応物の濃度と反応速度の大きさ，反応速度式と反応速

度定数，反応速度式と反応式の関係 

・温度と反応速度の大きさ（10K 上昇すると反応速度は 2～

3 倍になることが多い） 

・触媒の有無と反応速度の大きさ 

・均一触媒と不均一触媒，触媒のはたらき方，触媒の工業

的応用 

・〔観察実験 9〕を通じた触媒の作用の観察 

 

・固体の表面積と反応速度，光と反応速度 

 

・活性化状態と活性化エネルギー，活性化エネルギーの大

きさと反応速度 

・温度と活性化エネルギー以上のエネルギーをもつ分子数

の関係 

・触媒による活性化エネルギーの減少 

・〔探究 8〕を通じて温度と反応速度の関係を調べる 

 

 

 

 

 

問 1 

 

問 2 

 

 

 

問 3 

 

 

 

〔おうちラボ 10〕 

「ムラサキキャベツ

汁の電気分解」 

 

 

 

 

 

問 4 

 

 

 

 

 

問 5 例題 1 問 6 

【偉人の履歴書2 マ

イケル・ファラデー】

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

例題 1 問 1 

 

 

 

 

問 2 

〔おうちラボ 3〕 

「ケミカルライトの

発光」 

 

 

 

【コラム】触媒の利用

 

 

 

 

 

問 3 

《章末確認テスト》 
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○

 

 

 

○
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○
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○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

  

《課題》 

〔観察実験〕〔探究〕ならびにそれにかかわる提出物 

＊その他 必要に応じて授業ノートの提出・点検を行う。 

 



 

 

 
第

2

学

期 

 

 2 章 化学平衡 

・可逆反応と化学平衡(3h) 

  可逆反応と不可逆反応 

  化学平衡 

  化学平衡の法則 

○固体の関与する平衡 

 

・平衡の移動(5h) 

  平衡移動の原理 

 

  濃度平衡と平衡の移動 

圧力変化と平衡の移動 

  温度変化と平衡の移動 

触媒と化学平衡 

〔観察実験 10〕 

「平衡の移動を調べてみよう」 

  ルシャトリエの原理の化

学工業への応用 

〔探究 9〕 

「平衡の移動を調べる」 

 

 3 章 電解質水溶液の平衡 

・電離平衡(3h) 

  電解質と電離度 

  弱酸の電離平衡 

 

  弱塩基の電離平衡 

・水の電離平衡と pH(3h) 

  水の電離平衡 

pH の表し方 

・塩と化学平衡(3.5h) 

  塩の加水分解 

  緩衝液 

○◎緩衝液の pH 

〔観察実験 11〕 

「緩衝液の性質を調べよう」 

○◎加水分解定数 

○塩の溶解度積 

〔探究 10〕 

「酢酸の濃度と電離定数の関

係を調べる」 

 

第 5 編 有機化合物 

 1 章 有機化合物の基礎 

・有機化合物の特徴と分類(3h) 

  有機化合物の特徴 

 

〔観察実験 19〕 

「有機化合物の成分元素を調

べてみよう」 

  有機化合物の分類 

 

・脂肪族炭化水素(4h) 

  アルカン 

 

 

〔観察実験 20〕 

「アルカンの立体構造を調べ

てみよう」 

  シクロアルカン 

  アルケン 

  アルキン 

 

・有機化合物の分析(2h) 

  成分元素の検出 

  分子式・構造式の決定 

〔探究 16〕 

「脂肪族炭化水素の性質を調

べる」 

 

 

 

9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正反応と逆反応，可逆反応と不可逆反応 

・化学平衡と平衡状態の意味 

・化学平衡の法則と平衡定数 

・固体が関与する反応の平衡定数 

 

 

・濃度，圧力，温度の変化と平衡移動，ルシャトリエの原

理（平衡移動の原理） 

・濃度変化による平衡移動 

・圧力変化による平衡移動 

・温度変化による平衡移動 

・触媒は平衡移動に関与しない 

・〔観察実験 10〕を通じて平衡の移動を観察する 

 

・ハーバー・ボッシュ法によるアンモニア合成 

 

・〔探究 9〕を通じて温度，圧力変化による平衡の移動を調

べる 

 

 

 

・強電解質，弱電改質，電離度αの定義 

・弱酸の電離平衡と電離定数，電離定数と電離度αの関係，

弱酸の濃度と電離度の関係 

・弱塩基の電離平衡と電離定数 

 

・水の電離平衡，水のイオン積 

・pH=log[H+] 

 

・塩の加水分解と塩の水溶液の性質 

・弱酸や弱塩基の塩の水溶液と緩衝作用，緩衝液 

・緩衝液の pH と電離定数 

・〔観察実験 11〕を通じて緩衝液の pH を調べる 

 

・加水分解定数の定義と電離定数・水のイオン積との関係 

・溶解平衡と塩の溶解度積 

・〔探究 10〕を通じて酢酸の濃度と電離定数の関係を調べ

る 

 

 

・有機化合物と無機化合物，価標（単結合，二重結合，三

重結合）と飽和結合・不飽和結合 

・〔観察実験 19〕を通じて有機化合物の成分元素を調べる 

 

 

・鎖式炭化水素と環式炭化水素，飽和炭化水素と不飽和炭化

水素，アルカン，アルケン，アルキン，脂環式炭化水素（シ

クロアルカン，シクロアルケン）と芳香族炭化水素，炭化水

素基と官能基，分子式・示性式・構造式・簡略構造式 

 

・一般式；CnH2n+2，アルキル基，アルカンの構造と構造異性

体，枝分かれのあるアルカンの命名，アルカンの反応（燃

焼，置換反応） 

・〔観察実験 20〕を通じてアルカンの立体構造を調べる 

 

 

・一般式；CnH2n，炭素原子数が等しいアルカンと似た性質 

・一般式；CnH2n，立体異性体，シス形とトランス形（シス-

トランス異性体（幾何異性体）），エチレンの製法と反応（付

加反応），付加重合 

・一般式；CnH2n-2，アセチレンの製法と反応，付加生成物と

その応用，ポリアセチレン 

 

・元素分析，組成式の決定 

・分子量より分子式決定，官能基の反応特性等より構造式

決定 

・〔探究 16〕を通じて脂肪族炭化水素の性質を調べる 

 

 

 

 

 

 

問 1 例題 1 問 2 

【コラム】黒鉛はダイ

ヤモンドになる！？ 

 

 

 

例題 2 

 

 

問 3 

 

 

【コラム】アンモニア

合成の歴史 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

問 1，2 

 

 

 

 

例題 1 問 3 例題 2 

問 4 

 

【コラム】血液は緩衝

液 

例題 3 

 

例題 4 

例題 5 

《章末確認テスト》 

 

 

 

問 1 

【コラム】ウェーラー

と尿素の合成 

【偉人の履歴書3 フ

リードリヒ・ウェーラ

ー】 

問 2 

 

 

 

問 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例題１ 

 

 

《章末確認テスト》 
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○

 

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 



 

 

 2 章 脂肪族化合物 

・アルコールとエーテル(2.5h) 

  アルコールの構造と分類 

 

  アルコールの性質と反応 

 

 

〔観察実験 21〕 

「アルコールの反応を調べて

みよう」 

  エーテル 

 

・アルデヒドとケトン(2h) 

  アルデヒド 

 

 

  ケトン 

 

〔観察実験 22〕 

「ヨードホルム反応」 

・カルボン酸(2h) 

  カルボン酸 

 

 

 

  鏡像異性体 

  エステル 

 

・油脂とセッケン(2h) 

  油脂 

 

  セッケン 

 

 

 

 

 

●脂肪族化合物の系統図 

〔探究 17〕 

「アルデヒドの性質」 

〔探究 18〕 

「エステルの合成とその性質」 

〔探究 19〕 

「セッケンをつくり，性質を調

べる」 

 

 3 章 芳香族化合物 

・芳香族炭化水素(1.5h) 

  ベンゼンの構造 

  芳香族炭化水素 

 

  芳香族炭化水素の反応 

・酸素を含む芳香族化合物(4h) 

  フェノール類 

 

 

  芳香族カルボン酸 

 

 

〔観察実験 23〕 

「サリチル酸メチルの性質を

調べてみよう」 

・窒素を含む芳香族化合物(2h) 

  芳香族アミン 

 

 アゾ化合物 

 

●芳香族化合物の系統図 

●有機化合物の分離 

〔探究 20〕 

「フェノール類の性質を調べ

る」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・価数（OH の個数）による分類，第 1 級・第 2 級・第 3 級

アルコールによる分類 

・ヒドロキシ基（OH）の特性による性質と反応（水素発生，

還元性によるアルデヒド・カルボン酸・ケトンの生成，脱

水反応（縮合反応と脱理反応） 

・〔観察実験 21〕を通じてアルコールの反応を調べる 

 

 

・エーテル結合；-0-，ジエチルエーテルの製法，エーテル

の性質 

 

・一般式；R-CHO，第 1 級アルコールの酸化で生成，アルデ

ヒド基（CHO）の特性と反応（還元性による銀鏡反応・フェ

ーリング液の還元），ホルムアルデヒドとアセトアルデヒド 

・一般式；R-CO-R’，第 2 級アルコールの酸化で生成，還

元性がない，アセトンとヨードホルム反応 

・〔観察実験 22〕を通じたヨードホルム反応の観察 

 

 

・価数（COOH の個数）による分類，低級脂肪酸と高級脂肪

酸，ギ酸と還元性，酢酸，シュウ酸，カルボキシ基（COOH）

の特性による性質と反応（弱酸性，酸無水物の生成），マレ

イン酸とフマル酸（シス-トランス異性体） 

・不斉炭素原子と立体異性体としての鏡像異性体 

・カルボン酸とアルコールの脱水縮合体，エステル結合；

-COO-，酢酸エチル，加水分解，ニトログリセリン 

 

・高級脂肪酸とグリセリンのエステル，分類としての脂肪

と脂肪油，脂肪油の分類（乾性油と不乾性油），硬化油 

・油脂のけん化，疎水基・親水基と洗浄作用，界面活性剤，

乳化作用とエマルション，セッケンの性質，合成洗剤 

 

 

 

 

・脂肪族化合物の反応系統図と誘導生成物 

・〔探究 17〕を通じてアルデヒドの性質を調べる 

 

・〔探究 18〕を通じてエステルを合成しその性質を調べる 

 

・〔探究 19〕を通じてセッケンをつくりその性質を調べる 

 

 

 

 

 

・ベンゼン環と芳香族化合物 

・芳香族炭化水素（ベンゼン，トルエン，キシレン，ナフ

タレン），オルト・メタ・パラ異性体 

・ハロゲン化，ニトロ化，スルホン化，付加反応 

 

・フェノール類の性質(炭酸より弱酸)，ナトリウムフェノ

キシド，FeCl3 水溶液による検出，フェノールの反応(アル

コールとの類似性，ピクリン酸)，工業的製法(クメン法等) 

・芳香族カルボン酸の構造と性質，安息香酸，フタル酸と

テレフタル酸（無水フタル酸），サリチル酸の性質（サリチ

ル酸メチルとアセチルサリチル酸の生成） 

・〔観察実験 23〕を通じてサリチル酸メチルを合成しその

性質を調べる 

 

 

・脂肪族アミンと芳香族アミン，アニリンの性質・製法・

反応，アニリンブラック，アセトアニリド（アセチル化と

アミド結合） 

・ジアゾ化と塩化ベンゼンジアゾニウム，カップリングと

アゾ化合物，アゾ染料 

・芳香族化合物の反応系統と誘導物 

・芳香族（ナフタレン・フェノール・アニリン）の分類，2

成分系分離の原理 

・〔探究 20〕を通じてフェノール類の性質を調べる 

 

 

問 1 

 

問 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔おうちラボ 4〕 

「食酢に卵の殻を入

れてみよう」 

問 3 

〔おうちラボ 8〕 

「炭酸ジュースをつ

くろう」 

【コラム】バターとマ

ーガリン 

〔おうちラボ 5〕 

「バターをつくろう」

〔おうちラボ 12〕 

「マヨネーズをつく

ろう」 

○エマルションをつ

くってみよう 

 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

【コラム】ベンゼンの

構造式の発見 

問 1 

問 2 

 

問 3 

 

 

問 4 

 

 

 

 

 

 

問 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

2

学

期

中

間

考

査
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○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〔探究 21〕 

「アゾ色素を合成する」 

〔探究 22〕 

「芳香族化合物の分離」 

 

 4 章 有機化合物と人間生活 

・染料・医薬品(0.5h) 

 

・合成洗剤(0.5h) 

 

・食品(1h) 

 

 

〔観察実験 24〕 

「食品中のアミノ酸を検出して

みよう」 

〔探究 23〕 

「ヘアカラーのしくみを調べよ

う」 

 

 

第 6 編 高分子化合物 

 1 章 天然高分子化合物 

・高分子化合物の分類と特徴

(1h) 

  高分子化合物 

 

  高分子化合物の合成 

  高分子化合物の特徴 

 

・糖類（炭水化物）(3h) 

  単糖類 

 

 

〔観察実験 25〕 

「グルコースの還元性」 

  二糖類 

・多糖類(2h) 

  多糖類 

 

 

  セルロースの利用 

・アミノ酸(1h) 

  アミノ酸の種類 

 

  アミノ酸の性質・反応 

 

・タンパク質(3h) 

  ペプチド 

  タンパク質の構造 

 

  タンパク質の分類 

 

  タンパク質の性質 

 

 

○酵素 

 

・核酸(1h) 

  核酸の構成 

〔探究 24〕 

「パーマのしくみを調べよう」 

〔探究 25〕 

「タンパク質の反応」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・〔探究 21〕を通じてアゾ染料を合成する 

 

・〔探究 22〕を通じて芳香族化合物を分離する 

 

 

 

・染料と顔料，天然染料（植物染料・動物染料）と合成染

料（アゾ染料），サルファ剤，抗生物質，アスピリン 

・合成洗剤（アルキル硫酸エステル塩・アルキルベンゼン

スルホン酸塩），生分解性と LAS 洗剤 

・栄養素，炭水化物（単糖類・二糖類・多糖類），脂質（脂

肪・リン脂質・コレステロール），タンパク質（アミノ酸），

無機質，ビタミン 

・〔観察実験 24〕を通じて食品中のアミノ酸を検出する 

 

 

・〔探究 23〕を通じてヘアカラーのしくみを調べる 

 

 

 

 

 

 

 

・有機高分子と無機高分子，天然高分子と合成高分子（プ

ラスチック・合成繊維・合成ゴム） 

・単量体と重合体，重合と重合度，付加重合と縮合重合 

・分子コロイド，平均分子量，高分子の構造（結晶部分と

非結晶部分） 

 

・糖類（単糖類・二糖類・多糖類），グルコース，フルクト

ース，還元性（銀鏡反応・フェーリング液の還元），アルコ

ール発酵 

・〔観察実験 25〕を通じてグルコースの還元性を調べる 

 

・マルトース，スクロース，転化糖 

 

・デンプン（アミロースとアミロペクチン），らせん構造と

ヨウ素デンプン反応，デンプンの加水分解，グリコーゲン，

セルロースとその加水分解 

・ニトロセルロース，再生繊維（銅アンモニアレーヨン・

ビスコースレーヨン），半合成繊維（アセテート繊維），ト

リアセチルセルロース，ジアセチルセルロース 

 

・α-アミノ酸，中性アミノ酸，酸性アミノ酸，塩基性アミ

ノ酸，必須アミノ酸，鏡像異性体 

・両性化合物と双性イオン，電離平衡と等電点，電気泳動，

ニンヒドリン反応 

 

・ペプチド結合(ジペプチド・トリペプチド)，ポリペプチド 

・一次構造，二次構造（α-ヘリックス構造，β-シート構造），

三次構造（ジスルフィド結合），四次構造，高次構造 

・単純タンパク質（球状タンパク質・繊維状タンパク質），

複合タンパク質 

・変性（熱・酸塩基・重金属イオン・有機溶媒等），呈色反

応（ビウレット反応・キサントプロテイン反応・硫黄の検出） 

 

・ヌクレオチド，DNA と RNA，DNA の構造 

・〔探究 24〕を通じてパーマのしくみを調べる 

 

・〔探究 25〕を通じてタンパク質の反応を調べる 

 

 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

【コラム】シャンプー

とコンディショナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 

 

 

〔おうちラボ 13〕 

「はがきをつくろう」

問 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】パーマのし

くみ 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

2

学

期

期

末

考

査

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○
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○

 

○

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

  

《課題》 

〔観察実験〕〔探究〕ならびにそれにかかわる提出物 

＊その他 必要に応じて授業ノートの提出・点検を行う。 

 



 

 

 
第

3

学

期 

 2 章 合成高分子化合物 

・合成繊維(3h) 

  ポリアミド系合成繊維 

〔観察実験 26〕 

「ナイロン 66 の合成」 

  ポリエステル系合成繊維 

  ポリビニル系合成繊維 

 

・プラスチック(4h) 

  プラスチックの特徴と分類 

〔観察実験 27〕 

「ポリスチレンを合成してみよ

う」 

  熱可塑性樹脂 

 

  熱硬化性樹脂 

 

  イオン交換樹脂 

 

・ゴム(1h) 

  天然ゴム 

 

  合成ゴム 

〔探究 26〕 

「アルキド樹脂を合成する」 

 

 3 章 高分子化合物と人間生

活 

・機能性高分子(0.5h) 

 

・プラスチックの廃棄処理(1h) 

〔観察実験 28〕 

「発砲ポリスチレンを融かして

みよう」 

 

第 4 編 無機物質 

 1 章 非金属元素 

・水素と希ガス(1h) 

  元素の分類と周期表 

  水素 

  希ガス 

・ハロゲンの単体と化合物(2h) 

  ハロゲンの単体 

 

  ハロゲンの化合物 

・酸素・硫黄の単体と化合物

(2h) 

  酸素の単体 

  酸素の化合物 

  硫黄の単体 

  硫黄の化合物 

 

・窒素・リンの単体と化合物

(2h) 

  窒素の単体 

  窒素の化合物 

 

  リンの単体と化合物 

・炭素・ケイ素の単体と化合物

(2h) 

  炭素の単体 

 

  炭素の化合物 

  ケイ素の単体 

  ケイ素の化合物 

 

〔観察実験 12〕 

「水ガラスの性質を調べてみ

よう」 

●気体の発生と捕集方法 

〔探究 11〕 

1

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ナイロン 66，ナイロン 6，アラミド繊維 

・〔観察実験 26〕を通じてナイロン 66 の合成を行う 

 

・ポリエチレンテレフタラート（PET） 

・アクリル繊維，炭素繊維，ビニロン（ポリビニルアルコー

ル，アセタール化） 

 

・熱可塑性樹脂（鎖状構造），熱硬化性樹脂（立体網目構造） 

・〔観察実験 27〕を通じたポリスチレンの合成 

 

 

・付加重合によるもの（ポリエチレン等），縮合重合による

もの（ナイロン，ポリエステル等） 

・フェノール樹脂（ノボラック，レゾール），尿素樹脂，メ

ラミン樹脂（アミノ樹脂），アルキド樹脂 

・陽イオン交換樹脂，陰イオン交換樹脂，イオン交換樹脂の

再生 

 

・生ゴム，ポリイソプレン，ゴム弾性，加硫（架橋構造），

エボナイト 

・ジエン化合物の付加重合体（イソプレンゴム等） 

・〔探究 26〕を通じてアルキド樹脂を合成する 

 

 

 

 

・高吸水性高分子，生分解性高分子，導電性高分子，感光性

高分子 

・マテリアルリサイクル，ケミカルリサイクル 

・〔観察実験 28〕を通じて発砲ポリスチレンを溶かしてみる 

 

 

 

 

 

 

・典型元素と遷移元素，元素の陽性・陰性 

・水素の単体の性質，水上置換，水素化合物 

・希ガスの電子配置と性質 

 

・ハロゲンの単体（フッ素，塩素，臭素，ヨウ素）の性質，

反応性 

・ハロゲン化水素の生成と性質 

 

 

・酸素とオゾン，オゾン層 

・酸性酸化物，塩基性酸化物，両性酸化物の性質 

・斜方硫黄，単斜硫黄，ゴム状硫黄 

・硫化水素，二酸化硫黄，硫酸の製法（接触法）と性質，

発煙硫酸 

 

 

・N2の性質 

・アンモニア，一酸化窒素，二酸化窒素，硝酸の製法（オ

ストワルト法）と性質 

・黄リン，赤リン，十酸化四リン，リン酸 

 

 

・ダイヤモンド，黒鉛（グラファイト），フラーレン，無定

形炭素 

・一酸化炭素，二酸化炭素（ドライアイス） 

・半導体 

・二酸化ケイ素，ケイ酸塩，ケイ酸塩工業（窯業），シリカ

ゲル 

・〔観察実験 12〕を通じて水ガラスの性質を調べる 

 

 

・気体の検出方法と乾燥剤，気体の捕集方法と実験装置 

・〔探究 11〕を通じて塩素の性質を調べる 

 

 

問 1 

 

 

例題 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 

〔おうちラボ 6〕 

「卵パックの元の形」

問 3 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 

 

 

 

 

【コラム】フロンとオ

ゾン層の破壊 

 

 

 

 

 

 

問 2，3 

【コラム】肥料の三要

素（窒素・リン・カリ

ウム） 
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○

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

○

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「塩素の性質を調べる」 

〔探究 12〕 

「濃硫酸と希硫酸の性質を調

べる」 

 

 2 章 典型金属元素 

・アルカリ金属の単体と化合物

(2.5h) 

  アルカリ金属の単体 

 

〔観察実験 13〕 

「アルカリ金属の性質」 

  アルカリ金属の化合物 

 

〔観察実験 14〕 

「炭酸水素ナトリウムの性質

を調べてみよう」 

・2 族元素の単体と化合物

(2.5h) 

  2 族元素の単体 

 

  2 族の化合物 

 

〔観察実験 15〕 

「石灰水と二酸化炭素との反

応を調べてみよう」 

・アルミニウムの単体と化合物 

(1.5h) 

  アルミニウムの単体 

〔観察実験 16〕 

「アルミニウムの性質を調べ

てみよう」 

○テルミット反応 

  アルミニウムの化合物 

 

・亜鉛の単体と化合物(0.5h) 

  亜鉛の単体 

  亜鉛の化合物 

・スズ・鉛の単体と化合物(1h) 

  スズの単体と化合物 

  鉛の単体と化合物 

 

○錯イオンについて 

〔探究 13〕 

「セッコウ玉子をつくろう」 

 

 3 章 遷移元素 

・遷移元素の特徴(0.5h) 

  遷移元素の特徴 

 

・銅の単体と化合物(1h) 

  銅の単体 

 

  銅の化合物 

・銀の単体と化合物(1h) 

  銀の単体 

  銀の化合物 

〔観察実験 17〕 

「塩化銀を感光させてみよう」 

・鉄の単体と化合物(1h) 

  鉄の単体 

  鉄の化合物 

 

・クロムとマンガン(0.5h) 

  クロム 

  マンガン 

・金属イオンの分離と確認(1h) 

  金属イオンの反応 

 

 

●金属イオンと水酸化物イオ

ンの反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

2

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・〔探究 12〕を通じて濃硫酸と希硫酸の性質を調べる 

 

 

 

 

 

 

・リチウム，ナトリウム，カリウム，ルビジウム，セシウ

ムの性質 

・〔観察実験 13〕を通じてアルカリ金属の性質を調べる 

 

・水酸化ナトリウム，炭酸ナトリウム，炭酸水素ナトリウ

ムの製法と性質，アンモニアソーダ法 

・〔観察実験 14〕を通じて炭酸水素ナトリウムの性質を調

べる 

 

 

 

・ベリリウム，マグネシウムとアルカリ土類金属の性質の

違い 

・酸化カルシウム，水酸化カルシウム，炭酸カルシウム，

塩化カルシウム，硫酸カルシウム，硫酸バリウムの性質 

・〔観察実験 15〕を通じた石灰水と二酸化炭素の反応の観

察 

 

 

 

・融解塩電解によるアルミニウムの精錬，不動態，両性元素 

・〔観察実験 16〕を通じてアルミニウムの性質を調べる 

 

 

・テルミット反応による酸化鉄等の還元反応 

・両性酸化物としてのアルミナ A1203，両性水酸化物として

の Al(OH)3，複塩としてのミョウバン 

 

・両性元素としての単体 

・両性酸化物としての ZnO，両性水酸化物としての Zn(OH)2 

 

・両性元素としての単体，塩化スズ（Ⅱ）は還元剤 

・両性元素としての単体，複数の酸化物，硝酸塩・酢酸塩

以外は難溶性 

・錯イオンと形，配位子，配位数，錯塩，命名法 

・〔探究 13〕を通じたセッコウ玉子の製作 

 

 

 

 

・遷移元素の特徴（密度大，融点高，複数酸化数，有色イ

オン，触媒作用，錯イオン形成） 

 

・黄銅鉱からの粗銅の製錬，電解精錬による純銅の製造，

硝酸や熱濃硫酸との反応 

・酸化物，硫酸銅（Ⅱ），銅（Ⅱ）イオンの反応 

 

・硝酸や熱濃硫酸に溶ける 

・硝酸銀，ハロゲン化銀の性質，銀イオンの反応 

・〔観察実験 17〕を通じて塩化銀を感光させる 

 

 

・溶鉱炉による製錬，銑鉄，転炉と鋼 

・酸化鉄（赤さび，黒さび），鉄（Ⅱ）化合物，鉄（Ⅲ）化

合物，鉄イオンの反応 

 

・クロム酸カリウムとクロム酸イオンの化合物 

・酸化マンガン（Ⅳ），過マンガン酸カリウム 

 

・塩化物イオンとの反応，硫酸イオンとの反応，硫化物イ

オンとの反応，水酸化物イオンとの反応，炭酸イオンとの

反応，炎色反応 

・金属イオンと水酸化物イオンとの反応と生成物 

 

・金属イオンの分離操作手順と確認 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】おいしい水

の条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 

 

 

 

問 3 

 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 
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○

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

○

 

 

 

 

○

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

 

 



 

 

●金属イオンの分離と確認 

〔探究 14〕 

「金属イオンを分離・確認す

る」 

 

 4 章 無機物質と人間生活 

・セラミックス(2h) 

 

〔観察実験 18〕 

「ガラスをつくってみよう」 

・金属の利用(0.5h) 

 

○光触媒 

・合金(0.5h) 

 

○レアメタル 

●無機化学工業 

 

 

〔探究 15〕 

「錬金術」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

月 

・〔探究 14〕を通じた金属イオンの分離操作と確認 

 

 

 

 

・セラミックスの製造工業と陶磁器，ガラス，ファインセ

ラミックス，各種材料 

・〔観察実験 18〕を通じたガラスの製作 

 

・金属の特性，鉄，アルミニウム，銅，金，白金，チタン，

タングステン（高速度鋼） 

・光触媒と酸化チタン（Ⅳ） 

・形状記憶合金，水素吸蔵合金，アモルファス合金，超伝

導合金，めっき 

・レアメタルの利用，都市鉱山 

・硫酸の製造（接触法），アンモニアの製造（ハーバー・ボ

ッシュ法），硝酸の製造（オストワルト法），炭酸ナトリウ

ムの製造（アンモニアソーダ法） 

・〔探究 15〕を通じた銅の亜鉛めっきの作成 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

年

末

考

査

 

 

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

○

  

《課題》 

〔観察実験〕〔探究〕ならびにそれにかかわる提出物 

＊その他 必要に応じて授業ノートの提出・点検を行う。 

 

 
（２）評価の観点・内容及び評価方法 ○指導要領に基づく総括的評価規準 ・具体的な評価の観点・内容 

評価の観点及び内容 評価方法 

関心・意欲・態度 

○自然の事物・現象に関心や探求心をもち，意欲的にそれらを探究しようとするととも

に，科学的態度を身に付けている。 

・講義式，実験式いずれの授業においても集中力を保つ。 

・授業で得た結果を基に発展的な興味をもって自主的活動を行う。 

 

思考・判断・表現 

○自然の事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学的に考

察し，導き出した考えを的確に表現している。 

・授業内容について科学的な捉え方ができる。 

・授業の成果をいかして社会や生活との関連を考えられる。 

・発展的な内容についても思考を展開させられる。 

 

観察・実験の技能 

○観察，実験を行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に記録，

整理し，自然の事物・現象を科学的に探究する技能を身に付けている。 

・操作の意味をよく理解し，実技のレベルが的確である。 

・実験結果に対する考察が十分であり，その内容を適切に伝達できる。 

 

知識・理解 

○自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けて

いる。 

・学んだ内容が関連付けて整理され定着している。 

・知識を用いて発展的な応用ができる。 

 

 



 
化学シラバス 

 
教 科 名 理 科 科 目 名 化学 

教科科目の目標 

 化学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験
などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的
な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。 

履修学年 ２年 学科・コース 文理特進・普通 

単位数 ５単位 授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 
教科書 東京書籍 改訂新編化学 副教材など なし 

 

１．学習の目標 

 

（１）物質とその変化について，化学的な解釈や説明ができることを通して，興味・関心を探 

究心にまで高め，知的好奇心をもって問題を見いだし，主体的に解決しようとする意欲 

を高める。 

（２）生徒自身が課題を見つけ，主体的・意欲的に観察，実験などに取り組む。 

（３）探究の過程をたどらせることによって，科学の方法を習得させ，化学的に探究する能力 

や態度を育てる。 

（４）化学的な事物・現象に関する基礎的な知識および基本的な概念や原理・法則を，深く系 

統的に理解させる。 
（５）物質やその変化に関する原理・法則を系統的に理解し，正しい物質感を身に付け 

させ，他の科目とも関連させて，自然界の事物・現象を分析的，総合的に考察す 
る能力を育成する。 
 

２．学習の留意点 
 
 （１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進める。 
 （２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を 
    集めて調べ、仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習する。 
 （３）ノートには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかる 
    ような自分なりの工夫をして書いたり、先生に聞いてみたいと思ったことを書 
    き留めておくなど、ノートを工夫して活用する。 
 （４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。 
    観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付ける 
    こと。グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的 
    に発表する。 
 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に総合的に評価する。 
 
  ・出席状況 
  ・授業への取り組み状況 
  ・定期考査の得点合計 
  ・実験レポートの提出及び内容の評価 
  ・ノート、課題プリント、誤答レポートの提出 

 



 

 

理科 
「新編化学」単位数単位学科 学年 学級普通科 第 学年 組 １ 学習の到達目標等 学習の到達目標 １．物質の状態変化，状態間の平衡，溶解平衡および溶液の性質について理解できるとともに，日常生活や社会と関連づけて２．化学変化に伴うエネルギーの出入り，反応速度および化学平衡をもとに化学反応に関する概念や法則を理解できるととも３．無機物質の性質や反応を探究し，元素の性質が周期表に基づいて整理できることが理解できるとともに，日常生活や社会４．有機化合物の性質や反応を探究し，有機化合物の分類と特徴が理解できるとともに，日常生活や社会と関連づけて考察で５．高分子化合物の性質や反応を探究し，合成高分子化合物と天然高分子化合物の特徴が理解できるとともに，日常生活や社６．上記の目標を達成するために探究活動を行い，学習内容を深めるとともに，化学的に探究する能力を高める。
使用教科書 副教材等東京書籍 改訂「新編化学 (化学 ) 改訂『新編化学』指導資料 ２ 学習計画及び評価方法等 （１）学習計画                                              発展的内容(○PLUS,◎発展，●図説化学)  評価観点のポイント(節ごとに記してある)   各節・発展的内容・探究に必要な授業時間(h)の目安を示す  

学

期 

学習内容 月 学習のねらい 備 考  学習活動の特記事項 考

査

範

評価 観点ポイ ト
関
心
・
意
欲
・

思
考
・
判
断
・

観
察
・
実
験
の

知
識
・
理
解



 

 

 
第

2

学

期 

 

 2 章 化学平衡 

・可逆反応と化学平衡(4h) 

  可逆反応と不可逆反応 

  化学平衡 

  化学平衡の法則 

○固体の関与する平衡 

 

・平衡の移動(6h) 

  平衡移動の原理 

 

  濃度平衡と平衡の移動 

圧力変化と平衡の移動 

  温度変化と平衡の移動 

触媒と化学平衡 

〔観察実験 10〕 

「平衡の移動を調べてみよう」 

  ルシャトリエの原理の化

学工業への応用 

〔探究 9〕 

「平衡の移動を調べる」 

 

 3 章 電解質水溶液の平衡 

・電離平衡(4h) 

  電解質と電離度 

  弱酸の電離平衡 

 

  弱塩基の電離平衡 

・水の電離平衡と pH(4h) 

  水の電離平衡 

pH の表し方 

・塩と化学平衡(4.5h) 

  塩の加水分解 

  緩衝液 

○◎緩衝液の pH 

〔観察実験 11〕 

「緩衝液の性質を調べよう」 

○◎加水分解定数 

○塩の溶解度積 

〔探究 10〕 

「酢酸の濃度と電離定数の関

係を調べる」 

 

第 5 編 有機化合物 

 1 章 有機化合物の基礎 

・有機化合物の特徴と分類(3h) 

  有機化合物の特徴 

 

〔観察実験 19〕 

「有機化合物の成分元素を調

べてみよう」 

  有機化合物の分類 

 

・脂肪族炭化水素(5h) 

  アルカン 

 

 

〔観察実験 20〕 

「アルカンの立体構造を調べ

てみよう」 

  シクロアルカン 

  アルケン 

  アルキン 

 

・有機化合物の分析(3h) 

  成分元素の検出 

  分子式・構造式の決定 

〔探究 16〕 

「脂肪族炭化水素の性質を調

べる」 

 

 

 

9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正反応と逆反応，可逆反応と不可逆反応 

・化学平衡と平衡状態の意味 

・化学平衡の法則と平衡定数 

・固体が関与する反応の平衡定数 

 

 

・濃度，圧力，温度の変化と平衡移動，ルシャトリエの原

理（平衡移動の原理） 

・濃度変化による平衡移動 

・圧力変化による平衡移動 

・温度変化による平衡移動 

・触媒は平衡移動に関与しない 

・〔観察実験 10〕を通じて平衡の移動を観察する 

 

・ハーバー・ボッシュ法によるアンモニア合成 

 

・〔探究 9〕を通じて温度，圧力変化による平衡の移動を調

べる 

 

 

 

・強電解質，弱電改質，電離度αの定義 

・弱酸の電離平衡と電離定数，電離定数と電離度αの関係，

弱酸の濃度と電離度の関係 

・弱塩基の電離平衡と電離定数 

 

・水の電離平衡，水のイオン積 

・pH=log[H+] 

 

・塩の加水分解と塩の水溶液の性質 

・弱酸や弱塩基の塩の水溶液と緩衝作用，緩衝液 

・緩衝液の pH と電離定数 

・〔観察実験 11〕を通じて緩衝液の pH を調べる 

 

・加水分解定数の定義と電離定数・水のイオン積との関係 

・溶解平衡と塩の溶解度積 

・〔探究 10〕を通じて酢酸の濃度と電離定数の関係を調べ

る 

 

 

・有機化合物と無機化合物，価標（単結合，二重結合，三

重結合）と飽和結合・不飽和結合 

・〔観察実験 19〕を通じて有機化合物の成分元素を調べる 

 

 

・鎖式炭化水素と環式炭化水素，飽和炭化水素と不飽和炭化

水素，アルカン，アルケン，アルキン，脂環式炭化水素（シ

クロアルカン，シクロアルケン）と芳香族炭化水素，炭化水

素基と官能基，分子式・示性式・構造式・簡略構造式 

 

・一般式；CnH2n+2，アルキル基，アルカンの構造と構造異性

体，枝分かれのあるアルカンの命名，アルカンの反応（燃

焼，置換反応） 

・〔観察実験 20〕を通じてアルカンの立体構造を調べる 

 

 

・一般式；CnH2n，炭素原子数が等しいアルカンと似た性質 

・一般式；CnH2n，立体異性体，シス形とトランス形（シス-

トランス異性体（幾何異性体）），エチレンの製法と反応（付

加反応），付加重合 

・一般式；CnH2n-2，アセチレンの製法と反応，付加生成物と

その応用，ポリアセチレン 

 

・元素分析，組成式の決定 

・分子量より分子式決定，官能基の反応特性等より構造式

決定 

・〔探究 16〕を通じて脂肪族炭化水素の性質を調べる 

 

 

 

 

 

 

問 1 例題 1 問 2 

【コラム】黒鉛はダイ

ヤモンドになる！？ 

 

 

 

例題 2 

 

 

問 3 

 

 

【コラム】アンモニア

合成の歴史 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

問 1，2 

 

 

 

 

例題 1 問 3 例題 2 

問 4 

 

【コラム】血液は緩衝

液 

例題 3 

 

例題 4 

例題 5 

《章末確認テスト》 

 

 

 

問 1 

【コラム】ウェーラー

と尿素の合成 

【偉人の履歴書3 フ

リードリヒ・ウェーラ

ー】 

問 2 

 

 

 

問 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例題１ 

 

 

《章末確認テスト》 
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○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 



 

 

 2 章 脂肪族化合物 

・アルコールとエーテル(3.5h) 

  アルコールの構造と分類 

 

  アルコールの性質と反応 

 

 

〔観察実験 21〕 

「アルコールの反応を調べて

みよう」 

  エーテル 

 

・アルデヒドとケトン(3h) 

  アルデヒド 

 

 

  ケトン 

 

〔観察実験 22〕 

「ヨードホルム反応」 

・カルボン酸(3h) 

  カルボン酸 

 

 

 

  鏡像異性体 

  エステル 

 

・油脂とセッケン(3h) 

  油脂 

 

  セッケン 

 

 

 

 

 

●脂肪族化合物の系統図 

〔探究 17〕 

「アルデヒドの性質」 

〔探究 18〕 

「エステルの合成とその性質」 

〔探究 19〕 

「セッケンをつくり，性質を調

べる」 

 

 3 章 芳香族化合物 

・芳香族炭化水素(2.5h) 

  ベンゼンの構造 

  芳香族炭化水素 

 

  芳香族炭化水素の反応 

・酸素を含む芳香族化合物(5h) 

  フェノール類 

 

 

  芳香族カルボン酸 

 

 

〔観察実験 23〕 

「サリチル酸メチルの性質を

調べてみよう」 

・窒素を含む芳香族化合物(3h) 

  芳香族アミン 

 

 アゾ化合物 

 

●芳香族化合物の系統図 

●有機化合物の分離 

〔探究 20〕 

「フェノール類の性質を調べ

る」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・価数（OH の個数）による分類，第 1 級・第 2 級・第 3 級

アルコールによる分類 

・ヒドロキシ基（OH）の特性による性質と反応（水素発生，

還元性によるアルデヒド・カルボン酸・ケトンの生成，脱

水反応（縮合反応と脱理反応） 

・〔観察実験 21〕を通じてアルコールの反応を調べる 

 

 

・エーテル結合；-0-，ジエチルエーテルの製法，エーテル

の性質 

 

・一般式；R-CHO，第 1 級アルコールの酸化で生成，アルデ

ヒド基（CHO）の特性と反応（還元性による銀鏡反応・フェ

ーリング液の還元），ホルムアルデヒドとアセトアルデヒド 

・一般式；R-CO-R’，第 2 級アルコールの酸化で生成，還

元性がない，アセトンとヨードホルム反応 

・〔観察実験 22〕を通じたヨードホルム反応の観察 

 

 

・価数（COOH の個数）による分類，低級脂肪酸と高級脂肪

酸，ギ酸と還元性，酢酸，シュウ酸，カルボキシ基（COOH）

の特性による性質と反応（弱酸性，酸無水物の生成），マレ

イン酸とフマル酸（シス-トランス異性体） 

・不斉炭素原子と立体異性体としての鏡像異性体 

・カルボン酸とアルコールの脱水縮合体，エステル結合；

-COO-，酢酸エチル，加水分解，ニトログリセリン 

 

・高級脂肪酸とグリセリンのエステル，分類としての脂肪

と脂肪油，脂肪油の分類（乾性油と不乾性油），硬化油 

・油脂のけん化，疎水基・親水基と洗浄作用，界面活性剤，

乳化作用とエマルション，セッケンの性質，合成洗剤 

 

 

 

 

・脂肪族化合物の反応系統図と誘導生成物 

・〔探究 17〕を通じてアルデヒドの性質を調べる 

 

・〔探究 18〕を通じてエステルを合成しその性質を調べる 

 

・〔探究 19〕を通じてセッケンをつくりその性質を調べる 

 

 

 

 

 

・ベンゼン環と芳香族化合物 

・芳香族炭化水素（ベンゼン，トルエン，キシレン，ナフ

タレン），オルト・メタ・パラ異性体 

・ハロゲン化，ニトロ化，スルホン化，付加反応 

 

・フェノール類の性質(炭酸より弱酸)，ナトリウムフェノ

キシド，FeCl3 水溶液による検出，フェノールの反応(アル

コールとの類似性，ピクリン酸)，工業的製法(クメン法等) 

・芳香族カルボン酸の構造と性質，安息香酸，フタル酸と

テレフタル酸（無水フタル酸），サリチル酸の性質（サリチ

ル酸メチルとアセチルサリチル酸の生成） 

・〔観察実験 23〕を通じてサリチル酸メチルを合成しその

性質を調べる 

 

 

・脂肪族アミンと芳香族アミン，アニリンの性質・製法・

反応，アニリンブラック，アセトアニリド（アセチル化と

アミド結合） 

・ジアゾ化と塩化ベンゼンジアゾニウム，カップリングと

アゾ化合物，アゾ染料 

・芳香族化合物の反応系統と誘導物 

・芳香族（ナフタレン・フェノール・アニリン）の分類，2

成分系分離の原理 

・〔探究 20〕を通じてフェノール類の性質を調べる 

 

 

問 1 

 

問 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔おうちラボ 4〕 

「食酢に卵の殻を入

れてみよう」 

問 3 

〔おうちラボ 8〕 

「炭酸ジュースをつ

くろう」 

【コラム】バターとマ

ーガリン 

〔おうちラボ 5〕 

「バターをつくろう」

〔おうちラボ 12〕 

「マヨネーズをつく

ろう」 

○エマルションをつ

くってみよう 

 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

【コラム】ベンゼンの

構造式の発見 

問 1 

問 2 

 

問 3 

 

 

問 4 

 

 

 

 

 

 

問 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

2

学

期

中

間

考

査
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○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〔探究 21〕 

「アゾ色素を合成する」 

〔探究 22〕 

「芳香族化合物の分離」 

 

 4 章 有機化合物と人間生活 

・染料・医薬品(0.5h) 

 

・合成洗剤(0.5h) 

 

・食品(1h) 

 

 

〔観察実験 24〕 

「食品中のアミノ酸を検出して

みよう」 

〔探究 23〕 

「ヘアカラーのしくみを調べよ

う」 

 

 

第 6 編 高分子化合物 

 1 章 天然高分子化合物 

・高分子化合物の分類と特徴

(1h) 

  高分子化合物 

 

  高分子化合物の合成 

  高分子化合物の特徴 

 

・糖類（炭水化物）(3h) 

  単糖類 

 

 

〔観察実験 25〕 

「グルコースの還元性」 

  二糖類 

・多糖類(2h) 

  多糖類 

 

 

  セルロースの利用 

・アミノ酸(1h) 

  アミノ酸の種類 

 

  アミノ酸の性質・反応 

 

・タンパク質(3h) 

  ペプチド 

  タンパク質の構造 

 

  タンパク質の分類 

 

  タンパク質の性質 

 

 

○酵素 

 

・核酸(1h) 

  核酸の構成 

〔探究 24〕 

「パーマのしくみを調べよう」 

〔探究 25〕 

「タンパク質の反応」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・〔探究 21〕を通じてアゾ染料を合成する 

 

・〔探究 22〕を通じて芳香族化合物を分離する 

 

 

 

・染料と顔料，天然染料（植物染料・動物染料）と合成染

料（アゾ染料），サルファ剤，抗生物質，アスピリン 

・合成洗剤（アルキル硫酸エステル塩・アルキルベンゼン

スルホン酸塩），生分解性と LAS 洗剤 

・栄養素，炭水化物（単糖類・二糖類・多糖類），脂質（脂

肪・リン脂質・コレステロール），タンパク質（アミノ酸），

無機質，ビタミン 

・〔観察実験 24〕を通じて食品中のアミノ酸を検出する 

 

 

・〔探究 23〕を通じてヘアカラーのしくみを調べる 

 

 

 

 

 

 

 

・有機高分子と無機高分子，天然高分子と合成高分子（プ

ラスチック・合成繊維・合成ゴム） 

・単量体と重合体，重合と重合度，付加重合と縮合重合 

・分子コロイド，平均分子量，高分子の構造（結晶部分と

非結晶部分） 

 

・糖類（単糖類・二糖類・多糖類），グルコース，フルクト

ース，還元性（銀鏡反応・フェーリング液の還元），アルコ

ール発酵 

・〔観察実験 25〕を通じてグルコースの還元性を調べる 

 

・マルトース，スクロース，転化糖 

 

・デンプン（アミロースとアミロペクチン），らせん構造と

ヨウ素デンプン反応，デンプンの加水分解，グリコーゲン，

セルロースとその加水分解 

・ニトロセルロース，再生繊維（銅アンモニアレーヨン・

ビスコースレーヨン），半合成繊維（アセテート繊維），ト

リアセチルセルロース，ジアセチルセルロース 

 

・α-アミノ酸，中性アミノ酸，酸性アミノ酸，塩基性アミ

ノ酸，必須アミノ酸，鏡像異性体 

・両性化合物と双性イオン，電離平衡と等電点，電気泳動，

ニンヒドリン反応 

 

・ペプチド結合(ジペプチド・トリペプチド)，ポリペプチド 

・一次構造，二次構造（α-ヘリックス構造，β-シート構造），

三次構造（ジスルフィド結合），四次構造，高次構造 

・単純タンパク質（球状タンパク質・繊維状タンパク質），

複合タンパク質 

・変性（熱・酸塩基・重金属イオン・有機溶媒等），呈色反

応（ビウレット反応・キサントプロテイン反応・硫黄の検出） 

 

・ヌクレオチド，DNA と RNA，DNA の構造 

・〔探究 24〕を通じてパーマのしくみを調べる 

 

・〔探究 25〕を通じてタンパク質の反応を調べる 

 

 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

【コラム】シャンプー

とコンディショナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 

 

 

〔おうちラボ 13〕 

「はがきをつくろう」

問 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】パーマのし

くみ 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

2

学

期

期

末

考

査
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○
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○

 

○

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

○

  

《課題》 

〔観察実験〕〔探究〕ならびにそれにかかわる提出物 

＊その他 必要に応じて授業ノートの提出・点検を行う。 

 



 

 

 
第

3

学

期 

 2 章 合成高分子化合物 

・合成繊維(3h) 

  ポリアミド系合成繊維 

〔観察実験 26〕 

「ナイロン 66 の合成」 

  ポリエステル系合成繊維 

  ポリビニル系合成繊維 

 

・プラスチック(4h) 

  プラスチックの特徴と分類 

〔観察実験 27〕 

「ポリスチレンを合成してみよ

う」 

  熱可塑性樹脂 

 

  熱硬化性樹脂 

 

  イオン交換樹脂 

 

・ゴム(1h) 

  天然ゴム 

 

  合成ゴム 

〔探究 26〕 

「アルキド樹脂を合成する」 

 

 3 章 高分子化合物と人間生

活 

・機能性高分子(0.5h) 

 

・プラスチックの廃棄処理(1h) 

〔観察実験 28〕 

「発砲ポリスチレンを融かして

みよう」 

 

第 4 編 無機物質 

 1 章 非金属元素 

・水素と希ガス(1h) 

  元素の分類と周期表 

  水素 

  希ガス 

・ハロゲンの単体と化合物(3h) 

  ハロゲンの単体 

 

  ハロゲンの化合物 

・酸素・硫黄の単体と化合物

(3h) 

  酸素の単体 

  酸素の化合物 

  硫黄の単体 

  硫黄の化合物 

 

・窒素・リンの単体と化合物

(3h) 

  窒素の単体 

  窒素の化合物 

 

  リンの単体と化合物 

・炭素・ケイ素の単体と化合物

(3h) 

  炭素の単体 

 

  炭素の化合物 

  ケイ素の単体 

  ケイ素の化合物 

 

〔観察実験 12〕 

「水ガラスの性質を調べてみ

よう」 

●気体の発生と捕集方法 

〔探究 11〕 

1

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ナイロン 66，ナイロン 6，アラミド繊維 

・〔観察実験 26〕を通じてナイロン 66 の合成を行う 

 

・ポリエチレンテレフタラート（PET） 

・アクリル繊維，炭素繊維，ビニロン（ポリビニルアルコー

ル，アセタール化） 

 

・熱可塑性樹脂（鎖状構造），熱硬化性樹脂（立体網目構造） 

・〔観察実験 27〕を通じたポリスチレンの合成 

 

 

・付加重合によるもの（ポリエチレン等），縮合重合による

もの（ナイロン，ポリエステル等） 

・フェノール樹脂（ノボラック，レゾール），尿素樹脂，メ

ラミン樹脂（アミノ樹脂），アルキド樹脂 

・陽イオン交換樹脂，陰イオン交換樹脂，イオン交換樹脂の

再生 

 

・生ゴム，ポリイソプレン，ゴム弾性，加硫（架橋構造），

エボナイト 

・ジエン化合物の付加重合体（イソプレンゴム等） 

・〔探究 26〕を通じてアルキド樹脂を合成する 

 

 

 

 

・高吸水性高分子，生分解性高分子，導電性高分子，感光性

高分子 

・マテリアルリサイクル，ケミカルリサイクル 

・〔観察実験 28〕を通じて発砲ポリスチレンを溶かしてみる 

 

 

 

 

 

 

・典型元素と遷移元素，元素の陽性・陰性 

・水素の単体の性質，水上置換，水素化合物 

・希ガスの電子配置と性質 

 

・ハロゲンの単体（フッ素，塩素，臭素，ヨウ素）の性質，

反応性 

・ハロゲン化水素の生成と性質 

 

 

・酸素とオゾン，オゾン層 

・酸性酸化物，塩基性酸化物，両性酸化物の性質 

・斜方硫黄，単斜硫黄，ゴム状硫黄 

・硫化水素，二酸化硫黄，硫酸の製法（接触法）と性質，

発煙硫酸 

 

 

・N2の性質 

・アンモニア，一酸化窒素，二酸化窒素，硝酸の製法（オ

ストワルト法）と性質 

・黄リン，赤リン，十酸化四リン，リン酸 

 

 

・ダイヤモンド，黒鉛（グラファイト），フラーレン，無定

形炭素 

・一酸化炭素，二酸化炭素（ドライアイス） 

・半導体 

・二酸化ケイ素，ケイ酸塩，ケイ酸塩工業（窯業），シリカ

ゲル 

・〔観察実験 12〕を通じて水ガラスの性質を調べる 

 

 

・気体の検出方法と乾燥剤，気体の捕集方法と実験装置 

・〔探究 11〕を通じて塩素の性質を調べる 

 

 

問 1 

 

 

例題 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 

〔おうちラボ 6〕 

「卵パックの元の形」

問 3 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 

 

 

 

 

【コラム】フロンとオ

ゾン層の破壊 

 

 

 

 

 

 

問 2，3 

【コラム】肥料の三要

素（窒素・リン・カリ

ウム） 
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○

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

○

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「塩素の性質を調べる」 

〔探究 12〕 

「濃硫酸と希硫酸の性質を調

べる」 

 

 2 章 典型金属元素 

・アルカリ金属の単体と化合物

(3.0h) 

  アルカリ金属の単体 

 

〔観察実験 13〕 

「アルカリ金属の性質」 

  アルカリ金属の化合物 

 

〔観察実験 14〕 

「炭酸水素ナトリウムの性質

を調べてみよう」 

・2 族元素の単体と化合物

(3.0h) 

  2 族元素の単体 

 

  2 族の化合物 

 

〔観察実験 15〕 

「石灰水と二酸化炭素との反

応を調べてみよう」 

・アルミニウムの単体と化合物 

(2.0h) 

  アルミニウムの単体 

〔観察実験 16〕 

「アルミニウムの性質を調べ

てみよう」 

○テルミット反応 

  アルミニウムの化合物 

 

・亜鉛の単体と化合物(1.0h) 

  亜鉛の単体 

  亜鉛の化合物 

・スズ・鉛の単体と化合物(1.5h) 

  スズの単体と化合物 

  鉛の単体と化合物 

 

○錯イオンについて 

〔探究 13〕 

「セッコウ玉子をつくろう」 

 

 3 章 遷移元素 

・遷移元素の特徴(0.5h) 

  遷移元素の特徴 

 

・銅の単体と化合物(1.5h) 

  銅の単体 

 

  銅の化合物 

・銀の単体と化合物(1h) 

  銀の単体 

  銀の化合物 

〔観察実験 17〕 

「塩化銀を感光させてみよう」 

・鉄の単体と化合物(1.5h) 

  鉄の単体 

  鉄の化合物 

 

・クロムとマンガン(0.5h) 

  クロム 

  マンガン 

・金属イオンの分離と確認(1.5h) 

  金属イオンの反応 

 

 

●金属イオンと水酸化物イオ

ンの反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

2

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・〔探究 12〕を通じて濃硫酸と希硫酸の性質を調べる 

 

 

 

 

 

 

・リチウム，ナトリウム，カリウム，ルビジウム，セシウ

ムの性質 

・〔観察実験 13〕を通じてアルカリ金属の性質を調べる 

 

・水酸化ナトリウム，炭酸ナトリウム，炭酸水素ナトリウ

ムの製法と性質，アンモニアソーダ法 

・〔観察実験 14〕を通じて炭酸水素ナトリウムの性質を調

べる 

 

 

 

・ベリリウム，マグネシウムとアルカリ土類金属の性質の

違い 

・酸化カルシウム，水酸化カルシウム，炭酸カルシウム，

塩化カルシウム，硫酸カルシウム，硫酸バリウムの性質 

・〔観察実験 15〕を通じた石灰水と二酸化炭素の反応の観

察 

 

 

 

・融解塩電解によるアルミニウムの精錬，不動態，両性元素 

・〔観察実験 16〕を通じてアルミニウムの性質を調べる 

 

 

・テルミット反応による酸化鉄等の還元反応 

・両性酸化物としてのアルミナ A1203，両性水酸化物として

の Al(OH)3，複塩としてのミョウバン 

 

・両性元素としての単体 

・両性酸化物としての ZnO，両性水酸化物としての Zn(OH)2 

 

・両性元素としての単体，塩化スズ（Ⅱ）は還元剤 

・両性元素としての単体，複数の酸化物，硝酸塩・酢酸塩

以外は難溶性 

・錯イオンと形，配位子，配位数，錯塩，命名法 

・〔探究 13〕を通じたセッコウ玉子の製作 

 

 

 

 

・遷移元素の特徴（密度大，融点高，複数酸化数，有色イ

オン，触媒作用，錯イオン形成） 

 

・黄銅鉱からの粗銅の製錬，電解精錬による純銅の製造，

硝酸や熱濃硫酸との反応 

・酸化物，硫酸銅（Ⅱ），銅（Ⅱ）イオンの反応 

 

・硝酸や熱濃硫酸に溶ける 

・硝酸銀，ハロゲン化銀の性質，銀イオンの反応 

・〔観察実験 17〕を通じて塩化銀を感光させる 

 

 

・溶鉱炉による製錬，銑鉄，転炉と鋼 

・酸化鉄（赤さび，黒さび），鉄（Ⅱ）化合物，鉄（Ⅲ）化

合物，鉄イオンの反応 

 

・クロム酸カリウムとクロム酸イオンの化合物 

・酸化マンガン（Ⅳ），過マンガン酸カリウム 

 

・塩化物イオンとの反応，硫酸イオンとの反応，硫化物イ

オンとの反応，水酸化物イオンとの反応，炭酸イオンとの

反応，炎色反応 

・金属イオンと水酸化物イオンとの反応と生成物 

 

・金属イオンの分離操作手順と確認 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】おいしい水

の条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 

 

 

 

問 3 

 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 
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○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

○

 

 

 

 

○

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

 

 



 

 

●金属イオンの分離と確認 

〔探究 14〕 

「金属イオンを分離・確認す

る」 

 

 4 章 無機物質と人間生活 

・セラミックス(2h) 

 

〔観察実験 18〕 

「ガラスをつくってみよう」 

・金属の利用(0.5h) 

 

○光触媒 

・合金(0.5h) 

 

○レアメタル 

●無機化学工業 

 

 

〔探究 15〕 

「錬金術」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

月 

・〔探究 14〕を通じた金属イオンの分離操作と確認 

 

 

 

 

・セラミックスの製造工業と陶磁器，ガラス，ファインセ

ラミックス，各種材料 

・〔観察実験 18〕を通じたガラスの製作 

 

・金属の特性，鉄，アルミニウム，銅，金，白金，チタン，

タングステン（高速度鋼） 

・光触媒と酸化チタン（Ⅳ） 

・形状記憶合金，水素吸蔵合金，アモルファス合金，超伝

導合金，めっき 

・レアメタルの利用，都市鉱山 

・硫酸の製造（接触法），アンモニアの製造（ハーバー・ボ

ッシュ法），硝酸の製造（オストワルト法），炭酸ナトリウ

ムの製造（アンモニアソーダ法） 

・〔探究 15〕を通じた銅の亜鉛めっきの作成 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《章末確認テスト》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

年

末

考

査

 

 

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 

○

 

 

 

○

  

《課題》 

〔観察実験〕〔探究〕ならびにそれにかかわる提出物 

＊その他 必要に応じて授業ノートの提出・点検を行う。 

 

 
（２）評価の観点・内容及び評価方法 ○指導要領に基づく総括的評価規準 ・具体的な評価の観点・内容 

評価の観点及び内容 評価方法 

関心・意欲・態度 

○自然の事物・現象に関心や探求心をもち，意欲的にそれらを探究しようとするととも

に，科学的態度を身に付けている。 

・講義式，実験式いずれの授業においても集中力を保つ。 

・授業で得た結果を基に発展的な興味をもって自主的活動を行う。 

 

思考・判断・表現 

○自然の事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学的に考

察し，導き出した考えを的確に表現している。 

・授業内容について科学的な捉え方ができる。 

・授業の成果をいかして社会や生活との関連を考えられる。 

・発展的な内容についても思考を展開させられる。 

 

観察・実験の技能 

○観察，実験を行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に記録，

整理し，自然の事物・現象を科学的に探究する技能を身に付けている。 

・操作の意味をよく理解し，実技のレベルが的確である。 

・実験結果に対する考察が十分であり，その内容を適切に伝達できる。 

 

知識・理解 

○自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けて

いる。 

・学んだ内容が関連付けて整理され定着している。 

・知識を用いて発展的な応用ができる。 

 

 



『生物基礎』シラバス 
 

科目名 単位数 対象 必／選 ０校時 

生物基礎 ２ １／２学年 必修 なし 

１．目標 

  日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察， 

実験などを行い，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・

法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

２．到達目標 

  ①日常生活や社会との関連を図りながら生物や生命現象への関心を高め、目的意識をもって観察、

実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原

理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。 

  ②生物と遺伝子について、細胞の働きおよび DNA の構造と機能の概要を理解させ、生物についての

共通性と多様性の視点を身につけさせる。 

  ③生物には体内環境を維持する仕組みがあることを理解させ、体内環境の維持と健康との関係につ

   いて理解させる。 

  ④生物の多様性や生態系の成り立ちを理解させ、その保全の重要性について認識させる。 

３．学習活動で留意すべきこと 

  ①授業では、話を真剣に聞き、わからない点があれば、すぐ質問し、解決すること。 

  ②学習した内容を定着・発展させるために、授業の後には教科書とノートを見返し復習を行うこと。

  ③定期考査前には、授業中に示したポイントを重点的に復習して練習問題を解きなおすこと。 

４．評価の方法 

  定期考査、小テスト、実験実習レポート、授業態度、提出課題等を総合的に評価する。 

 

５．使用する教科書・副教材 

  教科書：改訂版 新編生物基礎（数研出版）…１・２・３・５・６組 

  副教材 無し           

６．進路とのかかわり 

 ○看護系、理学系分野などへ進学する場合は、個別学力試験で必修または選択科目として指定される。

 



                                                       沖縄県立宜野湾高等学校 

令和元年 生物基礎 年間指導計画 

 

科目名「生物基礎」 担当者：親富祖浩二／溝渕 忍 単位数 ２単位

学科・学年・学級 普通科 １年１２３５６組 ２年４組

１ 学習の到達目標等 

 

２ 学習計画及び評価方法等 ※学習内容括弧内の数字は時間数。 

学 
 
 
期 

学習内容 月 学習のねらい 

備 考 
１ 学習活動の特記事項，他教

科・総合的な学習の時間・特別

活動等と関連等 
 
２ 副教材の使用など 

考

査

範

囲

 

評価の観点

のポイント

関

心
・
意
欲
・
態
度 

思

考

・

判

断

・

表

現

観

察
・
実

験

の

技

能

知

識

・

理

解 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
学 
 
 
 
期 

１編 生物の特徴 
プロローグ 

 

１章 生物の共通性

（3） 

①生きているとは？ 
 
 
 
 
＜観察実験①＞ 
原核生物と真核生物を

観察しよう 
 
 
 
 
 
２章 生命活動とエネ

ルギー（4） 

①生命活動を支える代

謝 
 
 
 
 
 
 
②生体内のエネルギー

変換 
 

 
 

 
 
＜観察実験②＞光合成

で有機物ができること

を確認しよう 
 
 

＜探究①＞葉緑体とミ

トコンドリアの観察

（1） 

 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・地球には，さまざまな環境の中，多様な生物が生息してい

ることに気づく。 
・生物が共通に持つ特徴をあげることによって「生きている」

とはどういうことであるか理解する。 
・すべての生物は「細胞」からできているという共通性を理

解する。 
・細胞の構造を知ることにより，原核細胞と真核細胞，動物

細胞と植物細胞の共通性と多様性を理解する。 
 
                 
・顕微鏡の使い方とプレパラートの作成方法，またスケッチ

のしかたやミクロメーターの使い方についての技能を習

得する。 
・身のまわりのさまざまな生物を観察することで，その姿は

多様であっても，すべては細胞が基本単位であることを確

認する。 
 
・細胞は水のほかタンパク質，炭水化物，脂質，核酸などの

有機物を含んでいることを理解する。 
・細胞内では分解や合成などの代謝が行われ，その際同時に

エネルギーの出入りや変換を伴うことを理解する。 
・細胞の中でエネルギーの受け渡しにＡＴＰという物質が関

わっていることを理解する。 
・細胞内での代謝には触媒として酵素が必要であることを理

解するとともに，酵素のはたらきや性質についても理解す

る。 
 
・光合成によって光エネルギーを用いて有機物がつくられ，

化学エネルギーに変換されることを理解する。 
・呼吸によって有機物からエネルギーが取り出されることを

理解する。 
・共生説に触れることで，葉緑体とミトコンドリアが原核生

物に由来することを理解する。 
 
・光合成の生成物について具体的な方法で確認する。 
 
 
 
 
・葉緑体とミトコンドリアの観察を通じて，仮説の立て方・

検証のための観察実験の計画と実施方法・考察の方法など

探究活動の手順について学ぶ。 

身近な例から生物の多様性に気

づかせる。 
 
グループ討論等を通じて考えを

深める。 
 
 
中学校での既習事項を確認しな

がら，学習を進める。 
発展的内容として，電子顕微鏡の

観察像についても触れる。 
 
巻 末 資 料  顕 微 鏡 の 使 い 方

図説の利用 
 
 
 
 
 
 
コラムを利用して，ＡＴＰの持つ

エネルギー量を具体的に示し，理

解を助ける。 
 
演示実験を効果的に利用する。 
 
 
 
 
 
コラムを利用して身近に利用さ

れている微生物の呼吸について

も学ぶ。 
 
 
実験についての安全指導を行う。

巻末 探究活動の手引き②参照 
 
 
 
巻末 探究活動の手引き①参照 

 
 

第

１

学

期

中

間

考

査

○

○

 
○

 

○

○

 
○

 
○

○

 

○

○

学習の到達目標 １ 生物や生命現象の持つ多様性を踏まえつつ，それらに共通する生物学の基本的な概念や原理・法則を理解する。 
２ 遺伝子・健康・環境など日常生活や社会に関わるテーマを通して，生物や生命現象に対しての興味・関心を高める。

３ 観察，実験を通して生物や生命現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解する。 
４ 生物や生命現象の中から問題や課題を見出し，観察，実験などを通して探究する姿勢を身につける。 

使用教科書・副教材等 数研出版「生基３１７ 改訂版 新編生物基礎」 



 2編 遺伝子とそのは

たらき 
プロローグ 

 

 

１章   生物と遺伝子

（5） 
①ＤＮＡの構造 
 
 
 
 
＜観察実験③＞ＤＮＡ

を抽出しよう 
 
②ＤＮＡとゲノム 
 
 
２章 遺伝子の均等配

分（5） 
①細胞分裂とＤＮＡ 
 
 
 
 
＜観察実験④＞体細胞

分裂の染色体の変化を

観察しよう 
 
 
②ＤＮＡの倍加 
 
 
③ＤＮＡの正確な複製 
 
 
３章 タンパク質の設

計図（6） 

① ＤＮＡとタンパク

質合成 

 

② 生命現象を支えて

いる遺伝子 

 

 

＜観察実験⑤＞パフを

観察しよう 

 

＜探究②＞細胞周期の

観察（1） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・中学校での既習事項である遺伝子の本体がＤＮＡであるこ

とや遺伝子の変化によって形質が変化することについて

確認する。 
 
 
・ヌクレオチドの構造やＤＮＡの二重らせん構造，塩基間の

相補性について理解する。 
・ＤＮＡの構造が遺伝情報を担いうる特徴を持っていること

を理解する。 
 
・身のまわりの材料を用いてＤＮＡを抽出することで，どん

な生物もＤＮＡを持つことを理解する。 
 
・ＤＮＡの塩基配列が遺伝情報であることを理解する。 
 
 
 
 
・体細胞分裂の過程について染色体の動きを追いながら理解

する。 
・体細胞分裂の前後で遺伝情報の同一性が保たれることを理

解する。 
 
・プレパラートの作成法，特に固定，解離，染色の方法を習

得する。 
・顕微鏡観察像から，体細胞分裂の過程を判断できるように

なる。 
 
・細胞周期の間期にＤＮＡが複製され，分裂期にＤＮＡが等

しく分配され，その結果どの細胞でもＤＮＡの量と質が均

一になることを理解する。 
・塩基の配列を正確に複製する方法について理解する。 
 
 
 
 
・タンパク質合成に際して，ＤＮＡの塩基配列がアミノ酸配

列に置き換えられることを理解する。 
 
・すべての遺伝子が常に発現しているのではなく，個体の部

位に応じて発現している遺伝子が異なっていることを理

解する。 
 
・だ腺染色体に見られる縞模様とパフを顕微鏡で観察し，そ

れぞれがもっている生物学的な意味について理解する。 
 
・細胞周期における各時期に要する時間と観察される数との

関係について考察する。 
・体細胞分裂のひとつである卵割の観察を行い，卵割と通常

の体細胞分裂の違いについて考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ＤＮＡモデルや３Ｄなどを利用

して，二重らせんについて立体的

にとらえさせる。 

 

 

 

 

科学史の内容にも触れ，生徒の興

味関心を引き出す。 
 
視聴覚教材，デジタルコンテンツ

等の動画を利用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コラムのやってみよう～ＤＮＡ

の複製～の作業やモデルを用い

た説明等で半保存的複製を体感

させる。 
 
 
 
 
コラムを用いてパフの位置変化

が何を示すのか発展的な学習を

行い，観察実験につなげる。 
 
 
 
 
図説を用いてウニの発生過程に

ついても発展的な学習を行い，興

味関心を喚起し，同時に，豊かな

生命観を育む。 
 
発展的な学習として，遺伝子を扱

った技術（バイオテクノロジー）

についても簡単に触れ，生物と社

会とのつながりを意識させる。 
その際，図説や新聞記事，インタ

ーネットなどを利用した調べ学

習等も有効である。 
 
 
現代社会の「私たちの生きる社

会」と関連させて学習する。 

第

１

学

期

期

末

考

査

 
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

 3編 生物の体内環境

の維持 
プロローグ 

 

１章 体内環境の維

持（8） 

① 内部環境の特徴 

 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・中学校での事項である，循環系とそのはたらき・血液の成

分とそのはたらき・肝臓と腎臓のはたらきについてのふり

かえりを行い３編への導入とする。 
 
・生物の体内環境が保たれていることと，それに循環系・自

律神経系・内分泌系がかかわっていることを理解する。 
・血液の組成とはたらきについて理解する。 

 
 
自分の体や健康に対する興味関

心を喚起する教材を選ぶ。 
 
 
血液凝固のしくみについてもコ

ラムを利用して発展的な学習を

行う。 
 

○

○



 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
学 
 
 
 
期 

＜観察実験⑥＞血液を

観察しよう 

  
②体内環境を調節する

器官 
 
 
 
 
＜観察実験⑦＞ブタの

腎臓を観察しよう 
 
２章 体内環境を保つ

しくみ（8） 
 
①自律神経系による調

節 
 
 
②ホルモンによる調節 
 
 
 
 
 
 
＜観察実験⑧＞ホルモ

ンによる魚の心拍数の

変化を調べよう 
 
③血糖値の調節 
 
 
 
３章 体内環境を守る

しくみ（11） 
 
①免疫のシステム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜観察実験⑨＞バッタ

の白血球の食作用を観

察しよう 
 
②免疫とヒト 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜探究③＞血液の観察 
（1） 
 
 
＜探究④＞交感神経の

はたらきを調べる（1） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・両生類の血液を観察し，赤血球がヒトのものと異なる点を

確認する。 
 
・肝臓のつくりとはたらきを学習することで，肝臓で様々な

物質の合成・分解・貯蔵が行われて体液の成分が保たれる

ことを理解する。 
・腎臓のつくりとはたらきを学習することで，腎臓が体液中

の無機塩類などの濃度を一定保っていることを理解する。 
 
・ブタの腎臓を観察し，その構造を理解する。  
 
 
 
 
 
・自律神経系の分布とはたらきを理解する。 
・交感神経と副交感神経が拮抗的にはたらいていることを理

解する。 
 
・ホルモンとは何かということを，はたらきや性質を学習す

ることによって理解する。 
内分泌腺からのホルモンの分泌と標的細胞でのホルモン

の受容について理解する。 
・ホルモン分泌量の調節が，視床下部からの指令やフィード

バック調節によって行われていることを理解する。 
 
・実際の生物においてホルモンがどのように作用するかを確

認し，アドレナリンのはたらきを理解する。 
 
 
・血糖値が，自律神経のはたらきやホルモンの作用により一

定の範囲に保たれていることを理解する。 
・身近な疾患の例としてインスリンの分泌不足による糖尿病

があることを理解し，健康への関心を喚起する。 
 
 
 
・病原体などの異物から身を守るために，それらの侵入を防

ぐしくみや，それらを白血球やリンパ球のはたらきで排除

するしくみがあることを知る。 
・免疫には自然免疫と適応免疫があり，それらをつなぐはた

らきをする細胞として樹状細胞があることを知る。 
・細胞性免疫のしくみを理解し，あわせて臓器移植での拒絶

反応がこの免疫によっておこることを理解する。 
・体液性免疫のしくみと，この免疫でつくられた抗体により

抗原抗体反応がおこることを理解する。 
・適応免疫ではＴ細胞やＢ細胞の一部が記憶細胞となり，こ

のことが同一病原体の２度目の侵入への備えとなること

を理解する。 
 
・バッタの体液を用いて白血球を観察し，動きや異物を取り

込むようすを確認する。 
 
 
・免疫システムを応用した感染症の予防として，予防接種に

ついて理解する。 
・免疫システムを応用した感染症の治療として，血清療法に

ついて理解する。 
・免疫システムが過敏にはたらくアレルギーについて理解し

身近な疾患例として花粉症などがあることを知る。 
・免疫に関する身近な例として，免疫システムがはたらかな

くなるエイズについて理解する。 
 
・血液を材料として，塩類濃度の変化が血液に与える影響を

調べ，さらに血液凝固や血流の観察を行うことで，体内環

境を保つ上で血液が重要な役割を果たしていることを理

解する。 
・辛み成分を用いて交感神経のはたらきを高め，その影響を

調べることで，自律神経系のはたらきに関する理解を深め

る。 
 

 
 
 
 
 
 
コラムや図説を用いて，濃縮率や

原尿量の算出方法などの発展的

な学習を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
身近な例として，活動時（緊張時）

と安静時の体の状態を考えさせ

ながら自律神経系のはたらきを

理解させる。その際，コラムも参

考にする。 
 
神経についての発展的な学習は

コラムや図説を用いて行う。 
 
 
 
 
 
 
糖尿病の症状や予防法について

文献やインターネットなどによ

って調べ，成人病についての関心

を高める。 
 
 
 
ホルモンの分泌異常によって起

こる他の疾病についても調べて

みる。 
 
 
図説やデジタル教材等を利用し

て視覚的な情報を与えることで，

理解を助ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この分野の学習を通じて，自分の

健康について考える機会とする。

保健「現代生活と健康」や総合的

な学習の時間との関連をもたせ

る。 
 
 
 
 
 
 
実験結果やデータの整理につい

ては巻末の探究活動の手引き③

④を参照。 
 
データ整理については，必要があ

ればコンピュータを用いてグラ

フ等を作成する。 
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３ 
 
 
 
 
学 
 
 
 
 
期 

４編 生物の多様性と

生態系 
プロローグ 
 
１章 植生の多様性

（6） 
①生態系における植物

の役割 
 
 
②植生と遷移 

 

 

 

 

 

＜観察実験⑩＞二次遷

移の順番を考えてみよ

う 

 

２章 気候とバイオー

ム（6） 

①地球上の植生分布 

 

②さまざまなバイオー

ム 

 

 

 

 

 

 

 

＜観察実験⑪＞暖かさ

の指数を求めてみよう 

 

３章 生態系とその保

全（3） 

 

①エネルギーと物質の

循環 

 

＜観察実験⑫＞枯れ葉

の分解のようすを観察

しよう 

②生態系のバランスと

保全 

 

＜観察実験⑬＞アサリ

の水質浄化作用を調べ

よう 

 

＜探究⑤＞外来生物が

生態系に与える影響

（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 
 
・中学校で学んだ自然界のつりあい，炭素の循環について 
ふりかえる。 
 
 

・生物の集団と非生物的環境が互いに関係して，生態系をつ

くっていることを理解する。 
・生態系は多種多様な生物によって構成されており，それぞ

れの生物が役割を担っていることを理解する。 
・陸上には草原や森林などの様々な植生が見られ，それらは

不変ではなく，長期的には移り変わっていくことを理解す

る。 
・森林生態系を例にとって，その植生が時間とともにどのよ

うに変化していくか，遷移の過程を理解する。 
 
・資料をもとにして二次遷移の過程を考察する。 
 
 
 
 
 
・気温と降水量の違いによって，地球上では様々なバイオー

ムが成立していることを理解する。 
・植物を中心とした世界と日本のバイオームについて理解す

る。日本のバイオームについては，標高に応じたバイオー

ムの変化についても理解する。 
 
 
 
 
 
 
・暖かさの指数の算出方法を理解し，自分が住んでいる場所

 暖かさの指数を求める。また過去のデータとの比較を行 

 う。 
 
 
 
・生態系において物質が循環すること及びそれに伴ってエネ

ルギーが循環することを理解する。 
 
・ダンゴムシを用いて枯れ葉が分解されるようすを観察し，

分解者の存在とそのはたらきを理解する。 
 
・生態系のバランスについて理解し，生態系を保全すること

が重要であることを認識する。 
 
・アサリの水質浄化作用を調べ，生物が生態系のバランスを

保つために担っている役割について理解する。 
 
 
・人為的に移入された生物が生態系にどのような影響を与え

るかを，文献や資料を用いて具体的に考察する。 
 

 
 
 
 
 
 
学校行事で林間学校や登山等が

あれば，森林の構成を自分の目で

確かめる機械とする。 
 
コラムを用いて湿性遷移につい

ても発展的な学習を行い，乾性遷

移との違いや共通点を気づかせ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分が住む地域の植生の理解に

ついては，地域へ目を向けるきっ

かけとなり，郷土の自然を知るた

めの総合的な学習の時間との関

連が考えられる。 
 
視聴覚教材やデジタル教材を利

用。 
 
修学旅行や研修等で自分が住む

地域と異なる植生の地域へ行く

機会があれば，事前にその地域の

暖かさの指数を算出し植生を学

習しておき，現地で確かめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文献や新聞，インターネット等を

用いて環境問題や生態系の保全

についての調べ学習を行う。ま

た，グループ討論や発表会を通じ

て意見交換を行う。 
総合的な学習の時間との関連も

考える。 
 
巻末 探究活動の手引き⑤を参

考に発表を行う。 
 
この分野を通じて，私たちを取り

巻く環境についての関心を高め

る。その際，保健「社会生活と健

康」現代社会「私たちの生きる社

会」と関連させて学習する。 
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『生物総合』シラバス 
 

科目名 単位数 対象 必／選 ０校時 

生物総合 ２ ２・３年選択者 選択 なし 

１．目標 

 ①生物基礎／生物で学習した内容を踏まえ、生物や生命現象に対する理解をさらに深める。 

 ②目的意識をもって観察・実験などを行い，自然界を生物学的に探究する能力を身に付ける。 

 ③生物学の知見を日々の生活に応用する実践的な学力を身に付ける。 

 

２．到達目標 

  １ 「生物基礎」・「生物」との関連を図りながら，身近な生物や生物現象を取り扱い，生物学

的に探究する能力と態度を身に付けさせる。 

２ 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解をもとにした，科学的な自然観を育てる。 

３ 命の営みを理解することで生命に対する畏敬の念を育てる。 

４ 自分と他人の生命をともに尊重する精神を養う。 

３．学習のワンポイントアドバイス 

  ①授業を真剣に聞き，わからない点があれば，すぐ質問して解決すること。 

  ②学習した内容を定着・発展させるために，こまめな復習を行うこと。 

  ③定期考査前には，授業中に示したポイントを復習して練習問題を解きなおすこと。 

４．評価の方法 

  定期考査，小テスト，実験実習レポート，授業態度，提出課題等を総合的に評価する。 

 

５．使用する教科書・副教材 

  教科書： 看護系受験問題集 生物基礎＋生物（数研出版）        

６．進路とのかかわり 

 ○看護師・管理栄養師等を目指す生徒は，是非履修すべきである。 

 

 



1年 2年 3年 4年

○ ○

学期 配当時間

理　科 科目名 生物総合 単位数 2 対象学年

月 指導内容 備考

1学期

4 生物の多様性

24

遺伝子と遺伝情報

5 遺伝情報の発現とバイオテクノロジー

減数分裂と遺伝子・配偶子形成と初期発生

6 細胞の分化と形態形成

7 学期末問題演習

体内環境としての体液

32

腎臓と肝臓による調節

神経と内分泌腺による調節

10 免疫

タンパク質と酵素

呼吸（解糖系／クエン酸回路／電子伝達系）

1 個体群と生物群集・生態系

14

11 光合成（光学系Ⅱ＋Ⅰ／カルビン・ベンソン回路）

受容器と神経系

（令和元年度）

2 生命の起源と進化／生物の分類と系統

理科　年間指導計画

12 植物の環境応答

学期末問題演習

学期末問題演習

担当教員　親富祖浩二（３年）　棚原章夫（２年）　溝渕忍（３年）

植物の多様性とバイオーム／生態系の保全

2学期

9

3学期

1/1



『生物』シラバス 
 

科目名 単位数 対象 必／選 ０校時 

生物 ４ ３年３５６組 選択 なし 

１．目標 

  生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探究

する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然

観を育成する。 

 

２．到達目標 

  １ 「生物基礎」との関連を図りながら，生物や生物現象を更に広範囲に取り扱い，生物学的に探

究する能力と態度を身に付けさせる。 

２ 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な自然観を育てる。 

３ 観察・実験を通して自然を科学的に探究する能力を育てる。さらに，実験に対する目的，仮説，

準備，方法，結果，考察，発展という手順に従ったレポートを作成する能力を育てる。 

４ 命の営みを学習することで生命に対する畏敬の念を育て，生命を尊重する精神を養う。 

３．学習のワンポイントアドバイス 

  ①授業では、話を真剣に聞き，わからない点があれば，すぐ質問し，解決すること。 

  ②学習した内容を定着・発展させるために，授業の後には教科書とノートまたはプリントを見返し

   復習を行うこと。 

  ③定期考査前には，授業中に示したポイントを重点的に復習して練習問題を解きなおすこと。 

４．評価の方法 

  定期考査，小テスト，実験実習レポート，授業態度，提出課題等を総合的に評価する。 

 

５．使用する教科書・副教材 

  教科書： 生物（数研出版）        

６．進路とのかかわり 

 ○看護系，理学系分野などへ進学する場合は，履修している方が望ましい。 

 

 



学習指導計画 科目名：生物

使用教科書数研出版 『生物』 単位数　４単位

学
期

月 学習内容 指導目標（学習のねらい）
配当
時間

備考（実験や指導上の留意点）

第1章　細胞と分子
1．生体の構成－個体・細胞・分
子
生物のからだの構造と階層性，
細胞を構成する物質

2

2．タンパク質の構造と性質
細胞の生命活動の担い手－タ
ンパク質，タンパク質の構造，タ
ンパク質の立体構造と機能

3

3．酵素のはたらき
酵素の基本的なはたらき，酵素
の性質，酵素とともにはたらく分
子，酵素反応の調節

3 観察＆実験　カタラーゼの性質
探究活動1．温度やpHと唾液アミ
ラーゼの反応速度

4．細胞の構造とはたらき
生物の基本単位－細胞，原核
細胞と真核細胞，真核細胞の構
造とそのはたらき

2

5．細胞の活動とタンパク質
生体膜，生体膜と物質の出入
り，細胞間結合，細胞骨格とそ
のはたらき，免疫とタンパク質

4 観察＆実験　細胞の運動の観察 14

第2章　代謝
1．代謝とエネルギー
代謝とATP，生物とエネルギー

1

2．呼吸と発酵
呼吸，呼吸のしくみ，発酵，脂肪
とタンパク質の分解

4 観察＆実験　脱水素酵素による酸
化還元反応
観察＆実験　アルコール発酵の実
験

3．光合成
光合成，光合成と葉緑体，光合
成のしくみ，細菌の炭酸同化

5 観察＆実験　植物の光合成色素の
分離
探究活動2．光合成色素が吸収する
光の観察

4．窒素同化
植物の窒素同化，動物の窒素
同化

2 観察＆実験　根粒と根粒菌の観察 12

第3章　遺伝情報の発現
1．DNAの構造と複製
DNAの構造，DNAの複製

3 観察＆実験　DNA模型の作製

2．遺伝情報の発現
遺伝情報とその発現，転写とス
プライシング，翻訳，原核細胞
のタンパク質合成，遺伝情報の
変化と形質への影響

3

3．遺伝子の発現調節
遺伝子の発現と調節，原核生物
の転写調節，真核生物の転写
調節

3 観察＆実験　トリプトファンオペロン
のしくみ

4．バイオテクノロジー
遺伝子組換え技術，生物への
遺伝子導入，DNAの増幅と塩基
配列の決定，遺伝子発現の解
析，バイオテクノロジーと人間生
活

4 観察＆実験　DNAを増やそう
探究活動3．遺伝子組換え実験

13

普通科　第３学年３・５・６

まず，細胞を構成する物質について
学習する。特に，タンパク質について
は，基本的な構造を学習したうえで，
酵素など，その立体構造と生命活動
において果たすはたらきとの関連を
理解させる。次に，細胞小器官など，
細胞の内部構造とそのはたらきにつ
いて学習する。生体膜や細胞骨格
については，その構造や機能を学習
する。これらの学習を通じて，細胞活
動においてさまざまなタンパク質がさ
まざまな生命現象を支えていることを
理解させる。

「生物基礎」で概要を学習した呼吸・
光合成について，その詳細なしくみ
を理解させる。呼吸においては，各
過程の反応を学習し，その際，有機
物が分解され，ATPが合成されること
を理解させる。光合成においては，
各過程の反応を学習し，その際，光
エネルギーが化学エネルギーに変
換されることを理解させる。また，窒
素同化の概要についても理解させ
る。

「生物基礎」で学習したDNAの構造・
複製・タンパク質合成について，その
詳細なしくみを理解させる。その際，
遺伝情報の変化についても学習す
る。次に，遺伝子の発現調節の概要
を，転写レベルの調節を中心に学習
する。さらに，遺伝子を扱ったバイオ
テクノロジーについて学習し，その原
理と有用性を理解させる。

4

5

6

7

一
学
期
中
間
考
査

一
学
期
期
末
考
査



学
期

月 学習内容 指導目標（学習のねらい）
配当
時間

備考（実験や指導上の留意点）

第4章　生殖と発生
1．遺伝子と染色体
染色体の構造，染色体と遺伝子

2

2．減数分裂と遺伝情報の分配
遺伝情報の分配，減数分裂の
過程

2 観察＆実験　減数分裂の観察

3．遺伝子の多様な組み合わせ
減数分裂による遺伝子の組み
合わせ，受精による遺伝子の組
み合わせ

3 観察＆実験　染色体の乗換えと配
偶子の組み合わせ

4．動物の配偶子形成と受精
動物の配偶子形成，受精

2 観察＆実験　ウニの受精の観察

5．初期発生の過程
卵の種類と卵割，ウニの発生，
カエルの発生，胚葉の分化

3 観察＆実験　カエルの発生の観察
探究活動4．鳥類の発生の観察

6．細胞の分化と形態形成
誘導と形成体のはたらき，誘導
のしくみと細胞の分化，形態形
成を調節する遺伝子

4 観察＆実験　ショウジョウバエの突
然変異体の観察

7．植物の発生
被子植物の配偶子形成と受精，
植物の器官の分化と調節遺伝
子

3 観察＆実験　花粉管の伸長の観察
観察＆実験　シロイヌナズナの花の
構造

19

第5章　動物の反応と行動
1．ニューロンとその興奮
刺激の受容から行動まで，
ニューロンの構造，ニューロンの
興奮，興奮の伝導，興奮の伝達

3

2．刺激の受容
受容器と適刺激，視覚器，聴覚
器・平衡受容器，その他の受容
器

3 観察＆実験　盲斑の検出

3．情報の統合
神経系，中枢神経系，末しょう
神経系，反射

3

4．刺激への反応
筋肉の構造と収縮，その他の効
果器

2 観察＆実験　グリセリン筋の収縮実
験

5．動物の行動
生得的行動，いろいろな生得的
行動，学習

3 観察＆実験　迷路の試行錯誤学習
探究活動5．カイコガの生殖行動

14

第6章　植物の環境応答
1．植物の反応
刺激に対する植物の反応

2 観察＆実験　いろいろな植物の反
応

2．成長の調節
成長の調節と植物ホルモン，
オーキシンのはたらき，その他
の植物ホルモンによる調節

3 探究活動6．植物ホルモンのはたら
き

3．花芽形成と発芽の調節
花芽形成と日長，花芽形成のし
くみ，花芽形成と温度，種子の
休眠と発芽，種子の発芽と光，
植物の一生と環境応答

4 9

まず，ニューロン（神経細胞）の基本
的な構造とそのはたらきを理解させ
る。次に，受容器で受け取られた刺
激（情報）が，神経系を介して，効果
器へと至る経路を学習する。その
際，刺激の受容に関しては視覚器と
聴覚器を中心に取り上げ，効果器に
関しては筋肉を中心に取り上げる。
動物の行動については，神経系に
おける情報の流れと関連づけながら
扱う。

染色体に遺伝子が存在することを学
習したうえで，有性生殖では，減数
分裂と受精によって多様な遺伝子の
組み合わせが生じることを理解させ
る。次に，動物の配偶子形成・受精と
初期発生の過程を学習する。また，
細胞の分化や形態形成のしくみにつ
いて，誘導現象を中心に理解させ
る。前後軸形成のしくみと形態形成
を調節する遺伝子について学習す
る。植物の配偶子形成・受精と胚発
生の過程を学習し，器官分化におけ
る遺伝子のはたらきについて理解さ
せる。

植物は成長を調節するなどして環境
に応答していることを理解させる。そ
のうえで，環境応答にはさまざまな植
物ホルモンや光受容体が関与して
いることを学習する。

9

10

11
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学
期

月 学習内容 指導目標（学習のねらい）
配当
時間

備考（実験や指導上の留意点）

第7章　生物群集と生態系
1．個体群
個体群，個体群の成長と密度効
果，個体群の齢構成と生存曲線

3 観察＆実験　ウキクサの個体群の観
察

2．個体群内の個体間の関係
動物の群れ，縄張り，動物の社
会

2

3．異種個体群間の関係
生物の異種個体群間における
競争，被食者-捕食者相互関
係，共生と寄生

2 観察＆実験　菌根の観察

4．生物群集
生物群集，生態的地位と共存

2 観察＆実験　河川の生物群集の観
察
探究活動7．土壌中の生物群集の
調査

5．生態系における物質生産
生態系の成り立ち，生態系にお
ける物質生産，さまざまな生態
系における物質生産，生態系に
おけるエネルギーの利用

4 観察＆実験　層別刈取法

6．生態系と生物多様性
生物多様性，生物多様性に影
響を与える要因－かく乱，個体
群の絶滅を加速する要因，生物
多様性の保全

3 観察＆実験　絶滅のおそれのある
生物の調査

16

第8章　生命の起源と進化
1．生命の起源
有機物の生成と蓄積，有機物か
ら生物へ，生物の出現とその発
展，細胞の発達－真核生物の
出現

3

2．生物の変遷
地質時代，多細胞生物の出現
－先カンブリア時代，水中での
生物の変遷－古生代，生物の
陸上進出－古生代，種子植物と
は虫類の繁栄－中生代，被子
植物と哺乳類の繁栄－新生代，
人類の出現と進化

5 観察＆実験　「生きている化石」を調
べる

3．進化のしくみ
突然変異，自然選択，遺伝的浮
動，隔離と種分化，分子進化と
中立説

4 観察＆実験　遺伝的浮動による遺
伝子頻度の変化
探究活動8．進化の証拠を探そう

12

第9章　生物の系統
1．生物の分類と系統
生物の分類，系統と分類，系統
分類の方法，生物の分類体系

3

2．原核生物
原核生物

1

3．原生生物
原生生物

1 探究活動9．光合成色素と植物の系
統

4．植物
植物の分類の考え方，コケ植
物，シダ植物，種子植物

2

5．動物
動物の分類の考え方，無脊椎
動物，脊椎動物

3 観察＆実験　節足動物の観察

6．菌類
菌類

1 11

合計 120

個体群や生物群集について，それ
ぞれの特徴を学習する。その際，生
物群集はさまざまな個体群の集まり
によって構成されており，それぞれの
個体群は，生態系内で特定の役割
を果たしていることを理解させる。次
に，生態系における物質生産につい
て学習する。その際，いくつかの生
態系の物質生産の特徴や各栄養段
階とエネルギー効率の関係について
学習する。さらに，生物多様性に影
響を与える要因を理解させ，生物多
様性の重要性を認識させる。

生命の起源および生物の変遷を学
習する。その際，生命の誕生や生物
の変遷は，地球環境の変化と密接に
関係していることを理解させる。生物
の進化については，そのしくみを学
習する。そのうえで，分子進化の概
念や種分化のしくみについても学習
する。

生物の種類は多様であるが，それら
が系統によって分類できることを理
解させる。その際，形態的な特徴に
もとづいた分類ばかりでなく，近年で
は，DNAの塩基配列やタンパク質の
アミノ酸配列といった分子データにも
とづいて系統関係が調べられている
ことについても扱う。個々の分類群に
ついては，その概要を学習する。

12

1

2

学
年
末
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『生物』シラバス 
 

科目名 単位数 対象 必／選 ０校時 

生物 ５ ２年３５６組 選択 なし 

１．目標 

  生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探究

する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然

観を育成する。 

 

２．到達目標 

  １ 「生物基礎」との関連を図りながら，生物や生物現象を更に広範囲に取り扱い，生物学的に探

究する能力と態度を身に付けさせる。 

２ 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な自然観を育てる。 

３ 観察・実験を通して自然を科学的に探究する能力を育てる。さらに，実験に対する目的，仮説，

準備，方法，結果，考察，発展という手順に従ったレポートを作成する能力を育てる。 

４ 命の営みを学習することで生命に対する畏敬の念を育て，生命を尊重する精神を養う。 

３．学習のワンポイントアドバイス 

  ①授業では、話を真剣に聞き，わからない点があれば，すぐ質問し，解決すること。 

  ②学習した内容を定着・発展させるために，授業の後には教科書とノートまたはプリントを見返し

   復習を行うこと。 

  ③定期考査前には，授業中に示したポイントを重点的に復習して練習問題を解きなおすこと。 

４．評価の方法 

  定期考査，小テスト，実験実習レポート，授業態度，提出課題等を総合的に評価する。 

 

５．使用する教科書・副教材 

  教科書： 生物（数研出版）        

６．進路とのかかわり 

 ○看護系，理学系分野などへ進学する場合は，履修している方が望ましい。 

 

 



学習指導計画 科目名：生物

使用教科書数研出版 『生物』 単位数　５単位

考
査

月 学習内容 指導目標（学習のねらい）
配当
時間

備考（実験や指導上の留意点）

第1章　細胞と分子
1．生体の構成－個体・細胞・分
子
生物のからだの構造と階層性，
細胞を構成する物質

2

2．タンパク質の構造と性質
細胞の生命活動の担い手－タ
ンパク質，タンパク質の構造，タ
ンパク質の立体構造と機能

4

3．酵素のはたらき
酵素の基本的なはたらき，酵素
の性質，酵素とともにはたらく分
子，酵素反応の調節

4 観察＆実験　カタラーゼの性質
探究活動1．温度やpHと唾液アミ
ラーゼの反応速度

4．細胞の構造とはたらき
生物の基本単位－細胞，原核
細胞と真核細胞，真核細胞の構
造とそのはたらき

3

5．細胞の活動とタンパク質
生体膜，生体膜と物質の出入
り，細胞間結合，細胞骨格とそ
のはたらき，免疫とタンパク質

5 観察＆実験　細胞の運動の観察 18

第2章　代謝
1．代謝とエネルギー
代謝とATP，生物とエネルギー

1

2．呼吸と発酵
呼吸，呼吸のしくみ，発酵，脂肪
とタンパク質の分解

5 観察＆実験　脱水素酵素による酸
化還元反応
観察＆実験　アルコール発酵の実
験

3．光合成
光合成，光合成と葉緑体，光合
成のしくみ，細菌の炭酸同化

6 観察＆実験　植物の光合成色素の
分離
探究活動2．光合成色素が吸収する
光の観察

4．窒素同化
植物の窒素同化，動物の窒素
同化

3 観察＆実験　根粒と根粒菌の観察 15

第3章　遺伝情報の発現
1．DNAの構造と複製
DNAの構造，DNAの複製

4 観察＆実験　DNA模型の作製

2．遺伝情報の発現
遺伝情報とその発現，転写とス
プライシング，翻訳，原核細胞
のタンパク質合成，遺伝情報の
変化と形質への影響

4

3．遺伝子の発現調節
遺伝子の発現と調節，原核生物
の転写調節，真核生物の転写
調節

4 観察＆実験　トリプトファンオペロン
のしくみ

4．バイオテクノロジー
遺伝子組換え技術，生物への
遺伝子導入，DNAの増幅と塩基
配列の決定，遺伝子発現の解
析，バイオテクノロジーと人間生
活

5 観察＆実験　DNAを増やそう
探究活動3．遺伝子組換え実験

17

7

まず，細胞を構成する物質について
学習する。特に，タンパク質について
は，基本的な構造を学習したうえで，
酵素など，その立体構造と生命活動
において果たすはたらきとの関連を
理解させる。次に，細胞小器官など，
細胞の内部構造とそのはたらきにつ
いて学習する。生体膜や細胞骨格
については，その構造や機能を学習
する。これらの学習を通じて，細胞活
動においてさまざまなタンパク質がさ
まざまな生命現象を支えていることを
理解させる。

「生物基礎」で概要を学習した呼吸・
光合成について，その詳細なしくみ
を理解させる。呼吸においては，各
過程の反応を学習し，その際，有機
物が分解され，ATPが合成されること
を理解させる。光合成においては，
各過程の反応を学習し，その際，光
エネルギーが化学エネルギーに変
換されることを理解させる。また，窒
素同化の概要についても理解させ
る。

「生物基礎」で学習したDNAの構造・
複製・タンパク質合成について，その
詳細なしくみを理解させる。その際，
遺伝情報の変化についても学習す
る。次に，遺伝子の発現調節の概要
を，転写レベルの調節を中心に学習
する。さらに，遺伝子を扱ったバイオ
テクノロジーについて学習し，その原
理と有用性を理解させる。

普通科　第２学年３・５・６組

4

5
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考
査

月 学習内容 指導目標（学習のねらい）
配当
時間

備考（実験や指導上の留意点）

第4章　生殖と発生
1．遺伝子と染色体
染色体の構造，染色体と遺伝子

2

2．減数分裂と遺伝情報の分配
遺伝情報の分配，減数分裂の
過程

3 観察＆実験　減数分裂の観察

3．遺伝子の多様な組み合わせ
減数分裂による遺伝子の組み
合わせ，受精による遺伝子の組
み合わせ

4 観察＆実験　染色体の乗換えと配
偶子の組み合わせ

4．動物の配偶子形成と受精
動物の配偶子形成，受精

3 観察＆実験　ウニの受精の観察

5．初期発生の過程
卵の種類と卵割，ウニの発生，
カエルの発生，胚葉の分化

4 観察＆実験　カエルの発生の観察
探究活動4．鳥類の発生の観察

6．細胞の分化と形態形成
誘導と形成体のはたらき，誘導
のしくみと細胞の分化，形態形
成を調節する遺伝子

4 観察＆実験　ショウジョウバエの突
然変異体の観察

7．植物の発生
被子植物の配偶子形成と受精，
植物の器官の分化と調節遺伝
子

4 観察＆実験　花粉管の伸長の観察
観察＆実験　シロイヌナズナの花の
構造

24

第5章　動物の反応と行動
1．ニューロンとその興奮
刺激の受容から行動まで，
ニューロンの構造，ニューロンの
興奮，興奮の伝導，興奮の伝達

4

2．刺激の受容
受容器と適刺激，視覚器，聴覚
器・平衡受容器，その他の受容
器

4 観察＆実験　盲斑の検出

3．情報の統合
神経系，中枢神経系，末しょう
神経系，反射

4

4．刺激への反応
筋肉の構造と収縮，その他の効
果器

2 観察＆実験　グリセリン筋の収縮実
験

5．動物の行動
生得的行動，いろいろな生得的
行動，学習

4 観察＆実験　迷路の試行錯誤学習
探究活動5．カイコガの生殖行動

18

第6章　植物の環境応答
1．植物の反応
刺激に対する植物の反応

3 観察＆実験　いろいろな植物の反
応

2．成長の調節
成長の調節と植物ホルモン，
オーキシンのはたらき，その他
の植物ホルモンによる調節

4 探究活動6．植物ホルモンのはたら
き

3．花芽形成と発芽の調節
花芽形成と日長，花芽形成のし
くみ，花芽形成と温度，種子の
休眠と発芽，種子の発芽と光，
植物の一生と環境応答

5 12
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9

10

11

まず，ニューロン（神経細胞）の基本
的な構造とそのはたらきを理解させ
る。次に，受容器で受け取られた刺
激（情報）が，神経系を介して，効果
器へと至る経路を学習する。その
際，刺激の受容に関しては視覚器と
聴覚器を中心に取り上げ，効果器に
関しては筋肉を中心に取り上げる。
動物の行動については，神経系に
おける情報の流れと関連づけながら
扱う。

染色体に遺伝子が存在することを学
習したうえで，有性生殖では，減数
分裂と受精によって多様な遺伝子の
組み合わせが生じることを理解させ
る。次に，動物の配偶子形成・受精と
初期発生の過程を学習する。また，
細胞の分化や形態形成のしくみにつ
いて，誘導現象を中心に理解させ
る。前後軸形成のしくみと形態形成
を調節する遺伝子について学習す
る。植物の配偶子形成・受精と胚発
生の過程を学習し，器官分化におけ
る遺伝子のはたらきについて理解さ
せる。

植物は成長を調節するなどして環境
に応答していることを理解させる。そ
のうえで，環境応答にはさまざまな植
物ホルモンや光受容体が関与して
いることを学習する。



考
査

月 学習内容 指導目標（学習のねらい）
配当
時間

備考（実験や指導上の留意点）

第7章　生物群集と生態系
1．個体群
個体群，個体群の成長と密度効
果，個体群の齢構成と生存曲線

4 観察＆実験　ウキクサの個体群の観
察

2．個体群内の個体間の関係
動物の群れ，縄張り，動物の社
会

3

3．異種個体群間の関係
生物の異種個体群間における
競争，被食者-捕食者相互関
係，共生と寄生

3 観察＆実験　菌根の観察

4．生物群集
生物群集，生態的地位と共存

3 観察＆実験　河川の生物群集の観
察
探究活動7．土壌中の生物群集の
調査

5．生態系における物質生産
生態系の成り立ち，生態系にお
ける物質生産，さまざまな生態
系における物質生産，生態系に
おけるエネルギーの利用

4 観察＆実験　層別刈取法

6．生態系と生物多様性
生物多様性，生物多様性に影
響を与える要因－かく乱，個体
群の絶滅を加速する要因，生物
多様性の保全

4 観察＆実験　絶滅のおそれのある
生物の調査

21

第8章　生命の起源と進化
1．生命の起源
有機物の生成と蓄積，有機物か
ら生物へ，生物の出現とその発
展，細胞の発達－真核生物の
出現

4

2．生物の変遷
地質時代，多細胞生物の出現
－先カンブリア時代，水中での
生物の変遷－古生代，生物の
陸上進出－古生代，種子植物と
は虫類の繁栄－中生代，被子
植物と哺乳類の繁栄－新生代，
人類の出現と進化

6 観察＆実験　「生きている化石」を調
べる

3．進化のしくみ
突然変異，自然選択，遺伝的浮
動，隔離と種分化，分子進化と
中立説

5 観察＆実験　遺伝的浮動による遺
伝子頻度の変化
探究活動8．進化の証拠を探そう

15

第9章　生物の系統
1．生物の分類と系統
生物の分類，系統と分類，系統
分類の方法，生物の分類体系

3

2．原核生物
原核生物

2

3．原生生物
原生生物

2 探究活動9．光合成色素と植物の系
統

4．植物
植物の分類の考え方，コケ植
物，シダ植物，種子植物

3

5．動物
動物の分類の考え方，無脊椎
動物，脊椎動物

4 観察＆実験　節足動物の観察

6．菌類
菌類

1 15

合計 155

12

2

3

生物の種類は多様であるが，それら
が系統によって分類できることを理
解させる。その際，形態的な特徴に
もとづいた分類ばかりでなく，近年で
は，DNAの塩基配列やタンパク質の
アミノ酸配列といった分子データにも
とづいて系統関係が調べられている
ことについても扱う。個々の分類群に
ついては，その概要を学習する。

1

学
年
末
考
査

個体群や生物群集について，それ
ぞれの特徴を学習する。その際，生
物群集はさまざまな個体群の集まり
によって構成されており，それぞれの
個体群は，生態系内で特定の役割
を果たしていることを理解させる。次
に，生態系における物質生産につい
て学習する。その際，いくつかの生
態系の物質生産の特徴や各栄養段
階とエネルギー効率の関係について
学習する。さらに，生物多様性に影
響を与える要因を理解させ，生物多
様性の重要性を認識させる。

生命の起源および生物の変遷を学
習する。その際，生命の誕生や生物
の変遷は，地球環境の変化と密接に
関係していることを理解させる。生物
の進化については，そのしくみを学
習する。そのうえで，分子進化の概
念や種分化のしくみについても学習
する。
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対象教科・科目 単位数 学年・学級 

地学基礎 ２ 2 年 1･2 組、2年 4組選択者、3年 356 組選択者 

使用教科書 使用副教材 

啓林館「地学基礎 改訂版」 啓林館「サンダイヤル Navi＆トレーニング地学基礎」

 

１ 学習の目標等 

学習の目標 日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心

を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，地学的に探究する能力

と態度を育てるとともに，地学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，

科学的な見方や考え方を養う。 

学習のねらい 

第１部 固体地球とその変動 活動する地球に関する探究活動を行い，その学習内容の理解を深めるとと

もに，地学的に探究する能力を高める。 

プレートの分布と運動及びプレート運動に伴う大地形の形成について理解

する。 

火山活動と地震の発生のしくみについて理解する。 

第２部 移り変わる地球 地層が形成される仕組みと地質構造について理解する。 

古生物の変遷と地球環境の変化について理解する。 

第３部 大気と海洋 大気の構造と地球全体のエネルギー収支について理解する。 

大気の大循環と海水の運動及びそれらによる地球規模の熱の輸送について

理解し，日本で見られる季節の気象について学ぶ。 

第４部 宇宙の構成 宇宙の誕生と地球の形成について観察，実習などを通して探究し，宇宙と

惑星としての地球の特徴を理解する。 

第５部 自然との共生 地球環境の変化を科学的に考察する。 

日本の自然環境を理解し，その恩恵や災害など自然環境と人間生活とのか

かわりについて考察する。 

 

２ 学習計画 

学
期 

学習項目(配当時数) 学習内容 活動・備考等 
考査
範囲

 第１部 固体地球とその変動 
(17) 

   

 

第１章 地球(4) 
第１節 地球の概観 

第２節 地球の内部構造 
 
 

地球の概観について学び，その
内部構造について理解する。 

やってみよう 
「地球の形と大きさにつ
いて調べる」 
発展 
「地球の形と重力」 
発展 
「アイソスタシー」 
発展 
「地震波の伝わり方から
わかる地球の内部構造」 
実習１－１． 
「岩石や金属の密度を測

第 
一 
学 
期 
中 
間 
考 
査 
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定して地球の層構造を
考える」 

 第２章 活動する地球(11) 
第１節プレートテクトニクス

と地球の活動 

第２節 地震 

第３節 火山活動と火成岩の形

成 

プレートと地球の活動につい
て理解し，地震や火山活動，火
成岩の形成について学ぶ。 

実習１－２. 
「プレートと地球の活動
の関係を調べる」 

やってみよう 
「プレートがすれ違う境
界の様子を観察しよう」

発展 
「低速度層」 
発展 
「地震波トモグラフィー
とマントル対流」 

発展 
「地球内部の熱」 
やってみよう 
「衛星画像で断層を探そ
う」 

やってみよう 
「火成岩の組織を観察し
よう」 

発展 
「固溶体」 
発展 
「マグマの発生と分化」 

 

第 
一 
学 
期 
期 
末 
考 
査 

 探究活動の進め方 
探究活動(2) 

探究活動の仕方について学ぶ 
 

探究活動の進め方 
１．地震の発生と断層との
関係を調べる 

２．火山灰に含まれ 
る鉱物を調べる 

 第２部 移り変わる地球 (16)   

 第１章 地球史の読み方(8) 
第１節 堆積岩とその形成 

第２節 地層と地質構造 

第３節地球の歴史の区分と化

石 

堆積岩とその形成や地層と地
質構造について学び，地球の歴
史の組み立てについて理解す
る。 

やってみよう 
「堆積岩を観察しよう」 
やってみよう 
「級化構造をつくる」 
実習２－１. 
「地層の観察」 
やってみよう 
「地層中の記録を調べよ
う」 

発展 
「地層の広がりとその調
べ方」 

発展 
「変成作用と温度・圧力」
やってみよう 
「フズリナの化石の観察」
発展 
「放射性年代」 

 

第２章 地球と生命の進化(6) 
第１節 先カンブリア時代 

第２節 顕生代 

古生物の変遷と地球環境の変
化について理解し，先カンブリ
ア時代や顕生代について学ぶ。

発展 
「全球凍結と生物の進化」
発展 
「元素の同位体からわか
る過去の環境変動」 

第 
二 
学 
期 
中 
間 
考 
査 

 
探究活動(2)  １．有孔虫化石を観察する

２．アンモナイトを調べる
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 第３部 大気と海洋 (14)   

第 
二 
学 
期 
中 
間 
考 
査 

 第１章 大気の構造(3) 
第１節 大気圏 

第２節 水と気象 

大気圏について理解し，水と気
象の関係を学ぶ。 

やってみよう 
「真空ポンプで水を吸い
上げる」 

発展 
「電離圏」 
実習３－１. 
「気温と高度の関係を考
える」 

発展 
「雲のできる高さ」 
発展 
「降水のしくみ」 
発展 
「大気の安定・不安定」 
 

 

第２章 太陽放射と大気・海洋
の運動(6) 

第１節 地球のエネルギー収支 

第２節 大気の大循環 

第３節 海水の循環 

地球全体のエネルギー収支に
ついて理解し，大気の大循環や
海水の循環について学ぶ。 

やってみよう 
「地表が受ける太陽放射
量の緯度による違い」 

発展 
「風の吹き方」 
発展 
「中緯度上空の西風」 
発展 
「海水の塩分の分布」 
やってみよう 
「水の上下運動を観察し
よう」 

 

 
第 
二 
学 
期 
期 
末 
考 
査 
 

 第３章 日本の天気(3) 
第 1節 日本の位置 

第２節 冬から春の天気 

第３節 夏から秋の天気 

日本で見られる冬から春，夏か
ら秋への季節の気象について
学ぶ。 

やってみよう 
「高気圧や低気圧の移動
速度」 

発展 
「フェーン現象」 
やってみよう 
「雲の移動と偏西風の観
察」 

 

 探究活動(2) 
 

 １．日射量の測定 
２．新聞の気象データを読
む 

 第４部 宇宙の構成 (15)   

 第１章 太陽系と太陽(6) 
第１節 太陽系の天体 

第２節 太陽系の誕生 

第３節 太陽 

太陽系の誕生について理解し，
太陽の表面の現象と太陽のエ
ネルギー源及び太陽系の天体
について学ぶ。 

やってみよう 
「地球の特徴を考えよう」
やってみよう 
「太陽表面の観察」 
発展 
「黒点数の周期的変化」 
発展 
「地球磁気圏とオーロラ」
実習４－１． 
「ＣＤを使って分光器を
作る」 

発展 
「太陽の温度・圧力とエネ
ルギー」 
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第２章 恒星としての太陽の
進化(4) 

第１節 太陽と恒星 

第２節 太陽の誕生と進化 

恒星としての太陽の誕生と進
化を理解する。 

やってみよう 
「星の明るさを調べよう」
発展 
「恒星までの距離」 
発展 
「恒星の性質」 
発展 
「恒星の分類」 
発展 
「様々な恒星の寿命と終
末」 

第 
三 
学 
期 
期 
末 
考 
査 

 

第３章 銀河系と宇宙(2) 
第１節 銀河系とまわりの銀河 

第２節 宇宙の姿 

銀河系とまわりの銀河につい
て学び，宇宙の誕生と銀河の分
布について理解する。 

やってみよう 
「「すばる」の観察」 
発展 
「銀河系の渦巻き構造」 
実習４－２． 
「局部銀河群の銀河の分
布を調べる」 

やってみよう 
「宇宙の泡構造を調べよ
う」 

やってみよう 
「宇宙の膨張について考
えよう」 

発展 
「宇宙の初期が高温であ
った証拠」 

発展 
「宇宙が膨張している証
拠」 

 

探究活動(3)  １．月や惑星の表面を観察
する 

２．太陽黒点を観察する 
３．銀河の分布を調べる 

 第５部 自然との共生 (5)   

 
 

第１節 地球環境と人類 

第２節 火山・地震災害と社会 

第３節 気象災害と社会 

第４節 人間生活と地球環境の

変化 

おわりに 

地球環境に及ぼす人間活動の
影響について理解し，日本の自
然災害と防災について学ぶ。 

やってみよう 
「気象災害を調べよう」 
実習５－１． 
「ハザードマップを読む」
実習５－２． 
「オゾンホールの面積の
経年変化」 

３ 評価方法とその観点 

評 価 方 法 

●下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(関心・意欲・態度，思考・判断，観察・実験の技能・表現， 
知識・理解)に評価します。各学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。 

(1)授業への取り組み 
授業に対する姿勢，学習態度，地学への関心等で判断する。評価の観点のうち，特に関心・意欲・態度の項
目を評価する。 
(2)ノートの記載内容 
授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。 
(3)観察・実験等 
観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などか
ら評価する。評価の観点のうち，思考・判断，観察・実験の技能・表現に関する配分が大きい。 
(4)教科書・問題集の問題 
各問題への取り組み，取り組んだ内容から評価する。 
(5)中間・定期考査 
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学習内容に合わせて問題を出題する。評価の観点のうち，思考・判断，知識・理解に関する配分がもっとも
大きい。 

 

４ 学習のアドバイス等 

１ 日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，そのしくみについて考える態度をもつこと。 
２ 疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。 
３ 学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。 

 

 



令和元年度　年間学習指導計画
担当者：棚原　章夫

部 章 節 項目 時間 実験・観察等
第１節　地球の概観 Ａ固体地球の表面/Ｂ地球の形 3 【発展】エラトステネスの実証

第２節　地球の内部構造 Ａ地殻とマントル/Ｂ核
3

実習1．岩石や金属の密度を測定して
地球の層構造を考える

第２章
活動する地球(11)

第１節
プレートテクトニクスと地球の活動

Ａプレートテクトニクス/Ｂプレート
境界と大地形/Ｃプレート動き/Ｄプ
レートと地球の内部

3
実習2．プレートと地球の活動の関係を調べる

【発展】プレートがすれ違う境界の様子を観察しよう

第２節　地震 Ａ地震の分布/Ｂ地震の発生と断層/
Ｃマグニチュードと震度/Ｄ地震波か
らわかること

4
【発展】衛星画像で断層を探そう

第３節
火山活動と火成岩の形
成

Ａマグマと火山の噴火/Ｂ火山噴出物
/Ｃ噴火の様式/Ｄ火山の分布/E火成
岩の産状/F鉱物/Ｇ火成岩の分類

4
【発展】火成岩の組織を観察しよう

(17)
探究活動(2)

3
【探究活動】
１．地震の発生と断層との関係を調べる
２．火山灰に含まれる鉱物を調べる

第１節 堆積岩とその形成 Ａ地表の変化/
Ｂ堆積岩とその分類

3
【発展】 堆積岩を観察しよう

第２節
地層と地質構造

Ａ地層/Ｂ不整合/Ｃ地質構造/Ｄ変成
岩とその形成/
Ｅ岩石サイクル

3
【発展】級化構造をつくる
実習3.地層の観察
【発展】地層中の記録を調べよう

第３節
地球の歴史の区分と化石

Ａ化石/Ｂ地層の対比/Ｃ地質
時代の区分

2
【発展】 フズリナの化石の観察

第１節
先カンブリア時代

Ａ冥王代/Ｂ太古代/Ｃ原生代 3

第２節 顕生代 Ａ古生代/Ｂ中生代/Ｃ新生代/
Ｄ大量絶滅

3

(16)
探究活動(2)

2
１．有孔虫化石を観察する
２．アンモナイトを調べる

第１節 大気圏 Ａ大気の組成/Ｂ気圧/
Ｃ大気圏の層構造

2
【発展】真空ポンプで水を吸い上げる
実習4．気温と高度の関係を考える

第２節 水と気象 Ａ地球表層の水/Ｂ雲の発生 1 【発展】洗剤を使ったシャボン玉の雲実験

第１節
地球のエネルギー収支

Ａ太陽放射エネルギー/
Ｂ地球のエネルギー収支

2

第２節
大気の大循環

Ａ熱の輸送/Ｂ空気にはたらく力と風/Ｃ高気圧と低
気圧/Ｄ大気の大循環 2 【発展】地表が受ける太陽放射量の緯度に

よる違い
第３節
海水の循環

Ａ海水/Ｂ海洋の層構造/Ｃ海流/Ｄ深
層の流れ/Ｅ海洋と気候 2

【発展】水の上下運動を観察しよう

第１節　日本の位置 Ａ偏西風の影響/Ｂ大陸と海の影響 1
第２節 冬から春の天気 Ａ冬の天気/Ｂ春の天気 1 【発展】高気圧や低気圧の移動速度

第３節 夏から秋の天気 Ａ梅雨/Ｂ夏の天気/Ｃ台風/Ｄ秋の天気 1 【発展】雲の移動と偏西風の観察

(14)
探究活動(2)

2
１．日射量の測定
２．新聞の気象データを読む

第１節
太陽系の天体

Ａ太陽系の姿/Ｂ惑星の特徴/Ｃ太
陽系の小天体

2
【発展】地球の特徴を考えよう

第２節
太陽系の誕生

Ａ惑星の誕生/
Ｂ生命を生み出す環境

1

第３節 太陽 Ａ太陽の概観/
Ｂ太陽の活動とエネルギー 3

【発展】太陽表面の観察
実習5．CDを使って分光器を作る

第１節 太陽と恒星 Ａ星の明るさと色 2 【発展】 星の明るさを調べよう

第２節 太陽の誕生と進化 Ａ太陽の誕生/Ｂ太陽の進化 2
第１節
銀河系とまわりの銀河

Ａ銀河系の構造/
Ｂ銀河系のまわりの銀河 1

【発展】「すばる」の観察
実習6．局部銀河群の銀河の分布を調べる

第２節 宇宙の姿 Ａ銀河の分布/Ｂ膨張する宇宙/
Ｃ宇宙の誕生

1
【発展】宇宙の泡構造を調べよう
【発展】宇宙の膨張について考えよう

(15)
探究活動(3)

3
１．月や惑星の表面を観察する
２．太陽黒点を観察する
３．銀河の分布を調べる

第１節
地球環境と人類

Ａ地球環境の変化の時間・空間ス
ケール/Ｂ自然の恩恵～資源～ 1

第２節
火山・地震災害と社会

Ａ火山と災害/Ｂ地震と災害/Ｃ火
山・地震の観測と防災・減災 1

第３節
気象災害と社会

Ａ冬から春の天気と災害/Ｂ夏から秋の天気と災害/
Ｃ気象の観測と予測 1

【発展】気象災害を調べよう
実習7．ハザードマップを読む

第４節
人間生活と地球環境の変化

Ａ地球規模の環境の変化/Ｂ地域的な
環境の変化

実習8．オゾンホールの面積の経年変化

(5) おわりに

合　計 70

第２章
恒星としての太陽
の進化（4）

第２章
地球と生命の進化
（6）

第２章
太陽放射と大気・
海水の運動(6)

第３章
日本の天気(3)

第１章
地球(4)

第１章
地球史の読み方
（8）

第１章
大気の構造(3)
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「地学」 単位数  ４単位 

学科・学年・学級 文理特進科 ３年３組 

 

         

１．学習の到達目標 １．日常生活や社会との関連を図りながら，宇宙の誕生から現在の地球に至るまでを時間的・空間的な

広がりの中でとらえる。 

２．地球や地球を取り巻く環境に対して目的意識をもって観察・実験を行い，地学的に探究する能力と

態度を育てる。 

３．地学の基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，地学的な見方や考え方を養う。 

 

 人類は、わずかなデータを組み合わせて考えることによって、地球の内部・宇宙の構造の解明に努力

してきた。そのことを踏まえ、前人の足跡をたどりながら地学がどのようにして、成り立ったのかを

学習する。 

２．学習のアドバ

イス 

１．授業では、話を真剣に聞き、わからない点があれば、すぐ質問し、解決すること。 

２．学習した内容を定着・発展させるために、授業の後には教科書とワークシートを見返し復習を行う

こと。 

３．定期考査前には、授業中に示したポイントを重点的に復習して練習問題を解きなおすこと。 

３．評価方法 定期考査評価，課題追求学習，課題プリント，宿題，豆テストへの取り組み状況などの割合評価  

使用教科書・副教

材等 

啓林館「地学」   

 

          

「地学」 単位数  ４単位 

学科・学年・学級 普通科 ３年５６組   

 

１．学習の到達目標 １．日常生活や社会との関連を図りながら，宇宙の誕生から現在の地球に至るまでを時間的・空間的な

広がりの中でとらえる。 

２．地球や地球を取り巻く環境に対して目的意識をもって観察・実験を行い，地学的に探究する能力と

態度を育てる。 

３．地学の基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，地学的な見方や考え方を養う。 

 

 人類は、わずかなデータを組み合わせて考えることによって、地球の内部・宇宙の構造の解明に努力

してきた。そのことを踏まえ、前人の足跡をたどりながら地学がどのようにして、成り立ったのかを

学習する。 

２．学習のアドバ

イス 

１．授業では、話を真剣に聞き、わからない点があれば、すぐ質問し、解決すること。 

２．学習した内容を定着・発展させるために、授業の後には教科書とワークシートを見返し復習を行う

こと。 

３．定期考査前には、授業中に示したポイントを重点的に復習して練習問題を解きなおすこと。 

３．評価方法 定期考査評価，課題追求学習，課題プリント，宿題，豆テストへの取り組み状況などの割合評価  

使用教科書・副教

材等 

啓林館「地学」   

 



「地学」 単位数  ４単位 

学科・学年・学級 文理特進科 ３年３組 

 

         

１．学習の到達目標 １．日常生活や社会との関連を図りながら，宇宙の誕生から現在の地球に至るまでを時間的・空間的な

広がりの中でとらえる。 

２．地球や地球を取り巻く環境に対して目的意識をもって観察・実験を行い，地学的に探究する能力と

態度を育てる。 

３．地学の基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，地学的な見方や考え方を養う。 

 

 人類は、わずかなデータを組み合わせて考えることによって、地球の内部・宇宙の構造の解明に努力

してきた。そのことを踏まえ、前人の足跡をたどりながら地学がどのようにして、成り立ったのかを

学習する。 

２．学習のアドバ

イス 

１．授業では、話を真剣に聞き、わからない点があれば、すぐ質問し、解決すること。 

２．学習した内容を定着・発展させるために、授業の後には教科書とワークシートを見返し復習を行う

こと。 

３．定期考査前には、授業中に示したポイントを重点的に復習して練習問題を解きなおすこと。 

３．評価方法 定期考査評価，課題追求学習，課題プリント，宿題，豆テストへの取り組み状況などの割合評価  

使用教科書・副教

材等 

啓林館「地学」   

 

          

「地学」 単位数  ４単位 

学科・学年・学級 普通科 ３年５６組   

 

１．学習の到達目標 １．日常生活や社会との関連を図りながら，宇宙の誕生から現在の地球に至るまでを時間的・空間的な

広がりの中でとらえる。 

２．地球や地球を取り巻く環境に対して目的意識をもって観察・実験を行い，地学的に探究する能力と

態度を育てる。 

３．地学の基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，地学的な見方や考え方を養う。 

 

 人類は、わずかなデータを組み合わせて考えることによって、地球の内部・宇宙の構造の解明に努力

してきた。そのことを踏まえ、前人の足跡をたどりながら地学がどのようにして、成り立ったのかを

学習する。 

２．学習のアドバ

イス 

１．授業では、話を真剣に聞き、わからない点があれば、すぐ質問し、解決すること。 

２．学習した内容を定着・発展させるために、授業の後には教科書とワークシートを見返し復習を行う

こと。 

３．定期考査前には、授業中に示したポイントを重点的に復習して練習問題を解きなおすこと。 

３．評価方法 定期考査評価，課題追求学習，課題プリント，宿題，豆テストへの取り組み状況などの割合評価  

使用教科書・副教

材等 

啓林館「地学」   

 



「地学基礎」シラバス（案） 

 

対象教科・科目 単位数 学年・学級 

地学基礎 ２ 2 年 356 組選択者 

使用教科書 使用副教材 

啓林館「地学基礎 改訂版」 啓林館「サンダイヤル Navi＆トレーニング地学基礎」

 

１ 学習の目標等 

学習の目標 日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心

を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，地学的に探究する能力

と態度を育てるとともに，地学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，

科学的な見方や考え方を養う。 

学習のねらい 

第１部 固体地球とその変動 活動する地球に関する探究活動を行い，その学習内容の理解を深めるとと

もに，地学的に探究する能力を高める。 

プレートの分布と運動及びプレート運動に伴う大地形の形成について理解

する。 

火山活動と地震の発生のしくみについて理解する。 

第２部 移り変わる地球 地層が形成される仕組みと地質構造について理解する。 

古生物の変遷と地球環境の変化について理解する。 

第３部 大気と海洋 大気の構造と地球全体のエネルギー収支について理解する。 

大気の大循環と海水の運動及びそれらによる地球規模の熱の輸送について

理解し，日本で見られる季節の気象について学ぶ。 

第４部 宇宙の構成 宇宙の誕生と地球の形成について観察，実習などを通して探究し，宇宙と

惑星としての地球の特徴を理解する。 

第５部 自然との共生 地球環境の変化を科学的に考察する。 

日本の自然環境を理解し，その恩恵や災害など自然環境と人間生活とのか

かわりについて考察する。 

 

２ 学習計画 

学
期 

学習項目(配当時数) 学習内容 活動・備考等 
考査
範囲

 第１部 固体地球とその変動 
(17) 

   

 

第１章 地球(4) 
第１節 地球の概観 

第２節 地球の内部構造 
 
 

地球の概観について学び，その
内部構造について理解する。 

やってみよう 
「地球の形と大きさにつ
いて調べる」 
発展 
「地球の形と重力」 
発展 
「アイソスタシー」 
発展 
「地震波の伝わり方から
わかる地球の内部構造」 
実習１－１． 
「岩石や金属の密度を測

第 
一 
学 
期 
中 
間 
考 
査 



「地学基礎」シラバス（案） 

 

定して地球の層構造を
考える」 

 第２章 活動する地球(11) 
第１節プレートテクトニクス

と地球の活動 

第２節 地震 

第３節 火山活動と火成岩の形

成 

プレートと地球の活動につい
て理解し，地震や火山活動，火
成岩の形成について学ぶ。 

実習１－２. 
「プレートと地球の活動
の関係を調べる」 

やってみよう 
「プレートがすれ違う境
界の様子を観察しよう」

発展 
「低速度層」 
発展 
「地震波トモグラフィー
とマントル対流」 

発展 
「地球内部の熱」 
やってみよう 
「衛星画像で断層を探そ
う」 

やってみよう 
「火成岩の組織を観察し
よう」 

発展 
「固溶体」 
発展 
「マグマの発生と分化」 

 

第 
一 
学 
期 
期 
末 
考 
査 

 探究活動の進め方 
探究活動(2) 

探究活動の仕方について学ぶ 
 

探究活動の進め方 
１．地震の発生と断層との
関係を調べる 

２．火山灰に含まれ 
る鉱物を調べる 

 第２部 移り変わる地球 (16)   

 第１章 地球史の読み方(8) 
第１節 堆積岩とその形成 

第２節 地層と地質構造 

第３節地球の歴史の区分と化

石 

堆積岩とその形成や地層と地
質構造について学び，地球の歴
史の組み立てについて理解す
る。 

やってみよう 
「堆積岩を観察しよう」 
やってみよう 
「級化構造をつくる」 
実習２－１. 
「地層の観察」 
やってみよう 
「地層中の記録を調べよ
う」 

発展 
「地層の広がりとその調
べ方」 

発展 
「変成作用と温度・圧力」
やってみよう 
「フズリナの化石の観察」
発展 
「放射性年代」 

 

第２章 地球と生命の進化(6) 
第１節 先カンブリア時代 

第２節 顕生代 

古生物の変遷と地球環境の変
化について理解し，先カンブリ
ア時代や顕生代について学ぶ。

発展 
「全球凍結と生物の進化」
発展 
「元素の同位体からわか
る過去の環境変動」 

第 
二 
学 
期 
中 
間 
考 
査 

 
探究活動(2)  １．有孔虫化石を観察する

２．アンモナイトを調べる



「地学基礎」シラバス（案） 

 

 第３部 大気と海洋 (14)   

第 
二 
学 
期 
中 
間 
考 
査 

 第１章 大気の構造(3) 
第１節 大気圏 

第２節 水と気象 

大気圏について理解し，水と気
象の関係を学ぶ。 

やってみよう 
「真空ポンプで水を吸い
上げる」 

発展 
「電離圏」 
実習３－１. 
「気温と高度の関係を考
える」 

発展 
「雲のできる高さ」 
発展 
「降水のしくみ」 
発展 
「大気の安定・不安定」 
 

 

第２章 太陽放射と大気・海洋
の運動(6) 

第１節 地球のエネルギー収支 

第２節 大気の大循環 

第３節 海水の循環 

地球全体のエネルギー収支に
ついて理解し，大気の大循環や
海水の循環について学ぶ。 

やってみよう 
「地表が受ける太陽放射
量の緯度による違い」 

発展 
「風の吹き方」 
発展 
「中緯度上空の西風」 
発展 
「海水の塩分の分布」 
やってみよう 
「水の上下運動を観察し
よう」 

 

 
第 
二 
学 
期 
期 
末 
考 
査 
 

 第３章 日本の天気(3) 
第 1節 日本の位置 

第２節 冬から春の天気 

第３節 夏から秋の天気 

日本で見られる冬から春，夏か
ら秋への季節の気象について
学ぶ。 

やってみよう 
「高気圧や低気圧の移動
速度」 

発展 
「フェーン現象」 
やってみよう 
「雲の移動と偏西風の観
察」 

 

 探究活動(2) 
 

 １．日射量の測定 
２．新聞の気象データを読
む 

 第４部 宇宙の構成 (15)   

 第１章 太陽系と太陽(6) 
第１節 太陽系の天体 

第２節 太陽系の誕生 

第３節 太陽 

太陽系の誕生について理解し，
太陽の表面の現象と太陽のエ
ネルギー源及び太陽系の天体
について学ぶ。 

やってみよう 
「地球の特徴を考えよう」
やってみよう 
「太陽表面の観察」 
発展 
「黒点数の周期的変化」 
発展 
「地球磁気圏とオーロラ」
実習４－１． 
「ＣＤを使って分光器を
作る」 

発展 
「太陽の温度・圧力とエネ
ルギー」 
 



「地学基礎」シラバス（案） 

 

 

第２章 恒星としての太陽の
進化(4) 

第１節 太陽と恒星 

第２節 太陽の誕生と進化 

恒星としての太陽の誕生と進
化を理解する。 

やってみよう 
「星の明るさを調べよう」
発展 
「恒星までの距離」 
発展 
「恒星の性質」 
発展 
「恒星の分類」 
発展 
「様々な恒星の寿命と終
末」 

第 
三 
学 
期 
期 
末 
考 
査 

 

第３章 銀河系と宇宙(2) 
第１節 銀河系とまわりの銀河 

第２節 宇宙の姿 

銀河系とまわりの銀河につい
て学び，宇宙の誕生と銀河の分
布について理解する。 

やってみよう 
「「すばる」の観察」 
発展 
「銀河系の渦巻き構造」 
実習４－２． 
「局部銀河群の銀河の分
布を調べる」 

やってみよう 
「宇宙の泡構造を調べよ
う」 

やってみよう 
「宇宙の膨張について考
えよう」 

発展 
「宇宙の初期が高温であ
った証拠」 

発展 
「宇宙が膨張している証
拠」 

 

探究活動(3)  １．月や惑星の表面を観察
する 

２．太陽黒点を観察する 
３．銀河の分布を調べる 

 第５部 自然との共生 (5)   

 
 

第１節 地球環境と人類 

第２節 火山・地震災害と社会 

第３節 気象災害と社会 

第４節 人間生活と地球環境の

変化 

おわりに 

地球環境に及ぼす人間活動の
影響について理解し，日本の自
然災害と防災について学ぶ。 

やってみよう 
「気象災害を調べよう」 
実習５－１． 
「ハザードマップを読む」
実習５－２． 
「オゾンホールの面積の
経年変化」 

３ 評価方法とその観点 

評 価 方 法 

●下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(関心・意欲・態度，思考・判断，観察・実験の技能・表現， 
知識・理解)に評価します。各学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。 

(1)授業への取り組み 
授業に対する姿勢，学習態度，地学への関心等で判断する。評価の観点のうち，特に関心・意欲・態度の項
目を評価する。 
(2)ノートの記載内容 
授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。 
(3)観察・実験等 
観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などか
ら評価する。評価の観点のうち，思考・判断，観察・実験の技能・表現に関する配分が大きい。 
(4)教科書・問題集の問題 
各問題への取り組み，取り組んだ内容から評価する。 
(5)中間・定期考査 



「地学基礎」シラバス（案） 

 

学習内容に合わせて問題を出題する。評価の観点のうち，思考・判断，知識・理解に関する配分がもっとも
大きい。 

 

４ 学習のアドバイス等 

１ 日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，そのしくみについて考える態度をもつこと。 
２ 疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。 
３ 学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。 

 

 



令和元年度　年間学習指導計画
担当者：棚原　章夫／溝渕　忍

部 章 節 項目 時間 実験・観察等
第１節　地球の概観 Ａ固体地球の表面/Ｂ地球の形 3 【発展】エラトステネスの実証

第２節　地球の内部構造 Ａ地殻とマントル/Ｂ核
4

実習1．岩石や金属の密度を測定して
地球の層構造を考える

第２章
活動する地球(11)

第１節
プレートテクトニクスと地球の活動

Ａプレートテクトニクス/Ｂプレート
境界と大地形/Ｃプレート動き/Ｄプ
レートと地球の内部

4
実習2．プレートと地球の活動の関係を調べる

【発展】プレートがすれ違う境界の様子を観察しよう

第２節　地震 Ａ地震の分布/Ｂ地震の発生と断層/
Ｃマグニチュードと震度/Ｄ地震波か
らわかること

4
【発展】衛星画像で断層を探そう

第３節
火山活動と火成岩の形
成

Ａマグマと火山の噴火/Ｂ火山噴出物
/Ｃ噴火の様式/Ｄ火山の分布/E火成
岩の産状/F鉱物/Ｇ火成岩の分類

6
【発展】火成岩の組織を観察しよう

(17)
探究活動(2)

4
【探究活動】
１．地震の発生と断層との関係を調べる
２．火山灰に含まれる鉱物を調べる

第１節 堆積岩とその形成 Ａ地表の変化/
Ｂ堆積岩とその分類

4
【発展】 堆積岩を観察しよう

第２節
地層と地質構造

Ａ地層/Ｂ不整合/Ｃ地質構造/Ｄ変成
岩とその形成/
Ｅ岩石サイクル

4
【発展】級化構造をつくる
実習3.地層の観察
【発展】地層中の記録を調べよう

第３節
地球の歴史の区分と化石

Ａ化石/Ｂ地層の対比/Ｃ地質
時代の区分

4
【発展】 フズリナの化石の観察

第１節
先カンブリア時代

Ａ冥王代/Ｂ太古代/Ｃ原生代 3

第２節 顕生代 Ａ古生代/Ｂ中生代/Ｃ新生代/
Ｄ大量絶滅

3

(16)
探究活動(2)

4
１．有孔虫化石を観察する
２．アンモナイトを調べる

第１節 大気圏 Ａ大気の組成/Ｂ気圧/
Ｃ大気圏の層構造

3
【発展】真空ポンプで水を吸い上げる
実習4．気温と高度の関係を考える

第２節 水と気象 Ａ地球表層の水/Ｂ雲の発生 2 【発展】洗剤を使ったシャボン玉の雲実験

第１節
地球のエネルギー収支

Ａ太陽放射エネルギー/
Ｂ地球のエネルギー収支

3

第２節
大気の大循環

Ａ熱の輸送/Ｂ空気にはたらく力と風/Ｃ高気圧と低
気圧/Ｄ大気の大循環 3 【発展】地表が受ける太陽放射量の緯度に

よる違い
第３節
海水の循環

Ａ海水/Ｂ海洋の層構造/Ｃ海流/Ｄ深
層の流れ/Ｅ海洋と気候 3

【発展】水の上下運動を観察しよう

第１節　日本の位置 Ａ偏西風の影響/Ｂ大陸と海の影響 2
第２節 冬から春の天気 Ａ冬の天気/Ｂ春の天気 2 【発展】高気圧や低気圧の移動速度

第３節 夏から秋の天気 Ａ梅雨/Ｂ夏の天気/Ｃ台風/Ｄ秋の天気 2 【発展】雲の移動と偏西風の観察

(14)
探究活動(2)

3
１．日射量の測定
２．新聞の気象データを読む

第１節
太陽系の天体

Ａ太陽系の姿/Ｂ惑星の特徴/Ｃ太
陽系の小天体

3
【発展】地球の特徴を考えよう

第２節
太陽系の誕生

Ａ惑星の誕生/
Ｂ生命を生み出す環境

2

第３節 太陽 Ａ太陽の概観/
Ｂ太陽の活動とエネルギー 4

【発展】太陽表面の観察
実習5．CDを使って分光器を作る

第１節 太陽と恒星 Ａ星の明るさと色 3 【発展】 星の明るさを調べよう

第２節 太陽の誕生と進化 Ａ太陽の誕生/Ｂ太陽の進化 3
第１節
銀河系とまわりの銀河

Ａ銀河系の構造/
Ｂ銀河系のまわりの銀河 3

【発展】「すばる」の観察
実習6．局部銀河群の銀河の分布を調べる

第２節 宇宙の姿 Ａ銀河の分布/Ｂ膨張する宇宙/
Ｃ宇宙の誕生

3
【発展】宇宙の泡構造を調べよう
【発展】宇宙の膨張について考えよう

(15)
探究活動(3)

4
１．月や惑星の表面を観察する
２．太陽黒点を観察する
３．銀河の分布を調べる

第１節
地球環境と人類

Ａ地球環境の変化の時間・空間ス
ケール/Ｂ自然の恩恵～資源～ 2

第２節
火山・地震災害と社会

Ａ火山と災害/Ｂ地震と災害/Ｃ火
山・地震の観測と防災・減災 2

第３節
気象災害と社会

Ａ冬から春の天気と災害/Ｂ夏から秋の天気と災害/
Ｃ気象の観測と予測 2

【発展】気象災害を調べよう
実習7．ハザードマップを読む

第４節
人間生活と地球環境の変化

Ａ地球規模の環境の変化/Ｂ地域的な
環境の変化

実習8．オゾンホールの面積の経年変化

(5) おわりに

合　計 105

第２章
恒星としての太陽
の進化（4）

第２章
地球と生命の進化
（6）

第２章
太陽放射と大気・
海水の運動(6)

第３章
日本の天気(3)

第１章
地球(4)

第１章
地球史の読み方
（8）

第１章
大気の構造(3)

4

第
1
部
　
固
体
地
球
と
そ
の
変
動

第１章
太陽系と太陽
（6）

第３章
銀河系と宇宙(2)

第
５
部
 
自
然
と
の

共
生

第
４
部
　
宇
宙
の
構
成

第
３
部
　
大
気
と
海
洋

第
2
部
　
移
り
変
わ
る
地
球
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物理シラバス 

 

科目名     物理 

 

 

単   位   数 ４  単 位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 普通科   ３学年   ３５６組 

 

 

 

学 習 の 到 達 目 標          

 

 

 

１．物理的な事物・現象に対する探究心を高める。 

２．目的意識をもって観察・実験などを行い，物理的に探究する能力と態度を身につける。 

３．物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な自然観を身につける。 

４．科学技術の在り方について意思決定するために必要な科学的な見方や考え方を身につけ

る。 
使用教科書･副教材等 

 

・第一学習社 物理 

 
１．学習の内容 
 

学  習  内  容 
 

学   習   の   ね   ら   い 

第１編 力と運動 

１章 剛体にはたらく力

のつり合い 

２章 さまざまな運動①

平面上の運動と放物運動

３章 さまざまな運動②

円運動と万有引力 

４章 さまざまな運動③

単振動 

５章 運動量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２編 熱 

１章 気体分子の運動と

圧力 

２章 気体の状態変化 

 

 

 

 

 

大きさのある物体にはたらく力のつり合いについて理解する。 
 
平面内で剛体にはたらく力と力のモーメントがつり合う条件について，実験を通して理
解する。また，日常生活とのかかわりの中で，防災などの観点から，物体の重心，関連
して物体が転倒しない条件などについて理解する。 
 
平面内を運動する物体の運動について理解する。 
平面内の運動を表す変位，速度，加速度がベクトルで表されることを理解する。また，
平面内の運動の合成速度，相対速度について理解する。 
斜方投射された物体の運動について理解する。 
簡単な投射装置を用いた実験などを行い，斜方投射された物体の運動は曲線運動であり
，鉛直方向と水平方向に運動を分解して解析できることを理解する。また，速さに比例
する抵抗力として空気抵抗を受けるときの力と運動の関係について理解する。 
円運動をする物体の様子を表す方法やその物体に働く力などについて理解する。 
円運動する物体の様子を表す方法やその物体に働く力として，等速円運動の速度，周期
，角速度，向心加速度及び向心力について理解する。また，観測者が加速度運動をする
ときの慣性力や円運動での遠心力について理解する。 
単振動をする物体の様子を表す方法やその物体に働く力などについて理解する。 
観察や実験，作図などによって単振動と等速円運動を関連付けて理解する。また，単振
動をする物体の位置，速度，加速度の表し方を学び，ばね振り子と単振り子を例にして
，単振動をする物体には変位に比例する大きさの復元力が働くことを理解する。運動量
と力積の関係について理解する。 
運動量と力積がベクトルで表される量であり，物体の運動量の変化が物体に働く力積に
等しいことを理解する。 
物体の衝突や分裂における運動量の保存について理解する。 
２台の台車などを用いた衝突や分裂の実験をそれぞれの台車の質量などを変えて行い，
運動量保存の法則が成り立つことを理解する。 
衝突におけるはね返りについて理解する。 
いろいろな材質の球を床や机に垂直に落下させてはね返る 
高さを調べる実験を行い，はね返り係数について理解する。また，弾性衝突と非弾性衝
突を取り上げ，物体が衝突する際の力学的エネルギーの減少について，はね返り係数と
関連させて理解する。 
 
 
気体分子の運動と圧力の関係を理解する。 
 
理想気体について，ボイルの法則やシャルルの法則を含めた気体の状態方程式を理解す
る。また，気体分子の速さや平均の運動エネルギーと気体の圧力，絶対温度（熱力学温
度）の関係について理解する。 
気体の内部エネルギーについて，気体の分子運動と関連付けて理解する。 
理想気体について，内部エネルギーが絶対温度に比例することを理解する。 
気体の状態変化における熱，仕事及び内部エネルギーの関係について理解する。 
等圧変化（定圧変化）などの気体の状態変化において，内部エネルギーを含めたエネル
ギー保存の法則として熱力学第１則が成り立つことを理解する。 
熱機関とその熱効率，及び熱現象の不可逆性について学び，エネルギーの有効利用につ
いての理解を深める。また，熱力学第２則について理解する。 
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第３編 波 

１章 波の性質 

２章 音 

３章 光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４編 電気と磁気 

１章 電界と電位 

２章 電流 

３章 電流と磁界 

４章 電磁誘導と電磁波 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５編 原子 

１章 電子と光 

  

  

 

 

波の伝わり方とその表し方について理解する。 
波の伝わり方として，ホイヘンスの原理，反射・屈折及び屈折率について理解する。ま
た，波の表し方として，波の式及び位相について理解する。 
波の干渉と回折について理解する。 
水波実験器などを用いた水面波の観察を通して，波の回折や干渉の性質について理解す
る。 
音の干渉と回折について理解する。 
実験などを通して，音の干渉，回折，及び屈折について理解する。また，いろいろな楽
器の原理について統一的に理解する。 
音のドップラー効果について理解する。 
音源や観測者が同一直線上を動いているときに観測される 
ドップラー効果について理解する。また，音源が音速以上の速さで動いているときに起
こる現象についても理解する。 
中学校での学習を発展させ，光の伝わり方について理解を深める。 
 光の反射，屈折，分散，偏光，速さ，波長などについて，観察，実験を通して理解す
る。 
光の回折と干渉について理解する。 
 ヤングの実験，回折格子及び薄膜の干渉などの観察，実験を通して，光の回折，干渉
，光路長，反射による位相のずれについて理解する。また，偏光板やプリズムを用いた
光の観察などを通して，光は横波であることや，光のスペクトルについて理解する。 
 鏡とレンズの幾何光学的な性質として，凹面鏡や単一レンズの焦点の存在や光の進路
の規則性について理解する。 
電荷が相互に及ぼし合う力や電界（電場）の表し方について理解する。 
 
 
摩擦帯電や箔検電器の実験，電界の様子の観察などを通して，電荷が相互に及ぼし合う
力，電気量の保存，電界の性質，電気力線について理解する。 
電界と電位の関係について理解する。 
導電性の紙を使って等電位線を調べる実験などを通して，電荷の移動と仕事の関係，電
界と電位の関係，及び電位の基準点について理解する。 
電界中の物体の様子やその内外の電界について理解する。 
箔検電器などの実験を通して，静電誘導，静電遮蔽（シールド），誘電分極について理
解する。 
コンデンサーの性質について理解する。 
コンデンサーの放電などの実験を通して，充電と放電，電気容量，空気中に置かれた平
行板コンデンサーなどの基本的な性質について理解する。また，コンデンサーの接続に
おける合成容量や，電気容量と誘電体との関係について理解する。 
中学校での学習を発展させ，電気回路について理解を深める。 
電池の起電力と内部抵抗の測定や，ホイートストンブリッジによる抵抗値の測定などを
通して，キルヒホッフの法則，抵抗率の温度変化，電球の電流特性などについて理解す
る。また，コンデンサーを含む電気回路や，半導体の特性について理解する。 
中学校での学習を発展させ，電流がつくる磁界について理解を深める。 
観察，実験を通して，直線電流のまわり，円形電流の中心，ソレノイドの内部にできる
磁界について理解する。 
中学校での学習を発展させ，電流が磁界から受ける力について理解を深める。 
観察，実験を通して，電流が磁界から受ける力を表す式やローレンツ力について理解す
る。 
中学校での学習を発展させ，電磁誘導と交流について理解を深める。 
コイルを貫く磁束が変化するとき及び導線が磁束を横切るときに生じる誘導起電力，自
己誘導，相互誘導，うず電流，交流発電機の仕組みなどについて理解する。 
交流について理解を深める。 
交流回路におけるコンデンサーやコイルのリアクタンス，抵 
抗とコンデンサーとコイルを直列につないだ回路のインピーダンスについて理解する。 
電磁波の性質とその利用について理解する。 
ヘルツの実験の再現などの実験を通して，電磁波の基本的な性質，電気振動，電磁波の
発生，及び電波の利用について理解する。 
 
 
真空放電などの実験を通して，電子の比電荷，電気素量について理解する。 
電子や光の粒子性と波動性について理解する。 
プランク定数の測定などの実験を通して，光電効果，光量子仮説，電子線回折，物質波
について理解する。また，Ｘ線の性質や利用について理解する。 
原子の構造及びスペクトルと電子のエネルギー準位の関係について理解する。 
α粒子の散乱実験などの科学史を通して，原子の構造について理解する。また，水素原
子のスペクトルの観察などを通して，スペクトルの波長に規則性があることや，ボーア
の原子モデルなどを学び，原子が出す光のスペクトルと電子のエネルギー準位の関係に
ついて理解する。 
原子核の構成，原子核の崩壊及び核反応について理解する。 
原子核の構成，原子核の崩壊，半減期，核分裂，核融合，原子核反応を扱い，質量とエ
ネルギーの等価性，及び原子力発電のしくみについて理解する。また，原子力発電所の
事故に触れながら，原子力の利用とそのリスクについて考察する。 
素粒子の存在について知る。 
クォークとレプトンなどの素粒子の存在，及び４つの基本的な力（強い力，電磁気力，
弱い力，重力）などについて理解する。 
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２．評価方法 

・定期考査による評価  

 

３．学習方法 

・ 教科書の内容を理解しやすくまとめ、その要点を簡潔に表して板書する。また、演示実験や生徒による実験を 

  多く取り入れ、物理現象を身近なこととしてとらえることができるようにする。 

・ 黒板による説明だけではなく、実験を通して科学的な理解を踏まえながら学習する。 

・ 最新の教育機器の活用を積極的に行う。 

・ 確認テスト等のプリント問題を適宜実施する。 
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物理 年間指導計画 

科目名       物理 

単   位   数 ４  単 位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 普通科   ３学年    ３５６組 

 

学 習 の 到 達 目 標          

１．物理的な事物・現象に対する探究心を高める。 
２．目的意識をもって観察・実験などを行い，物理的に探究する能力と態度を身につける。 
３．物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な自然観を身につける。 
４．科学技術の在り方について意思決定するために必要な科学的な見方や考え方を身につける。

使用教科書･副教材等 ・東京書籍 物理（３年１・２組，３組，５・６組） 

 

  
月 
 

 
学  習  内  容 

 

 
学   習   の   ね   ら   い 

 

 
課題･提出
物等 

 
考
査

１
学
期 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 
第１編 力と運動 

１章 剛体には 

たらく力のつり合い（5） 

 
大きさのある物体にはたらく力のつり合いについて理解する。 
 
平面内で剛体にはたらく力と力のモーメントがつり合う条件につい
て，実験を通して理解する。また，日常生活とのかかわりの中で，
防災などの観点から，物体の重心，関連して物体が転倒しない条件
などについて理解する。 
 
平面内を運動する物体の運動について理解する。 
平面内の運動を表す変位，速度，加速度がベクトルで表されること
を理解する。また，平面内の運動の合成速度，相対速度について理
解する。 
 
斜方投射された物体の運動について理解する。 
簡単な投射装置を用いた実験などを行い，斜方投射された物体の運
動は曲線運動であり，鉛直方向と水平方向に運動を分解して解析で
きることを理解する。また，速さに比例する抵抗力として空気抵抗
を受けるときの力と運動の関係について理解する。 
円運動をする物体の様子を表す方法やその物体に働く力などについ
て理解する。 
 
円運動する物体の様子を表す方法やその物体に働く力として，等速
円運動の速度，周期，角速度，向心加速度及び向心力について理解
する。また，観測者が加速度運動をするときの慣性力や円運動での
遠心力について理解する。 

 
 
 
プリント 
実験ノート
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
１
学
期
中
間
考
査
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 
２章 さまざまな運動①

平面上の運動と放物運動

（5）  

３章 さまざまな運動②

円運動と万有引力（7） 

６ ４章 さまざまな運動③
単振動（5） 

単振動をする物体の様子を表す方法やその物体に働く力などについ
て理解する。 
 
観察や実験，作図などによって単振動と等速円運動を関連付けて理
解する。また，単振動をする物体の位置，速度，加速度の表し方を
学び，ばね振り子と単振り子を例にして，単振動をする物体には変
位に比例する大きさの復元力が働くことを理解する。運動量と力積
の関係について理解する。 
 

 
 
 

1

学
期
期
末
考
査 
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 ７ ５章 運動量（8） 運動量と力積がベクトルで表される量であり，物体の運動量の変化
が物体に働く力積に等しいことを理解する。 
 
物体の衝突や分裂における運動量の保存について理解する。 
 
２台の台車などを用いた衝突や分裂の実験をそれぞれの台車の質量
などを変えて行い，運動量保存の法則が成り立つことを理解する。 
 
衝突におけるはね返りについて理解する。 
 
いろいろな材質の球を床や机に垂直に落下させてはね返る 
高さを調べる実験を行い，はね返り係数について理解する。また，
弾性衝突と非弾性衝突を取り上げ，物体が衝突する際の力学的エネ
ルギーの減少について，はね返り係数と関連させて理解する。 
 

 

1
学
期
期
末
考
査

２
学
期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 
第２編 熱 

１章 気体分子の運動と

圧力（5） 

 

 

２章 気体の状態変化

（7） 

気体分子の運動と圧力の関係を理解する。 
 
理想気体について，ボイルの法則やシャルルの法則を含めた気体の
状態方程式を理解する。また，気体分子の速さや平均の運動エネル
ギーと気体の圧力，絶対温度（熱力学温度）の関係について理解す
る。 
 
気体の内部エネルギーについて，気体の分子運動と関連付けて理解
する。 
 
理想気体について，内部エネルギーが絶対温度に比例することを理
解する。 
 
気体の状態変化における熱，仕事及び内部エネルギーの関係につい
て理解する。 
 
等圧変化（定圧変化）などの気体の状態変化において，内部エネル
ギーを含めたエネルギー保存の法則として熱力学第１則が成り立つ
ことを理解する。 
 
熱機関とその熱効率，及び熱現象の不可逆性について学び，エネル
ギーの有効利用についての理解を深める。また，熱力学第２則につ
いて理解する。 
 

  

２
学
期
中
間
考
査
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10 
第３編 波 

 １章 波の性質（5） 

  

 ２章 音（6） 

 

 ３章 光（9） 

波の伝わり方とその表し方について理解する。 
 
波の伝わり方として，ホイヘンスの原理，反射・屈折及び屈折率に
ついて理解する。また，波の表し方として，波の式及び位相につい
て理解する。 
 
波の干渉と回折について理解する。 
 
水波実験器などを用いた水面波の観察を通して，波の回折や干渉の
性質について理解する。 
 
音の干渉と回折について理解する。 
 
実験などを通して，音の干渉，回折，及び屈折について理解する。
また，いろいろな楽器の原理について統一的に理解する。 
 
音のドップラー効果について理解する。 
 
音源や観測者が同一直線上を動いているときに観測される 
ドップラー効果について理解する。また，音源が音速以上の速さで
動いているときに起こる現象についても理解する。 
 
中学校での学習を発展させ，光の伝わり方について理解を深める。 
 光の反射，屈折，分散，偏光，速さ，波長などについて，観察，
実験を通して理解する。 
 
光の回折と干渉について理解する。 
 ヤングの実験，回折格子及び薄膜の干渉などの観察，実験を通し
て，光の回折，干渉，光路長，反射による位相のずれについて理解
する。また，偏光板やプリズムを用いた光の観察などを通して，光
は横波であることや，光のスペクトルについて理解する。 
 鏡とレンズの幾何光学的な性質として，凹面鏡や単一レンズの焦
点の存在や光の進路の規則性について理解する。 
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11 
第４編 電気と磁気 

１章 電界と電位（12） 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 電流（7） 

  

 

 

電荷が相互に及ぼし合う力や電界（電場）の表し方について理解す
る。 
 
摩擦帯電や箔検電器の実験，電界の様子の観察などを通して，電荷
が相互に及ぼし合う力，電気量の保存，電界の性質，電気力線につ
いて理解する。 
 
電界と電位の関係について理解する。 
 
導電性の紙を使って等電位線を調べる実験などを通して，電荷の移
動と仕事の関係，電界と電位の関係，及び電位の基準点について理
解する。 
 
電界中の物体の様子やその内外の電界について理解する。 
 
箔検電器などの実験を通して，静電誘導，静電遮蔽（シールド），
誘電分極について理解する。 
 
コンデンサーの性質について理解する。 
 
コンデンサーの放電などの実験を通して，充電と放電，電気容量，
空気中に置かれた平行板コンデンサーなどの基本的な性質について
理解する。また，コンデンサーの接続における合成容量や，電気容
量と誘電体との関係について理解する。 
 
中学校での学習を発展させ，電気回路について理解を深める。 
電池の起電力と内部抵抗の測定や，ホイートストンブリッジによる
抵抗値の測定などを通して，キルヒホッフの法則，抵抗率の温度変
化，電球の電流特性などについて理解する。また，コンデンサーを
含む電気回路や，半導体の特性について理解する。 
 
中学校での学習を発展させ，電流がつくる磁界について理解を深め
る。 
観察，実験を通して，直線電流のまわり，円形電流の中心，ソレノ
イドの内部にできる磁界について理解する。 

 ２
学
期
期
末
考
査

12 
３章 電流と磁界（9） 

  

４章 電磁誘導と電磁波

（14） 

中学校での学習を発展させ，電流が磁界から受ける力について理解
を深める。 
観察，実験を通して，電流が磁界から受ける力を表す式やローレン
ツ力について理解する。 
 
中学校での学習を発展させ，電磁誘導と交流について理解を深める。 
コイルを貫く磁束が変化するとき及び導線が磁束を横切るときに生
じる誘導起電力，自己誘導，相互誘導，うず電流，交流発電機の仕
組みなどについて理解する。 
交流について理解を深める。 

 
交流回路におけるコンデンサーやコイルのリアクタンス，抵 
抗とコンデンサーとコイルを直列につないだ回路のインピーダンス
について理解する。 
電磁波の性質とその利用について理解する。 
ヘルツの実験の再現などの実験を通して，電磁波の基本的な性質，
電気振動，電磁波の発生，及び電波の利用について理解する。 
 
電気や磁気に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めるとと
もに，物理学的に探究する能力を高める。 

 学
年
末
考
査

３
学
期 

１ 
 
 
 
 
２ 
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第５編 原子 

１章 電子と光（6） 

  

電子の発見に関する歴史的な実験にも触れながら，電子の電荷と質
量について理解する。 
真空放電などの実験を通して，電子の比電荷，電気素量について理
解する。 
電子や光の粒子性と波動性について理解する。 
プランク定数の測定などの実験を通して，光電効果，光量子仮説，
電子線回折，物質波について理解する。また，Ｘ線の性質や利用に
ついて理解する。 
原子の構造及びスペクトルと電子のエネルギー準位の関係について
理解する。 
α粒子の散乱実験などの科学史を通して，原子の構造について理解
する。また，水素原子のスペクトルの観察などを通して，スペクト
ルの波長に規則性があることや，ボーアの原子モデルなどを学び，
原子が出す光のスペクトルと電子のエネルギー準位の関係について
理解する。 
原子核の構成，原子核の崩壊及び核反応について理解する。 
原子核の構成，原子核の崩壊，半減期，核分裂，核融合，原子核反
応を扱い，質量とエネルギーの等価性，及び原子力発電のしくみに
ついて理解する。また，原子力発電所の事故に触れながら，原子力
の利用とそのリスクについて考察する。 
素粒子の存在について知る。 
クォークとレプトンなどの素粒子の存在，及び４つの基本的な力（強
い力，電磁気力，弱い力，重力）などについて理解する。 

 
 評  価  方  法 

・定期考査による評価 

 
 学  習  方   法 

・ 教科書の内容を理解しやすくまとめ、その要点を簡潔に表して板書する。また、演示実験や生徒による実験を 
  多く取り入れ、物理現象を身近なこととしてとらえることができるようにする。 
・ 黒板による説明だけではなく、実験を通して科学的な理解を踏まえながら学習する。 
・ 最新の教育機器の活用を積極的に行う。 
・ 確認テスト等のプリント問題を適宜実施する。 
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物理基礎シラバス 

 

 科目名    物理基礎 

 

単   位   数 ３  単 位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 

 

普通科    ２学年   ３５６ 組 

 

 

 

学 習 の 到 達 目 標          

 

 

・物体にはたらく力や物体の運動と力の関係を学習し、運動方程式とその立て方を習得す 

 る。また、仕事とエネルギーを定義し、力学的エネルギー、熱、電気エネルギーなどが 

 相互に変換されるしくみを学習する。 

・波の特徴である反射・屈折・回折などの諸現象を学習し、波の基本的な性質を理解する。

・生活に欠かせない電気の基本的な内容を学習する。 

使用教科書･副教材等 ・第一学習社 高等学校改訂新物理基礎 

・改訂ネオパルノート物理基礎 
 
１．学習の内容 
 

学  習  内  容 
 

学   習   の   ね   ら   い 

序章 物理量の測定と扱

い方 

・物理量，数値，数式のそれぞれの表し方を理解する。
・誤差と有効数字を理解し，測定値の計算に取り組む。 
 

第Ⅰ章 力と運動 

第１節 物体の運動 

 

 

第２節 力と運動の法則 

 

 

 

 

 
 
・物体の変位や速度などの表し方について，直線運動を中心に理解する。直線上を運動
している物体の合成速度や相対速度についても扱う。 
・直線運動を中心に物体の加速度を理解する。 
・物体が空中を落下するときの運動を調べ，その特徴を理解する。 
 
 
・中学校の学習内容を復習し，観察や実験を通して，物体にさまざまな力がはたらくこ
とを理解する。 
・中学校の学習内容を発展させ，物体にはたらく力の合成・分解をベクトルで扱い，力
のつりあいについて理解を深める。 
・運動の第１，第２法則について実験をもとに理解して，運動の第３法則を扱い，つり
あう２力との違いを理解する。 
・運動方程式の立て方を学習し，鉛直方向の運動，斜面上の運動などを，運動方程式を
用いて解析する。 

第Ⅱ章 エネルギー 

第１節 仕事と力学的エ

ネルギー 

 

 

 

第２節 熱とエネルギー 

 
 
・日常で使う仕事と，物理で使う仕事の意味の違いを理解し，仕事量の求め方を理解す
る。 
・運動する物体がもつエネルギーと，仕事との関係を理解する。 
・位置エネルギーについて理解し，物体がされる仕事との関係を理解する。 
・重力や弾性力だけから仕事をされた場合，力学的エネルギーが保存されることを理解
する。 
・摩擦力がする仕事の量が，力学的エネルギーの減少分に相当することを理解する。 
 
 
・温度の概念を学習し，セルシウス温度と絶対温度の関係を理解する。 
・熱量と物体の温度変化との関係を理解する。 
・仕事が熱に変化するようすを観察し，熱とエネルギーの関係を理解する。 
・可逆変化と不可逆変化，熱機関を学習し，エネルギー保存の法則を理解する。 
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第Ⅲ章 波動 

第１節 波の性質 

 

第２節 音波 

 
 
・周期的に振動する波について，波の速さ，周期，振動数などの関係を理解する。 
・波の重ねあわせを学習し，波の独立性を理解する。 
・定常波ができるようすや，波が反射するときのしくみを理解する。 
 
・音が波であることを学習し，反射，うなりなどの現象を理解する。 
・物体には固有振動があることを学習し，弦の共振，気柱の共鳴について理解する。 

第Ⅳ章 電気 

第１節 電荷と電流 

 

第２節 電流と磁場 

 

 

第３節 エネルギーとそ

の利用 

 
 
・日常生活と密着な関わりのある電気の性質を理解する。 
・抵抗に流れる電流と電圧の関係を理解する。 
 
 
・電流と仕事の関係，発生する熱量について理解する。 
・電流と磁場の関係，それを利用したモーター，発電機のしくみを理解する。 
・直流電流と交流電流の特徴と性質について理解する。 
 
 
・太陽エネルギーの直接，間接的な利用を学習し，エネルギーの流れと，問題点や対策
を理解する。 
・原子と原子核，放射線，原子力エネルギーを学習し，核エネルギーの利用について理
解する。 

 

２．評価方法 

・定期考査による評価  

 

３．学習方法 

・ 教科書の内容を理解しやすくまとめ、その要点を簡潔に表して板書する。また、演示実験や生徒による実験を 

  多く取り入れ、物理現象を身近なこととしてとらえることができるようにする。 

・ 黒板による説明だけではなく、実験を通して科学的な理解を踏まえながら学習する。 

・ 最新の教育機器の活用を積極的に行う。 

・ 確認テスト等のプリント問題を適宜実施する。 

 



物理基礎 年間指導計画 

 

科目 物理基礎 単位 ３ 学年 ２年 ３・５・６組 

使用教科書 高等学校 改訂 新物理基礎 (第一学習社) 副教材等 改訂 ネオパルノート物理基礎 (第一学習社) 

 

学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動とさまざまなエネルギーへの関心を高め，目的意識をもっ

て観察・実験を行い，物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則

を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

・物理学と日常生活や社会との関連についての重要性に気付かせ，物体の運動など，身近な物理現象やエネル

ギーへの関心を高める。 

・ 物理学的に探究する能力と態度を育成し，物理学の基本的な概念や原理・法則を理解する。 

・身近で物理学的な事物・現象を物理学的に解釈し，また，物理がかかわる問題に直面したときに，自分の力

で解決する方法を見出す能力と態度を育む。 

・ 身近に見られる物理現象の背後に原理・法則が存在することを理解し，それらを日常生活や社会の中で活用

する能力と態度を養う。 

 

 

月 学習項目 学習内容(ねらい) 評価方法 
4 序章 物理量の測定と扱い方   

  ・ 物理量，数値，数式のそれぞれの表し方を理解する。 
・ 誤差と有効数字を理解し，測定値の計算に取り組む。 
(1) 物理の基礎となる内容について，意欲的に学習しようとする。 

(2) 誤差が生じる原因を理解し，有効数字の桁数を考えることができる。 
(3) 教科書の長さを複数名で測定し，誤差が生じることを確認する。 
(4) 有効数字の意味を理解し，測定値の計算ができる。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 

 第Ⅰ章 力と運動   

 

 

 

 

5 

第 1 節 物体の運動 

①速さと等速直線運動 

②変位と速度 

③速度の合成・相対速度 

④加速度 

⑤等加速度直線運動 

⑥重力加速度と自由落下 

⑦鉛直投げおろし・鉛直

投げ上げ 

⑧水平投射・斜方投射 

・ 物体の変位や速度などの表し方について，直線運動を中心に理解する。直線

上を運動している物体の合成速度や相対速度についても扱う。 

・ 直線運動を中心に物体の加速度を理解する。 

・ 物体が空中を落下するときの運動を調べ，その特徴を理解する。 

(1) 物体の運動を表すにはどのような方法があるか，科学的に理解する意欲を

もって学習に取り組む。 

(2) 変位・速度・加速度の関係について，科学的に理解する意欲をもって学習

に取り組む。 

(3) 物体が落下するときのようすなどに関心をもち，それらの現象を物理的に

考えようとする。 

(4) 物体の運動を表す変位や速度を，その公式からとらえ，考えることができ

る。 

(5) 等加速度直線運動の加速度を，その公式からとらえ，考えることができる。 

(6) 連続写真などから，落下する物体の加速度を考えることができる。 

(7) 一定距離を走った時間を測定し，平均の速さを計算する。 

(8) 速度と時間の関係から加速度を求め，自動車の各瞬間における加速度を調

べる。 

(9) 自由落下の特徴を踏まえ，物体の落下距離を測定すると，落下時間を計算

できることを確認する。 

(10) 水平投射の鉛直方向の運動が自由落下と同じになることを確認する。 

(11) 物体の運動に関する基本的な公式を理解する。 

(12) 速度の合成や，相対速度の公式を理解する。 

(13) 加速度に関する基本的な公式を理解する。 

(14) 等加速度直線運動の公式を理解する。 

(15) 落下する物体の運動は，鉛直下向きに一定の加速度をもつ運動であるこ

とを理解する。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 

6 
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第 2 節 力と運動の法則 

① 力と質量 

② いろいろな力 

③ 力の合成･分解と力の

つりあい 

④ 慣性の法則 

⑤ 力と質量と加速度の関

係 

⑥運動の法則 

⑦作用・反作用の法則 

⑧摩擦力 

⑨運動方程式の利用(1) 

⑩運動方程式の利用(2) 

・中学校の学習内容を復習し，観察や実験を通して，物体にさまざまな力がは

たらくことを理解する。 

・中学校の学習内容を発展させ，物体にはたらく力の合成・分解をベクトルで

扱い，力のつりあいについて理解を深める。 

・運動の第１，第２法則について実験をもとに理解して，運動の第３法則を扱

い，つりあう２力との違いを理解する。 

・運動方程式の立て方を学習し，鉛直方向の運動，斜面上の運動などを，運動

方程式を用いて解析する。 

(1) 力がはたらくときの物体におよぼす影響について関心をもち，力のはたら

きを物理的にとらえようとする。 

(2) 物体が異なる方向に複数の力を受けるとき，その力のはたらきについて，

物理的に考えようとする。 

(3) 物体の運動に興味を示し，その法則性を物理的に理解しようとする。 

(4) 運動方程式に関心をもち，その利用法を意欲的に習得しようとする。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 



月 学習項目 学習内容(ねらい) 評価方法 
(5) 重力，弾性力など，さまざまな力の特徴をとらえ，どのように力がおよぼ

されるかを考えることができる。 

(6) 物体にはたらく力を，ベクトルを用いて合成，分解し，力のつりあいを考

えることができる。 

(7) 実験データを分析しながら，力と加速度の関係，質量と加速度の関係につ

いて理解する。 

(8) 物体の運動状態から，はたらく力を考えることができる。 

(9) 物体にはたらくすべての力を図示し，運動方程式を考えることができる。 

(10) アルキメデスの原理を踏まえ，ばねはかりを用いて，水中の物体にはた

らく浮力を測定する。 

(11) 複数のばねはかりを用いて，物体に異なる方向の力を加えたとき，はた

らく力に，平行四辺形の法則が成り立つことを確認する。 

(12) おもりをつるした糸の引き方によって，おもりの慣性を調べる。 

(13) 探究活動を通じて，力と運動に関する法則性を導くことを確認する。 

(14) さまざまな力の特徴を理解する。 

(15) 質量と重さの違いを理解し，重力，弾性力を計算する。 

(16) 力の合成・分解，つりあいを理解する。 

(17) 慣性や，慣性の法則を理解する。 

(18) 力，質量，加速度の関係より，運動方程式を導く。 

(19) 作用・反作用とつりあう２力との違いを理解する。 

(20) 物体にはたらく力を的確に図示する。 

(21) いろいろな条件下で，物体にはたらく力を求め，運動方程式を立てるこ

とができる。 

 

 第Ⅱ章 エネルギー   

9 第 1 節 仕事と力学的エ

ネルギー 

① 力がする仕事 

② 仕事と仕事率 

③ 運動エネルギー 

④ 位置エネルギー 

⑤ 力学的エネルギー保存

の法則 

⑥ いろいろな運動と力学

的エネルギー 

・ 日常で使う仕事と，物理で使う仕事の意味の違いを理解し，仕事量の求め方

を理解する。 

・ 運動する物体がもつエネルギーと，仕事との関係を理解する。 

・ 位置エネルギーについて理解し，物体がされる仕事との関係を理解する。 

・ 重力や弾性力だけから仕事をされた場合，力学的エネルギーが保存されるこ

とを理解する。 

・ 摩擦力がする仕事の量が，力学的エネルギーの減少分に相当することを理解

する。 

(1) 日常的に使う｢仕事｣と，物理で使う｢仕事｣の意味の違いに着目し，｢仕事｣

を物理量として考えようとする。 

(2) 運動している物体，高いところにある物体，ばねに取りつけられている物

体など，それぞれがもつエネルギーについて意欲をもって考える。 

(3) 運動エネルギーと位置エネルギーについて，どのような関係があるか考え

る。 

(4) 摩擦力などの力が物体に仕事をしたとき，力学的エネルギーがどのように

なるか，興味をもって考える。 

(5) 物体にはたらく力，移動する向きと距離が，仕事とどのような関係がある

か考えることができる。 

(6) 運動エネルギーや，仕事とエネルギーの変化について，どのような関係が

あるか考えることができる。 

(7) 位置エネルギーについて学習し，基準点とエネルギーの関係について理解

する。 

(8) 物体がされる仕事と運動エネルギーの変化の式から，力学的エネルギー保

存の法則を導くことができる。 

(9) 摩擦力などがする仕事と力学的エネルギーの関係を考えることができる。 

(10) 階段を上がる時間から，その人のした仕事率を計算で求められることを

確認する。 

(11) 重力のみが仕事をする場合，運動エネルギーと位置エネルギーがどのよ

うに変化するか理解する。 

(12) 弾性力のみが仕事をする場合，運動エネルギーと位置エネルギーがどの

ように変化するか理解する。 

(13) 仕事の求め方，道具を使用しても仕事の量は変化しないことを理解する。 

(14) 仕事率が単位時間で行う仕事量であることを理解する。 

(15) 物体のもつ運動エネルギーと物体にする仕事との関係を理解する。 

(16) 重力による位置エネルギーが基準点によって異なること，弾性エネルギ

ーは自然の長さを基準に求めることを理解する。 

(17) 重力や弾性力だけが仕事をする場合，力学的エネルギーが保存されるこ

とを理解する。 

(18) 摩擦力などの力がした仕事の量だけ力学的エネルギーが変化することを

理解する。 

 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 

10 第 2 節 熱とエネルギー 

① 温度と熱運動 

② 熱と熱平衡 

・温度の概念を学習し，セルシウス温度と絶対温度の関係を理解する。 

・熱量と物体の温度変化との関係を理解する。 

・仕事が熱に変化するようすを観察し，熱とエネルギーの関係を理解する。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 



月 学習項目 学習内容(ねらい) 評価方法 
③ 熱と仕事 

④ エネルギーの変換と保

存 

・可逆変化と不可逆変化，熱機関を学習し，エネルギー保存の法則を理解する。 

(1) 日常よく使われる温度とは何か，意欲的に考える。 

(2) 熱とはどういうものか興味をもって考え，熱とエネルギーの関係を考え

る。 

(3) セルシウス温度と絶対温度を学習し，それぞれの関係について考える。 

(4) 温度の異なる物体が接すると熱が移動すること，物体によって温まり方が

異なることなど，熱の移動について考える。 

(5) ジュールの実験を学習し，熱がエネルギーの一形態であることを理解す

る。 

(6) 外部と熱のやり取りがないとき，熱量が保存されることを理解する。 

(7) 仕事によって，運動エネルギーは熱に変換されることを理解する。 

(8) セルシウス温度と絶対温度の関係を理解する。 

(9) 熱の概念を理解し，物の温まり方に違いがあることを理解する。 

(10) 外部と熱のやり取りがないとき，熱量は保存されることを理解する。 

(11) 摩擦などによる仕事は熱に変換され，そのエネルギー量は変化しないこ

とを理解する。 

 

実験レポート 

 第Ⅲ章 波動   

11 第 1 節 波の性質 

① 波と振動 

② 波の表し方 

③ 波の重ねあわせ 

④ 定常波 

⑤ 波の反射 

 

・ 周期的に振動する波について，波の速さ，周期，振動数などの関係を理解す

る。 

・ 波の重ねあわせを学習し，波の独立性を理解する。 

・ 定常波ができるようすや，波が反射するときのしくみを理解する。 

(1) 身のまわりにはさまざまな波があることに興味を示し，波が移動するとき

何が伝わっているか考える。 

(2) 横波，縦波が進むようすなど，波の基本的な性質に関心をもつ。 

(3) 波が反射するとき，どのような現象が起こるか，反射するときのようすに

ついて意欲的に考える。 

(4) 波が移動する現象を学習し，波が伝わるときの一般的な公式を考える。 

(5) 横波，縦波を学習し，それぞれの特徴を考える。 

(6) 波の重ねあわせを学習し，波の特徴をイメージすることができる。 

(7) 固定端，自由端のそれぞれにおける波の反射についてその性質を考える。 

(8) 横波と縦波が伝わるようすを観察し，波の伝わり方とそれぞれの波の特徴

を理解する。 

(9) 横波，縦波の違いを理解し，縦波の横波表示ができる。 

(10) 波の重ねあわせと独立性について理解する。 

(11) 定常波，波の反射などの現象を理解する。 

 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査 

実験レポート 
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第 2 節 音波 

① 音の速さと 3要素 

② 波としての音の性質 

③ 弦の固有振動 

④気柱の固有振動 

・ 音が波であることを学習し，反射，うなりなどの現象を理解する。 

・ 物体には固有振動があることを学習し，弦の共振，気柱の共鳴について理解

する。 

(1) 音の伝わるようすや音の性質について意欲をもって考える。 

(2) ギターやトランペットなど，楽器から出る音のしくみなどに関心を示し，

共振･共鳴について理解しようとする。 

(3) 音が波であることを理解し，波の諸現象である反射などを考える。 

(4) 弦の振動や気柱の共鳴を学習し，音が強めあう振動数や，弦，気柱の長さ

などを考える。 

(5)実際に生じるうなりを聞き，うなりの発生するしくみを確認する。 

(6) 物体の固有振動数を求め，振り子やつるまきばねの長さと固有振動数の関

係を理解する。 

(7) 気柱の共鳴の実験から，振動数と，共鳴する位置の関係を理解する。 

(8) 音が縦波であり，波の性質をもつことを理解する。 

(9) うなりの現象を理解する。 

(10) 弦が振動するときのしくみや，気柱が共鳴するしくみを理解し，共振，

共鳴の公式を利用することができる。 

 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査 

実験レポート 

 

 

 第Ⅳ章 電気   

1 

 

 

 

 

2 

第 1 節 電荷と電流 

① 電荷 

② 電流と電気抵抗 

③ 物質と抵抗率 

④ 直流回路 

⑤ 電力量と電力 

 

・日常生活と密着な関わりのある電気の性質を理解する。 

・抵抗に流れる電流と電圧の関係を理解する。 

・電流と仕事の関係，発生する熱量について理解する。 

(1) 電流と電圧，抵抗の関係を意欲的に考える。 

(2) 電気によって発生する熱のしくみについて，ミクロな観点から興味をもっ

て理解しようとする。 

(3) 抵抗に電流が流れるとき，電圧と電流の関係について考える。 

(4) 抵抗の接続によって，回路に流れる電流が異なることを理解する。 

(5) 電流がする仕事やジュール熱の実験を学習し，その法則性について考える。 

(6) 電気でケーキを焼き，電流と熱の関係を確認する。 

(7) 抵抗から発生する熱と，電流，電圧，時間との関係を理解する。 

(8) オームの法則，抵抗率など，抵抗の性質の基本的な内容を理解する。 

(9) 抵抗の接続による合成抵抗を求めることができ，電圧計，電流計の接続に

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 



月 学習項目 学習内容(ねらい) 評価方法 
ついて理解する。 

(10) ジュール熱，電力，電力量の関係をオームの法則と関連して理解する。 

 

 第 2 節 電流と磁場 

①磁場 

②交流の発生と利用 

③電磁波 

・電流と磁場の関係，それを利用したモーター，発電機のしくみを理解する。 

・直流電流と交流電流の特徴と性質について理解する。 

(1) 日常生活には，電気が関わっていることを理解し，モーターや発電機を通

じて電流と磁場の関係を意欲的に考えようとする。 

(2) 家庭用コンセントから得られる電気がどのようなものか，関心をもって考

える。 

(3) モーターや発電機のしくみを学習し，電流と磁場の関係について考える。 

(4) 発光ダイオードを用いた実験から，直流と交流の性質の違いを理解する。 

(5) 電磁誘導を観察し，その性質を確かめる。 

(6) モーターを製作し，電流と磁場の関係を確かめる。 

(7) 直流電流と交流電流の波形をオシロスコープを用いて調べる。 

(8) 身の回りには，電気，磁気を利用したさまざまなものがあることを理解す

る。 

(9) モーターや発電機の性質などを理解する。 

(10) 直流と交流の性質，交流の有用性を理解する。 
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第 3 節 エネルギーとそ

の利用 

①太陽エネルギーの利用 

②原子力エネルギー 

・ 太陽エネルギーの直接，間接的な利用を学習し，エネルギーの流れと，問題

点や対策を理解する。 

・ 原子と原子核，放射線，原子力エネルギーを学習し，核エネルギーの利用に

ついて理解する。 

(1) 太陽エネルギーの移り変わりから，太陽エネルギーの変換に興味を示す。 

(2) 原子力とその利用を通して，原子核によるエネルギーの発生に興味を示

す。 

(3) 太陽エネルギーの直接，間接的な利用を学習し，エネルギーの循環を理解

する。 

(4) 原子核によるエネルギーの発生について理解する。 

(5) 放射線測定で放射線量を測定し，自然界においても放射線が存在すること

を確認する。 

(6) 太陽エネルギーの利用について理解する。 

(7) 原子核から発生するエネルギーについて理解する。 

 

 

 



- 1 -

物理基礎シラバス 

 

 科目名    物理基礎 

 

単   位   数 ２  単 位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 

 

普通科  ３学年   １２組，５６組 

 

 

 

学 習 の 到 達 目 標          

 

 

・物体にはたらく力や物体の運動と力の関係を学習し、運動方程式とその立て方を習得す 

 る。また、仕事とエネルギーを定義し、力学的エネルギー、熱、電気エネルギーなどが 

 相互に変換されるしくみを学習する。 

・波の特徴である反射・屈折・回折などの諸現象を学習し、波の基本的な性質を理解する。

・生活に欠かせない電気の基本的な内容を学習する。 

使用教科書･副教材等 ・第一学習社 高等学校改訂新物理基礎 

・改訂ネオパルノート物理基礎 
 
１．学習の内容 
 

学  習  内  容 
 

学   習   の   ね   ら   い 

序章 物理量の測定と扱

い方 

・物理量，数値，数式のそれぞれの表し方を理解する。
・誤差と有効数字を理解し，測定値の計算に取り組む。 
 

第Ⅰ章 力と運動 

第１節 物体の運動 

 

 

第２節 力と運動の法則 

 

 

 

 

 
 
・物体の変位や速度などの表し方について，直線運動を中心に理解する。直線上を運動
している物体の合成速度や相対速度についても扱う。 
・直線運動を中心に物体の加速度を理解する。 
・物体が空中を落下するときの運動を調べ，その特徴を理解する。 
 
 
・中学校の学習内容を復習し，観察や実験を通して，物体にさまざまな力がはたらくこ
とを理解する。 
・中学校の学習内容を発展させ，物体にはたらく力の合成・分解をベクトルで扱い，力
のつりあいについて理解を深める。 
・運動の第１，第２法則について実験をもとに理解して，運動の第３法則を扱い，つり
あう２力との違いを理解する。 
・運動方程式の立て方を学習し，鉛直方向の運動，斜面上の運動などを，運動方程式を
用いて解析する。 

第Ⅱ章 エネルギー 

第１節 仕事と力学的エ

ネルギー 

 

 

 

第２節 熱とエネルギー 

 
 
・日常で使う仕事と，物理で使う仕事の意味の違いを理解し，仕事量の求め方を理解す
る。 
・運動する物体がもつエネルギーと，仕事との関係を理解する。 
・位置エネルギーについて理解し，物体がされる仕事との関係を理解する。 
・重力や弾性力だけから仕事をされた場合，力学的エネルギーが保存されることを理解
する。 
・摩擦力がする仕事の量が，力学的エネルギーの減少分に相当することを理解する。 
 
 
・温度の概念を学習し，セルシウス温度と絶対温度の関係を理解する。 
・熱量と物体の温度変化との関係を理解する。 
・仕事が熱に変化するようすを観察し，熱とエネルギーの関係を理解する。 
・可逆変化と不可逆変化，熱機関を学習し，エネルギー保存の法則を理解する。 
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第Ⅲ章 波動 

第１節 波の性質 

 

第２節 音波 

 
 
・周期的に振動する波について，波の速さ，周期，振動数などの関係を理解する。 
・波の重ねあわせを学習し，波の独立性を理解する。 
・定常波ができるようすや，波が反射するときのしくみを理解する。 
 
・音が波であることを学習し，反射，うなりなどの現象を理解する。 
・物体には固有振動があることを学習し，弦の共振，気柱の共鳴について理解する。 

第Ⅳ章 電気 

第１節 電荷と電流 

 

第２節 電流と磁場 

 

 

第３節 エネルギーとそ

の利用 

 
 
・日常生活と密着な関わりのある電気の性質を理解する。 
・抵抗に流れる電流と電圧の関係を理解する。 
 
 
・電流と仕事の関係，発生する熱量について理解する。 
・電流と磁場の関係，それを利用したモーター，発電機のしくみを理解する。 
・直流電流と交流電流の特徴と性質について理解する。 
 
 
・太陽エネルギーの直接，間接的な利用を学習し，エネルギーの流れと，問題点や対策
を理解する。 
・原子と原子核，放射線，原子力エネルギーを学習し，核エネルギーの利用について理
解する。 

 

２．評価方法 

・定期考査による評価  

 

３．学習方法 

・ 教科書の内容を理解しやすくまとめ、その要点を簡潔に表して板書する。また、演示実験や生徒による実験を 

  多く取り入れ、物理現象を身近なこととしてとらえることができるようにする。 

・ 黒板による説明だけではなく、実験を通して科学的な理解を踏まえながら学習する。 

・ 最新の教育機器の活用を積極的に行う。 

・ 確認テスト等のプリント問題を適宜実施する。 

 



物理基礎 年間指導計画 

 

科目 物理基礎 単位 ２ 学年 ３年 １２組、 ５６組 

使用教科書 高等学校 改訂 新物理基礎 (第一学習社) 副教材等 改訂 ネオパルノート物理基礎 (第一学習社) 

 

学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動とさまざまなエネルギーへの関心を高め，目的意識をもっ

て観察・実験を行い，物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則

を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

・物理学と日常生活や社会との関連についての重要性に気付かせ，物体の運動など，身近な物理現象やエネル

ギーへの関心を高める。 

・ 物理学的に探究する能力と態度を育成し，物理学の基本的な概念や原理・法則を理解する。 

・身近で物理学的な事物・現象を物理学的に解釈し，また，物理がかかわる問題に直面したときに，自分の力

で解決する方法を見出す能力と態度を育む。 

・ 身近に見られる物理現象の背後に原理・法則が存在することを理解し，それらを日常生活や社会の中で活用

する能力と態度を養う。 

 

 

月 学習項目 学習内容(ねらい) 評価方法 
4 序章 物理量の測定と扱い方   

  ・ 物理量，数値，数式のそれぞれの表し方を理解する。 
・ 誤差と有効数字を理解し，測定値の計算に取り組む。 
(1) 物理の基礎となる内容について，意欲的に学習しようとする。 

(2) 誤差が生じる原因を理解し，有効数字の桁数を考えることができる。 
(3) 教科書の長さを複数名で測定し，誤差が生じることを確認する。 
(4) 有効数字の意味を理解し，測定値の計算ができる。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 

 第Ⅰ章 力と運動   

 

 

 

 

5 

第 1 節 物体の運動 

①速さと等速直線運動 

②変位と速度 

③速度の合成・相対速度 

④加速度 

⑤等加速度直線運動 

⑥重力加速度と自由落下 

⑦鉛直投げおろし・鉛直

投げ上げ 

 

・ 物体の変位や速度などの表し方について，直線運動を中心に理解する。直線

上を運動している物体の合成速度や相対速度についても扱う。 

・ 直線運動を中心に物体の加速度を理解する。 

・ 物体が空中を落下するときの運動を調べ，その特徴を理解する。 

(1) 物体の運動を表すにはどのような方法があるか，科学的に理解する意欲を

もって学習に取り組む。 

(2) 変位・速度・加速度の関係について，科学的に理解する意欲をもって学習

に取り組む。 

(3) 物体が落下するときのようすなどに関心をもち，それらの現象を物理的に

考えようとする。 

(4) 物体の運動を表す変位や速度を，その公式からとらえ，考えることができ

る。 

(5) 等加速度直線運動の加速度を，その公式からとらえ，考えることができる。 

(6) 連続写真などから，落下する物体の加速度を考えることができる。 

(7) 一定距離を走った時間を測定し，平均の速さを計算する。 

(8) 速度と時間の関係から加速度を求め，自動車の各瞬間における加速度を調

べる。 

(9) 自由落下の特徴を踏まえ，物体の落下距離を測定すると，落下時間を計算

できることを確認する。 

(10) 水平投射の鉛直方向の運動が自由落下と同じになることを確認する。 

(11) 物体の運動に関する基本的な公式を理解する。 

(12) 速度の合成や，相対速度の公式を理解する。 

(13) 加速度に関する基本的な公式を理解する。 

(14) 等加速度直線運動の公式を理解する。 

(15) 落下する物体の運動は，鉛直下向きに一定の加速度をもつ運動であるこ

とを理解する。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 

6 
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第 2 節 力と運動の法則 

① 力と質量 

② いろいろな力 

③ 力の合成･分解と力の

つりあい 

④ 慣性の法則 

⑤ 力と質量と加速度の関

係 

⑥運動の法則 

⑦作用・反作用の法則 

⑧摩擦力 

⑨運動方程式の利用(1) 

・中学校の学習内容を復習し，観察や実験を通して，物体にさまざまな力がは

たらくことを理解する。 

・中学校の学習内容を発展させ，物体にはたらく力の合成・分解をベクトルで

扱い，力のつりあいについて理解を深める。 

・運動の第１，第２法則について実験をもとに理解して，運動の第３法則を扱

い，つりあう２力との違いを理解する。 

・運動方程式の立て方を学習し，鉛直方向の運動，斜面上の運動などを，運動

方程式を用いて解析する。 

(1) 力がはたらくときの物体におよぼす影響について関心をもち，力のはたら

きを物理的にとらえようとする。 

(2) 物体が異なる方向に複数の力を受けるとき，その力のはたらきについて，

物理的に考えようとする。 

(3) 物体の運動に興味を示し，その法則性を物理的に理解しようとする。 

(4) 運動方程式に関心をもち，その利用法を意欲的に習得しようとする。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 



月 学習項目 学習内容(ねらい) 評価方法 
(5) 重力，弾性力など，さまざまな力の特徴をとらえ，どのように力がおよぼ

されるかを考えることができる。 

(6) 物体にはたらく力を，ベクトルを用いて合成，分解し，力のつりあいを考

えることができる。 

(7) 実験データを分析しながら，力と加速度の関係，質量と加速度の関係につ

いて理解する。 

(8) 物体の運動状態から，はたらく力を考えることができる。 

(9) 物体にはたらくすべての力を図示し，運動方程式を考えることができる。 

(10) アルキメデスの原理を踏まえ，ばねはかりを用いて，水中の物体にはた

らく浮力を測定する。 

(11) 複数のばねはかりを用いて，物体に異なる方向の力を加えたとき，はた

らく力に，平行四辺形の法則が成り立つことを確認する。 

(12) おもりをつるした糸の引き方によって，おもりの慣性を調べる。 

(13) 探究活動を通じて，力と運動に関する法則性を導くことを確認する。 

(14) さまざまな力の特徴を理解する。 

(15) 質量と重さの違いを理解し，重力，弾性力を計算する。 

(16) 力の合成・分解，つりあいを理解する。 

(17) 慣性や，慣性の法則を理解する。 

(18) 力，質量，加速度の関係より，運動方程式を導く。 

(19) 作用・反作用とつりあう２力との違いを理解する。 

(20) 物体にはたらく力を的確に図示する。 

 

 第Ⅱ章 エネルギー   

9 第 1 節 仕事と力学的エ

ネルギー 

① 力がする仕事 

② 仕事と仕事率 

③ 運動エネルギー 

④ 位置エネルギー 

⑤ 力学的エネルギー保存

の法則 

⑥ いろいろな運動と力学

的エネルギー 

・ 日常で使う仕事と，物理で使う仕事の意味の違いを理解し，仕事量の求め方

を理解する。 

・ 運動する物体がもつエネルギーと，仕事との関係を理解する。 

・ 位置エネルギーについて理解し，物体がされる仕事との関係を理解する。 

・ 重力や弾性力だけから仕事をされた場合，力学的エネルギーが保存されるこ

とを理解する。 

・ 摩擦力がする仕事の量が，力学的エネルギーの減少分に相当することを理解

する。 

(1) 日常的に使う｢仕事｣と，物理で使う｢仕事｣の意味の違いに着目し，｢仕事｣

を物理量として考えようとする。 

(2) 運動している物体，高いところにある物体，ばねに取りつけられている物

体など，それぞれがもつエネルギーについて意欲をもって考える。 

(3) 運動エネルギーと位置エネルギーについて，どのような関係があるか考え

る。 

(4) 摩擦力などの力が物体に仕事をしたとき，力学的エネルギーがどのように

なるか，興味をもって考える。 

(5) 物体にはたらく力，移動する向きと距離が，仕事とどのような関係がある

か考えることができる。 

(6) 運動エネルギーや，仕事とエネルギーの変化について，どのような関係が

あるか考えることができる。 

(7) 位置エネルギーについて学習し，基準点とエネルギーの関係について理解

する。 

(8) 物体がされる仕事と運動エネルギーの変化の式から，力学的エネルギー保

存の法則を導くことができる。 

(9) 摩擦力などがする仕事と力学的エネルギーの関係を考えることができる。 

(10) 階段を上がる時間から，その人のした仕事率を計算で求められることを

確認する。 

(11) 重力のみが仕事をする場合，運動エネルギーと位置エネルギーがどのよ

うに変化するか理解する。 

(12) 弾性力のみが仕事をする場合，運動エネルギーと位置エネルギーがどの

ように変化するか理解する。 

(13) 仕事の求め方，道具を使用しても仕事の量は変化しないことを理解する。 

(14) 仕事率が単位時間で行う仕事量であることを理解する。 

(15) 物体のもつ運動エネルギーと物体にする仕事との関係を理解する。 

(16) 重力による位置エネルギーが基準点によって異なること，弾性エネルギ

ーは自然の長さを基準に求めることを理解する。 

(17) 重力や弾性力だけが仕事をする場合，力学的エネルギーが保存されるこ

とを理解する。 

(18) 摩擦力などの力がした仕事の量だけ力学的エネルギーが変化することを

理解する。 

 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 

10 第 2 節 熱とエネルギー 

① 温度と熱運動 

② 熱と熱平衡 

③ 熱と仕事 

④ エネルギーの変換と保

・温度の概念を学習し，セルシウス温度と絶対温度の関係を理解する。 

・熱量と物体の温度変化との関係を理解する。 

・仕事が熱に変化するようすを観察し，熱とエネルギーの関係を理解する。 

・可逆変化と不可逆変化，熱機関を学習し，エネルギー保存の法則を理解する。 

(1) 日常よく使われる温度とは何か，意欲的に考える。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 



月 学習項目 学習内容(ねらい) 評価方法 
存 (2) 熱とはどういうものか興味をもって考え，熱とエネルギーの関係を考え

る。 

(3) セルシウス温度と絶対温度を学習し，それぞれの関係について考える。 

(4) 温度の異なる物体が接すると熱が移動すること，物体によって温まり方が

異なることなど，熱の移動について考える。 

(5) ジュールの実験を学習し，熱がエネルギーの一形態であることを理解す

る。 

(6) 外部と熱のやり取りがないとき，熱量が保存されることを理解する。 

(7) 仕事によって，運動エネルギーは熱に変換されることを理解する。 

(8) セルシウス温度と絶対温度の関係を理解する。 

(9) 熱の概念を理解し，物の温まり方に違いがあることを理解する。 

(10) 外部と熱のやり取りがないとき，熱量は保存されることを理解する。 

(11) 摩擦などによる仕事は熱に変換され，そのエネルギー量は変化しないこ

とを理解する。 

 

 第Ⅲ章 波動   

11 第 1 節 波の性質 

① 波と振動 

② 波の表し方 

③ 波の重ねあわせ 

④ 定常波 

⑤ 波の反射 

 

・ 周期的に振動する波について，波の速さ，周期，振動数などの関係を理解す

る。 

・ 波の重ねあわせを学習し，波の独立性を理解する。 

・ 定常波ができるようすや，波が反射するときのしくみを理解する。 

(1) 身のまわりにはさまざまな波があることに興味を示し，波が移動するとき

何が伝わっているか考える。 

(2) 横波，縦波が進むようすなど，波の基本的な性質に関心をもつ。 

(3) 波が反射するとき，どのような現象が起こるか，反射するときのようすに

ついて意欲的に考える。 

(4) 波が移動する現象を学習し，波が伝わるときの一般的な公式を考える。 

(5) 横波，縦波を学習し，それぞれの特徴を考える。 

(6) 波の重ねあわせを学習し，波の特徴をイメージすることができる。 

(7) 固定端，自由端のそれぞれにおける波の反射についてその性質を考える。 

(8) 横波と縦波が伝わるようすを観察し，波の伝わり方とそれぞれの波の特徴

を理解する。 

(9) 横波，縦波の違いを理解し，縦波の横波表示ができる。 

(10) 波の重ねあわせと独立性について理解する。 

(11) 定常波，波の反射などの現象を理解する。 

 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査 

実験レポート 
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第 2 節 音波 

① 音の速さと 3要素 

② 波としての音の性質 

③ 弦の固有振動 

④気柱の固有振動 

・ 音が波であることを学習し，反射，うなりなどの現象を理解する。 

・ 物体には固有振動があることを学習し，弦の共振，気柱の共鳴について理解

する。 

(1) 音の伝わるようすや音の性質について意欲をもって考える。 

(2) ギターやトランペットなど，楽器から出る音のしくみなどに関心を示し，

共振･共鳴について理解しようとする。 

(3) 音が波であることを理解し，波の諸現象である反射などを考える。 

(4) 弦の振動や気柱の共鳴を学習し，音が強めあう振動数や，弦，気柱の長さ

などを考える。 

(5)実際に生じるうなりを聞き，うなりの発生するしくみを確認する。 

(6) 物体の固有振動数を求め，振り子やつるまきばねの長さと固有振動数の関

係を理解する。 

(7) 気柱の共鳴の実験から，振動数と，共鳴する位置の関係を理解する。 

(8) 音が縦波であり，波の性質をもつことを理解する。 

(9) うなりの現象を理解する。 

(10) 弦が振動するときのしくみや，気柱が共鳴するしくみを理解し，共振，

共鳴の公式を利用することができる。 

 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査 

実験レポート 

 

 

 第Ⅳ章 電気   

1 

 

 

 

 

2 

第 1 節 電荷と電流 

① 電荷 

② 電流と電気抵抗 

③ 物質と抵抗率 

④ 直流回路 

⑤ 電力量と電力 

 

・日常生活と密着な関わりのある電気の性質を理解する。 

・抵抗に流れる電流と電圧の関係を理解する。 

・電流と仕事の関係，発生する熱量について理解する。 

(1) 電流と電圧，抵抗の関係を意欲的に考える。 

(2) 電気によって発生する熱のしくみについて，ミクロな観点から興味をもっ

て理解しようとする。 

(3) 抵抗に電流が流れるとき，電圧と電流の関係について考える。 

(4) 抵抗の接続によって，回路に流れる電流が異なることを理解する。 

(5) 電流がする仕事やジュール熱の実験を学習し，その法則性について考える。 

(6) 電気でケーキを焼き，電流と熱の関係を確認する。 

(7) 抵抗から発生する熱と，電流，電圧，時間との関係を理解する。 

(8) オームの法則，抵抗率など，抵抗の性質の基本的な内容を理解する。 

(9) 抵抗の接続による合成抵抗を求めることができ，電圧計，電流計の接続に

ついて理解する。 

(10) ジュール熱，電力，電力量の関係をオームの法則と関連して理解する。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 



月 学習項目 学習内容(ねらい) 評価方法 
 

 第 2 節 電流と磁場 

①磁場 

②交流の発生と利用 

③電磁波 

・電流と磁場の関係，それを利用したモーター，発電機のしくみを理解する。 

・直流電流と交流電流の特徴と性質について理解する。 

(1) 日常生活には，電気が関わっていることを理解し，モーターや発電機を通

じて電流と磁場の関係を意欲的に考えようとする。 

(2) 家庭用コンセントから得られる電気がどのようなものか，関心をもって考

える。 

(3) モーターや発電機のしくみを学習し，電流と磁場の関係について考える。 

(4) 発光ダイオードを用いた実験から，直流と交流の性質の違いを理解する。 

(5) 電磁誘導を観察し，その性質を確かめる。 

(6) モーターを製作し，電流と磁場の関係を確かめる。 

(7) 直流電流と交流電流の波形をオシロスコープを用いて調べる。 

(8) 身の回りには，電気，磁気を利用したさまざまなものがあることを理解す

る。 

(9) モーターや発電機の性質などを理解する。 

(10) 直流と交流の性質，交流の有用性を理解する。 

 

 

 

 

 

3 

第 3 節 エネルギーとそ

の利用 

①太陽エネルギーの利用 

②原子力エネルギー 

・ 太陽エネルギーの直接，間接的な利用を学習し，エネルギーの流れと，問題

点や対策を理解する。 

・ 原子と原子核，放射線，原子力エネルギーを学習し，核エネルギーの利用に

ついて理解する。 

(1) 太陽エネルギーの移り変わりから，太陽エネルギーの変換に興味を示す。 

(2) 原子力とその利用を通して，原子核によるエネルギーの発生に興味を示

す。 

(3) 太陽エネルギーの直接，間接的な利用を学習し，エネルギーの循環を理解

する。 

(4) 原子核によるエネルギーの発生について理解する。 

(5) 放射線測定で放射線量を測定し，自然界においても放射線が存在すること

を確認する。 

(6) 太陽エネルギーの利用について理解する。 

(7) 原子核から発生するエネルギーについて理解する。 

 

 

 



令和元年度 科学と人間生活 シラバス 

科目 科学と人間生活 単位 ２ 対象 １年４組 

使用教科書 新 科学と人間生活  (数研出版) 副教材等 なし 

 

 

１．学習の到達目標等 

学習の到達目標 

(1)自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割について、身近な事物・現象に関する観察、

実験などを通して理解させ、科学的な見方や考え方を養うとともに、科学に対する興味・関心を高める。 

(2)科学技術の発展が今日の人間生活に対してどのように貢献してきたかについて理解させる。 

(3)身近な自然の事物・現象及び日常生活や社会の中で利用されている科学技術を取り上げ、科学と人間生活とのかかわ

りについて認識を深めさせる。 

(4)自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割についての学習を踏まえて、これからの科

学と人間生活とのかかわり方について、自主的に考察できる。 

 

 

２．学習計画及び評価方法等 

（１）評価の観点等 

①関心・意欲・態度 
私たちの生活に深く関係する自然現象や科学技術の例を元に、自然の事物・現象に関心をもち、意欲的にそれら

を探究するとともに、自然を総合的にとらえる見方や考え方を身に付けている。 

②思考・判断 

自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割についての学習を踏まえて、これから

の科学と人間生活とのかかわり方について分析的・総合的に考察したりして問題を解決し、事実にもとづいて科

学的に判断する。 

③観察・実験の技能・表現 

私たちの生活に深く関係する自然現象や科学技術の例を元に、観察・実験の技能を習得するとともに、それらを

科学的に探究する方法を身に付け、観察、実験の過程や結果およびそこから導き出した自らの考えを的確に表現

する。 

④知識・理解 
さまざまな物事を判断する場面で、科学的な考え方が役に立つことを理解するなど、「科学的な思考法」を身に

つけている。 

 

 

（２）学習計画等 

  

学

期 
月 学習項目 学習のねらい 

評価の観点 時

間
① ② ③ ④

１ 

学 

期 

4 科目ガイダンス ・授業に臨む際の心得・準備するもの、評価方法について説明する。 ○  1

 序 編 科学技術の発展    

 プロローグ 

私と社会と未来の科学 

私と科学 

社会と科学 

未来と科学 

いつでもどこでも情報を 

情報がくらしを変える 

ロボットとともに 

交通の発達 

未来に向けて 

自然に学ぶものづくり 

・物質・生命・光・宇宙や地球など、さまざまな分野において科学が人間生

活に与えてきた影響について考えさせる。さらに、それが恩恵だけでなく、

公害や環境問題など負の面もあることを理解させ、未来の社会に向けて科学

が人間生活に与える影響力の大きさと自分たちがなすべきことについて考

えさせる。 

○ ○ ○ 2

 課題研究について ・夏休み明けに発表予定の課題研究についての書き方のガイダンス ○  
2

5 1編 生命の科学    

 1章 生物と光    

 1 植物の生育と光 

A 葉緑体のはたらきと光合成 

B 光の強さと光合成速度の関係 

C 光を受け止める葉 

・光合成に必要なエネルギーとしての光の働きに興味・関心を持たせ、植物

細胞の葉緑体で光を吸収し，光合成を行うことへの理解を深めさせる。 

・細胞では呼吸が行われていることを理解させ、光の強さと光合成速度と呼

吸の関係を考えさせる。 

・植物の形態や生活形と物質生産との関連を理解させる。 

○  ○ ○

8

6 2 光シグナルと生物 

A 光シグナルと植物 

B 光シグナルと動物 

・光の刺激に対する生物の反応に興味・関心を持ち、植物が成長運動で光の

方向へ屈曲することや昼夜の長さの変化に応じて花芽を形成することを考

える。 

・光刺激に対する走性や体内時計について理解し、光と動物の行動について

考える。 

○ ○ ○ 7



 

学

期 
月 学習項目 学習のねらい 

評価の観点 
時間

① ② ③ ④

１ 

 

学 

 

期 

  

7 

8 

 

 

3 ヒトの視覚と光 

A 眼が光を受け止めるしくみ 

B 遠くが見える，近くが見える 

C 明るくても見える，暗くても見える 

D 脳で解析されて初めて見える 

・ヒトの視覚と光とのかかわりについて興味・関心を持たせ、ものが「見え

る（眼球に入った光を脳で復元する）」しくみと、人が経験や知識をもとに

してものを見ていることを認識させる。 

・遠近調節のしくみを考え、近点を検出する。 

・光の刺激に対する反射を理解させ、光の強弱の変化に応じて見えるように

なることを考えさせ、光の刺激によって脳で視覚の感覚が生じることを理解

させる。 

○ ○ ○ ○ 5 

2編 物質の科学      

1章 材料とその再利用      

1 金属 

A 金属とはどのようなものか 

B 材料としての金属 

C 金属の製法 

D さびのしくみと予防 

・金属の分類・特性・構造について興味・関心を持たせる。 

・金属の性質の理解を深める。 

・鉄、銅、アルミニウムの単体および合金の製錬・用途などについて理解を

深める。 

・さびの化学変化と、さびを防ぐ方法について考える。 

○ ○ ○ ○ 5 

２ 

 

 

学 

 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 

課題研究発表 ・各自夏休みに行った課題研究について発表する ○ ○  ○ 4 

2 プラスチック 

A プラスチックの種類や特徴 

B プラスチックの構造 

C 機能をもつプラスチック 

・プラスチックの種類について興味関心を持たせ、その特徴や製品について

考える。 

・プラスチックの分離方法や構造について理解を深める 

・特殊な機能を持つプラスチックについて考える 

○ ○  ○ 4 

10 

3 資源の再利用 

A 持続可能な循環型社会を目指して 

B 金属の再生利用 

C プラスチックの再生利用 

・循環型社会について関心を高め、私たちもできることを考えさせる 

・金属の再生利用について考えさせる 

・プラスチックの再生利用について考えさせる 

○ ○  ○ 5 

 

11 

3編 光や熱の科学      

1章 光の性質とその利用      

1 目に見える光の世界 

A 光のスペクトル 

B いろいろなスペクトル 

C 物の色と光の３原色 

・光は電磁波の一種である。波の基本的な事項の理解と定着を図り、物の色

がどのようにして生じているかについて，光の３原色や人の視覚と関連づけ

て考えさせる 

○  ○ ○ 5 

12 

2 光の進み方とその基本的性質 

A 光の屈折・反射 

B 光の回折・干渉 

C 光の偏光 

・光の速さについては、歴史的な背景も含めて扱い、光の基本的な性質であ

る反射・屈折・分散・散乱と偏光について、さまざまな具体例を踏まえて説

明し、理解させる。 

○ ○  ○ 4 

３ 

 

 

学 

 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

3 見えない光とその応用 

A 見えない光の種類とその性質 

B 赤外線と紫外線 

C 電波とＸ線・ガンマ線 

・赤外線・紫外線・電波などは可視光線と同じ電磁波の一種であることに関

心を持たせ、波長による性質の違いや発生のしかたによって分類されている

ことを、それぞれ具体例に示しながら、説明する。そして、これらの電磁波

は、その性質によってさまざまなものに利用されていることを理解させる。

赤外線や紫外線については実験や観察を通して理解を深めさせる。 

○  ○ ○ 6 

2 

4編 宇宙や地球の科学      

2章 身近な自然景観と自然災害      

1 身のまわりの景観の成り立ち 

A 地球がつくる自然景観 

B 太陽がつくる自然景観 

・私たちの住む惑星地球はどのような星なのか、その形と大きさ、内部を構

成する物質について、大きな視点から理解させる。 

・地球表面の地形は、太陽の影響を受けて海生されていることに興味・関心

を持たせる。 

・地層の観察や実験を通して、地層が形成された過去の出来事を推測し地形

を変化させる要因について考えさせる。さらに、地形の観察を通して、水が

つくるさまざまな景観の成因について理解を深めさせる。 

 

○ ○  6 

3 

2 自然災害と人間 

A 地震・津波による災害 

B 火山噴火による災害 

C 気象による災害 

・東日本大震災などの事例から地震・津波に関して興味・関心を高め「減災」

意識の涵養に努める。 

・火山活動によってどのような物質が噴出するのかを扱い、火山によってつ

くり出された地形や景観との関連について考えさせる。また、Ｐ波やＳ波な

ど地震波の基礎を学ばせると同時に、日本列島の周辺あるいは世界での地震

分布から、地震とプレート運動との関連性に気づかせ、地震の起きる原因を

理解させる。 

・私たちの暮らしが大雨や台風による水害、地震による揺れや津波・地盤の

液状化、さらには火山噴火などさまざまな自然災害にさらされていることを

扱う。さらに、これまでの経験を生かして、災害から命と暮らしを守るため

の知恵と手段について学ばせる。 

○ ○  ○ 6 

    合計時数 70時間



沖縄県立宜野湾高等学校 

令和元年度 年間指導計画 
 
 
 
 

 

学
期 

月 

時
間 

単元名 指導内容 指導上の工夫・留意点 

前

期 

4 

 

 

 

 

 

5 

 

6 

 

 

7 

 

9 

 

 

1 

 

2 

 

 

 

2 

 

 

20 

 

 

 

14 

 

4 

科目ガイダンス 

 

序編 科学技術の発展 

 

 

 

 

課題研究について 

 

 

１編 生命の科学 

1章 生物と光 

 

 

 

 

 

 

 

 

２編 物質の科学 

1章 材料とその再利用 

 

 

 

課題研究発表 

 

科学と人間生活の学習方法・評価について 

 

未来の社会に向けて、科学が人間生活に与える

影響力の大きさと自分たちがなすべきことについ

て考えさせる。 

 

課題研究のやり方・まとめ方などについて説明

する。 

 

光合成や動・植物の光刺激に対する反応につい

て考えさせる。 

 

 

金属の分類・特性・構造について興味・関心を

持たせる。 

 

課題研究の発表を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験＆観察1  

光合成色素を調べる 

実験＆観察2  
生産構造図の作製 

実験＆観察3  

光走性の観察 
実験＆観察4  

生物発光の観察 

実験＆観察5  

盲斑の検出 
 

実験＆観察6  

光学顕微鏡での観察 

  

課題研究発表 

 10 

 

11 

 

12 

 

1 

 

2 

3 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

３編 光や熱の科学 

1章 光の性質とその利用 

 

 

 

 

 

 

 

４編 宇宙や地球の科学 

第１章 自然景観と自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電波や光は電磁波の一種である。反射・屈折・

回折・干渉など波が示す性質は、電磁波でも確認

されることを説明する。これらの電磁波は、その

性質によってさまざまなものに利用され、赤外線

や紫外線については実験や観察を通して理解を深

めさせる。 

 

私たちの住む惑星地球の形と大きさ、内部を構

成する物質について、大きな視点から理解させる。

また、地表付近で起こる大地の変化とその結果で

ある地層を通して、過去の地核変動や環境、生物

変遷、自然災害について具体的事象に即して探求

する。 

 

実験＆観察7  

プラスチックの分類 

 

 

実験＆観察8 

分光器の製作 
実験＆観察9 

赤外線を見てみよう 
実験＆観察10 

スペクトルの観察 

 

 

 

実験＆観察11 

太陽の表面の観察 

実験＆観察12  

地形の実体視 

実験＆観察13 

災害ハザードマップ 

 

  合計 70時間 

科目名 理 科 教科名 科学と人間生活 

学年 １年 単位数 ２単位 担当者氏名 溝渕 忍 



2019(平成 31・令和元)年度 世界史 Bシラバス 

宜野湾高校 地理歴史科 

 

科

目 
世界史 B 単位   ４ 学年 ３ 全クラス 

使用教科書 東京書籍「新選世界史Ｂ」 
副教材

等 
「新選世界史Ｂワークノート」 

授業形態 単独・一斉授業   

 

学習の到達目標 

① 自然環境と人類とのかかわりや，日本の歴史と世界の歴史のつながり，日常生

活の中にみられる世界史を調べる活動を通して，世界史への興味関心を高め，世界

史を学ぶ意義に気づきます。 

② 古代から現代にいたる世界の歴史の大きな枠組みと展開を，地域世界の動向に

焦点を当てながら学習し，地球世界の形勢という大きな時間的枠組みの中で理解し

ます。 

③ 古代から現代にいたる世界の歴史を，年表や地図，その他の資料に基づいて学

習し，地理的条件や日本の歴史と関連づけながら理解します。 

④ 世界の歴史における文化・文明の多様性・複合性や現代世界の特質を，広い視

野から考察することにより，歴史的思考力を培います。 

⑤ 主体的な学習活動を通して，現代の世界が抱える諸課題について探究し，国際

社会に生きる日本国民としての自覚と資質を養います 

 

評価の観点 

ａ．関心・意欲・態度 ｂ．思考・判断 ｃ．資料活用の技能・

表現 

ｄ．知識・理解 

 

○世界の歴史を学ぶ意義に

気づき，世界史に対する関心

を高め，主体的に学習に取り

組めているか。 

○世界が抱える諸課題につ

いて，平和で民主的な世界，

地域，国，社会を形成してい

く当事者としての自覚を持っ

て考える態度を身につけてい

るか。 

 

○世界の歴史を，自然環境

とのかかわりや地理的条

件，日本の歴史と関連づけ

て，実証的，多角的，多面

的に考察しているか。 

○世界の歴史を，時間的な

つながりや空間的なつな

がりに着目して考察して

いるか。 

○歴史的に形成された諸課

題について，様々な理解，

立場があることをふまえ，

公正に判断しているか。 

○課題についての考察や判

断の過程や結果を，効果的

な方法を選択して適切に表

現しているか。 

 

○世界の歴史を考察するた

めに必要な諸資料を収集

し，有用な情報を適切に選

択することができている

か。 

○得られた資料や情報を効

果的に活用し，歴史を探究

する学び方を身につけてい

るか。 

 

○古代から現代にいたる世

界の政治，経済，社会，文

化，宗教，生活の各領域に

おける歴史的事象を理解

し，基本的な知識を身につ

けているか。 

○古代から現代にいたる

世界の歴史の大きな枠組

みと展開を，地理的条件

や日本の歴史とも関連づ

けながら理解している

か。 

 

 

 



２、評価方法 

①定期テスト・・・学期毎にテストを実施する。テストは授業内容を主にして出題する。 

②授業態度・・・授業への参加状況、授業の態度、発問への主体的姿勢等により総合的判断する。 

③ノート・・・板書事項を写しているかなどの確認やまとめ方で評価。 

④提出物・・・授業の進度に応じ出した課題について提出させる。 

 

３、学習方法及び履修上の注意 

① 授業開きに授業オリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。 

② プリント（教科書準拠内容・白地図等）と資料プリントを使用する。 

③ 授業は進度予定表に従って行い、テストや課題を実施して学習内容の徹底を図る。 

④ ＶＴＲや新聞などを適宜利用し、現代の社会の状況を感じさせながら学ばせる。 

 

 

 



平成 31 年(令和元年)度 世界史 B 年間指導計画 

 

沖縄県立宜野湾高等学校   

地理歴史科： 小林 大隼・前田 光・正代 弓子・山川 宗一郎 

教科 科目 単位数 指導学年 必履修・選択 

地理歴史 世界史 B ４ ３学年 必履修 

   

１．科目の目標  

① 自然環境と人類とのかかわりや，日本の歴史と世界の歴史のつながり，日常生活の中にみられる世界史を調べる活動を通し

て，世界史への興味関心を高め，世界史を学ぶ意義に気づきます。 

② 古代から現代にいたる世界の歴史の大きな枠組みと展開を，地域世界の動向に焦点を当てながら学習し，地球世界の形勢と

いう大きな時間的枠組みの中で理解します。 

③ 古代から現代にいたる世界の歴史を，年表や地図，その他の資料に基づいて学習し，地理的条件や日本の歴史と関連づけな

がら理解します。 

④ 世界の歴史における文化・文明の多様性・複合性や現代世界の特質を，広い視野から考察することにより，歴史的思考力を

培います。 

⑤ 主体的な学習活動を通して，現代の世界が抱える諸課題について探究し，国際社会に生きる日本国民としての自覚と資質を

養います。 

２．評価の観点および趣旨 

関心・意欲・態度 

 

○世界の歴史を学ぶ意義に気づき，世界史に対する関心を高め，主体的に学習に取り組めてい

るか。 

○世界が抱える諸課題について，平和で民主的な世界，地域，国，社会を形成していく当事者と

しての自覚を持って考える態度を身につけているか。 

思考・判断 

 

  

○世界の歴史を，自然環境とのかかわりや地理的条件，日本の歴史と関連づけて，実証的，

多角的，多面的に考察しているか。 

○世界の歴史を，時間的なつながりや空間的なつながりに着目して考察しているか。 

○歴史的に形成された諸課題について，様々な理解，立場があることをふまえ，公正に判

断しているか。 

○課題についての考察や判断の過程や結果を，効果的な方法を選択して適切に表現してい

るか。 

資料活用の技能・表現 

 

○世界の歴史を考察するために必要な諸資料を収集し，有用な情報を適切に選択すること

ができているか。 

○得られた資料や情報を効果的に活用し，歴史を探究する学び方を身につけているか。 

知識・理解 

  

○古代から現代にいたる世界の政治，経済，社会，文化，宗教，生活の各領域における歴史

的事象を理解し，基本的な知識を身につけているか。 

○古代から現代にいたる世界の歴史の大きな枠組みと展開を，地理的条件や日本の

歴史とも関連づけながら理解しているか。 

 

 

 

 



３． 評価方法・・・定期テスト授業への参加状況及び提出物など  

① 定期テスト・・・学期毎に中間テストと期末テストを実施する。ただし３学期は卒業試験のみの実施。テストは授業内容を主にして出題する。  

②授業への参加状況・・・プリントを中心に授業を進め、毎時間そのプリントを提出させ、点検し、参加状況の把握に資する。  

③提出物・・・適宜課題を課す。 

 

４． 使用教科書・教材  

 (教科書) 東京書籍「新選世界史Ｂ」（世Ｂ 311），「新選世界史Ｂワークノート」 

 

５． 授業の展開と形態  

 一斉授業で行う。 

 

６． 学習方法及び履修上の注意  

① 授業開きにオリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。  

② 自作のプリントを中心に授業を進め、毎時間提出させ、点検する。 

る。 

③ 授業は進度予定表に従って行い、テストや課題を実施して学習内容の定着を図る。  

④ ＶＴＲ、新聞、インターネットなどを適宜利用する。  

月 

時

間

数 

学習項目 学習内容 

 

 

1 

１ 自然環境と人類のかかわり 

 チョコレートがつなぐ世界 

２ 日本の歴史と世界の歴史のつながり 

 世界をみた少年たち 

３ 日常生活にみる世界史 

 服装／球技 

○チョコレートの歴史を例に，自然環境と人類のかかわりについて学

びます。 

○自然環境が人類にどのような影響を与えてきたのかを調べ，考察し

ます。 

○天正の遣欧少年使節が実現した背景を学び，日本の歴史と世界の歴

史のつながりについて考察します。 

○世界との交流が日本に与えた影響について考察します。 

○世界の歴史にみられる服装に関する決まりや考え方を学び，

そこから当時の社会の状況を考察します。 

○球技を例に，社会の状況が日常生活や娯楽に与える影響につ

いて考察します。 

2 

第１部 文明と地域世界の形成 

 

序章 地球と人類のはじまり 

 

○宇宙，地球の誕生，人類の起源，文明が成立していく過程を学びま

す。 

○国家が成立した背景について学び，国家の役割について考察しま

す。 

○人類は，民族や語族に分類されるが「人種」に区分することはでき

ないことを学びます。 



3 

第１章 西アジア世界・地中海世界の形成 

１ オリエント文明の形成 

２ ギリシア世界とヘレニズム文化 

３ ローマ帝国と地中海世界 

○メソポタミア文明，エジプト文明の成立の経緯と，それぞれの文明

の特徴を学びます。 

○ヒッタイト人，フェニキア 

人，アラム人，ヘブライ人の活動について学びます。 

○アッシリア，アケメネス朝などの統一帝国の制度や支配の特徴，宗

教について学びます。 

○クレタ文明とミケーネ文明の特徴について学びます。 

○ポリス社会の特徴，アテネ民主政の発展の過程や特徴について理解

します。 

 

○ギリシアの文化について学び，その特質を理解します。 

○ポリスの衰退とマケドニアの台頭の経緯を学び，アレクサンドロス

大王の帝国の特徴について理解します。 

○ヘレニズム文化について学び，その特質を理解します。 

 

○ローマで共和政が発達し，地中海世界を統一していく経緯，支配の

しくみを理解します。 

○ローマで帝政が始まる経緯を学び，ローマ帝国の制度や支配の特徴

について理解します。 

○ローマ帝国が衰退する経緯を学び，東西二つの帝国に分裂したこと

を理解します。 

○ローマ文化について学び，その特質について理解します。 

○ローマ帝国において，キリスト教がどのように成立し，発展したの

かを学び，キリスト教の基本的な教義を理解します。 

○アレクサンドロスの死後のオリエントの展開について学び，パルテ

ィアやササン朝ペルシアの制度や支配の特徴，文化について学びま

す。 



 4 

第２章 南アジア世界・東南アジア世界の形成 

１ 古代インド文明の形成 

２ ヒンドゥー国家と社会の展開 

３ 東南アジア世界の形成 

 

 

 

○インダス文明の特徴と展開を学び，アーリヤ人の南下がインドの文

明に与えた影響について理解します。 

○ヴァルナ制度が成立した経緯，その特徴を理解します。 

○仏教の成立と発達の経緯を学び，基本的な教義について理解しま

す。 

○マウリヤ朝，クシャーナ朝の制度や仏教政策，ローマとの交易につ

いて学びます。 

○グプタ朝の成立と支配の特徴について学びます。 

○インドの古典文化について学び，その特質について理解します。 

○ヒンドゥー教の成立の経緯を学び，その基本的な教義を理解しま

す。 

○ヴァルダナ朝の滅亡後，統一王朝が成立しなかった時期について学

び，小王国の分立が社会や文化に与えた影響を理解します。 

○ヴァルナ制度の枠の中から職業集団が生じて，カースト制度が成立

する経緯について学び，その特徴を理解します。 

○中国，インドとの交流により，さまざまな文明や宗教がもたらさ

れ，東南アジアの文化が形成されたことを理解します。 

○群島部に成立した，交易により発達した王朝の変遷を学び，その特

徴を理解します。 

○大陸部に成立した，水稲耕作により発達した王朝の変遷を学び，そ

の特徴を理解します。 

○ミャンマーやタイを中心に上座部仏教が受容され，それに基づく文

化が築かれたことを学びます。 
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第３章 東アジア世界・内陸アジア世界の形成 

１ 中国文明の形成 

２ 中華帝国の形成 

３ 中国の分裂と遊牧国家 

４ 中華帝国と東アジア 

○中国の文明が成立し発展する経緯を学び，その特徴を理解します。

○殷の神権政治や周の封建制度について学び，その特徴を理解しま

す。 

○春秋時代，戦国時代における鉄器の広がりが農業生産の増大や小国

分立をもたらし，国家が大きく変動していった経緯を学びます。 

○諸子百家の思想が発達した背景を学び，儒家，道家，法家の基本的

な考えを理解します。 

○始皇帝が統一した秦の制度や支配の特徴，北方遊牧民族との関係に

ついて学びます。 

○劉邦により統一された漢の制度，匈奴などの北方遊牧民族の動向に

ついて学びます。 

○武帝の時代の周辺民族との関係や西域との交流，支配領域の拡大に

ついて学びます。 

○武帝の死後に衰退した漢の政治や社会について学び，後漢が復興さ

れ，再び衰退するまでの経緯を理解します。 

○後漢の時代の周辺民族や西域との関係について学びます。 

○漢の時代の文化について学び，その特質を理解します。 

 

○後漢の衰退後，隋が再統一するまでの中国の王朝の推移について学

びます。 

○魏，晋，南北朝時代に発達した土地制度や官僚制度，文化，宗教に

ついて学び，その特質を理解します。 

○中国の影響を受けた朝鮮半島や日本でも，国内の統一が進められた

ことを学びます。 

○隋の成立から滅亡にいたる経緯を学び，隋の制度や支配のしくみ，

対外政策について理解します。 

○唐の成立から滅亡にいたる経緯を学び，その領域や制度の変遷につ

いて理解します。 

○唐の農業や交易の発達，文化について学び，その特質について理解

します。 

○柔然，突厥，ウイグル，吐蕃などの活動と文化について学びます。

○中華思想に基づく冊封体制のもとで，朝鮮半島や日本，中国東北地

方でも国が成立，発展し，それらが交流したことを理解します。 

 

 
6 

時間軸からみる諸地域世界 

古代日本と東アジア世界 

○古代の日本が東アジア世界の一員として，中国や朝鮮半島との関係

の中で発展してきたことを，長期的な視点から理解します。 



7 

第２部 諸地域世界の交流と再編 

第４章 イスラーム世界の形成と拡大 

１ イスラーム国家の成立 

２ 軍人政権の時代 

３ アフリカ・南アジアのイスラーム化 

４ イスラームの文化 

○アッラーの導きに従って新しい社会を築くことを説いたムハ

ンマドがアラビア半島を統一する経緯を学び，イスラームの基

本的な教えや世界観を理解します。 

○ムハンマドの死後のイスラーム国家の変遷を学び，ウマイヤ

朝とアッバース朝の統治の特徴を理解します。 

○アッバース朝の他国との交易について学びます。 

○ヨーロッパ世界やモンゴルとの争いの影響により，トルコ人やイラ

ン人がイスラーム世界で台頭する経緯を学びます。 

○軍人政権の支配のしくみや特徴を学び，軍人政権がイスラーム世界

に与えた影響について考察します。 

○北アフリカやイベリア半島へのイスラームの拡大について学びま

す。 

○サハラ交易を通じて，アフリカの黒人王国がイスラーム化する経緯

を学びます。 

○インドにイスラーム政権が成立する経緯を学びます。 

○交易により，東南アジアがイスラーム化する経緯を学びます。 

○イスラーム世界の農業，遊牧，商業の発達の経緯を学び，その特徴

を理解します。 

○イスラーム法の基本的な考え方を理解し，成立の背景を考察しま

す。 

○イスラーム世界の文化について学び，その特質を理解します。 
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第５章 ヨーロッパ世界の形成と変動 

１ ビザンツ帝国と東ヨーロッパ世界 

２ 西ヨーロッパ世界の成立 

３ ヨーロッパ世界の変動 

○ビザンツ帝国の歴史について学び，その興亡と地理的条件と

の関連について考察します。 

○ビザンツ帝国の文化について学び，その特質を理解します。

○スラヴ人の動向，ロシアが発展した経緯を学びます。 

○ゲルマン人が大移動した背景と影響を学びます。 

○フランク王国の発展について学び，西ヨーロッパ世界の成立

の経緯を理解します。 

○フランク王国が分裂した後に成立した各国の政治，宗教，社

会のしくみや人々のくらしについて理解します。  

○西ヨーロッパ世界で発展したキリスト教について学び，教会

の果たした役割を理解します。 

○十字軍が派遣された経緯とその後の展開を学び，十字軍派遣

の背景と影響について考察します。 

○交易による都市の発達，商業発達による封建社会の変化につ

いて学び，王権が強化され，王と教皇の関係が変化した背景を

理解します。 

○王権が強化された時期の，西ヨーロッパ諸国の状況，外交関

係について学びます。 

○西ヨーロッパ世界の文化について学び，その特質を理解しま

す。 



9 

第６章 内陸アジア世界と諸地域世界 

１ 北方諸民族と宋 

２ モンゴル帝国の興亡 

３ ユーラシア諸地域の交流と再編 

○唐の滅亡による影響，ウイグルや契丹の活動について学びま

す。 

○宋の制度や周辺諸国との関係を学び，南宋が成立した経緯，

東アジア世界に与えた影響について理解します。 

○宋代の江南地域の発達について学び，その政治的背景，経済

的要因について考察します。 

○宋の文化について学び，その特質を理解します。 

○モンゴル帝国成立の経緯について学びます。 

○元の支配のしくみや特徴，東アジア世界に与えた影響につい

て学び，元の中国支配が長くは続かなかった理由を考察しま

す。 

○元の文化について学び，その特質を理解します。 

○モンゴル帝国の成立により，ユーラシア大陸の東西の交流が

進んだことを理解し，帝国解体後の諸地域の変化について学び

ます。 

○江南の開発やムスリム商人の活動により，海上交易ルートが形成さ

れたことを理解します。 
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空間軸からみる諸地域世界 

『大旅行記』から世界のつながりをみてみよう 

○14世紀の諸都市の様子や交易路について学び，当時の世界の

空間的な広がり，人々の世界観を理解します。 
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第３部 諸地域世界の結合と変容 

第７章 アジア諸地域世界の繁栄と成熟 

１ 明と清の繁栄 

２ 東アジア諸国の発展 

３ 東南アジアの大航海時代 

４ イスラーム諸国家の繁栄 

○明の成立の背景を学び，明の制度や社会，対外政策の特徴について

理解します。 

○明の滅亡の背景を学び，当時の東アジアの諸民族，諸国の状況を理

解します。 

○清の成立の経緯を学び，清の制度や社会，対外政策の特徴について

理解します。 

○明・清の経済について学び，貨幣経済が発達した背景を理解しま

す。 

○明・清の文化について学び，その特質を理解します。 

 

○東アジア諸国の政治や社会の特徴を学び，それらの政治的推移や外

交政策を，明，清，周辺諸国との関係の中で理解します。 

○14世紀の東南アジアが，つながりを深める世界の中でどのような位

置にあったのかを理解します。 

○東南アジアの諸王朝の特徴を学び，それぞれの政治や経済，文化へ

の他地域からの影響について考察します。 

○オスマン帝国発展の経緯を学び，帝国の常備軍や官僚制度，都市政

策，対外政策について理解します。 

○サファヴィー朝，ティムール朝，ムガル帝国の支配のしくみや特

徴，外交関係につい 

て学びます。 

○イスラーム世界の文化と社会について学び，その特質について理解

します。 
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第８章 ヨーロッパの拡大と大西洋世界 

１ 大航海時代 

２ ルネサンス 

３ 宗教改革 

４ 主権国家の成立 

５ 東方の大国 

６ ヨーロッパ人の進出とアメリカ・アフ

リカ 

○大航海時代の推移について学びます。 

○大航海時代の背景に経済活動の停滞，イスラーム世界からの知の移

植があったことを理解します。 

○大航海時代の影響がヨーロッパの経済や社会に与えた影響を理解し

ます。 

○ルネサンスが始まった背景や作品の特徴を理解します。 

○ルネサンスのヨーロッパ諸国への広がり，ルネサンスと近代科学の

発達とのつながりを理解します。 

○ルターやカルヴァンの主張を学び，宗教改革の推移を理解し，その

背景について考察します。 

○宗教戦争の推移を学び，三十年戦争をへて，国家主権の尊重が確認

されたことを理解します。 

○絶対王政と主権国家について学び，両者の関係について考察しま

す。 

○スペインの絶対王政について学び，オランダが独立した背景や影響

について考察します。 

○イギリスの絶対王政について学び，社会の変化や対外政策について

理解します。 

 

○ピューリタン革命と名誉革命について学び，その背景と影響につい

て理解します。 

○フランスの絶対王政について学び，支配のしくみや対外政策につい

て理解します。 

○17〜18世紀のプロイセン，オーストリア，ロシア，ポーランドにつ

いて学び，それぞれの発展や衰退の要因を理解します。 

○18世紀のヨーロッパを中心とする国際関係を理解します。 

○ヨーロッパ人の植民活動について学び，その結果，大西洋を囲む世

界の経済が一体化していったこと，アメリカやアフリカに深刻な打撃

が与えられたことを理解します。 
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第９章 産業社会と国民国家の形成 

１ 産業革命 

２ アメリカ合衆国の独立 

３ フランス革命とナポレオン 

４ ウィーン体制と1848年革命 

５ 国民国家の建設と国際関係の推移 

６ ヨーロッパの文化 

 

○産業革命について学び，その特質，背景，影響について理解しま

す。 

○産業革命がイギリス社会に与えた影響を理解します。 

○産業革命が世界に波及した経緯とその影響を学びます。 

○北米植民地がイギリスから 

独立する経緯を理解します。 

○アメリカ合衆国の憲法や制度について学び，独立を目指した人々は

何を求めていたのか考察します。 

○アンシャン・レジームについて学び，フランス革命が始まる前の状

況を理解します。 

○フランス革命の推移を学び，革命が目指した理想と，社会の実情を

理解します。 

○ナポレオンによる対外戦争の推移を学び，フランス革命の理念がヨ

ーロッパに広まった経緯を理解します。 

○ウィーン体制について学び，諸国の君主たちが旧来の秩序を守ろう

としたこと，それに対して，各国で自由主義やナショナリズムが高ま

ったことを理解します。 

○イギリスで自由主義が発展する一方，労働者の悲惨な状況が続いた

ことを理解します。 

○フランスの二月革命によりウィーン体制が崩壊し，諸国で自由と国

家の統一を目指す動きが活発化したことを理解します。 

○工業化の発展による労働問題の深刻化にともない，社会主義が発達

したことを学びます。 

○イタリアとドイツの統一の動きを，自由主義とナショナリズムの発

達との関連の中で理解します。 

○オーストリア帝国の状況を学び，ナショナリズムの高揚が帝国の支

配を動揺させたことを理解します。 

○東方問題について学び，民族や宗教の違いが対立の要因になってい

く背景を理解します。 

○モンロー宣言や奴隷解放宣言について理解し，アメリカの外交政策

や経済，社会について考察します。 

○絶対王政の時代の各国の宮廷の文化について学び，その特質につい

て理解します。 

○産業革命の時代の各国の市民の文化について学び，その特質につい

て理解します。 

○19世紀の各国の文化について学び，その特質について理解します。
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第１０章世界市場の形成とアジア諸国 

１ ヨーロッパ諸国のアジア進出 

２ 西アジアの変動 

３ 南アジア・東南アジアの変動 

４ 東アジアの変動 

○新航路開拓後のヨーロッパのアジアへの進出の推移,手法について

理解します。 

○三角貿易や不平等条約の締結など，イギリスがつくりあげた，アジ

アで利益をあげる構造を理解します。 

○17世紀以降のオスマン帝国について学び，イスラーム世界へのヨー

ロッパの進出,西欧化の状況を理解します。 

○エジプト独立，立憲運動の経緯を，イギリスの動きとの関連の中で

理解します。 

○イスラーム改革思想が発達した背景を理解します。 

○イギリスによるインドの植民地化の推移，支配のしくみについて学

び，インド大反乱がおこった背景，影響を理解します。 

○ヨーロッパ諸国による東南アジアの植民地化の過程を理解します。

○清末の社会や経済の状況を，イギリスの進出との関係をふまえて理

解します。 

○19世紀後半以降の東アジア世界について学び，弱体化する清にかわ

って，ロシアや日本が勢力を拡大したことを理解します。 
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資料からよみとく歴史の世界 

海外ツアーの誕生 

○スフィンクス前で撮影された遣仏使節団の写真等を例に，資

料から時代背景を読み取る手法を学びます。 
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第４部 地球世界の形成 

第１１章世界の分割 

１ 世界を支配する国々 

２ アジアの民族主義と国家建設 

３ 世界の一体化 

○アメリカやドイツを中心とする第２次産業革命について学び，大国

の力関係の変化を理解します。 

○帝国主義の国々による世界の分割の推移を学び，諸国の対立が激化

し，関係が複雑化したことを理解します。 

○帝国主義の時代の政治の特徴について学び，それが国民の生活に与

えた影響について考えます。 

○列強に分割された清における政治改革や民衆運動について学び，そ

の挫折により列強の支配が強化されていく過程を理解します。 

○ロシアを破った日本が東アジア世界で勢力を拡大していく経緯につ

いて考察します。 

○辛亥革命が始まる背景と展開を学びます。 

○東南アジア，南アジア，西アジアにおける民族主義の高まりと，国

家建設にむけた運動の展開について学びます。 

○世界経済の一体化を学び，それによって人々の移動が増え，文化も

一体化していったこと，国際機関が作られるようになったことを理解

します。 

 



平成 31 年度 日本史B シラバス 
 

沖縄県立宜野湾高等学校 

地理歴史科 

教科 科目 単位数 指導学年 必履修・選択 

地理歴史 日本史B 4単位 2学年（全クラス） 選択必履修 

 

１．科目の目標 

我が国の歴史の展開を，世界史的視野に立って総合的に考察させ，我が国の文化と伝統の特色についての認識を

深めさせることによって，歴史的思考力を培い，国民としての自覚と国際社会に主体的に生きる日本人としての資

質を養う。 

 

２．評価の観点および趣旨 

関心・意欲・態度 
歴史的事象に対する関心と課題意識を高め、意欲的に追求するとともに、国際社会に主体

的に生きる国家・社会の一員としての自覚を果たそうとする。 

思考・判断 

歴史的事象から課題を見いだし、我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域

的特色を世界史的視野に立って多面的・多角的に考察するとともに、国際社会の変化を踏ま

え公正に判断する。 

資料活用の技能・表現 
諸資料を収集し、有用な情報を選択して活用することを通して歴史的事象を追求する方法

を身につけるとともに、追求し考察した過程や結果を適切に表現する。 

知識・理解 
我が国の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての基本的な事柄を理解し、

その知識を身につけている。 

 

３．評価方法…定期テスト、授業への参加状況及び提出物など 

（１）定期考査…学期毎に中間考査と期末考査を実施する。ただし、3 学期は学年末考査のみ実施する。考査は授業内

容を主にして出題する。 

（２）授業への参加状況…プリントを中心に授業を展開する。ほぼ毎時間そのプリントを提出させ、点検し、参加状況

の把握に資する。 

（３）提出物…適宜課題を課す。 

 

４．使用教科書・教材  

（１）教科書…実教出版「高校日本史B改訂版」 

 

５．授業の展開と形態 

（１）地理Bとの2展開クラス。展開は、①2組、②3組、③5組・6組である。 

 

６．学習方法及び履修上の注意  

（１）最初の授業で、授業開きとしてオリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。 

（２）自作のプリントを中心に授業を進め、ほぼ毎時間提出させ、点検する。 

（３）授業は進度予定表に従って行い、定期考査や課題等を実施して学習内容の定着を図る。 

（４）視聴覚教材機器、新聞、インターネットなどを適宜利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



平成 31 年度 日本史 B 年間指導計画 

 

沖縄県立宜野湾高等学校   

地歴公民科：前田 光 

教科 科目 単位数 指導学年 必履修・選択 

地理歴史 日本史Ｂ ４ ２学年 必履修 

   

１．科目の目標  

我が国の歴史の展開を，世界史的視野に立って総合的に考察させ，我が国の文化と伝統の特色についての認

識を深めさせることによって，歴史的思考力を培い，国民としての自覚と国際社会に主体的に生きる日本人として

の資質を養う。 

 

２．評価の観点および趣旨 

関心・意欲・態度 

 

歴史的事象に対する関心と課題意識を高め、意欲的に追求するとともに、国際社会に

主体的に生きる国家・社会の一員としての自覚を果たそうとする。 

思考・判断 

 

  

歴史的事象から課題を見いだし、我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化

の地域的特色を世界史的視野に立って多面的・多角的に考察するとともに、国際社会

の変化を踏まえ公正に判断する。 

資料活用の技能・表現 

 

諸資料を収集し、有用な情報を選択して活用することを通して歴史的事象を追求する

方法を身につけるとともに、追求し考察した過程や結果を適切に表現する。 

知識・理解 

  

我が国の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての基本的な事柄を理

解し、その知識を身につけている。 

 

３． 評価方法・・・定期テストや授業への参加状況及び提出物など 

① 定期テスト・・・学期毎に中間テストと期末テストを実施する。ただし、３学期は卒業試験のみ実施する。テストは

授業内容を主にして出題する。  

②授業への参加状況・・・プリントを中心に授業を進め、毎時間そのプリントを提出させ、点検し、参加状況の把握

に資する。  

③提出物・・・適宜課題を課す。 

 

４． 使用教科書・教材  

・ （教科書）実教出版「高校日本史 B」 

 

５． 授業の展開と形態  

 地理 B との 2 展開クラス。展開は、①2 組、②3 組、③5 組・6 組である。 

 

６． 学習方法及び履修上の注意  

① 授業開きにオリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。  

② 自作のプリントを中心に授業を進め、毎時間提出させ、点検する。 

③ 授業は進度予定表に従って行い、テストや課題を実施して学習内容の定着を図る。  

④ ＶＴＲ、新聞、インターネットなどを適宜利用する。  

 



７． 進度予定表 

月 単元・考査等 時間 学習内容と留意点 

４ 

月 

 

 

 

 

 

５

月 

 

 

 

 

 

 

 

６

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９

月 

 

 

 

 

  

 

 

 

10

月 

オリエンテーション 

 

 

第 1 編 原始･古代国家の社会･文化と

東アジア 

第１章 日本文化の黎明 

１、原始社会の生活と文化     

 

２、農耕の普及と社会の変化 

 

第２章 古代国家の形成と東アジア 

１、国家形成と東アジア文化 

 

※１学期中間テスト 

２、推古朝の政治 

３、飛鳥文化 

４、律令体制の成立          

 

５、白鳳文化 

６、奈良時代の政治 

７、天平文化 

琉球･沖縄史（１） 

第３章 古代国家の推移と社会の変化

１、平安初期の政治 

２、弘仁･貞観文化 

３、摂関政治の確立 

４、国風文化の形成 

５、荘園の発達と武士の台頭     

 

※１学期期末テスト 

６、院政と平氏政権 

７、平安末期の文化 

第２編 中世の社会・文化と東アジア 

第１章 武家政権の成立 

１、鎌倉幕府の成立と武家社会 

 

２、執権政治の展開と農村の動き 

 

３、鎌倉時代の文化 

４、蒙古襲来と鎌倉幕府の滅亡   

 

第２章 武家政権の展開と社会の変化

１、南北朝の争乱と室町幕府 

 

琉球･沖縄史（２） 

２、社会の変化と民衆の成長 

３、東アジアと日本 

４、室町時代の文化 

５、戦国の争乱とヨーロッパ人の来航 

  

１

 

 

 

 

 

２

 

３

 

 

３

 

１

２

２

３

 

２

３

２

３

 

２

１

２

２

３

 

１

２

２

 

 

２

 

２

 

２

２

 

 

３

 

２

２

２

１

３

 

授業内容や評価方法等の確認  

・中学校で学んだ知識の確認 ・日本史の時代区分 

・日本史の流れ など  

 

更新世と日本 日本人の起源と旧石器文化 縄文文化の成立

縄文人の食生活 縄文時代の社会生活 

弥生時代の始まり 水稲農耕の波及 金属器の使用 社会生

活の変化 小国の分立と戦い 邪馬台国 

 

日本列島と東アジア ヤマト政権の成立と発展 朝鮮・中国と

の外交 古墳文化の発展 古墳文化の変質 農耕社会の生

活 東アジア文化の移入 アマト政権のしくみ   

ヤマト政権の動揺 推古朝の政治 推古朝の外交と東アジア

特色 法隆寺  

大化の改新と東アジア 改新政治の推移 天武・持統朝の政

治 律令体制  

特色 国家仏教 

平城遷都 遣唐使と東アジア 政治の動揺 律令体制の動揺

特色 東大寺 歴史書 和歌 

校外学習の事前学習・・・沖縄戦 

 

平安遷都 律令体制の修正  

特色 仏教の動き 

東アジアの変動と遣唐使の廃止 摂関政治  

特色 仮名文学 浄土教  

荘園の発達 荘園と国衙領 地方政治のゆるみ 武士の発生

武士の成長  

 

院政 保元･平治の乱 平氏政権と日宋貿易 

特色 文化の地方伝播 

 

 

源平争乱 鎌倉幕府の成立 公武二重政権 将軍と御家人 

鎌倉武士の生活  

源家将軍の断絶 承久の乱 執権政治と御成敗式目 地頭の

成長 産業の発達 

新仏教 文芸 学問 美術 

東アジアと日本列島 元寇 御家人社会の動揺 幕府政治の

動揺 幕府の滅亡 

 

建武の新政 南北朝の争乱 幕府の組織 守護大名の領国

支配 幕府政治の展開 

琉球王国の成立、冊封体制 

惣の形成 土一揆 応仁の乱 国一揆と一向一揆 産業発展

和冦 明・朝鮮・蝦夷との関係  

特色 南北朝 北山 東山 

群雄割拠 戦国大名の政治 都市の発達 ヨーロッパ人の来

航 キリスト教の伝来 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

11 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

２

月 

第３編 近世の社会・文化と国際社会 

第１章 織豊政権と幕藩体制の形成 

１、織豊政権の成立 

２、桃山文化 

３、幕藩体制の成立と鎖国 

 

※２学期中間テスト 

第２章 産業経済の発展と文化 

１、産業経済の発展と都市の役割 

２、文治政治の展開 

元禄文化 

第３章 国際関係の変化と幕藩体制の

動揺  

１、藩体制の動揺と政治改革     

 

２、化政文化 

第４編 近代日本の形成と東アジア 

第１章 明治維新と立憲体制の成立 

１、江戸幕府の滅亡 

 

２、明治維新と西洋文化の摂取 

 

 

琉球･沖縄史（３） 

３、自由民権運動と立憲政治の発足 

 

第２章 国際関係の推移と立憲国家の

展開 

１、条約改正と日清戦争       

※２学期期末テスト 

２、日清戦争と戦後の国際関係 

３、近代産業の成立と発達 

４、明治期の文化 

第５編 二つの世界大戦と日本 

第１章 第一次世界大戦と日本 

１、第一次世界大戦と日本の動き 

２、ワシントン体制と戦後の経済 

３、政党政治と社会運動の展開 

４、大衆文化 

第２章 第二次世界大戦と日本 

１、恐慌と日中戦争 

 

 

２、第二次世界大戦と国民生活 

 

第６編第二次世界大戦後の日本と世界

１、戦後日本の動向と国民生活 

２、占領政策の転換 

３、現代日本の課題 

※卒業テスト 

一年間を振り返って 
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２
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４

 

 

４

 

 

２

２

２

１

１

信長・秀吉の統一事業  検知と刀狩 兵農分離 対外関係 

特色 建築 美術 芸能 

幕府の成立 幕藩体制 大名統制 幕府組織 農民の統制

都市と町民 身分制度 貿易の進展 キリスト教の禁止 鎖国

 

 

産業の発展 交通の発達 貨幣制度 都市の繁栄  

文治政治 正徳の治 

特色 儒学 町人文芸 美術 

 

 

武家の窮乏と農村の変化 享保の改革 田沼時代 百姓一揆

寛政の改革 外国船の来航 天保の改革 近代工業のめばえ

特色 町人文化 美術 儒学 国学 洋学 

 

 

列強の進出と東アジアの情勢 開国 通商条約 貿易の開始

と影響 安政の大獄 尊攘運動 倒幕 幕府の滅亡 

戊辰戦争 新政の基本方針 廃藩置県 

外交問題 身分制の改革 地租改正 殖産興業 士族の反乱

文化 

薩摩の侵入 琉球処分 

国会開設の要求 民権運動 政党 松方財政 民権運動の激

化 憲法の制定 初期議会 

 

 

改正交渉 甲申事変 日清戦争 資本主義の成立 政党の進

出  

中国分割 日露戦争 韓国併合  

資本主義の発達 社会問題  

特色 教育 学問 文学 芸術 思想 

 

 

護憲運動 大戦と参戦 二十一か条 シベリア出兵 米騒動 

ベルサイユ条約 ワシントン会議 戦後の不況  

政党政治と社会運動の展開 大正デモクラシー 社会運動 

市民文化 科学の発達 文学 芸術 

 

世界恐慌 ファシズム 外交政策の転機 社会運動の弾圧

軍部の台頭 満州事変 政党政治の断絶 二・二六事件 日

中戦争 戦時体制  

世界大戦 新体制 太平洋戦争 戦時下の国民生活 敗戦

アジアの犠牲 

 

占領 民主化と新憲法 占領政策  

東西冷戦 ドッジライン 独立 経済発展  

 

 

 

 



令和元年度 地理 B シラバス  
 

沖縄県立宜野湾高等学校 地理歴史科 
 

教科 科目 単位数 指導学年 必履修・選択 

地理歴史 地理Ｂ ４ ２学年 必履修 

 

１．教科の目標 

現代社会の地理的な諸課題を地域性を踏まえて考察し、現代世界の地理的認識を養うとともに、地理的認

識を養うとともに、地理的な見方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を

養う。 

 

２．評価方法 

① 定期テスト・・・学期毎にテストを実施する。テストは授業内容を主にして出題する。 

② 授業態度・・・授業への参加状況、授業の態度、発問への主体的姿勢等により総合的判断する。 

③ ノート・・・板書事項を写しているかなどの確認やまとめ方で評価。 

④ 提出物・・・授業の進度に応じ出した課題について提出させる。 

 

３．使用教科書・教材 

  教科書：帝国書院 標準高等地図 －地図でよむ現代社会－ 

帝国書院 新詳地理 B 初訂版 

副読本：帝国書院 図説地理資料 世界の諸地域 NOW 2018 

 

４．授業の展開と形態 

 １組で地理 B 単独授業を行う。 

２組で地理 B と日本史Ｂの２展開で行う。 

３組(文理特進コース）で日本史 B と地理 B の２展開で行う。 

５・６組で日本史 B と地理 B の 2 クラス２展開で行う。 

 

６、学習方法及び履修上の注意 

① 授業開きに授業オリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。 

② プリント（教科書準拠内容・白地図等）と資料プリントを使用する。 

③ 授業は進度予定表に従って行い、テストや課題を実施して学習内容の徹底を図る。 

④ ＶＴＲや新聞などを適宜利用し、現代の社会の状況を感じさせながら学ばせる。 



令和元年度 地理 B 年間指導計画 
 

沖縄県立宜野湾高等学校 地歴公民科：岸本 弘人 
 

教科 科目 単位数 指導学年 必履修・選択 

地理歴史 地理Ｂ ４ ２学年 必履修 

 

１．教科の目標 

現代社会の地理的な諸課題を地域性を踏まえて考察し、現代世界の地理的認識を養うとともに、地理的認

識を養うとともに、地理的な見方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を

養う。 

 

２．評価の観点および趣旨 

３．評価方法・・・定期テスト  授業態度  ノート  提出物 

① 定期テスト・・・学期毎にテストを実施する。テストは授業内容を主にして出題する。 

② 授業態度・・・授業への参加状況、授業の態度、発問への主体的姿勢等により総合的判断する。 

③ ノート・・・板書事項を写しているかなどの確認やまとめ方で評価。 

④ 提出物・・・授業の進度に応じ出した課題について提出させる。 

４．使用教科書・教材 

  教科書：帝国書院 標準高等地図 －地図でよむ現代社会－ 

帝国書院 新詳地理 B  

副読本：帝国書院 図説地理資料 世界の諸地域 NOW 2018 

５．授業の展開と形態 

 1 組は単独授業で行う。２組は日本史 B と地理 B の２展開で行う。  

３組(文理特進コース）は日本史 B と地理 B の２展開で行う。 

５・６組は日本史 B と地理 B の２クラス２展開で行う。 

関心・意欲・態度 

【A】 

・世界中の国々の名称と位置関係を意欲的に追求するとともに、地名や地域

名への興味や関心を高めようとしている。 

・身近な地域の特色、変化、国際化、課題等について意欲的に調査活動をし、

地域への関心を高めて発展のために努力している。 

思考・判断 

【B】 

・身近な地域の諸事情から調査課題を見つけ、調査から得られた情報から

人々の生活の特色や変化、抱える課題との関連性について考察している。

資料活用の技能・表現 

【C】 

・世界の地域構成を把握し、地球儀や世界地図を利用し、多角的に表現しよ

うとしている。 

・野外調査によって、調査課題の追求のため情報の収集、選択、地形図の読

図、土地利用等地理的なまとめ方や発表方法等を身につけている。 

知識・理解 

【D】 

・世界の地域構成を基本とし、国の様子などを理解している。 

・地域の特色をとらえる視点や方法等を理解し、その知識を身につけている。



６、学習方法及び履修上の注意 

① 授業開きに授業オリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。 

② プリント（教科書準拠内容・白地図等）と資料プリントを使用する。 

③ 授業は進度予定表に従って行い、テストや課題を実施して学習内容の徹底を図る。 

④ ＶＴＲや新聞などを適宜利用し、現代の社会の状況を感じさせながら学ばせる。 

７．進度予定表 

学

期 

月 
単元名 学習の目標（ねらい）及び内容 

評価の観点

A B C D

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅰ部 自然と生活 

１章 自然環境と生活 

１節 生活の舞台としての地形 

生活の舞台としての地形について，山地に住む人々と低地に住む

人々の地形と生活のかかわりを，写真などを通して考察する。 
◎ ○ ○ △

２節 世界の地形 
世界の地形について，営力的分類から大観し，それぞれの地形の

特徴と災害と恩恵など人間生活への影響を考察する。 
△ ○ ○ ◎

３節 生活に影響を及ぼす気候 
生活に影響を及ぼす気候について，熱帯・乾燥帯・温帯・亜寒帯の

気候と生活とのかかわりを，写真などを通して考察する。 
◎ ○ ○ △

４節 世界の気候 
世界の気候について，その成り立ちを大観し，それぞれの気候区

の特徴と農業など人間生活への影響を考察する。 
△ ○ ○ ◎

５節 日本の自然の特徴と人々の生活 
日本の自然の特徴と人々の生活について，地形や気候の特徴と自

然災害の特徴を理解するとともに，開発のあり方を考察する。 
○ ◎ △ ○

２章 資源と産業 

１節 産業の発達と変化 

産業の発達と変化について，自然環境とのかかわりやグローバル

化の視点から考察する。 
○ ◎ ○ △

２節 農産物の生産と流通 

農産物の生産と流通について，農業地域区分を通して大観し，現

代世界の農業の現状と課題および世界のなかでの日本の農業の

課題を考察する。 

○ ◎ △ ◎

３節 資源の生産と消費 

エネルギー・鉱産資源の生産と消費について，その分布を大観し，

世界のエネルギー・鉱産資源の現状と課題および日本の資源問題

を考察する。 

○ ◎ △ ◎

４節 工業製品の生産と流通 

工業製品の生産と流通について，工業の発達や立地，世界の工業

地域を大観し，世界の工業の現状と課題および日本の工業の課題

を考察する。 

○ ◎ △ ◎

３章 生活と文化 

１節 衣食住 

衣食住について，その地域的差異を大観し，衣食住と社会のかか

わり，日本の衣食住の変化を考察する。 
◎ △ ◎ ○

２節 消費と余暇活動 
消費と余暇活動について，地域性と変化を大観し，日本の消費・余

暇活動の現状と課題を考察する。 
○ ◎ △ ○

３節 村落と都市 
村落と都市について，村落・都市の立地や発達・機能を大観し，日

本の都市の特徴を考察する。 
○ △ ◎ ○

第Ⅱ部 世界の諸地域 

１章 市町村規模の地域の調査 

１節 身近な地域の調査 

身近な地域の調査について，野外調査の手順や調査内容の分析

法，まとめかたなどを具体例を用いて習得する。 
◎ ○ ◎ △
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２節 離れた地域の調査 
離れた地域の調査について，資料調査や文献調査の進め方を習

得する。 
○ ○ ◎ △
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２章 地域をみる方法 
地域をみる方法について，地域のスケールや視点による見方の違

いを理解する。 
△ ◎ ○ ○

３章 国家規模の地域の調査 

１節 アメリカ合衆国 

国家規模の地域の調査 

について，アメリカ合衆国をとりあげ，項目別アプローチによる調査

法を習得する。 

○ △ ◎ ○

２節 オーストラリア 

国家規模の地域の調査 

について，オーストラリアをとりあげ，多文化社会に注目したテーマ

別アプローチによる調査法を習得する。 

○ ○ ◎ △

３節 インド 

国家規模の地域の調査 

について，インドをとりあげ，生活や産業の多様性に注目したテー

マ別アプローチによる調査法を習得する。 

○ ○ ◎ △

４章 州・大陸規模の地域の調査 

１節 西アジア・中央アジア 

州・大陸規模の地域の調査について，西アジア・中央アジアをとり

あげ，項目別アプローチによる調査法を習得する。 
○ △ ◎ ○

２節 ヨーロッパ 

州・大陸規模の地域の調査について，ヨーロッパをとりあげ，国をこ

えてまとまる地域に注目したテーマ別アプローチによる調査法を習

得する。 

○ ○ ◎ △

３節 東南アジア 
州・大陸規模の地域の調査について，東南アジアをとりあげ，地域

の多様性に注目したテーマ別アプローチによる調査法を習得する。 
○ ○ ◎ △

第Ⅲ部 グローバル化する現代社会 

１章 近隣諸国の研究 

１節 韓国の研究 

近隣諸国の研究について，韓国をとりあげ，日本との共通性や異

質性，日本との交流に着目して考察する。 
○ ◎ △ ◎

２節 中国の研究 
近隣諸国の研究について，中国をとりあげ，日本との共通性や異

質性，日本との交流に着目して考察する。 
○ ◎ △ ◎

３節 ロシアの研究 
近隣諸国の研究について，ロシアをとりあげ，日本との共通性や異

質性，日本との交流に着目して考察する。 
○ ◎ △ ◎

２章 結びつきを強める現代世界の諸課題

のとらえ方 

１節 現代世界の国家 

現代世界の国家について，国家や国境の意味について考察する。 ○ ○ △ ◎

２節 世界を結ぶ交通・通信 
世界を結ぶ交通・通信について，その発達と地域差について考察

する。 
△ ○ ◎ ○

３節 現代世界の貿易と経済圏 
現代世界の貿易と経済圏について，現状と課題や，世界のなかで

の日本の貿易の課題を考察する。 
○ ◎ △ ○

３章 地図でとらえる現代世界 

１節 地図化によって何がわかるのか 

地図でとらえる現代世界 

について，地図化のメリットや地図化でわかることを考察し，地図化

の技能を習得する。 

○ ○ ◎ △

２節 地図化してとらえる南北問題 
地図化してとらえる南北問題について，生活基盤や教育をめぐる問

題を考察する。 
○ ◎ ◎ △



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４章 地域区分でとらえる現代世界 

１節 地域区分の目的と方法 

地域区分でとらえる現代世界について，地域区分の目的と方法を

考察する。 
○ ◎ ○ △

２節 地域区分でとらえる現代世界の課題 
地域区分でとらえる現代世界の課題について，アフリカやラテンア

メリカを例にその課題を考察する。 
○ ◎ ○ △

第Ⅳ部 地球的な課題 

１章 人口・食料問題 

１節 かたよる人口と食料生産 

人口・食料問題について，世界の人口の動向と食料生産の地域的

なかたよりを考察する。 
○ ◎ △ ○

２節 さまざまな人口・食料問題 
さまざまな人口・食料問題について，中南アフリカとデンマークを例

に，発展途上国と先進国の事例を考察する。 
○ ◎ △ ○

３節 世界と比べてみた日本の人口問題 
世界と比べてみた日本の人口問題について，少子高齢化の視点

から考察する。 
○ ◎ △ ○

４節 人口・食料問題への取り組み 
人口・食料問題への取り組みについて，人口と食料のバランスをと

るには何が必要かを考察する。 
○ ◎ △ ○

２章 都市・居住問題 

１節 世界の都市・居住問題 

都市・居住問題について，世界の都市・居住問題の要因と発生のし

くみを考察する。 
○ ◎ △ ○

２節 さまざまな都市・居住問題 
さまざまな都市・居住問題ついて，ラゴス・メキシコシティとロンドン

を例に，発展途上国と先進国の事例を考察する。 
○ ◎ △ ○

３節 日本の都市・居住問題 日本の都市・居住問題について，人口集中の視点から考察する。 ○ ◎ △ ○

４節 都市・居住問題への取り組み 
都市・居住問題への取り組みについて，発展途上国と先進国の問

題解決には何が必要かを考察する。 
○ ◎ △ ○

３章 環境・エネルギー問題 

１節 世界の環境・エネルギー問題 

環境・エネルギー問題について，世界の環境・エネルギー問題がど

のようにして起こっているのかを発展途上国と先進国の視点から考

察する。 

○ ◎ △ ○

２節 さまざまな環境・エネルギー問題 
さまざまな環境・エネルギー問題ついて，東南アジア・サヘル・中国

を例に，熱帯林破壊・砂漠化・酸性雨の事例を考察する。 
○ ◎ △ ○

３節 日本の環境・エネルギー問題 
日本の環境・エネルギー問題について，どのような取り組みをして

きたかを考察する。 
○ ◎ △ ○

４節 解決への取り組み 
環境・エネルギー問題の解決への取り組みについて，どのような考

え方が必要かを考察する。 
○ ◎ △ ○

４章 民族・領土問題 

１節 世界の民族・領土問題 
世界の民族・領土問題について，その原因を考察する。 ○ ◎ △ ○

２節 さまざまな民族・領土問題 

さまざまな民族・領土問題ついて，パレスチナ・ユーゴスラビア・クル

ド人を例に，民族と領土をめぐる対立・多民族の対立・国を持たな

い民族の事例を考察する。 

○ ◎ △ ○

３節 民族・領土からとらえた日本 
日本の民族・領土問題について，どのような問題をかかえているの

かを考察する。 
○ ◎ △ ○

４節 民族の共生へ向けての課題 
民族の共生へ向けての課題について，多文化共生の視点から考

察する。 
○ ◎ △ ○



2019(令和元)年度  政治経済シラバス 

            宜野湾高等学校 地歴・公民科 

科

目 
政治経済 単位 ２ 学年 1 全クラス 

使用教科書 
改訂版 政治・経済  

第一学習社 
副教材等 政治・経済ノート 

授業形態 単独・一斉授業   

学習の到達目標 

広い視野に立って，民主主義の本質に関する理解を深めさせ，現代における政治，

経済，国際関係などについて客観的に理解させるとともに，それらに関する諸課題

について主体的に考察させ，公正な判断力を養い，良識ある公民として必要な能力

と態度を育てる。 

                         

 

評価の観点 

ａ．関心・意欲・態度 ｂ．思考・判断 ｃ．資料活用の技能・表現 ｄ．知識・理解 

現代の政治，経済，

国際関係に対する関心

を高め，意欲的に課題

を追究するとともに，

国家・社会の一員とし

て平和で民主的な社会

生活の実現と推進につ

いて客観的に考えよう

とする。 

現代の政治，経済，

国際関係にかかわる事

柄から課題を見いだ

し，その本質や特質，

望ましい解決の在り方

について広い視野に立

って多面的・多角的に

考察するとともに，社

会の変化や様々な立

場，考え方を踏まえ公

正に判断する。 

現代の政治，経済，

国際関係にかかわる諸

資料を様々なメディア

を通して収集し，有用

な情報を主体的に選択

し活用するとともに，

追究し考察した過程や

結果を様々な方法で適

切に表現する。 

現代の政治，経済，

国際関係に関する基本

的な事柄や，本質，特

質及び動向をとらえる

基本的な概念や理論を

理解し，その知識を身

に付けている。 

 

２、評価方法 

①定期テスト・・・学期毎にテストを実施する。テストは授業内容を主にして出題する。 

②授業態度・・・授業への参加状況、授業の態度、発問への主体的姿勢等により総合的判断する。 

③ノート・・・板書事項を写しているかなどの確認やまとめ方で評価。 

④提出物・・・授業の進度に応じ出した課題について提出させる。 

 

３、学習方法及び履修上の注意 

① 授業開きに授業オリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。 

② プリント（教科書準拠内容・白地図等）と資料プリントを使用する。 

③ 授業は進度予定表に従って行い、テストや課題を実施して学習内容の徹底を図る。 

④ ＶＴＲや新聞などを適宜利用し、現代の社会の状況を感じさせながら学ばせる。 



 



2019(令和元)年度     政治経済 年間指導計画 

            宜野湾高等学校 地歴公民科：又吉 忠・正代 弓子 

科目 政治･経済 単位 ２ 学年 1  

使用教科書 「高等学校 改訂版 政治･経済」(第一学習社) 副教材等 「 新政治・経済資料集 新版」(第一学習社) 

 

 

 

学習の到達目標 

 

 

 

広い視野に立って，民主主義の本質に関する理解を深めさせ，現代における政治，経済，国際関係などにつ

いて客観的に理解させるとともに，それらに関する諸課題について主体的に考察させ，公正な判断力を養い，

良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

 

評価の観点 
ａ．関心・意欲・態度 ｂ．思考・判断・表現 ｃ．資料活用の技能 ｄ．知識・理解 

現代の社会と人間にかかわる

事柄に対する関心を高め，意欲

的に課題を追究するとともに，

平和で民主的なよりよい社会

の実現に向けて参加，協力する

態度を身に付け，人間としての

在り方生き方についての自覚

を深めようとしている。 

現代の社会と人間にかかわる

事柄から課題を見いだし，社会

的事象の本質や人間の存在及

び価値などについて広い視野

に立って多面的・多角的に考察

し，社会の変化や様々な考え方

を踏まえ公正に判断して，その

過程や結果を適切に表現して

いる。 

現代の社会と人間にかかわる

事柄に関する諸資料を収集し，

有用な情報を適切に選択して，

効果的に活用している。 

現代の社会的事象と人間とし

ての在り方生き方とにかかわ

る基本的な事柄を理解し，その

知識を身に付けている。 

 

学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法

１ 

４ 

第１編 現代の政治 

第１章 民主政治の基本

原理と日本国憲法 

①政治と法の機能 

②人権保障と法の支配 

③議会制民主主義と世

界の政治体制 

・民主政治の本質を把握しながら，政治と私たちとの関

わりについて理解する。 

・法に関する基本的な見方や考え方を把握しながら，法

の意義について理解する。 

・基本的人権が確立するまでの歩みを理解しながら，人

権保障の国際的な広がりについて考察する。 

・民主主義の発展について理解するとともに，各国の政

治体制について諸資料を利用して調査する。 

○

○

○

○

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・小テスト 

・提出課題 

・定期考査 

５ 

④日本国憲法の基本原

理 

⑤平和主義と自衛隊 

⑥基本的人権の保障と

新しい人権 

 

・日本国憲法の成立過程を把握しながら，日本国憲法の

三大原理について理解する。 

・大日本帝国憲法と日本国憲法の違いを考察し，それぞ

れの憲法の本質について理解する。 

・天皇の地位と役割について，国民主権と関連させて理

解する。 

・日本国憲法をめぐる論点について関心を高める。 

・個人の尊厳，自由，平等などの社会的価値について把

握しながら，権利相互の関係や人権をめぐる諸課題に

ついて理解する。 

・自由権や社会権，参政権などの基本的人権や新しい人

権について理解を深め，その本質を把握する。 

・人権に関する判例を活用しながら，権利と義務との関

係や，｢公共の福祉｣の概念について理解する。 

○

○

○

○

○

○

○

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・小テスト 

・提出課題 

・定期考査 

６ 

⑦国会の組織と立法 

⑧内閣の機構と行政 

⑨裁判所の機能と司法

制度 

⑩地方自治制度と住民

の権利 

 

・国会，内閣，裁判所などの政治機構にふれながら，主

権者としての政治に対する関心を高めるとともに，そ

れぞれの役割について理解する。 

・日本国憲法下での立法・行政・司法のあり方について，

問題点も含め，幅広い視点から考察する。 

・二院制の意義や法律の制定過程，衆議院の優越など，

国会に関する基本的事項について把握しながら，国会

の課題についても関心を高める。 

・現代の福祉国家の下では，国家機能が複雑化・大規模

化して，行政府の役割が増大したことを理解する。 

・裁判員制度について理解し，報道資料などから国民の

司法参加の意義を考察するとともに，刑罰の意義や犯

罪被害者の救済，犯罪者の更生について関心を高める。

・地方自治の本旨を把握しながら，地方分権と住民の権

利について理解し，国と地方の関係を考察する。 

・地方財政の現状と地方自治の課題について関心を深め，

報道資料などから自分の住んでいる地域の実情を調査

する。 

○

○

○

○

○

○

○

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・小テスト 

・提出課題 

・定期考査 



学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法

１ ７ 

⑪政党政治と選挙制度 

⑫民主政治における世

論の役割 

・日本の選挙制度について把握しながら，政党や圧力団

体の行動とその意義を理解する。 

・政党政治や選挙，国民の政治意識や政治行動の特徴な

どを理解しながら，政治への関心を高める。 

・選挙結果や投票率の分析・動向などを，さまざまな情

報手段を活用して調査し，主権者としての参政のあり

方について考察する。 

・マス・メディアの役割と問題点を理解し，世論の果た

す役割が大きいことについて理解する。 

・特定の政治的志向をもたない人々の増大や，政治的無

関心の広がりについて考察する。 

○

○

○

○

○

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・小テスト 

・提出課題 

・定期考査 

２ 

９ 

第２章 現代の国際政治

と日本 

①国際社会と国際法 

②国際連合の組織と役

割 

③国際政治の動向 

④国際紛争と難民問題 

⑤軍備管理と軍縮 

⑥日本の外交と国際平

和への役割 

・国際社会の成立過程を把握しながら，実際には国家間

でさまざまな格差があることを理解する。 

・国際政治と国内政治の違いや，国際法や国際裁判の意

義を理解する。 

・グローバル化の進展により，国際社会ではＮＧＯや多

国籍企業など国家以外の機関や組織が活動しているこ

とを理解する。 

・国際連盟と国際連合の違いを把握しながら，国際連合

の役割，国際連合が抱えている課題について理解する。

・冷戦終結後の国際社会の動向について把握するととも

に，冷戦終結後の世界が冷戦時代と比べてどのように

変化したのか理解する。 

・民族紛争を例に，複雑な国際関係を幅広い視点から考

察するとともに，国際社会における文化や宗教の多様

性について理解する。 

・軍縮や国際平和に関する問題について，メディアを利

用して調査し，国際平和のために日本が貢献できるこ

とについて，多角的な視点で考察する。 

○

○

○

○

○

○

○

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・小テスト 

・提出課題 

・定期考査 

10 

第２編 現代の経済 

第１章 現代経済のしく

みと特質 

①経済社会の発展 

②経済主体と経済活動 

③市場経済の機能と限

界 

④経済成長と景気変動 

 

・資本主義経済の特徴を，社会主義経済の特徴と比較し

ながら，現代経済の特質について理解する。 

・家計・企業・政府が互いにどのように関わりあいなが

ら国民経済を構成しているのか理解する。 

・株式会社とはどのようなものか，所有と経営の両面か

ら理解するとともに，企業の社会的責任について関心

を高める。 

・市場の基本である｢需要と供給との関係｣について，正

しく理解する。 

・独占，寡占状態の市場での消費者に対する影響と，そ

の弊害を排除するための措置について理解する。 

・国民所得の構成や景気変動，経済成長について，諸資

料を利用して，日本と諸外国の現状を比較する。 

○

○

○

○

○

○

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・小テスト 

・提出課題 

・定期考査 

11 
⑤物価の動き 

⑥金融のしくみとはた

らき 

⑦財政のしくみとはた

らき 

⑧日本経済の歩み 

・物価の変動要因を理解するとともに，物価の変動が国

民経済に及ぼす影響について考察する。 

・金融のしくみや役割，日本銀行の金融政策，金融の自

由化などの金融に関する環境の変化を理解する。 

・財政の基本的なしくみや役割，租税の意義について理

解しながら，その使途について関心を高める。 

・日本の財政の現状について，報道資料などから調査し，

公債残高の膨張が将来に及ぼす影響を考察する。 

・人々の生活が豊かになる一方で，公害などの社会問題

が発生したことを認識する。 

○

○

○

○

○

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・小テスト 

・提出課題 

・定期考査 

12 

⑨中小企業の地位と役

割 

⑩農業の現状と課題 

⑪消費者問題 

⑫高度情報社会の進展

と課題 

・大企業と中小企業の違いや日本経済において中小企業

が果たしている役割について理解する。 

・日本の農業が直面している課題について理解する。 

・消費者問題の現状や消費者運動，さまざまな法制度に

ついて，諸資料を利用して調査する。 

・クレジットやローンなどが日常生活で果たしている役

割と，多重債務問題について理解する。 

・情報化が政治・経済・国民生活に及ぼす影響や，高度

情報社会の課題について理解する。 

○

○

○

○

○

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・小テスト 

・提出課題 

・定期考査 



 

学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法

３ 

１ 

⑬労働問題 

⑭社会保障制度の充実 

⑮環境保全と資源・エ

ネルギー問題 

・労働基本権と労働三法の基本的内容とその意義を理解

する。 

・メディアを利用して，若年層・女性・中高年・障害者・

外国人労働者など 近の労働問題をさまざまな視点で

調査する。 

・日本の社会保障制度を体系的に捉えるとともに，現在

の制度上の問題点と課題について考察する。 

・すべての人が社会に参画するための方法を，諸資料を

利用して調査する。 

・化石燃料・原子力発電・新エネルギーのそれぞれの違

いとメリット・デメリットを理解する。 

・深刻化している地球的規模の環境問題に関心をもち，

どのように乗りこえるべきか考察する。 

○

○

○

○

○

○

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・小テスト 

・提出課題 

・定期考査 

２ 

第２章 国民経済と国際

経済 

①国際経済のしくみ 

②国際協調と国際経済

機関の役割 

③地域的経済統合 

④グローバル化する経

済 

⑤南北問題と日本の役

割 

・国際経済に関する基本的な概念や理論を理解する。 

・国際収支の基本的な構成を把握しながら，経済摩擦の

要因である不均衡が生じる原因について理解する。 

・為替相場のメカニズムについて把握しながら，円高・

円安が国内の産業にどのように影響するか理解する。

・地域的経済統合やＦＴＡ・ＥＰＡについて関心をもち，

諸資料を利用しながら具体的に考察する。 

・グローバリゼーションにともなうヒト，モノ，カネの

国際的な移動が，国際経済に与える影響について，関

心を高める。 

・先進国と発展途上国の経済格差や新興国の台頭につい

て把握しながら，日本が南北問題の解決に向けてどの

ような役割が期待されているか考察する。 

○

○

○

○

○

○

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・小テスト 

・提出課題 

・定期考査 

３ 

第３編 現代社会の諸課

題 

第１章 現代日本の政治

や経済の諸課題 

[選択] 

①少子高齢社会と社会

保障 

②地域社会の変貌と住

民生活 

③雇用と労働をめぐる

問題 

④産業構造の変化と中

小企業 

⑤農業と食料問題 

第２章 国際社会の政治

や経済の諸課題 

[選択] 

①地球環境と資源・エ

ネルギー問題 

②国際経済格差の是正

と国際協力 

③人種・民族問題と地

域紛争 

④国際社会における日

本の立場と役割 

・現代社会の諸課題について，政治と経済との関連に留

意しながら，さまざまな角度(視点)から考え，客観的

な立場に立って望ましい解決のあり方を考える。 

・第 1 編・第２編の学習の成果の上に立って，現代社会

の諸課題について探究し，さまざまなメディアや聞き

取りなどによって調査する。 

・調査結果をもとに，話しあい・発表・レポート・小論

文などの言語活動によって自分の意見を表現する。 

 

○

○

○

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

 



2019（平成 31）年度 倫理 シラバス 
 

沖縄県立宜野湾高等学校 地理歴史・公民科 
 

科目名 倫理 単位数 2 学年 1 1 組、2 組、3 組、4 組、5 組、6 組 

使用教科書 
「高等学校 改訂版 倫理」

(第一学習社) 
副教材等 教科書準拠ノート 第一学習社 

授業形態 一斉授業  

 

学習の到達目標 

青年期における自己形成と人間としての在り方生き方について理解と思索

を深めさせるとともに、人格の形成に努める実践的意欲を高め、他者と共に

生きる主体としての自己の確立を促し、良識ある公民として必要な能力と態

度を育てる 
 

１．評価の観点 
評価の観点 

a．関心・意欲・態度 b．思考・判断 
c．資料活用の技能 

・表現 
d．知識・理解 

 

人間尊重の精神と

自己形成について関

心を高め、人格の形成

と生きる主体として

の自己の確立に努め

る実践的意欲をもつ

とともに、これらにか

かわる諸課題を探究

する態度を身に付け、

人間としての在り方

生き方について自覚

を深めようとする。 
 

 

 

生きる主体として

の自己の確立につい

て広く課題を見いだ

し、人間の存在や価値

などについて多面

的・多角的に考察し探

究するとともに、良識

ある公民として広い

視野に立って主体的

かつ公正に判断する。
 

 

 

 

 

青年期における自

己形成や人間として

の在り方生き方など

に関する諸資料を

様々なメディアを通

して収集し、有用な情

報を主体的に選択し

て、これらを自己形成

に資するよう活用す

るとともに，追究し考

察した過程や結果を

様々な方法で適切に

表現する。 
 

 

青年期における自

己形成や人間として

の在り方生き方など

にかかわる基本的な

事柄を、生きる主体と

しての自己確立の課

題とつなげて理解し、

人格の形成に生かす

知識として身に付け

ている 
 

 

 

 

 

２．評価方法 

（１）定期テスト：学期毎にテストを実施する。テストは授業内容を主にして出題する。 

（２）授業態度：授業への参加状況、授業の態度、発問への主体的姿勢等により総合的判断する。 

（３）提出物：ノートやプリントへの板書事項、各自のノートまとめを確認し評価する。 
 

３．学習方法及び履修上の注意 

（１）授業開きに授業オリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。 

（２）準拠ノートと資料プリントを使用する。 

（３）授業は進度予定表に従って行い、テストや課題を実施して学習内容の徹底を図る。 
 

 

 

 
 



2019（平成31）年度 倫理 年間指導計画 

沖縄県立宜野湾高等学校 地理歴史・公民科：山 川 宗一郎 
科目名 倫理 単位数 2 学年 1 全クラス（1組、2組、3組、4組、5組、6組） 

使用教科書 「高等学校 改訂版 倫理」(第一学習社) 副教材等 教科書準拠ノート 第一学習社 

授業形態 一斉授業  

 

学習の到達目標 

青年期における自己形成と人間としての在り方生き方について理解と思索を深めさせるとと

もに、人格の形成に努める実践的意欲を高め、他者と共に生きる主体としての自己の確立を促し、

良識ある公民として必要な能力と態度を育てる 

 

１．評価の観点 

評価の観点 

a．関心・意欲・態度 b．思考・判断 c．資料活用の技能・表現 d．知識・理解 

 

人間尊重の精神と自己形

成について関心を高め、人

格の形成と生きる主体とし

ての自己の確立に努める実

践的意欲をもつとともに、

これらにかかわる諸課題を

探究する態度を身に付け、

人間としての在り方生き方

について自覚を深めようと

する。 

 

 

生きる主体としての自己

の確立について広く課題を

見いだし、人間の存在や価

値などについて多面的・多

角的に考察し探究するとと

もに、良識ある公民として

広い視野に立って主体的か

つ公正に判断する。 

 

 

 

 

青年期における自己形成

や人間としての在り方生き

方などに関する諸資料を

様々なメディアを通して収

集し、有用な情報を主体的

に選択して、これらを自己

形成に資するよう活用する

とともに、追究し考察した

過程や結果を様々な方法で

適切に表現する。 

 

 

青年期における自己形成

や人間としての在り方生き

方などにかかわる基本的な

事柄を、生きる主体として

の自己確立の課題とつなげ

て理解し、人格の形成に生

かす知識として身に付けて

いる 

 

 

 

 

２．評価方法 

（１）定期テスト：学期毎にテストを実施する。テストは授業内容を主にして出題する。 

（２）授業態度：授業への参加状況、授業の態度、発問への主体的姿勢等により総合的判断する。 

（３）提出物：ノートやプリントへの板書事項、各自のノートまとめを確認し評価する。 

 

３．学習方法及び履修上の注意 

（１）授業開きに授業オリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。 

（２）準拠ノートと資料プリントを使用する。 

（３）授業は進度予定表に従って行い、テストや課題を実施して学習内容の徹底を図る。 

 
学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 

１ ４ １章 青年期の課題と自己

形成 

①よく生きることを求めて

②青年期の課題 

１－青年期とは何か 

２－青年期の思考と感情 

３－青年期の人間関係 

４－青年期の自己形成 

 

 

・人間の特質とは何かを理解する。 

・自分の生きている青年期はどのような位置にあり，どのよう

な発達課題があるのかを考える。 

・青年期の心身の特徴を把握するとともに，青年期の悩みの心

理的特徴に気づき，悩むことが自己形成につながることを理

解する。 

・高校生の意識調査の結果を分析し，そこに現れている現代の

高校生の特徴を読み取る。 

・自分自身の心に起こる状態を防衛機制の図にあてはめて考え，

粘り強く欲求を抑制し，調整しながら目標達成を図る必要性

を理解する。 

・生きることの意味についていろいろな視点から考え，今後の

自分の生き方に生かす知識として身につける。 

○

○

○

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 



５ ２章 人間としての自覚 

①ギリシャの思想 

１－哲学の形成 

２－ソクラテス 

３－プラトン 

４－アリストテレス 

５－ギリシャ思想の展開 

・ギリシャの思想家のものの見方・考え方を理解することによ

り、古代ギリシャの思想は、私たちにとってどのような意味

を持つのかを考える。 

・ソクラテスの「無知の知」やプラトンのイデア論はどのよう

なものであるか、両者を比較しながら考察する。 

・「ソクラテスの言葉」から「よく生きることこそ大切である」

という彼の信念を読み取る。 

・アリストテレスの現実主義の立場を、プラトンのイデア論と

対比しながら理解する。 

・ポリス中心の考え方にかわり、個人の内面的平安を求める思

想が現れたことを理解する。 

○

○

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

６ ②キリスト教 

１－ユダヤ教の世界 

２－イエス 

３－キリスト教の発展 

・世界で起こっている宗教を原因とする争いを調べ、宗教とは

何かについて、意欲的に考察する。 

・哲学や宗教の意義を考え、先人の生き方を手がかりに、どの

ように生きていくべきかを学ぶ。 

・イエスの思想をユダヤ教と対比させて、神の愛・律法の内面

化という視点を中心に理解する。 

・キリスト教信仰の構造に関心を持ち、キリスト教的な生き方

や人間観の特徴を、興味を持って探究する。 

・キリスト教が愛の宗教であるといわれるのはなぜかを多角

的・多面的に考察する。 

○

○

○

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

③イスラーム ・イスラームはどのようにして誕生したか、ムハンマドの教え

にはどのような特徴があるのか、ユダヤ教やキリスト教とは

どのように関係するかを理解する。 

・メッカの方向を調べるなどして、イスラームの基本的教義（六

信・五行）を実感する。 

・『クルアーン』を読み、日常の生活で行うことまで規定してい

ることを理解する。 

○

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

④仏教 

１－インドの思想文化 

２－ゴータマの教説 

３－仏教思想の展開 

 

・インドの人々はどのような死生観を持っているかを理解する。

・ゴータマの教えは，深い思索を続ける生き方そのものである

ことを理解する。 

・日本に最もなじみの深い宗教である仏教の教えを知り，仏教

思想の現代的な意義はどこにあるのかを考察する。 

・「ゴータマの言葉」を味わい，仏教の基本である，人間どうし

が支え合いながら生きていくという視点を読み取る。 

・ゴータマが説いた縁起や四諦とは何かを理解する。 

○

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

７ ⑤中国の思想 

１－中国の思想文化 

２－儒家の思想 

３－道家の思想 

 

・中国の人々の自然観・人生観を理解する。 

・陰陽五行や風水など，身近なものにも中国の思想との関わり

があることを知り，中国の思想に対する興味・関心を高める。

・中国の思想は，歴史的に日本に最も大きな影響を与えたもの

であることを知り，私たちの現在や未来にどのよう関わって

いるのかを考察する。 

・「『論語』の中の孔子の言葉」から，中国の思想の根本を読み

取る。 

・西洋と東洋の源流にある思想を比較して，人間の生き方につ

いて説いている内容の共通点と相違点を調べ，発表や討論を

する。 

○

〇

○

 

○ 

〇 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

〇 

 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

 

 
学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 

２ ９ ３章 国際社会に生きる日

本人としての自覚 

①日本の風土と伝統 

 

 

・日本人の精神的特性が、日本の風土とどのように関連してい

るのかを考える。 

・書籍や聞き取り調査などから日本の神話や伝承に関する諸資

料を収集し、古代の日本人がどのような倫理意識を持ってい

たのかを理解する。 

○

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

②外来思想の受容 

１－日本仏教の展開 

２－日本儒学の展開 

 

・日本の思想や文化に大きな影響を与えている仏教や儒教が日

本にどのように伝えられ，どのように変容していったのか，

その大きな流れを把握する。 

・法然，親鸞，一遍，栄西，道元，日蓮に関する資料を収集し，

鎌倉仏教の各宗派の教義や特色を理解する。 

・日本人の価値意識と儒教との関連について理解し，正の部分，

負の部分をともに検討する。 

○

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 



③町人意識のめざめと庶民

思想 

１－義理と人情 

２－国学の成立 

３－庶民の思想 

４－伝統思想の成熟 

 

 

・義理と人情、倹約と正直、勤労の倫理など、現代に流れる思

想に対する興味・関心を高め、日本人の庶民思想や勤労倫理

の特質はどこにあるのかに気づく。 

・国学の思想と私たちの考え方とで、共通するところ、異なる

ところ、共感するところなどを発表する。 

・義理と人情の観念、国学が提唱した人間尊重の思想、現代に

流れる庶民思想は、どういうものかを理解する。 

○

○

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

 10 ④西洋思想との出会い 

１－幕末の思想 

２－明治の啓蒙思想 

３－日本社会と 

キリスト教 

４－近代的自我の確立 

５－社会思想の展開 

６－近代日本の思想課題 

 

・幕末の思想の特質や、文明開化が日本の伝統社会にどのよう

な変化をもたらしたかを把握する。 

・日本の近代思想がどのように展開していったかを理解する。

・日本人のものの見方・考え方の中で、西洋思想の受容によっ

て形成されたと考えられるものについて資料を収集し、国際

社会に生きる日本人としての生き方・考え方をまとめる。 

・日本思想のまとめとして、国際社会に生きる日本人として、

これからの自分の生き方やあり方について考える意欲を高

め、今後の生き方について考える。 

○

○

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

  ４章 現代に生きる人間の

倫理 

①人間の尊厳 

１－ルネサンスと 

宗教改革 

２－人間性の探究 

 

 

 

 

・人間の尊厳に関わる思想家の思索を通して、西洋の近代人は、

人間の尊厳をどこに見いだしていたのかを考える。 

・現代社会において人間の尊厳を自覚することの意義について

考える。 

・先哲の思想の中から、人間の尊厳に関わる資料を収集し、活

用する。 

○

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

 11 ②近代の科学革命と自然観 

１－近代の科学革命 

２－経験論と合理論 

３－近代科学と 

社会の進歩 

 

 

・近代の科学はどのような背景から生まれてきたのかを理解す

る。 

・ベーコンやデカルトによる科学的な考え方の特色を理解し、

科学技術の発達と自然との共生についての興味・関心を高め

る。 

・ベーコンやデカルトの著作を読み、自然は人間の手によって

操作できるとする新しい自然観をつかむ。 

・経験論と合理論の考え方の特色はどこにあるのかを、自己の

課題とつなげて理解する。 

○

○

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

③自由で平等な社会の実現 

１－社会契約の思想 

２－人格の尊厳と自由 

カント 

３－人倫と自由の実現 

ヘーゲル 

４－功利主義の思想 

 

・近代ヨーロッパの社会契約説を通して、民主社会の成り立ち

を理解し、民主社会を実現した社会契約の思想について、多

面的・多角的に考察する。 

・ホッブズ、ロック、ルソーに関する資料を収集し、社会契約

の思想の違いを整理する。 

・現在の政治的自由は、ヨーロッパ近代の市民革命を基礎づけ

た思想家たちの考えに基づくことを理解する。 

・カントやヘーゲルの思索の内容を整理して理解する。 

・西洋近代の思想家たちは、自由の実現についてどのように考

えたのか、多角的・多面的に考察する。 

・ベンサムやミルの幸福に対する考え方の違いを理解する。 

・功利主義の思想からよく生きるとはどういうことかを理解し、

自分自身の生き方につなげる。 

○

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

12 ④人間性の回復と主体性の

確立 

１－社会主義の思想 

２－実存主義の思想 

３－プラグマティズムの 

思想 

 

・社会主義の生まれた背景とその発展過程、現代の社会主義に

ついて考察する。 

・実存主義が追究した生き方とはどのようなものかを理解する。

・主体的なあり方は、努力を伴う生き方であることを、実存主

義の思想から考察する。 

・略伝や図版を活用して、思想家の人生をたどりながら思想内

容を理解する。 

○

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学期 月  学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 

 １ ⑤現代の思想と人間像 

１－心の深層と無意識 

２－生の哲学と現象学 

３－近代的理性と言語 

４－正義と社会 

５－他者と偏見 

 

・前節までの学習を踏まえ、現代の思想は、それまでの思想か

らどのような影響を受け、それらをどのように乗り越えよう

としているかを考察する。 

・フロイトやレヴィ-ストロースらの著作を読み、現代の思想が

発見したり注目したりしてきたものは何かを理解する。 

・ロールズ、センらの思想から、私たちは何を学ぶことができ

るかを考察し、これからの生き方につなげる。 

○

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

３ １ 

｜ 

３ 

月 

⑥生命への畏敬と社会参加 ・実践された倫理を貫いた人々の生き方に対する興味・関心を

高め、生命への畏敬や本当の愛とはどのようなものかを理解

する。 

・さまざまな思想家の主張を振り返りながら、私たちの生き方

はどのようなものであればよいのかを、多面的・多角的に考

察する。 

・思想家の言葉から、自らの思想をそのままに生き、一生その

ようにし続けた生き方をつかむ。 

○

○

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・ノート提出 

・定期考査 

５章 現代の諸課題と倫理 

①生命の問題と倫理課題 

１－生殖医療と 

遺伝子操作 

２－脳死臓器移植と 

再生医療 

３－自己決定の尊重と 

末期医療 

 

・クローン技術、遺伝子組換え、脳死臓器移植、安楽死と尊厳

死、医療における自己決定権などのテーマから、探究したい

課題を見いだし、多面的・多角的に考察する。 

・生命をめぐって問題となっている事例を収集し、主体的に選

択して活用する。 

・探究した結果を「問題点を話し合う」「自分の考えを文章にま

とめる」などの方法で適切に表現する。 

○

○

○

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

２ 

｜ 

３ 

月 

②環境の問題と倫理課題 

１－有限な地球環境 

２－生物多様性と 

自然との共生 

３－予防原則と 

世代間倫理 

 

・地球規模だけでなく、身近なところで起こっている環境問題

について調べ、有限な資源を未来の世代にも配分するには何

をすればよいか、環境倫理の考え方はどのようなものか、な

どについて考察する。 

・地球環境問題、環境保護活動、循環型社会をめざす取り組み、

将来の世代に対する責任などのテーマから、探究したい課題

を見いだし、多面的・多角的に考察するとともに、広い視野

に立って主体的かつ公正に判断する。 

・探究した結果を「問題点を話し合う」「自分の考えを文章にま

とめる」などの方法で適切に表現する。 

○

○

○

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

③家族・地域社会と倫理課題 

１－少子化と 

男女共同参画社会 

２－高齢化と地域社会 

 

・少子高齢社会の問題点を、家族の形態や地域社会はどのよう

に変化してきたか、それらに期待される役割とはどういった

ものか、などについて考察する。 

・核家族化や少子化の進行に伴う家族関係の変容、男女共同参

画時代の夫婦のあり方、高齢者と地域社会のあり方などのテ

ーマから、探究したい課題を見いだし、多面的・多角的に考

察するとともに、広い視野に立って主体的かつ公正に判断す

る。 

・家族・地域社会をめぐって問題となっている事例を収集し、

主体的に選択して活用する。 

・探究した結果を「問題点を話し合う」「自分の考えを文章にま

とめる」などの方法で適切に表現する。 

○

○

○

○

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

④情報社会と倫理課題 

１－情報の洪水と 

情報リテラシー 

２－ネットワーク社会と 

情報モラル 

 

・情報社会を生きていくために必要な能力、情報モラルに関す

る問題などのテーマから、探究したい課題を見いだし、多面

的・多角的に考察するとともに、広い視野に立って主体的か

つ公正に判断する。 

・高度情報化やネットワーク社会をめぐって問題となっている

事例を収集し、主体的に選択して活用する。 

・探究した結果を「問題点を話し合う」「自分の考えを文章にま

とめる」などの方法で適切に表現する。 

○

○

○

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａｂ ｃ ｄ 評価方法 
３ ２ 

｜ 

３ 

月 

⑤宗教・文化と倫理課題 

１－宗教信仰への 

理解と現代世界 

２－異文化理解と 

多文化共生 

 

・異文化を理解するためには、社会全体でどのような取り組み

が必要かを考察する。 

・多様な外国人と交流する際の倫理的課題は何か、などのテー

マから探究したい課題を見いだし、多面的・多角的に考察す

るとともに、広い視野に立って主体的かつ公正に判断する。

・グローバル化が進む現代において、異文化を理解するにあた

り問題となっている事例を収集し、主体的に選択して活用す

る。 

・探究した結果を「問題点を話し合う」「自分の考えを文章にま

とめる」などの方法で適切に表現する。 

○

○

○

○

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

⑥国際平和と人類の福祉 

１－地球市民として 

２－平和な世界に向けて 

 

・各国間の経済格差の解消、自立を支援するための援助、難民

や女性・子どもの人権保障、核兵器の廃絶など、人類全体の

福祉実現に向けた取り組みを調べ、地球市民としての生き方

を探究する。 

・頻発する地域紛争や民族紛争、難民問題、戦争と核兵器の廃

絶の問題、などのテーマから、探究したい課題を見いだし、

多面的・多角的に考察するとともに、広い視野に立って主体

的かつ公正に判断する。 

・人類の福祉をめぐって問題となっている事例を収集し、主体

的に選択して活用する。 

・探究した結果を「問題点を話し合う」「自分の考えを文章にま

とめる」などの方法で適切に表現する。 

○

○

○

○

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



2019(平成 31)年度     沖縄の歴史 シラバス 

宜野湾高等学校 地理歴史科 

科目 沖縄の歴史 単位 ２ 学年 ３ １，２，３，４，５，６組の自由選択科目 

使用教科書 ジュニア版 改訂 琉球・沖縄史 副教材等 なし 

授業の形態 一斉授業・校外学習 実習費 なし 

                    

     

 

学習の到達目標 

 

１ 日本史・世界史に、沖縄歴史の視点をとりいれ、歴史の本質を見極める目をやしな

う。 

２ 沖縄歴史の考えを取り入れることで、従来の歴史像とは違う歴史評価を加えること

ができる。 

３ 先人の足跡を知ることで、沖縄人としてのアイデンティティの確立を図る。 

評価の観点 

ａ．関心・意欲・態度 ｂ．思考・判断 
ｃ．資料活用の技能 

        ・表現
ｄ．知識・理解 

 

沖縄歴史に対する関心と

課題意識を高め，意欲的

に追究するとともに，現

代社会に主体的に生きる

県民・国民としての自覚

をもつ。 

 

沖縄歴史の展開から課題

を見いだし，我が国と沖

縄を取り巻く国際環境な

どと関連付けて多面的・

多角的に考察するととも

に，国際社会の変化を踏

まえ公正に判断する。 

 

沖縄歴史に関する諸資料

を収集し，有用な情報を

選択して活用することを

通して歴史的事象を追究

する方法を身に付けると

ともに，その過程や結果

を適切に表現する。 

 

沖縄歴史の展開について

の基本的な事柄を我が国

を取り巻く国際環境など

と関連付けて理解し，そ

の知識を身に付けてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、学習のねらい 

沖縄の将来を担う生徒に，琉球・沖縄の歴史と文化に興味・関心をもたせ，沖縄を取り巻く社会状

況・自然環境などの課題を認識させるとともに，現代社会における主体的な自己の生き方と沖縄の

あるべき姿について考えさせ、問題解決の方法を追求する。 

 

２、評価方法 

①定期テスト・・・学期毎にテストを実施する。テストは授業内容を主にして出題する。 

②授業態度・・・授業への参加状況、授業の態度、発問への主体的姿勢等により総合的判断する。

③ノート・・・板書事項を写しているかなどの確認やまとめ方で評価。 

④提出物・・・授業の進度に応じ出した課題について提出させる。 

 

 

３、学習方法及び履修上の注意 

① 授業開きに授業オリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。 

② プリント（教科書準拠内容・白地図等）と資料プリントを使用する。 

③ 授業は進度予定表に従って行い、テストや課題を実施して学習内容の徹底を図る。 

④ ＶＴＲや新聞などを適宜利用し、現代の社会の状況を感じさせながら学ばせる。 

⑤ 校外学習を取り入れ、体験的に学ぶ機会をつくる。 



2019(平成 31)年度     沖縄の歴史 年間指導計画 

宜野湾高等学校 地理歴史科：小林 大隼  
科目 沖縄の歴史 単位 ２ 学年 ３ １，２，３，４，５，６組の自由選択科目 

使用教科書 改訂版 高等学校 琉球・沖縄の歴史と文化 副教材等 これだけは知っておきたい 琉球・沖縄のこと 

                                                

 

学習の到達目標 

 

１ 日本史・世界史に、沖縄歴史の視点をとりいれ、歴史の本質を見極める目をやしなう。 

２ 沖縄歴史の考えを取り入れることで、従来の歴史像とは違う歴史評価を加えることができる。 

３ 先人の足跡を知ることで、沖縄人としてのアイデンティティの確立を図る。 

評価の観点 
ａ．関心・意欲・態度 ｂ．思考・判断 ｃ．資料活用の技能・表現 ｄ．知識・理解 

沖縄歴史に対する関心と課題

意識を高め，意欲的に追究する

とともに，現代社会に主体的に

生きる県民・国民としての自覚

をもつ。 

沖縄歴史の展開から課題を見

いだし，我が国と沖縄を取り巻

く国際環境などと関連付けて

多面的・多角的に考察するとと

もに，国際社会の変化を踏まえ

公正に判断する。 

沖縄歴史に関する諸資料を収

集し，有用な情報を選択して活

用することを通して歴史的事

象を追究する方法を身に付け

るとともに，その過程や結果を

適切に表現する。 

沖縄歴史の展開についての基

本的な事柄を我が国を取り巻

く国際環境などと関連付けて

理解し，その知識を身に付けて

いる。 

 

 

学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

琉球・沖縄史を学ぶ意義  

 

・沖縄の将来を担う生徒に，琉球・沖縄の歴史と文化

に興味・関心をもたせ，沖縄を取り巻く社会状況・

自然環境などの課題を認識させるとともに，現代社

会における主体的な自己の生き方と沖縄のあるべ

き姿について考えさせ、問題解決の方法を追求す

る。 

○ ○   ・授業態度 

・発問評価 

 

第１章 先史時代の沖縄 

①沖縄人はどこから来たのか 

 

②貝塚は何を語っているのか 

 

 

④歴史を探究する（１） 

 貝の道 

③歴史を探究する（２） 

与那国島の海底遺跡を考える 

 

・沖縄から発見された港川人が日本の旧石器人の全貌

を明らかにしたことを理解する。 

・約 6600 年前に九州の縄文文化が沖縄にもたらされ

て貝塚文化が始まったことを理解する。ただし、独

自の南島文化を形成していったことも理解する。 

・弥生時代の本土と沖縄の「貝」を通した交流を理解

する。 

・海底遺跡とよばれている与那国島の巨大な海底岩は

現段階では自然の造形との見方が強い事を理解する。

○

○

○

○

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

第２章 琉球王国時代 

①世界遺産となったグスク 

 

 

②「琉球王国」の誕生 

 

③尚巴志の三山統一 

＊校外学習 

④第二尚氏王統の成立 

 

⑤琉球王国の繁栄 

 

⑥日本と朝鮮との交易 

 

⑦東南アジアとの交易 

 

⑧歴史を探究する 

冊封使の恐れたもの 

⑨琉球文化 

 

・琉球王国時代のグスクの城壁や庭園、精神文化を支

える御嶽や陵墓などが人類共有の文化遺産として

普遍的な価値が認められたことを理解する。 

・中国を主としたアジア世界の秩序形成のなかで琉球

王国が成立したことを理解する。 

・1429 年(1422 年説あり)に中山の尚巴志によって北

山・南山が滅ぼされたことを理解する。 

・金丸のクーデターによって新王統が成立したこを理

解する。 

・尚真期に首里王府による中央集権体制が確立したこ

とを理解する。 

・日本から来た禅僧がヤマトとのパイプ役となったこ

と、朝鮮とも交易が行われたことを理解する。 

・中国皇帝の権威を背景に、華僑などのネットワーク

を利用して東南アジア諸国との交易が行われたこ

とを理解する。 

・冊封・朝貢体制について、その仕組みを理解する。

・オモロの内容から歴史を考察する態度を養うととも

に、三線などの文化がどのようにして琉球に伝えら

れ、どのような影響を与えたかを理解する。 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 薩摩の侵略 

①島津氏はなぜ琉球を侵略し

たか 

②薩摩の琉球侵略 

③薩摩の琉球支配 

 

・薩摩が琉球を侵略した歴史的背景である、幕府によ

る明との復活交渉や琉球の立場について理解する。

・琉球侵略における薩摩の思惑等を理解する。 

・琉球が薩摩の領分になったこと、奄美諸島が薩摩の

○

○

○

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

 



 

７ 

④歴史を探究する 

江戸上り 

＊校外学習 

⑤薩摩支配下の琉球 

 

⑥琉球の身分制度 

 

領土になったことを理解する。 

・幕府への服属儀礼としてだけでなく、琉球のアイデ

ンティティを主張する場でもあった事を理解する。

・薩摩支配下で近世琉球への転換がなされたことを理

解する。 

・系図座の設置で身分制度が確立した事を理解する。

○

○

 

○

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

７ 

⑦琉球の行政組織 

⑧蔡温の財政立て直し 

 

⑨農民の暮らし 

＊校外学習 

＊校外学習 

・近世琉球王国の行政組織とその役割を理解する。 

・蔡温による改革がどのように行われたかを理解す

る。 

・近世琉球の農村社会の仕組みと困窮する農民の実態

について理解する。 

 

○

○

○

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

⑩宮古・八重山の人頭税 

⑪琉球文化の特徴 
・宮古・八重山の人頭税の仕組みについて理解する。 

・正史・法制・芸能・伝統行等について、具体的な内

容を理解する。 

○

○

 

○ 

○ 

○ 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

 

第４章 近代の沖縄 

① 欧米船の来航 

 

②フランスの開国要求 

 
③ペリーの来航 

 

④琉球王国はどのようにして

沖縄県となったか 

⑤歴史を探究する 

分島・改約案 

⑥世替わりと沖縄県民 

 
⑦沖縄はどのようにして日本

になったか 

⑧ソテツ地獄の沖縄 

 
 

 

・なぜ欧米船が琉球に来航するようになったのかを理

解する。 

・フランスの開国要求に、薩摩・幕府がどのように対

応したかを理解する。 

・ペリーの来航に琉球はどのような対応をしたの、ま

た、なぜそのような行動をとったのかを理解する。

・琉球王国がどのように解体され、近代日本の国家体

制に組み込まれていったかを理解する。 

・琉球の帰属をめぐる、分島・改約案について理解す

る。 

・「琉球処分」を一般民衆はどのように受け止めたの

かを理解する。 

・日清戦争の日本の勝利によって、日本への同化政策

が進められたことと、その内容について理解する。

・日本史における昭和恐慌が沖縄では、なぜ「ソテツ

地獄」と呼ばれたのかを理解する。 

 

○

○

○

○

○

○

○

○

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

 

 

 

 

 

 

 

10 

⑨沖縄はどのようにして「軍国 

主義にくみこまれていった 

か 

⑩歴史を探究する 

人頭税廃止 

⑪沖縄学の父・伊波普猷 

＊校外学習 

＊校外学習 

・徴兵令が沖縄に適用された経緯とこれに対する一般

民衆の抵抗について理解する。 

 

・人頭税廃止運動が、どのように行われたのかを理解

する。 

・伊波普猷と沖縄学の成立について理解する。 

 

 

○

○

○

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

 

⑫近代沖縄の文化 

⑬沖縄戦 

 

第５章 米軍支配下の沖縄 

① 収容所からの出発 

 
②沖縄の米軍基地はどのよう

につくられたか 

② 琉球政府の設立 

 

④米軍支配下での住民の暮ら

し 

⑤祖国復帰運動 

 

・近代の沖縄文化について理解する。 

・沖縄戦がなぜおこったのかを、近代日本の領土拡張

政策と関連させて理解する。 

 

・戦後の焼け野原から沖縄はどのように立ち上がった

かを理解する。 

・強制収用で沖縄の米軍基地が建設されたことを理解

する。 

・琉球列島米国民政府のもとに琉球政府が創設された

事を理解する。 

・米軍支配のもとで、沖縄住民がいかに人権を踏みに

じられてきたかを理解する。 

・米軍支配のもと、どのようにして復帰運動が展開さ

れたかを理解する 

 

○

○

○

○

○

○

○

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

⑥沖縄は「復帰対策要綱」を

どのように受け止めたか 

⑦米軍支配下での沖縄文化 

・沖縄の「復帰対策要綱」が住民の意思を無視して決

められたことを理解する。 

・米軍支配のもとで、どのような沖縄文化がうまれた

のかを理化する。 

 

○

○

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・レポート作成・発

表 

 



  

 

 

 

 

 

12 

第６章 復帰後の沖縄 

①沖縄県民は日本復帰をどの

ように受け止めたか 

②歴史を探究する 

5 月 15 日の意味 

＊校外学習 

③復帰によって何が変わった

か（１） 

④復帰によって何が変わった

か（２） 

⑤復帰後の沖縄はどのように

変化したか 

⑥復帰２０年余で基地問題は

どのような変化をみせたか 

⑦歴史を探究する 

代理署名問題 

 

・不満足な復帰であったこと、残された問題が大きい

こと、また何故に県民の願いが無視されたか等につ

いて理解する。 

・復帰の日がなぜ 5 月 15 日に決められたか、また、

密約の存在についても理解する。 

・復帰特別措置と関連付けながら沖縄がどのように変

わったのかを具体的に示し、その結果のもつ意味を

理解する。 

・復帰の三大事業（植樹祭・若夏国体・海洋博覧）や

交通方法変更、CTS 基地問題などについて理解す

る。 

・「日米地位協定の見直しと基地の整理・縮小を求め

る県民投票」の意義について理解する。 

・沖縄県知事がなぜ代理署名を拒否したのか、その意

義を理解する。 

○

○

○

○

○

○

○

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

⑧復帰後の開発は何をもたら

したか 

⑨２１世紀の沖縄はどこへ向

かおうとしているのか 

⑩歴史を探究する 

⑪現代の沖縄文化 

＊校外学習 

・現代沖縄の深刻な環境問題について理解する。 

 

・基地問題を中心とする現代沖縄の課題を理解する。

 

・名護市辺野古への普天間基地移設の問題点を理解す

る。 

・現代沖縄の文化について「若者の活躍」を中心に理

解する。 

○

○

○

○

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

⑫現代沖縄の課題 

＊校外学習 

・現代沖縄の諸問題を米軍基地との関係から考察し、

理解する。 

○ ○ 

 

 

○ 

 

 

○ ・授業態度 

・発問評価 

・レポート作成・発

表 

      

 

 

 

３ 

 



2019（平成 31）年度 現代社会研究 シラバス 
 

沖縄県立 宜野湾高等学校 地理歴史・公民科 
 

科目名 
現代社会研究 

（学校設定科目） 
単位数 2 学年 3 3 組・5 組・6 組 

使用教科書 
 

副教材等
『現代社会資料集 2019』第一学習社 

『ステップアップ現代社会』第一学習社 

授業形態 一斉授業 
 

学習の到達目標 

人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて、広い視野に立って、現代の社会と人間につい

ての理解を深めさせ、現代社会の基本的な問題について主体的に考え公正に判断するとともに

自ら人間としての在り方生き方について考える力の基礎を養い、良識ある公民として必要な能

力と態度を育てる。 

 

１．評価の観点 

評価の観点 

a．関心・意欲・態度 b．思考・判断 
c．資料活用の技能 

・表現 
d．知識・理解 

 

現代社会の基本的問題と

人間にかかわる事柄に対す

る関心を高め、意欲的に課

題を追究するとともに、社

会的事象を総合的に考えよ

うとする態度と民主的・平

和的なよりよい社会の実現

に向けて参加、協力する態

度を身に付け、現代社会に

生きる人間としての在り方

生き方について自覚を深め

ようとする。 

 

 

現代社会の基本的問題と

人間にかかわる事柄から課

題を見いだし、社会的事象

の本質や人間としての在り

方生き方について広い視野

に立って多面的・多角的に

考察するとともに、社会の

変化や様々な立場、考え方

を踏まえ公正に判断する。

 

 

 

 

 

現代社会の基本的問題と

人間にかかわる事柄に関す

る諸資料を様々なメディア

を通して収集し、有用な情

報を主体的に選択し活用し

て学び方を身に付けるとと

もに、追究し考察した過程

や結果を様々な方法で適切

に表現する。 

 

 

 

 

 

現代社会の基本的問題と

人間としての在り方生き方

にかかわる基本的な事柄

や、学び方を理解し、その

知識を身に付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．評価方法 
（１）定期テスト：学期毎にテストを実施する。テストは授業内容を主にして出題する。 

（２）授業態度：授業への参加状況、授業の態度、発問への主体的姿勢等により総合的判断する。 

（３）ノート：板書事項を写しているかなどの確認やまとめ方で評価。 

（４）提出物：授業の進度に応じ出した課題について提出させる。 

 

３．学習方法及び履修上の注意 
（１）授業開きに授業オリエンテーションを行い、学習計画・評価方法等を説明する。 

（２）ノートを使用する。 

（３）授業は進度予定表に従って行い、テストや課題を実施して学習内容の徹底を図る。 

（４）VTRや新聞などの視聴覚教材を適宜利用し、現代の社会の状況を感じさせながら学ばせる。 

 

 

 

 

 

 

 
 



2019（平成 31）年度 現代社会 年間指導計画 
沖縄県立宜野湾高等学校 地理歴史・公民科：山 川 宗一郎 

科目 
現代社会研究 

（学校設定科目） 
単位 2 学年 3  

使用教科書  副教材等 『現代社会資料集2019』（第一学習社）、『ステップアップ現代社会』（第一学習社）

 

学習の到達目標 

人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて、広い視野に立って、現代の社会と人間についての理解を深めさせ、現代社会の

基本的な問題について主体的に考え公正に判断するとともに自ら人間としての在り方生き方について考える力の基礎を養い、良

識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

 
評価の観点 

a．関心・意欲・態度 b．思考・判断 c．資料活用の技能・表現 d．知識・理解 

現代社会の基本的問題と人間に

かかわる事柄に対する関心を高め、

意欲的に課題を追究するとともに、

社会的事象を総合的に考えようと

する態度と民主的・平和的なよりよ

い社会の実現に向けて参加、協力す

る態度を身に付け、現代社会に生き

る人間としての在り方生き方につ

いて自覚を深めようとする。 

現代社会の基本的問題と人間に

かかわる事柄から課題を見いだし、

社会的事象の本質や人間としての

在り方生き方について広い視野に

立って多面的・多角的に考察すると

ともに、社会の変化や様々な立場、

考え方を踏まえ公正に判断する。

 

 

現代社会の基本的問題と人間に

かかわる事柄に関する諸資料を

様々なメディアを通して収集し、有

用な情報を主体的に選択し活用し

て学び方を身に付けるとともに、追

究し考察した過程や結果を様々な

方法で適切に表現する。 

 

 

現代社会の基本的問題と人間と

しての在り方生き方にかかわる基

本的な事柄や、学び方を理解し、そ

の知識を身に付けている。 

 

 

 

 

 

 
学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 

１ 

４ 

｜ 

６ 

第１編 

現代に生きる私たちの課題 

１．環境と私たちの生活 

①かけがえのない地球 

 

②むしばまれる地球の環境

(1) 

③むしばまれる地球の環境

(2) 

④私達の地球を守るために 

ケーススタディ１ 

地球の温暖化について考

えよう 

ケーススタディ２ 

クジラは野生保護動物

か、水産資源か 

 

 

 

・地球規模の環境問題にはどのようなものがあるかを理解する。

 

・様々な環境問題と人間の活動とのかかわりについて理解する。

 

・よりよい環境を次の世代に引き継ぐためにはどうしたらよいか

考える。 

 

 

・地球の温暖化について、一人ひとりがどのように行動したらよ

いかを、具体的に考える。 

 

・捕鯨の是非を通じて、環境倫理について考える。 

○

○

○

○

○

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・発表 

・定期考査 

２．資源・エネルギー問題と

私たちの生活 

①資源と私たちの生活 

②原子力発電と新エネルギ

ーの開発 

ケーススタディ３ 

自動車のリサイクルにつ

いて考えよう 

ケーススタディ４ 

原子力発電について考え

よう 

 

 

・資源の有限性について理解を深め、石油に代わる資源には何が

あるか、資源を有効に利用するためにどうしなければならない

かを考える。 

 

・資源のリサイクルについて、一人ひとりがどのように行動した

らよいかを、具体的に考える。 

・原子力発電の問題を例に、資源・エネルギー問題について多角

的に考える。 

○

○

○

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・発表 

・定期考査 

 

 

 

３．科学技術の発達と私たち

の生命 

①科学技術の発達と現代社

会 

②科学技術の発達と生命 

 

ケーススタディ５ 

脳死と臓器移植について

考えよう 

４．私たちの生活と宗教や 

芸術 

ケーススタディ６ 

年中行事について考えよ 

う 

 

 

・科学技術の発達が社会や生活をどのように変えてきたか考え

る。 

・科学技術の発達にともなうさまざまな問題について考える。

・脳死と臓器移植の問題について多角的に考え、科学技術の進歩

と生命倫理のあり方について考える。 

 

 

 

 

 

・日常の生活において，私たちはどのような場面で宗教や芸術と

かかわっているのかを考える。 

・日本人の宗教観について考える。 

○

○

○

○

○

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・発表 

・定期考査 



学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 

１ 

４ 

｜ 

６ 

ケーススタディ７ 

ポピュラーミュージック

について考えよう 

 

・ポピュラーミュージックの歌詞の意味から、自己のあり方や生

き方について考える。 

○

 

○ 

 

○ 

 ・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・発表 

・定期考査 

５．豊かな生活と福祉社会 

 

 

ケーススタディ８ 

誰もが暮らしやすい社会

にするために 

・豊かな社会とはどのような社会かを考え、福祉社会を実現する

ために、国・地域社会・個人がどのような役割をはたさなけ

ればならないかを理解する。 

 

・車いすの利用におけるさまざまな問題から，福祉社会を実現す

るために，何ができるか考える。 

○

○

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ ・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・レポート作成 

・発表 

・定期考査 

６ 

第２編 現代の社会と人間

としてのあり方生き方 

第１章 現代社会の特質と

社会生活の変化 

①大衆社会 

 

②少子高齢社会 

 

③高度情報社会 

 

④国際化社会 

 

 

 

 

・大衆社会の生まれた背景、大衆社会の特徴と課題について理解

する。 

・少子化の進行の原因や社会的背景について理解し、少子高齢化

にともなう問題点を考える。 

・情報化の進展が社会に及ぼす影響について理解し、高度情報社

会の課題について考える。 

・国際化社会とはどのような社会かを理解し、真の異文化理解と

はどういうことかを考える。 

○

○

○

○

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・レポート作成 

・定期考査 

第２章 現代に生きる青年 

①青年期とは 

 

②青年期を充実させるため

に 

③自立に向けて 

 

④社会とのかかわり 

 

 

⑤私たちの生きがい 

 

・人生の中で青年期はどのような意味をもつのか考える。 

 

・青年期におけるさまざまな悩みと、それを克服するためにはど

のようにすればよいか考える。 

・一人前の人間として自立するためには何をしたらよいか考え

る。 

・職業のもつ意味、社会に参加することの意義について考え、一

人ひとりが社会づくりに参画していく必要のあることを理解

する。 

・生涯にわたって学習していくことの意義を考える。 

○

○

○

○

○

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

７ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

９ 

第３章 現代の経済社会と

私たちの生活 

①技術革新の進展と産業構

造の変化 

②企業の役割と社会的責任 

③市場のしくみ 

 

④政府の経済的役割 

 

⑤財政のしくみと税金 

 

⑥金融機関のはたらき 

 

⑦日本経済のあゆみ 

 

⑧中小企業の現状と役割 

⑨日本の農業と食料問題 

 

⑩雇用とこんにちの労働問

題 

⑪労働環境の整備 

⑫社会保障と福祉社会 

 

⑬公害の防止から環境保全

へ 

 

⑭消費者問題と消費者主権 

 

 

・経済の発展によって社会はどのように変化したかを理解する。

・企業の活動内容，企業の負っている社会的責任について理解す

る。 

・市場の基本である「需要と供給との関係」について、正しく理

解する。 

・政府はどのような経済的役割をもっているかを理解する。 

・財政にはどのような機能と役割が求められているか、日本の財

政の課題は何かを理解する。 

・金融機関のはたしている役割、中央銀行の金融政策について理

解する。 

・第二次世界大戦終結から現在まで、日本の経済発展のあゆみに

ついて理解し、現在の日本経済の課題と新たな取り組みについ

て考える。 

・中小企業の現状と役割について理解する。 

・日本の農業政策の推移を理解し、これからの日本の農業、食料

政策などの問題について考える。 

・労働運動の展開と労働基本権について理解し、近年の雇用事情

の変化について考える。 

・労働環境を改善するための課題について理解する。 

・日本の社会保障制度の特徴、少子高齢社会の課題について理解

する。 

・公害の原因と、それに対する国・企業の責任について理解し、

公害を防止するためにはどうしたらよいか考える。 

・消費者は契約についてどのような自覚が必要かを考え、消費者

問題に対する企業の責任や国の対策について理解する。 

 

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

○

○

○

○

○

○

○

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○
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第４章 国際経済の動向と

日本の役割 

①世界の経済体制の動向 

 

②国際分業と貿易 

 

③国際収支と為替相場 

 

 

・資本主義経済の特徴と課題，社会主義経済の特徴と現状を理解

する。 

・自由貿易と保護貿易の違いについて考え，自由貿易を進めるた

めの国際機関の機能と役割について理解する。 

・日本の国際収支の変化、為替相場の変動が及ぼす影響について

○

○

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・レポート作成 

・定期考査 



学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 

  

④日本の貿易 

⑤国際協力と国際組織の役

割 

⑥発展途上国の経済と南北

問題 

理解する。 

・日本の貿易の特徴について理解する。 

・国際経済機構や地域的経済統合にはどのようなものがあるか理

解する。 

・南北問題の原因、発展途上国のかかえている問題について理解

し、南北問題解決のために日本は何をすべきか考える。 

○

○

○

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

11 

第５章 現代の民主政治と

私たちの生活 

①個人と国家 

②基本的人権と法の支配 

 

③世界の政治体制 

 

④日本国憲法の基本原理 

⑤憲法第9条と自衛隊 

 

 

⑥日本の安全保障 

 

⑦平等に生きる権利と自由

に生きる権利 

⑧豊かに生きる権利 

 

 

⑨新しい人権 

⑩基本的人権と公共の福祉 

⑪裁判所と人権保障 

 

⑫国会の運営と権限 

 

⑬内閣と行政の民主化 

 

⑭地方自治と住民の福祉 

 

⑮選挙制度の現状と課題 

 

⑯世論の形成と政治参加 

 

 

・国家と私たちの関係について考える。 

・基本的人権が拡大されていった経緯，法の支配の意義について

理解する。 

・民主主義のあり方について理解するとともに，現代政治の特質

について把握する。 

・日本国憲法の三つの基本原則がめざすものを理解する。 

・平和主義をめぐって、どのような動きがあったのかを理解する。

また、自衛隊をめぐる問題について理解する。 

 

・日米安保体制はどのような背景から生まれ，どう変化してきた

のか理解する。 

・身のまわりの偏見や差別・不平等、自由権が保障されていない

問題について理解させ、その解決策を考える。 

・社会権が私たちの生活をどのように変えたかを考える。また、

基本的人権を確保するための権利について理解する。 

 

・新しい人権にはどのようなものがあるか理解する。 

・基本的人権と公共の福祉の関係について理解する。 

・公正な裁判のための制度について理解する。また、憲法を守る

ための裁判所の権限について理解する。 

・議会制民主主義とはどのようなものか、国権の 高機関である

国会について理解する。 

・議院内閣制のしくみ、内閣の組織と権限について理解し、行政

の民主化のために何が必要か考える。 

・地方自治の意味と地方自治の発展のための課題について考え

る。 

・国会議員の選挙制度はどのようなしくみか、また、どのような

課題があるのかを理解する。 

・国民が政治に参加する方法には、どのようなものがあるか考え

る。 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・レポート作成 

・小テスト 

・定期考査 
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３ １ 

第６章 国際政治の動向と

日本の役割 

①第二次世界大戦後の国際

社会 

②国家主権と国際法 

 

③国境と領土問題 

 

④地域紛争と人種・民族問題 

 

⑤国際連合の役割 

⑥核兵器の廃絶と国際平和 

 

 

⑦日本の外交 

 

⑧日本の役割と私たちの生

き方 

 

 

・第二次世界大戦後の国際社会において、東西両陣営はなぜ対立

したか、また、冷戦の終結した理由について考える。 

・主権国家とはどのようなものか、国際社会における国際法の役

割と限界について理解する。 

・国境のひかれた経緯、国境と領土問題について理解する。また、

日本の領土問題についても理解する。 

・民族や宗教の対立による紛争にはどのようなものがあるか、人

種・民族紛争の実態、難民問題について理解する。 

・国連の成立、役割と課題について理解する。 

・核兵器を廃絶するためにどのような取り組みがおこなわれてい

るか、また、国際平和のために何をしなければならないか考え

る。 

・日本の外交の基本方針を理解し、アジアの一員としての日本の

役割について考える。 

・国際社会における日本の役割、国際社会の一員として何をすべ

きか考える。 

○

○

○

○

○

○

○

○

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

第７章 民主社会の倫理 

①人間の尊厳と生命の尊重 

②自由な社会に向けて 

 

③平等な社会に向けて 

 

・なぜ私たちの生命は尊重されなければならないのか考える。

・自由とはどのような意味をもつのか，自由の行使には社会的責

任がともなうことを考える。 

・ともに生きる平等な社会の実現に向けて，どのように行動すれ

ばよいか考える。 

○

○

○

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

(注)第１編は、１～５の中から２つ程度、第２編第１章は、①～④の中から２つ程度を選択する。（文部科学省「高等学校学習指導要領 現代社会」の

内容の取扱いによる） 

 

 

 
 



 

令和元年度県立宜野湾高等学校「体育」シラバス（１～３学年） 

１ 目標 

   各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにすると

ともに、体の調子を整え、体力の向上を図り、公正、協力、責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動でき

る資質や能力を育てる。 

 

２ 到達目標 

１ スポーツの楽しさを知り，継続的に運動に親しむ力を育てる。 

２ 選択制授業を通して，仲間との関わり合い公正・協力・責任の態度を育てる 

３ 自己やグループの能力に応じた課題の解決をめざした課題解決型の学習をめざす。 

 

３ 「体育」の単位数とクラス編成について 

 

 

 

 

選択制（コース別選択制）クラス編成を行う。 ・各学年ごとに下記のいずれかで行う。 

     ３クラス合併４展開授業（男女別） 

     ３年３学期のみ男女共習を行う 
４ 年間指導計画表(１～３年生とも次の計画で行います) ※行事等の関係で内容が変更になることがあります。 

学期 １学期 ２学期 ３学期 

月 ４ ５ ６ ７ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

体 

育 

 

１ 水泳   

２ 球技  

・バスケット・バレー 

・サッカー・ソフトボール 

・バドミントン・ハンドボール 

＜コース別に選択＞ 

１球技  

２水泳 

 

１・２の 

どちらか 

＜必修＞ 

１ 球技 

・１学期同様 

２ 陸上 

・走、跳、投 

３．柔道 

＜コース別に選択＞ 

 

体 

育 

理 

論 

④ 

１ 球技 

・1学期同様 

  ２ 柔道 

    

＜コース別に選択＞ 

＜３年は男女共習＞ 

５ 評価について 

体育の評価は「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技能」「知識・理解」の４観点の内容をもとに，日頃の授業の中

で下表にまとめた方法で評価を行います。特に授業態度は重視し評価する。 

 

 

学年 １年 ２年 ３年 計 

体育単位 ３ ２ ３ ８ 

評価の観点および内容 評価方法 

 

関心・意欲・態度 

（２０％） 

・運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう自ら進んで計

画的に運動しようとしているか。 

・公正，協力，責任などの社会的態度が身に付いているか。 

・健康や安全に留意して運動しようとしているか。 

授業勤怠や態度 

行動観察 

個人カード 

グループノ－ト 

思考・判断 

（１５％） 

・自己の能力と運動の特性に応じた課題を見つけ出しているか 

・課題解決めざして，活動の仕方を考え工夫しているか 

行動観察 

個人カードグループノ－ト 

 

運動の技能 

（４５％） 

・自己の能力と運動の特性に応じた課題解決をめざして運動を行い

技能を高めているか。 

・自己の体力や生活に応じて体力を高めるための運動の行い方を身

につけているか。 

行動観察 

記録会 

発表等 

知識・理解 

（１０％） 

・運動技術のしくみと運動の学び方について理解できているか。 ルールテスト等 

個人カ－ドやノ－ト等 

体
育
理
論
④ 

体
つ
く
り
運
動
（
⑩
） 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

体
つ
く
り
運
動
（
④
）
長
距
離
走



 

６ 学習計画 

期 月 時
間 

 
領域・種目 学習目標・学習内容 留意点 

一 
 
 
 
学 
 
 
 
期 

４ 
 
 
 
 
 
 

⑩ 

オリエンテーション 
「体育」学習について 

 
 
体つくり運動 
  体ほぐし運動 
  体力を高める運動 
 
※ 全員必修 
 

「体育」学習の意義や内容，評価の方法につい
て理解する。 
選択制授業の意義，学び方（課題解決学習）等
について知る。 
自分の体の状態を知り身体をほぐしたり，体力
を高める運動を行なう。また，生活の中で計画
的に実践できるようにする。 
体ほぐし運動 
リズム体操，ペア－でストレッチなど  
体力を高める運動 
持久走，柔軟運動，力強さを高める運動など 

選択制授業の意

義やその学び方

について知ろ

う。 

自己の体力やス

トレス解消の仕

方について知

る。 

 

 
 
５ 
 
 
 

 
 
 
⑫ 
 
 
 
 

水泳 
 クロール 
 平泳ぎ 
 背泳ぎ 
 バタフライ 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
球技 

    バレーボール 

    バスケットボール 

    ハンドボール 

    ソフトボール 

サッカー 
   バドミントン 

自分の目標に応じた泳ぎ方をマスターし，速く
泳いだり続けて長く泳いだりすることができる
ようにする。 
・水泳の基礎･基本となる技能の習得をする 
・挑戦したい泳ぎを速く泳いだり，続けて長く
泳げるようにする。 

・救急法や心肺蘇生法について実習を行なう。 
 
 
・ 。 
 
＜球技＞ 

チームの課題や自分の課題に応じて技能を高

め，作戦を生かした攻め方守り方の展開をした

ゲームができるようになる。 

・互いのよさを生かしてチームを作り簡単な 

ルールでゲームを行なう。 

・仲間とともに練習を工夫しながらチームや個

人の特徴を生かした作戦やルールの工夫を通

して，対抗戦を行なう。 

・チームや個人の力を生かし相手チームに対す

る作戦を工夫しながらリーグ戦を行なう。 

安全な水泳学習

と教え合い学習

をめざす。 

自分の選んだ種

目の限界に挑戦

する。 

 

 

 

 

仲間と共に教え

合い学習，協力学

習を心がける。 

 
 
⑫ 

 
 
 
６ 
 

 

⑫ 
 
 
７ 

 

二 

９ 
 
 
 

 

 
 
 
⑩ 
 
 

 

陸上競技 
 
 
 中距離走・短距離走 
 砲丸投げ･走り幅跳び 
 
 
 
武道・ダンス 

 
柔道 

   空手 
    
   

 
 
 

 

＜陸上競技＞
自分の力に応じて選んだ運動の技能を高め，競
技したり記録の向上をめざす。 
・実態把握（それぞれの種目を測定する） 
・走・跳・投の運動から 2 種目を選択し，仲間
と競争したり，自分の記録に挑戦していく。 

 
 
＜柔道＞ 
自分の力に応じた運動の技能を高め，相手の動
きに対応した攻め方や守り方を展開して試合が
できるようになる。 
・基本動作や投げ技とその安全な受け身の方法
を身につけると共に，対人技能の練習を行なう。 
・自分にあった得意技を身につけ試合を行なう。 
・自分にあった得意技を使って対抗戦を楽しみ
大会を企画・運営できるようにする。 

 
 

各種目の記録の

限界に挑戦する。

その種目の特徴

について理解し

合理的な練習法

を習得する。 
 
 
伝統的な礼法に
ついて知る。 
 
安全面には最大
の気配りをす
る。 
 
得意技をみつけ
る。 
 

 
⑩ 

 
１0 
 

 



 

 
 
11 
 
 
 ⑫ 

ダンス 
フォークダンス 
現代的なリズムのダンス 

 
 
 
 
 
 
 

 

＜ダンス選択者＞ 
自分の選択した踊り感じを込めて踊ったりみん

なで楽しく踊ったりして交流し発表することが

できるようにする。 
現代的なリズムのダンス 

・・・グループで好きな曲（リズム）を選び作品を

つくる・・発表会を企画・運営する。 
フォークダンス 
・やさしいフォークダンスを踊り基礎・基本に

ついて学ぶ 
・新しいフォークダンスに挑戦する 

 
好きなリズムに
のって踊る楽し
さを体験する。
 
 
各国の踊りの特
徴について知
る。 
 

学 
 
 
 
 
 
期 

 
12 
 

 
三 
 
 
学 
 

 
 
期 
 
 

 

 
 
 
 
１ 
 
 
 

⑫ 

体つくり運動

長距離走 

 

 

 

 

 

球技 

    バレーボール 

    バスケットボール 

    テニス・卓球 

    ソフトボール 

   サッカー 

 

 

 

 

＜長距離走＞ 
自分の力に応じて、長い距離を走る中で、体力

の基本となる基礎体力を培う。 
・男子3.8km 女子3.2kmの校外走を行う。 

・合計８回行い、体力向上に努める。 

 

 

 

チームの課題や自分の課題に応じて技能を高

め，作戦を生かした攻め方守り方の展開をした

ゲームができるようになる。 

・互いのよさを生かしてチームを作り簡単なルー

ルでゲームを行なう。 

・仲間とともに練習を工夫しながらチームや個

人の特徴を生かした作戦やルールの工夫を通し

て，対抗戦を行なう。 

・チームや個人の高まった力を生かし相手チー

ムに対する作戦を工夫しリーグ戦を行なう。 

各種目の記録の

限界に挑戦する。

その種目の特徴

について理解し

合理的な練習法

を習得する。 

 

ゲームを通して

各種目の楽しさ

を深く味わお

う。 

自分にあった種

目の特性を見つ

ける。 

各種目の審判法

ができるように

する 

 
 
２ 
 
 

⑫ 

３ 

  

７  使用教科書 

体育実技 

   副教材：大修館書店「ＶＩＳＵＡＬ ＳＰＯＲＴＳ」 

 

８  学習の留意点 

   ・実技だけでなく、観点別に評価しますので、日頃の学習態度等しっかり頑張りましょう。 

・服装は指定の体育着を着用して下さい。（冬季は指定上着長袖のジャージを着用可） 

   ・種目は自主的に選択し積極的に体を動かすようにしましょう。 

   ・体調不良等で見学する際は、保健室の先生の確認をとるようにしましょう。 

   ・無理は禁物ですが長期に病気等で、休むまたは見学する場合は「診断書」の確認が必要です。 

   ・時間を守り、機敏に行動しましょう。 



令和元年度県立宜野湾高等学校「保健」シラバス（１～２学年） 

１ 目標 

   個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、

改善していくための資質や能力を育てる 

 

２ 到達目標 

 

３ 「保健」の単位数について 

 

 

 

 

 

４ 年間指導計画表 (例 １年生はこの１年間次の計画で行います) 

学期 １学期 ２学期 ３学期 

月 ４ ５ ６ ７ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

保 

健 

 

現  代  社  会  と  健  康 

 

健康のとらえ方（６） 

 

 

健康の保持増進と疾

病構造（８） 

 

精神の健康（10）

 

 

交通安全（５） 

 

 

応急手当（６） 

 

 

５ 評価について 

保健の評価は「関心・意欲・態度」「思考・判断」「知識・理解」の３観点の内容をもとに,各領域（種目）ごとに日

頃の授業の中で下にまとめた評価の方法で評価を行い,「成績」の資料とします。 

※評価の割合は、内容や授業の取り組み状況によって変動する場合があります。 

６ 学習の留意点 

・テスト点だけでなく、観点別に評価しますので、日頃の学習態度等しっかり頑張りましょう。 

・クラス毎に授業を行います。 

   ・意欲的、自主的に取り組みましょう。 

   ・単位保留の場合は「追試と課題」があります、単位修得を目指しましょう。 

学年 １年 ２年 計 

単位 １ １ ２ 

評価の観点および内容 評価方法 

関心・意欲・態度 

（４５％） 

・健康を維持するために必要なことについて関心をもっている

か。 

・仲間と協力して資料を集め，積極的に意見交換しているか。 

授業場面での参加の仕方

や意欲・態度の観察 

ワークシート 

思考・判断 

（１５％） 

・自分のこれまでの体験や資料などをもとに，学習する課題の

設定や解決の方法を考え判断しているか。 

ワークシート 

提出物 

発表等 

知識・理解 

（４０％） 

・個人生活や社会生活の健康や安全について，課題解決に役

立つ知識を身につけているか 

・適切な生活行動を選び，行動することや環境を改善してい

く努力が大切であることを理解しているか。 

定期考査 

ワークシート記入状況 

提出物 

発表 

              

「保健」は１年間に３５時間行い

ます。クラス毎に授業を行いま

す。 

１ 健康の保持増進のためには自分自身の生活行動を選択実践することや，そのための環境を改善

する努力が大切なことを理解する。 

２ 我が国の保健医療制度について理解し生涯を通じた健康課題に対応できる能力を身につける。

３ 健康と環境や食品，労働についての関わりを理解し適切な判断力や対応能力をみにつける。 



７ 学習計画（保健１年） 

学

期 
月 

単

元 
項目・考査等 学習目標・学習内容 留意点 

一

学

期 

４ 

現

代

社

会

と

健

康 

オリエンテーション 
健康の考え方 
健康の成り立ち 

健康水準や疾病構造，さまざまな保健活動や

制度について理解し適切な意思決定や行動選

択ができる。 
・ 健康水準や健康問題の変化を学ぶ 
・ 保健活動や医療制度，健康の保持増進の

方法を調べる 

健康についての

学び方を考えよ

う。  

５ 
健康のすがた 
健康に関する意思決定・ 
行動選択と環境づくり 

活動や制度を調

べよう。 
課題学習 

６ 

生活習慣病と生活行動 
生活行動（食事・運動・健康）

喫煙と健康 

生活習慣病予防のため生活実践や飲酒・喫煙

に対する適切な意思決定ができる。 
・ 生活習慣と関連の深い病気や健康の基本

を学ぶ 
・ 喫煙の健康への影響や対策を話し合う 
・ 飲酒の健康への影響や対策を実習する 

（受動喫煙やアルコール依存症） 

適切な生活習慣

や喫煙の是非を

考えよう。 
ディベート 

７ 
喫煙・飲酒と健康 

一学期期末考査 

自分の体質を知

ろう。   
実習 

８ 夏期休業 
  

二

学

期 

９ 

薬物乱用と健康 
 

薬物乱用や感染症に対する正しい理解と行動

選択ができる。 
・ 薬物乱用の影響と社会問題を考える 
・ 感染症の現状と予防対策を調べる 
・ エイズの課題と対策を調べ発表する 
・ 新たな感染症問題と対策を学ぶ 

薬物に手を出さ

ない為に。 
ロ-ルプレイン

グ 

10 
感染症と予防 
性感染症・エイズとその予防 
その他の感染症（新型肺炎） 

性感染症と予防

法を考える。 
課題学習 

11 

健康に関わる意思決定 
大脳と精神機能 
欲求と適応機制 

精神と身体の関係を理解し，欲求やその適応

機制を説明できる。 
・ 大脳と神経の働きを学ぶ 
・ 欲求と適応機制を調べる 

適切な適応規制

について考え

る。 
課題学習 

12 
二学期期末考査 

心身相関とストレス 
自己実現 

心身相関とストレスの対処法について学び自

己実現に向けて努力できる。 
・ 心身相関とストレスの対処法を学ぶ 
・ 自己実現の大切さを話し合う 

自己実現につい

て考えよう。 
 
ディベート 

三

学

期 

１ 
冬季休業 

交通事故の現状と要因 
交通社会の責任 

交通社会の知識や責任を理解できる。 
・ 交通事故の現状と交通社会の一員として

の自覚と責任を学ぶ 

交通事故の現状

と責任を調べ

る。 
課題学習 

２ 

応急手当 
心肺蘇生法 

三学期期末考査 

応急手当心肺蘇生法の実習 

生命の尊厳について学び、救急法・心肺蘇生

法を通じて正しい処置ができる。 
・ 心肺蘇生法や日常的な応急手当の方法を

実習し正確な処置ができる 

 
実習を通して正

しい処置方法を

学ぶ 
実習 

３ 

 

 

 

 

 



８ 学習計画（保健２年） 

学

期 
月 

単

元 
項目・考査等 学習目標・学習内容 留意点 

一

学

期 

４ 

生

涯

を

通

じ

る

健

康 

オリエンテーション 
思春期と健康 
性意識と性行動の選択 

年齢とともに変化する心や体、社会的役割 

を学び、思春期から中高年期までの健康にか

かわる事柄について学ぶ。 
・思春期における体の発達の特徴や行動面、

心理面の特徴が説明できるようになる。 
・性意識の男女差や結婚生活について学ぶ 
・妊娠出産の喜びやメカニズムについて学ぶ 

思春期の特徴や

正しい性知識を

身につける。 

５ 

結婚生活と健康 
妊娠・出産と健康 
避妊法と人工妊娠中絶 

妊娠のメカニズ

ムや出産につい

て調べよう。 
課題学習 

６ 

結婚生活と健康 
加齢と健康 
高齢者の社会的取り組み 
 

生涯の各段階において健康についての課題が

あり、自らこれに適切に対応する必要がある

こと及び我が国の保健・医療制度や機関を適

切に活用する事の重要性が理解できる。 
・受精・妊娠・出産の過程が説明でき、本人

はもちろん周囲の人の留意点を学ぶ。 
・人工妊娠中絶の条件や心身に及ぼす影響に

ついて考える。 
・保険制度や医療サービスについて学ぶ。 

避妊具の取り扱

い等について実

習を行う。 

７ 

保険制度と保健サービス活用 

一学期期末考査 

保険、各種医療

制度について調

べる。 
課題学習 

８ 夏期休業 
  

二

学

期 

９ 

医療制度と医療費 
医療機関と医療サービス活用 
医薬品と健康 

我が国の保健・医療制度や機関について知り

保健所や保健センター等の活用の仕方を学ぶ 
・医療費が支払われる仕組みを説明できる 
・医療機関の選び方について説明できる 
・医者のかかり方を学ぶ 
・医薬品の正しい使用法を学ぶ 

手帳カードにつ

いて調べる。 

病院の診療科目

について実際に

調べる。 

10 

 

 

社

会

生

活

と

健

康 

大気汚染と健康 
水質汚濁と健康 
土壌汚染と健康 

人間の生活や産業活動は、自然環境を汚染し

健康に影響を及ぼすこともあり、様々な対策

が立てられている事を学ぶ。 
・大気汚染、水質汚濁、土壌汚染の起こり方

や健康への影響原因物質その関係等を学ぶ 

４大公害病のビ

デオ視聴やイン

ターネットでの

課題学習。  

11 

健康被害の防止と環境対策 
環境衛生活動のしくみと働き 
食品衛生活動のしくみと働き 

・環境汚染の防止・改善への対策をあげて説

明できる。 
・上下水道の整備や問題点について考える。 
・食品衛生に関する企業、行政の対策を学ぶ 

浄水場下水整備

状況、企業の起

こした食品衛生

問題について調

べる 

12 
二学期期末考査 

食品と環境の保健と私たち 

・食品の安全性と対策、環境汚染の予防につ

いて学ぶ。 
廃棄物対策のリ

サイクル等につ

いて調べる。 

三

学

期 

１ 
冬季休業 

働くことと健康 
 

職業病や労働災害の防止には、作業形態や環

境の変化を踏まえた管理を行う事を学ぶ。 
・職種による健康問題の違いと職業病につい

て学ぶ。 

 

２ 

労働災害・職業病と健康 
健康的な職業生活 

三学期期末考査 

 

・労働災害の防止対策について職場と個人で

行うことを学ぶ 
・健康管理の必要性について学ぶ。 
・健康増進対策について説明できる。 

労働災害の資料

を調べる。 
よりよい余暇の

過ごし方につい

て話し合う。 ３ 



９ 保健学習の学び方 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

＜何を学ぶのか？＞ 

① 「健康水準」「生活習慣病」「ストレス」「飲酒や喫煙」「薬物・医薬品」「環境」など生活の中での      

危険因子を理解し適切な意志決定と行動選択を学ぶ。 

②  「応急処置」「心肺蘇生法」では実習を通して正しい処置方法を身につける。→ 

③  問題意識を強くもつために，「課題学習」「ブレイストーミング」「ディベート」 

「ロールプレイング（役割演技）」，コンピューターを活用した学習方法なども取り入れていきます。 

                  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 使 用 教 科 書 
 

○ 最新高等保健体育      大修館書店 

○ 最新高等保健体育ノート   大修館書店 

○ 最新高等保健体育情報資料  大修館書店 

 
 
 
 
 

保健の授業のねらい 保健学習は健康にかかわる実践力を育てます 

知識を習得するだけでなく，実際の健康を守ることに直接結びつくような内容にします。 

ロールプレイング ディベート 課題学習 

実習 

コンピユータの活用 



 

令和元年度県立宜野湾高等学校「スポーツⅠ・Ⅱ・Ⅲ」シラバス（１～３学年） 

１  目標 

   運動についての理解と合理的な実践を通して、高度な運動技能の習得できるようにし、心身ともに健全な人間の育成に

資するとともに、体育・スポーツの振興発展に寄与する資質や能力を育てることを目指す。 

２  到達目標 

スポーツ・健康に関する基礎的知識と技能を修得し、将来における体育・スポーツの指導者としての資質

や能力を育てる。 

３  内容 

◆ 「トレーニング論」「スポーツ情報論」「健康概論」「救急処置実習」等の、基礎的知識と技能を修得する。 
◆ キャンプ、ボウリング、ゴルフ等を実習体験し生涯体育の基礎を修得とする。 
◆ 専門的スポーツの技能を伸長するとともに、各種のスポーツについての知識と技能を修得する。 

４  単位数 

 

 

 

 

        
 

５ 年間指導計画表(スポーツⅠ・Ⅱ・Ⅲ)  （  ）内は時間数です 

学 １学期 ２学期 ３学期 

月 ４ ５ ６ ７ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

ス

ポ

Ⅰ

ツ 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

・オリエンテーションと体つくり⑫ 
＜集団行動＞ 

・体力テスト④・ボウリング実習⑥ 

・栄養学講義④ 
・トレーニング論講義と実習⑯ 
・集団行動⑧ 
・救急法実習⑥（1年） 

・ゴルフ実習 レンジ⑫ コース⑧ 

・キャンプ実習（スポーツⅡ）⑫ 

・集団行動、シンクロ⑫ 

・トレーニング実習⑫ 

・専門種目実習④ 

・救急法実習⑫（3年） 

・武道実習⑫（2・３年） 

・送別駅伝⑧（３年生） 

・専門種目実習⑫ 

 

６  評価について 

評価は以下の４観点の内容をもとに，日頃の授業の中で下表にまとめた方法で評価を行います。 

 

 

学年 科目 単位数 

１年 スポーツⅠ ２ 

２年 スポーツⅡ ４ 

３年 スポーツⅢ ４ 

評価の観点および内容 評価方法 

関心・意欲・態度 

（４５％） 

・運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう自ら進んで計

画的に運動しようとしているか。 

・公正，協力，責任などの社会的態度が身に付いているか。 

授業勤怠や態度 

行動観察 

提出課題等 

思考・判断 

（１０％） 

・能力と運動の特性に応じた課題を見つけ出しているか 

・課題解決めざして，活動の仕方を考え工夫しているか 

行動観察 

提出課題等 

運動の技能 

（３５％） 

・自己の能力と運動の特性に応じた課題解決をめざして運動を行い

技能を高めているか。 

・体力を高めるための運動の行い方を身につけているか。 

行動観察 

記録会 

発表等 

知識・理解 

（１０％） 

・運動技術のしくみと運動の学び方について理解できているか。 提出課題等 



 

７ 学習計画 

期 月 時
間 

 
領域・種目 学習目標・学習内容 留意点 

一 
 
 
 
学 
 
 
 
期 

４ 
 
 
 

⑫ 

オリエンテーション 
「スポーツⅠ・Ⅱ・Ⅲ」の 
学習について 

＜集団行動＞ 
 
体つくり運動 
  体ほぐし運動 
  体力を高める運動 
＜体力テスト＞ 

学習の意義や内容評価の方法を理解する。 
授業の意義（課題解決学習）について知る。 
自分の体の状態を知り身体をほぐしたり，体力
を高める運動を行なう。生活の中で計画的に実
践できるようにする。 
＜体つくり運動＞ 
・体ほぐし運動 
リズム体操，ペア－でストレッチなど  

・体力を高める運動 
持久走，柔軟運動，力強さを高める運動など 

授業の意義やそ

の学び方につい

て知ろう。 

体力やストレス

解消の仕方につ

いて知る 

 
５ 
 
 

④ 

栄養学講義と実習 
 
 
 
 
トレーニング論講義と実習⑯ 
 
 
 
 

 

救急法実習 ⑥（1年のみ） 

日本赤十字社の基本講習を実施

し、受講証取得を目指す。 

３年計画で、日本赤十字社救急

法救助員の資格修得を目標にす

る。 
 
 
 
 
 
ボウリング実習⑥ 

＜１年＞ 
 
 
 
 
 
 
〈集団の行動〉 
 

＜栄養学講義と実習＞
・個人の食物摂取状況のデーターを元に望まし
い栄養摂取について学ぶ 

・食についての課題を学習しグループ発表する。 
 
＜トレーニング論講義と実習＞ 
・トレーニングと運動処方についての基礎的な
講義学習を行い個人の体力に応じたトレーニ
ングを実習する。 

 

スポーツの指導者としての資質と技能の向上を

目指す。 

人の生命や身体を守り、不慮の事故災害に対応

できる様にするためには、一人一人が応急の手

当ての手順や方法を身につけるとともに自ら進

んで実施できる態度を養う。 

・心肺蘇生法についての知識を習得し実技を行

う中で、手順や手技手法の統一を図る 

・運搬法や包帯法等の基礎知識と手技を学ぶ 
 
 
＜ボウリング実習＞ 
生涯スポーツとしてボウリングを取り入れ体験するこ

とで種目の楽しさを知りその技能を高め，体育指導者

としての資質を身につける。 
・基本ルールやマナーを身につける。 
・個人に応じた技術習得を図る 
・得点競技としての競い合う楽しさを学ぶ 
 
＜集団行動＞ 
・基本動作を身につけると共に，集団での規範
意識、対人技能を身につける 

スポーツマンと

して望ましい食

生活を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間と共に教え

合い学習，協力学

習を心がける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
伝統的な礼法に
ついて知る。 

⑯ 

６ 
 

⑥ 
 

⑥ ７ 
 

二 ９ ⑫ 

〈集団の行動〉 
 
 
ゴルフ実習 
レンジ実習＜２年＞⑫ 

  

＜集団行動＞
・基本動作を身につけると共に，集団での規範
意識、対人技能を身につける 

 
＜ゴルフ実習＞ 
クラブでボールを打ち進めるという競技の特性を理解

伝統的な礼法に
ついて知る。 
 
安全面には最大
の気配りをす
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⑫ 
 

 コース実習＜３年のみ＞⑧ 
 
 
 
 
 
 
 
キャンプ実習 
＜２年のみ＞⑫ 
 登山 
 
 
 
 
 
 
 
 

救急法実習 ⑫（3年のみ） 

 

日本赤十字社の基本講習を実施

し、受講証取得を目指す。 

３年計画で、日本赤十字社救急

法救助員の資格修得を目標にす

る。 
 

し、個人的技能を高めるとともに、ゴルフのマナーを

身につけることができるようにする。 
・スタンスやグリップの握り方等基本的技能を学ぶ 
・ゴルフクラブの名称やルールについて理解する。 
・ゲームや審判法、スコアーの記入の仕方を学ぶ 
 
 
 
自然環境の中で、生活の規則に従って、共同生

活を行うために必要な知識と技能を身につけ、

好ましい人間関係を育て、自然に親しみ、自然

を愛する心を育てるようにする。 
・テントの設営の仕方、野外料理、キャンプフ

ァイヤー、自然観察を行う。 
・プログラムの作成、食料や装備の計画と準備、 
 役割分担ができるようにする。 
・沖縄の山の知識を学ぶとともに、危険性につ

いてもその知識や技能を見につける。 
・自然を愛する態度を育てる。 

 

スポーツの指導者としての資質と技能の向上を

目指す。 

人の生命や身体を守り、不慮の事故災害に対応

できる様にするためには、一人一人が応急の手

当ての手順や方法を身につけるとともに自ら進

んで実施できる態度を養う。 

・心肺蘇生法についての知識を習得し実技を行

う中で、手順や手技手法の統一を図る 

・運搬法や包帯法等の基礎知識と手技を学ぶ 
 

る。 
ゴルフの特徴に

ついて理解し、基

本的な知識を習

得し、合理的な練

習法を計画する。

 

テントの張り方

から火のおこし

方など事前に実

習を行う。 

沖縄の自然につ

いて調べる。 

集団のマナー等

について学ぶ 

 

仲間と共に教え

合い学習，協力学

習を心がける。 
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学 
 
 
 
期 

 
12 
 

 
三 
 
 
学 
 

 
 
期 
 
 

 

１ 
 

 
 
⑫ 

武道実習⑫（柔道）2・３年のみ

 

 
 
 
 
 
 
 
 
専門種目実習⑫ 
球技 

バスケットボール 

  ハンドボール 

  野球・サッカー 

 

 

＜送別駅伝＞ 

・３年生のみ 

 

＜柔道＞
自分の力に応じた運動の技能を高め，相手の動
きに対応した攻め方や守り方を展開して試合が
できるようになる。 
・基本動作や投げ技とその安全な受け身の方法
を身につけると共に，対人技能の練習を行なう。 
・自分にあった得意技を身につけ試合を行なう。 
・自分にあった得意技を使って対抗戦を楽しみ
大会を企画・運営できるようにする。 

 
 
＜専門種目・球技＞ 

専門種目としての課題に応じて技能を高め，作

戦を生かした攻め方守り方の工夫をしたゲーム

ができるようになる。 

・仲間とともに練習を工夫しながらチームや個

人の特徴を生かした作戦やルールの工夫を通

して，対抗戦を行なう。 

卒業に当たり自ら駅伝を計画し実施する。 

タスキをつないで走り通す駅伝の中で、協力や

忍耐力を身につける。 

伝統的な礼法に
ついて知る。 
 
安全面には最大
の気配りをす
る。 
 
得意技をみつけ
る。 
 

仲間と共に教え

合い学習，協力学

習を心がける。 

 
⑫ 

 
２ 
 
 
 

⑧ 
３ 

※実習に関しては受け入れ先や講師の都合により、時期や内容が変更になる場合があります。 

 



 

８  使用教科書 

体育実技 

   副教材：大修館書店「ＶＩＳＵＡＬ ＳＰＯＲＴＳ」 

９  学習の留意点 

   ・実技だけでなく、日頃の学習態度も評価に加えます。 

・服装は指定の体育着または指定の服装を着用しましょう。（冬季は指定上着長袖のジャージを着用可） 

   ・種目は自主的に選択し積極的に体を動かすようにしましょう。 

   ・体調不良等で見学する際は、保健室の先生の確認をとるようにしましょう。 

   ・無理は禁物ですが長期に病気等で、休むまたは見学する場合は「診断書」の確認が必要です。 

   ・時間を守り、機敏に行動しましょう 



一　　学　　期 二　　学　　期 三　　学　　期

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

A 15 42 A 池宮城　朗

B 12 B 天久　功一

C 15 12 C 金城バーニー

D (3) (3) 12 0 0 60 15 12 6 105 D 友利　志朋子

A 15 42 A 池宮城　朗

B 12 B 天久　功一

C 15 12 C 渡嘉敷　通大
女

子 D (3) (3) 12 0 0 60 15 12 6 105 D 友利　志朋子

A 38 8 A 天久　功一
B 36 10 B 濱里　正巳
C 38 8 C 金城バーニー
D (2) 8 0 0 38 10 8 6 70 D 友利　志朋子

A 36 10 A 渡嘉敷　通大

B 38 8 B 池宮城　朗

C 38 C 金城バーニー

D 8 0 0 38 10 8 6 70 D 友利　志朋子

A 60 12 A 池宮城　朗

B 57 15 B 濱里　正巳

C C 渡嘉敷　通大
女

子 D (3) (3) D 友利　志朋子

A 60 12 A 池宮城　朗

B 57 15 B 濱里　正巳

C C 金城バーニー
女

子 D (3) (3) D 天久　功一

友利　志朋子
池宮城　朗

金城バーニー
天久　功一
濱里　正巳

渡嘉敷　通大

金城バーニー
天久　功一
濱里　正巳

渡嘉敷　通大

男
子

女
子

男
子

女
子

男
子

女
子

6 70

水泳（10） 体
つ
く

り
運
動

体
育
理
論

水泳（10）

サッカー（8）

10

サッカー・ラグビー(10) 柔道（8）

ゴルフ実習
スポーツ情報論

スポーツ研究
（課題研究・発表会）

スポーツ研究

駅伝大会
救急法実習

トレーニング実習
その他の球技

ｽﾎﾟｰﾂⅠⅡⅢ　

615 12

体
つ
く

り
運
動

体
育
理
論

35

ソフトボール（10）水泳（10） バスケットボール（10） ダンス（8）

救急法
実習

課題発
表

8 0 0

ス
ポ
ー

ツ

スポーツⅠ
体力測定

栄養学講義実習
専門球技

体つくり
トレーニング論実習
ボウリング講義実習

ニュースポーツ
集団行動

ボウリング講義実習
ゴルフ講義実習

キャンプ講義実習

スポーツ研究

スポーツⅡ

栄養学実習
課題研究

武道
（講義・実習）

トレーニング論
課題研究

35 全員
2年 生涯を通じる健康 生涯を通じる健康/社会生活と健康 社会生活と健康

70

140
スポーツⅢ

保健
1年 現代社会と健康 現代社会と健康 現代社会と健康

保健

105
(6) バスケットボール(15） サッカー(15) バレーボール(15） (6)

12 0 0 60

12 0 0 15 6 105

球技男女共習（15）
ハンドボール（15） 柔道（15） サッカー（12）

柔道(15) バスケットボール（15） ハンドボール（12）

ダンス（12）

（

３
単
位

）

３
年
４
５
６

体
育
理
論

体
つ
く

り
運
動

バドミントン(15) 水泳（15）

バレーボール（15） 水泳（15）

水泳（15）

水泳（15）

男
子

105
(6) バスケットボール(15） サッカー(15) バレーボール(15） (6)

012

体
つ
く

り
運
動

体
育
理
論

105
バレーボール（15） 水泳（15） ハンドボール（15） 柔道（15） サッカー（12）

12
バスケットボール(15） ソフトボール（15） 柔道（12）

ダンス（12）

0 0 15 6

12 60 60 15

男
子 球技男女共習（15）

ダンス（８） (4) (4) ソフトボール（8）

(4) (4)

バレーボール（8）

ハンドボール（12）

水泳（10） バレーボール(10） サッカー(10) バドミントン(10）

（

３
単
位

）

３
年
１
２
３

体
育
理
論

体
つ
く

り
運
動

バドミントン(15) 水泳（15）

水泳（15）

8 0 0 10 6 70

ソフトボール（10） サッカー・ラグビー（10） 柔道（8） 体
つ
く

り
運
動

体
育
理
論

ハンドボール（8）

サッカー（8）
柔道（10） ハンドボール（8） バレーボール（8）

（

２
単
位

）

２
年
１
２
３

体
育
理
論

体
つ
く

り
運
動

バスケットボール（10） 水泳（10）
サッカー（10） 水泳（10）

水泳（10） ソフトボール（10）
(4)

水泳（10） バレーボール(10） サッカー(10) バドミントン(10） ダンス（８）

サッカー（10） 柔道（10） ハンドボール（8）

ダンス(12）

ハンドボール（8）

ソフトボール（8）

(6) サッカー（15）

（

２
単
位

）

２
年
４
５
６

体
育
理
論

体
つ
く
り
運

動

バスケットボール（10） ソフトボール（10）

615
15

0柔道（15）

（６） 水泳（15） バスケットボール（15） バドミントン(15) バレーボール(15）

105バスケットボール（15） 水泳（15） バドミントン（15） 陸上（12）

体
育
理
論

陸上（15）

12

バスケットボール（15）
45

体
育
理
論

体
つ
く

り
運
動

バレーボール（15） 水泳（15） ソフトボール（15） 柔道（15）

ソフトボール（15） 水泳（15） 陸上（15）

ハンドボール（１2） 体
つ
く

り
運
動

バスケットボール（15） バドミントン(15) バレーボール（15） ダンス(12) (6)

バレーボール（15）

サッカー（15） 柔道（12）

サッカー（15）

105バスケットボール（15） 水泳（15） ソフトボール（15） 陸上（12） 柔道（15）
45

水泳（15） バレーボール（15）

陸上（15）

12 0 15
15

バレーボール（15）

サッカー（15）

6

バスケットボール（15）

水泳（15） ソフトボール（15） 柔道（15） ハンドボール（１2） 体
つ
く

り
運
動

体
育
理
論バドミントン（15） ダンス（12）

体
　
　
育

（

３
単
位

）

１
年
１
２
３

体
育
理
論

体
つ
く

り
運
動

バレーボール（15）

（６） 水泳（15）

（

３
単
位

）

１
年
４
５
６

男
子

ソフトボール（15）

球

技

水

泳

武

道

ダ

ン

ス

体

育

理

論

時

間

数

計

行事名

卒

業

式

高

校

入

試

体

つ

く

り

運

動

新

人

大

会

器

械

運

動

陸

上

競

技

期

末

テ

ス

ト

始

業

式

期

末

テ

ス

ト

始

業

式

体

育

祭

中

間

テ

ス

ト

中

間

テ

ス

ト

高

校

総

体

期

末

テ

ス

ト

終

業

式

１月 2月 ３月 注：体操（体つくり運動）　 　　　武道
ダンスは各学年必修とする。週

入

学

式

始

業

式

歓

迎

球

技

プ

ー

ル

開

き

６月 7月 ９月 １０月 １１月 １２月

　　渡嘉敷　通大　　　印 津　留　　一　郎　　　　印

科
　
目

学期 運動領域時数

担当教諭名

月 ４月 ５月

ソフトボール（15）

水泳（15）

柔道(15)

                          令　和　元　年　度　　保　健　体　育　科　年　間　指　導　計　画　表　（3学期制）

学　校　名 学校番号 記　載　責　任　者 学　校　長　名
沖縄県立宜野湾高等学校

バスケットボール（15）

バスケットボール(15） ソフトボール（15） 柔道（12）

バスケットボール(10）

バドミントン(10）

バスケットボール(10）

バドミントン(10）

バスケットボール（10） ダンス（8）



平成３１年度  家庭総合２年 シラバス 

科目 家庭総合 単位 ２ 対象 ２学年・１～６組 

目標 ・人の一生と家族、子どもの発達と保育、高齢者の生活と福祉、衣食住、消費生活

 などに関する知識と技術を総合的に習得させ、生活課題を主体的に解決するとと

 もに、家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。 

学習内容 

①男女が協力して家庭生活を営むために必要な家庭生活全般に関する基礎的・基本的な知

 識と技術を習得する。 

②国際化・情報化などの社会の変化に適切に対応して主体的に生活する事ができる能力と 

 態度を習得する。 

③実習項目 

〈被服製作実習〉 

１．エプロン製作 ２．その他実験 

〈その他の実習〉 

１．妊婦疑似体験 ２．高齢者疑似体験 ３．ホームプロジェクトの実施・発表 

４．ロールプレイなど 

学習のワンポイントアドバイス 

１．日頃からマスコミ報道に触れて社会の動きを把握するとともに、生活情報を収集し、生活 

  課題に取り組む。 

２．授業で身につけた知識や技術を日常生活の中で生かし、日々の生活の改善・充実に努める。

３．学習に到達目標を念頭において、新しい社会の動きに即応できる力を身につける。 

４．課題などの提出物については、忘れることなく必ず期限内に提出する。 

５．実習・実験に際しては、無駄話を差し控えて安全に協力して進める。また、学校内で行う 

  こととし、家庭に持ち帰っての作業をしない。 

評価の方法 

テスト（６０％） 

課題・提出物・授業（実習）態度（４０％） 

ファイルは提出状況と記入内容に重点を置いて評価する。 

使用する教科書・教材等 

１．教科書 東京書籍「自立・共生・創造」 

２．学習ノート 
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         平成３１年度 年間指導計画 家庭総合 2年 土屋知子  花城恵理子 
 

 
科目名    
   家庭総合 

 
 単   位  数 

 
            ２  単  位 

 学科・学年・学級    普通科 ・ ２学年 ・ １組～６組 

 
 
学習到達目標 
 
 
 

 
家庭経済・衣・食・住・保育に関する基礎的知識と技術を家庭経営の立場から総合的に習得させる。 
①実験・実習を多く取り入れ、家庭生活を合理的に営む能力と実践的態度を養う。 
②興味・関心を引き出すために視聴覚教材を活用し、授業内容の向上に努める。 
③家庭クラブの活性化に努める。 
④積極的にアクティブラーニングを取り入れ、生徒が主体的・能動的に学習できるよう努める。 

使用教科書 
 

家庭総合 自立・共生・創造（東京書籍） 
 

 

 

学期 

 

  学 習 内 容 時数        学 習 の ね ら い 
 
 
 
 
 
 
 
 一 
 
 
 
 学 
 
 
 
 
 
 期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
オリエンテーション 
第１章  自分らしい人生をつくる
１．生涯発達の視点 
 
２．青年期の課 題 
 
 
３．目標を持って生きる 
 
 
４．人生をつくる 
 
５．家族家庭を見つめる 
６．これからの家庭生活と社会 
 
第１章  子どもと共に育つ 
１．命をはぐくむ 
【保育実習①】 
・妊婦擬似体験 
・新生児抱っこ体験 
２．子どもの育つ力を知る 
 
３．親として共に育つ 
【保育実習②】 
・おやつ調理実習 
 
４．子どもとの触れあいから学ぶ 
５．これからの保育環境 
 
 
第８章 学習を生かす 
  １．問題の解決をめざして 
  ２．ホームプロジェクトと学校 
  家庭クラブ活動の実践 
 
第７章 装う 
１．被服の役割を考える 
２．被服を入手する 
 
３．被服を管理する 
４．被服をつくる 
【被服実習①】 
・手縫い（基礎縫い） 
【被服実習②】 
・ミシン縫い（エプロン） 
５．衣生活の文化と知恵 
６．これからの衣生活 
 
 
第５章 経済生活を営む 
１．職業生活を設計する 
４．消費行動と意志決定 
 
５．現代の消費社会 
 
６．消費者の権利と責任 
 
 
 
 

 １ 
６ 

(2) 
 
 
 
(2) 
 
 
 
 
(2) 
 
 
 
15 
(3) 
 
 
 
 
 
(8) 
 
 
(4) 
 
 
 
 
 2 
 
  
 
 
26 

（4）
 
 
(18)
 
 
 
 
（4）
 
 
 
 
１０
(3) 
(4) 
 
(3) 
 
 
 
 
 
 

・２学年で学習する内容について把握する。 
・これからの人生を有意義に過ごすためには、自分自身が目標と展望をもって、 
その途上にある課題を解決していく必要があることを認識する。 
・人間の発達においてはライフステージごとに発達課題があり、各ライフステー 
ジの課題を達成すると次のライフステージへ移行しやすくなることを理解す  
る。 
・人生において自己実現を図るためには自立が求められることを理解する。 
・自発的な行動を通して、異性とのよい関係を築くためにはどうすればいいか考 
える。 
・家庭形態の相違による家庭生活のあり方について考察し、その多様性を理解す 
る。 
・人の一生と法律とのかかわりおよび家族に関する法律について理解する。 
・生活における価値観や生き方が多様化していることを認識し、自分らしく生き 
るために自分の価値観に基づいて生活設計を考えることの必要さを理解する。 
 
 
・妊娠から子どもの誕生までの母体の健康管理、胎児の発育と母体の変化を知る。
・乳幼児期は一生を通じての人間の基礎をつくる最も重要な時期であることを理 
解する。 
・遊びは子どもの生活の大部分をしめており、遊びをとおして子どもの心身の発 
達や健康の保持・増進がなされていることを理解する。 
・現代における家庭保育の特徴を知るとともに、家族間のきずなと子どもへの働 
きかけの大切さを知る。 
・集団保育の意義や、現代社会における保育のあり方、特徴を理解する。 
・保育実習をとおして保育の基本を身につけるとともに親の責任、命の尊さ、親 
子の絆等を考える。 
・子どもの権利条約にもとづいて、子どもの人権や福祉についての理解をはかる。
・国際社会に生きる者として、男女差別や人種差別のない社会をめざし、共に生 
きることの大切さを考える。 
 
・ホームプロジェクトと学校家庭クラブの意義、進め方に知る。 
・授業で得た知識・技術を駆使して、問題解決のための実践力を身につける。 
 
 
 
 
・被服の様々な役割を整理する。 
・被服材料の特徴を理解し、組成表示・取り扱い絵表示・サイズ表示などの意
味がわかる。 
・汚れ落ちの仕組みを理解し、被服に適した選択や保管方法を知る。 
・平面構成と立体構成の違いを学ぶ。 
・正しい寸法方法を知り、自分のサイズがわかる。 
・被服製作の基本事項を確認し、自分にあった被服の製作ができる。 
 
・布を使った伝統的な生活の工夫を知り、現代に生かす。 
・生涯を通して健康で安全な衣生活が営めるようになる。 
 
 
 
 
・各自が消費者であるという自覚を持ち，意思決定を含む生活力を身につける。 
・生活情報の収集には様々な方法があり、有用な情報を取捨選択して収集・活用 
していくことが重要である事を理解させる。 
・契約・多様な販売方法や支払い方法・問題商法について理解し被害にあった場 
合の解決方法も理解する。 
・消費者信用について理解し、利用に際しては、慎重に行う意識と対応策を身に 
つける。 
 
 
 

 
 二 
 
 
 
 学 
 
 
 
 期 
 
 
 

 
 
 三 
 
 
 
 学 
 
 
 
 期 
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第３章 高齢社会を生きる 
１．高齢期を理解する 
【高齢者実習】 
・高齢者疑似体験 
２．高齢者の心身の特徴 
３．高齢者を支える 
 

 
１０
 2 
 
 2 
 
 6 

 
 
・高齢社会の現状と課題を理解する 
・高齢期の心身の変化や特徴、個人差が大きいことを理解する。 
 
・高齢者を支援する方法を具体的に学ぶ。 
・身近な高齢者との触れあいの機会を探す。 
 
 

 

 

 
使用教材等 
    教科書･･･家庭総合 自立・共生・創造（東京書籍） 
   学習ノート（東京書籍） 

 
 
 
評価方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 １ 
 
 学 
 
 期 

 
テスト（６０％） 
 
課題・提出物・授業（実習）態度（４０％） 
 
ファイル･ノートは提出状況と記入内容に重点を置いて評価する。 

 
 ２ 
 
 学 
 
 期 

 
テスト（４０％） 
 
課題・提出物・授業（実習）態度（６０％） 
 
ファイル・ノートは提出状況と記入内容に重点を置いて評価する。 

 
 ３ 
 
 学 
 
 期 

 
テスト（６０％） 
 
課題・提出物・授業（実習）態度（４０％） 
 
ファイル・ノートは提出状況と記入内容に重点を置いて評価する。 

 
学習方法 
１．日頃からマスコミ報道に触れて社会の動きを把握するとともに、生活情報を収集し、生活課題に取り組む。 
２．授業で身につけた知識や技術を日常生活の中で生かし、日々の生活の改善・充実に努める。 
３．学習に到達目標を念頭において、新しい社会の動きに即応できる力を身につける。 
４．課題などの提出物については、忘れることなく必ず期限内に提出する。 
５．実習・実験に際しては、無駄話を差し控えて安全に協力して進める。また、学校内で行うこととし、家庭に持ち帰っての作業 
 をしない。 
 
 

 



平成３１年度 家庭総合３年 シラバス 

科目 家庭総合 単位 ２ 対象 ３学年・１～６組 

目標 ・人の一生と家族、子どもの発達と保育、高齢者の生活と福祉、衣食住、消費生活

などに関する知識と技術を総合的に習得させ、生活課題を主体的に解決するととも

に、家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。 

学習内容 

＜食生活 ・住生活 ・家庭経済＞ 

①男女が協力して家庭生活を営むために必要な家庭生活全般に関する基礎的・基本的な知

 識と技術を習得する。 

②国際化・情報化などの社会の変化に適切に対応して主体的に生活する事ができる能力と 

 態度を習得する。 

③実習項目 

 

〈調理実習〉 

１．和食どんぶりの献立 ２．手早くできる中華料理献立 ３．洋風献立 

４．軽食・おやつ    ５．琉球料理  ６．自由献立 

 

学習のワンポイントアドバイス 

１．日頃からマスコミ報道に触れて社会の動きを把握するとともに、生活情報を収集し、生活 

  課題に取り組む。 

２．授業で身につけた知識や技術を日常生活の中で生かし、日々の生活の改善・充実に努める。

３．学習に到達目標を念頭において、新しい社会の動きに即応できる力を身につける。 

４．課題などの提出物については、忘れることなく必ず期限内に提出する。 

５．実習・実験に際しては、無駄話を差し控えて安全に協力して進める。また、学校内で行う 

  こととし、家庭に持ち帰っての作業をしない。 

評価の方法 

テスト（６０％） 

課題・提出物・授業（実習）態度（４０％） 

ファイルは提出状況と記入内容に重点を置いて評価する。 

使用する教科書・教材等 

１．教科書 東京書籍「自立・共生・創造」 

２．同 準拠学習ノート 



- 1 -

 
         平成３１年度 年間指導計画  家庭総合 3 年）土屋知子 花城恵理子 
                                             

 
科目名    
   家庭総合 

 
 単   位  数 

 
            ２  単  位 

 学科・学年・学級    普通科 ・ ３学年 ・ １組～６組 

 
 
学習到達目標 
 
 
 

 
家庭生活・食・消費生活に関する基礎的知識と技術を家庭経営の立場から総合的に習得させる。 
①実験・実習を多く取り入れ、家庭生活を合理的に営む能力と実践的態度を養う。 
②興味・関心を引き出すために視聴覚教材を活用し、授業内容の向上に努める。 
③家庭クラブの活性化に努める。 
④積極的にアクティブラーニングを取り入れ、生徒が主体的・能動的に学習できるよう努める。 

使用教科書 
 

家庭総合 自立・共生・創造（東京書籍） 
 

 

 

学期 

 

  学 習 内 容 時数        学 習 の ね ら い 
 
 
 
 一 
 
 
 
 学 
 
 
 
 
 
 期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
オリエンテーション 
 
第６章 食生活をつくる 
１．食生活について考える 
【調理実習①】 
・和風どんぶりの献立 
 
 
２．食事と栄養・食品 
【調理実習②】 
・洋食献立 
 
３．食生活の安全と衛生 
【調理実習③】 
・中華風献立 
 
 
 
４．生涯を見通した食事計画 
【調理実習④】・洋食献立 
 
５．調理の基礎 
【調理実習⑤】・琉球料理 
 
６．食生活と文化 
 
７．これからの食生活 
【調理実習⑥】・自由献立 
※調理実習は年間を通して日程
を組む 
 
第５章 経済生活を営む 
１．職業生活を設計する 
２．計画的に使う 
３．国民経済・国際経済と家庭の経
済生活 
４．消費行動と意志決定 
 
５．現代の消費社会 
 
６．消費者の権利と責任 
 
７．これからの消費生活と環境 
 
 
 
 
第１章 住生活をつくる 
１．住生活について考える 
 
２．住生活の計画と選択 
 
３．住生活と文化 
４．これからの住生活 
 
 
 
 

 １ 
 
３２
(6) 
 
 
 
 
(8) 
 
 
 
(6) 
 
 
 
 
 
(4) 
 
 
(8) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２４
(8) 
 
  
 
(8) 
 
 
 
 
 
(8）
 
 
 
 
 ６ 
（2）
 
（2）
 
（2）
 
 
 
 
 

・２学年で学習する内容について把握する。 
 
・食物の役割を認識し、食が心身を育む上でも大切のものであることを理解する。
・日本食の基本「一汁三菜」を理解し、わが国の食文化を知る。 
・食事調査などを通して現代の食生活や各自の食事の問題点について学習し、食 
生活のあり方を考える。 
 
・栄養素の種類と働きを理解するとともに、それぞれの栄養素を多く含む食品の 
特質を理解する。 
・食事摂取基準を満たすために、「食品群」について学習する。 
 
・生鮮食品の選び方や食品表示の見方を学習し、適切な選択，保存ができるよう 
にする。 
・食品の腐敗，食中毒，食品添加物について学習し衛生的で安全な食生活ができ 
るようにする。 
・日常摂取している食品にどれくらい添加物が含まれているか調査し理解する。 
 
・現在の食生活の傾向を知り、健康で安全な食生活を営むための基本を理解する。
・身近にある清涼飲料水の糖度含量を知る。 
 
・食物費，調理の効率などを考慮した日常食や行事食の適切な献立作成ができよ 
うにする。 
・調理法の要点を理解するとともに調理の基礎技術を習得する。 
 
・無駄のない食材の使用や、環境に負荷をかけない食生活上の工夫を考える。 
 
・各国、各民族の食文化は自然環境や社会と深くかかわっていることを理解する。
・食料自給率の低下と対策について考える。 
 
 
 
・各自が消費者であるという自覚を持ち，意思決定を含む生活力を身につける。 
・家族は経済のあり方が大きく変化するなかで家計の実態を把握し，経済計画を 
立てて家計管理をすることの重要性を理解する。 
 
 
・生活情報の収集には様々な方法があり、有用な情報を取捨選択して収集・活用 
していくことが重要である事を理解させる。 
・契約・多様な販売方法や支払い方法・問題商法について理解し被害にあった場 
合の解決方法も理解する。 
・消費者信用について理解し、利用に際しては、慎重に行う意識と対応策を身に 
つける。 
・循環型社会を実現していくためには、私たち自身が消費行動について考え、環 
境に負荷を与えないように工夫していく必要性を理解する。 
・各自の消費行動と環境問題や資源・エネルギー問題の関連について理解する。  
   
 
 
・住居の機能を考え、平面図の基礎知識を得て間取りが理解できるようにする。 
 ライフステージにあった住居を考える。 
・住居を選ぶ際、室内外の環境に着目し、安全性・快適性などを考慮する必要性を
学ぶ。また、バリアフリーの考え方を理解し身につける。 
・気候風土の応じた様々な住様式が存在することを学ぶ。 
・住環境における地域社会とのつながりの重要性を理解し、持続可能な住生活とは
 何か考える。 
 
 
 

 
 二 
 
 
 
 
 学 
 
 
 
 
 期 
 
 
 

 
 三 
 
 
 
 学 
 
 
 
 期 
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使用教材等 
    教科書･･･ 東京書籍 家庭総合 自立・共生・創造    学習ノート（東京書籍） 

 
 
 
評価方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 １ 
 
 学 
 
 期 

 
テスト（６０％） 
 
課題・提出物・授業（実習）態度（４０％） 
 
ファイル・ノートは提出状況と記入内容に重点を置いて評価する。 

 
 ２ 
 
 学 
 
 期 

 
テスト（６０％） 
 
課題・提出物・授業（実習）態度（４０％） 
 
ファイル・ノートは提出状況と記入内容に重点を置いて評価する。 

 
 ３ 
 
 学 
 
 期 

 
テスト（６０％） 
 
課題・提出物・授業（実習）態度（４０％） 
 
ファイル・ノートは提出状況と記入内容に重点を置いて評価する。 

 
学習方法 
１．日頃からマスコミ報道に触れて社会の動きを把握するとともに、生活情報を収集し、生活課題に取り組む。 
２．授業で身につけた知識や技術を日常生活の中で生かし、日々の生活の改善・充実に努める。 
３．学習に到達目標を念頭において、新しい社会の動きに即応できる力を身につける。 
４．課題などの提出物については、忘れることなく必ず期限内に提出する。 
５．実習・実験に際しては、無駄話を差し控えて安全に協力して進める。また、学校内で行うこととし、家庭に持ち帰っての作業 
 をしない。 
 
 

 



平成３１年度 宜野湾高等学校（家庭科）  実用調理（３年選択）シラバス 

 
①「家庭総合」における学習を基礎として、食物に関する基本的な知識と技術を身につけ、時

代に即した合理的な食生活の運営ができるようにする。 
②実験・実習を多く取り入れ、家庭生活を合理的に営む能力と実践的程度を養う。 

 

月 学習内容 学習のねらい 
課題 

提出物等 
考

査

４ 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
７ 
 

フードデザインを学ぶにあたって 
・食べることの意義と役割 
調理の基本 
 １）調理の目的 
 ２）調理と味 
 ３）調理の手法 
 
献立と調理 
①日本料理 

 
 
 
②西洋料理 

 
 
 
 
③中華料理 

・１年間の学習内容と学習目標 
 
・調理の目的を理解し、調理の手法の基礎理論と食品

の調理上の特性を把握する。 
 
 
 
・我が国の環境と食文化について理解する。 
・日本料理の食事様式ついて理解する。 
・炊飯の方法、出汁の取り方、和え物や酢の物の取り

扱いについて理解する。 
 
・西洋料理の特徴、献立、食事様式について理解する。 
・ホワイトソースの作り方、生野菜の扱いと下ごしら

えについて理解する。 
・紅茶の種類、特徴、入れ方について理解する。 
 
・中華料理の特徴、献立、食事様式について理解する。 
・中華スープの作り方を学び、でんぷんの使用による

効果を知る。 
・寒天の扱い方と寄せ物の特徴を理解する。 
・牛乳かんとシロップの砂糖の濃度の違いによる浮

き上がりを知る。 
 

 
実習１ 
・マドレーヌ

・紅茶 
実験１ 
・出汁 
 
実習２ 
・ご飯 
・鯖の味噌煮

・すまし汁 
 
実習３ 
・グラタン 
・サラダ 
 
実習４ 
・ゼリー 
・寒天 
 
実習５ 
・餃子 
・中華スープ

・杏仁豆腐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期

末

考

査

９ 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 

 
 
④イタリア料理 
 

 
 
 
 
⑤エスニック料理 
 
 
 
⑥お弁当コンテスト 
 

 
 
・イタリア料理の特徴、献立。食膳方式について理解

する。 
・パンやピザの発酵について理解する。 
・パスタ類の取り扱いについて理解する。 
・調味料、ﾊｰﾌﾞ類、ﾁｰｽﾞ、各種加工品について理解す

る。 
・様々な国の文化を知るため、エスニック料理に触れ

合う。 
・ライスペーパーの扱い方が分かる。 
 
・お弁当作りの基本・注意点を知る。 
・グループでお弁当の献立を考え、作る。 

実験２ 
糖度検査 
実習６ 
・ピザ 
・果物 
実習７ 
・ｶﾙﾎﾞﾅｰﾗ 
・コンソメスー

プ 
・ティラミス

実習８ 
・生春巻き 
・チヂミ 
実習９ 

 
 
 
 
 
 
 
期

末

考

査

科目名 
実用調理 

単 位 数 ２単位 

学科・学年・学級 普通科 ３学年 １組～６組 

担 当 者 土屋優子 

学習の到達目標 



11 ・鶏肉の照り焼き

・だし巻き卵 

 
12 ⑦テーブルマナー 

 
⑧行事食と献立と料理 
 
 
 
 
⑨鍋料理 

・西洋料理のテーブルマナーについて理解する。 
 
・各国の食文化について理解する。 
・各国と日本の年中行事料理について理解する。 
・鶏肉の扱い方、スポンジケーキの作り方について理

解する。 
 
・鍋料理の特徴について理解する。 
・わが家の鍋料理や地方の鍋料理について研究する。 
・生鮮食品の取り扱いについて理解する。 
 

・レポート 
実習１０ 
・ローストチキ

ン 

・ピラフ 

実習１１ 
・クリスマスケ

ーキ 

実習１２ 
・鍋料理 
実験３ 
・塩分検査 

 

１ 
 
 
 
 
２ 

 ⑩郷土料理 
 
 
 
 
 
 
 ⑪パーティー料理 

・各県の郷土料理と沖縄県の郷土料理の特徴、献立に

ついて理解する。 
・沖縄県の食文化とこれからの課題について考える。 
・チャンプルー料理の野菜の取り扱い方、鰹だし、豚

だしの扱い方、乾物の取り扱いについて理解する。 
・揚げ菓子作り方のコツを学ぶ。 
 
・これまでの学習を基礎にパーティー料理の献立作

成し、実習を行うことができる。 

実習１３ 
・ﾁｬﾝﾌﾟﾙ  ー
・ｻｰﾀｱﾝﾀﾞｷﾞｰ

実習１４ 
・チムシンジ

・田芋パイ 
 
実習１５ 
・自由献立 
 

期

末

考

査

 
評価方法 
１ 期末考査、授業の課題プリント、レポート、授業中の発表や態度、学習活動への参加姿勢や態度を総合して１００

点満点で評価する。 
２ 評価の内訳は、期末考査が６０％程度、提出物・学習態度が４０％程度。 

 
学習方法 
１ 授業で身につけた知識や技術を日常生活のなかで生かし、日々の生活の改善・充実に努める。 
２ 課題などの提出物については、忘れることなく必ず期限内に提出する。 
３ 調理実習・実験に際しては、無駄話を差し控えて安全に協力して進める。また、学校内で行うこととし、家庭に持

ち帰って作業をしない。 
４ 実習内容については、諸事情により入れ替えや献立を変更をする場合がある。 

 



単　　位　　数

学科・学年・学級

担当

１　学習の到達目標等

２　学習計画及び評価方法等

（１）　学習計画等

学
期

学習内容 月
　備　　考

学習活動の特記事項、他教科・総合的
な学習の時間・特別活動との関連など

考
査
範
囲

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

期
末
考
査

期
末
考
査

期
末
考
査

＜調理実習・実験＞
・糖度検査（実験２）
・ピザ
・フルーカッティング
・カルボナーラ
・ティラミス
・生春巻き、チヂミ
・弁当に適する料理の要点を知り、用途別、
対象別に、栄養のバランスや味の調和がとれ
た弁当料理をつくることができる。
・行事食の特徴と調理上の要点を理解し、料
理できる。

＜調理実習＞
・チャンプルー
・チムシンジ
・ターウムパイ
・自由献立（ビュッフェパーテイ
　
　

第
２
学
期

第
３
学
期

第4章　調理の基本
　3節　調理器具と調理操作
＜調理実習・実験＞
・簡単な焼き菓子
・だし汁の取り方（実験１）
・日本料理
・西洋料理
・寄せもの
・中国料理
・調理上の基本的事項を習得し、調理実習
や家庭生活の向上に生かせる。
・自分及び家族の健康を考えた日常料理を
知り、それらが調理できる。

･献立と調理
○イタリア料理
○エスニック料理
○お弁当コンテスト
・テーブルマナー
・行事食について
○鍋もの料理

○郷土料理（琉球料理）
○パーティ料理

・イタリア料理の特徴や献立、手法について理解させる。
・パンやピザ生地の発酵について理論と実践を習得させる。
・パスタの取り扱いかたについて理解させる。
・スペインやメキシコ料理の手法について理解させる。
・ﾗｲｽﾍﾟｰﾊﾟｰの扱い方がわかる。
・弁当作りの基礎、留意点を理解させ実践できるようにする。
・グループで栄養バランスのとれた弁当の献立を考え、コンテスト形式で実
践する。
・各国の料理と郷土料理の特徴、献立について理解させる。
・鶏肉の扱い方およびスポンジケーキの作り方を理解させる。

・各県の郷土料理と沖縄県の郷土料理の特徴、献立について理解させる。
・これまでの学習の成果として、パーティ料理の献立作成を行い、実習を行
うことができる。

・1年間の学習内容と目標を理解させる。
・調理の目的を理解し、手法の基礎理論と食品の調理上の特性を把握させ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・わが国の食文化への理解を深
めさせる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・日
本料理の手法について理解させる（炊飯、だし汁の取り方、和え物等の扱
い方、ほか）
・西洋料理の手法について理解させる（ホワイトソース、生野菜の下ごしら
え、ほか）
・中国料理の手法について理解させる（特徴、献立、食事形式やマナー、
ほか）　　　　　　　　　　　　　　　　　　・寒天の扱い方と寄せものの特徴を理
解させる。
・授業で行った内容を宿題（課題）として、家庭でも実戦できるようにする。

第
１
学
期

・オリエンテーション（実用調理を
学ぶにあたって）
・食べることの意義と役割
・調理の目的
･調理と味覚
・調理の手法
・献立と調理
○日本料理
○西洋料理
○中国料理
○寄せもの
○焼き菓子

平成31年度　実用調理　年間指導計画
　2単位

3年選択

学習のねらい・目標

使用教科書・副教材等

①科目「家庭総合」における学習を基礎として、食物に関する基本的な知識と技術を身につけ、時代に即した合理的な食生活の運
営ができる　ようにする。
②実験・実習を多く取り入れ、家庭生活を合理的に営む能力と実践的態度を養う。

　なし

学習の到達目標

土屋　優子



平成３１年度   宜野湾高等学校（家庭科）  手芸（3 年選択）シラバス 

 

 

科目 手芸 単位 ２ 対象 ３学年・１～６組 

担当者 花城 恵理子 

  目標 ①手芸の種類と変遷、各種手芸の技法などに関する知識と技術を習得させ、手芸品を

創造的に製作し、服飾に活用する能力と態度を育てる。 

 ②もの作りの楽しさを体感し、創造的に製作する能力と態度を育てる。 

学習内容 

①手芸全般に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得する。 

②学習した技術を活かして、手芸品を制作する。 

③実習項目 

4～5月 

 

6～7月 

9~10月 

11~1月 

 １．基礎縫い （並み縫い・半返し縫い・本返し縫い・まつり縫い） 

 ２．布やフェルトを使用した小物製作Ⅰ 

 ３．ハーフパンツ制作  

  ４．布やフェルトを使用した小物製作Ⅱ    

 ５．各種手芸の技法  

   ①織物（手織り） ②編み物（棒針編み・かぎ編み） ③刺繍（日本刺繍） 

 ６．自由作品製作 

 

学習のワンポイントアドバイス 

１．授業で身につけた知識や技術を日常生活の中で生かす。 

２．課題などの提出物については、忘れることなく必ず期限内に提出する。 

５．実習・実験に際しては、無駄話を差し控えて安全に協力して進める。また、学校内で行うこと

  とし、家庭に持ち帰っての作業をしない。 

 

評価方法 

１ 作品製作、活動状況、プリントなどの提出物で総合的に評価する。 

２ 評価の内訳は、作品製作・提出物が８０％程度、活動状況２０％程度。 

 



単　　位　　数

学科・学年・学級

担当

１　学習の到達目標等

２　学習計画及び評価方法等

（１）　学習計画等

学
期

学習内容
　備　　考

学習活動の特記事項、他教科・総合的
な学習の時間・特別活動との関連など

考
査
範
囲

・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
（授業アンケートふくむ）

4 4

・裁縫用具の名称および使い
方、実習における安全について
・基礎縫いの技法の確認

・フェルトの小物作りⅠ
（お守り作り）
・アウトラインステッチ
・サテンステッチ
・ストレートステッチ
・ブランケットステッチ
・フレンチナッツステッチ

4 4 ・過年度の生徒作品（実物または写真）
を提示し、作品制作のイメージをもつ。

・服飾手芸に関する一般書を読み取り、
制作できるようにする。

・ハーフパンツ制作 5

6

5

6

・フェルトを使った小物作りⅡ
（自由制作①）
・フェルトのおもちゃ
・モビール
・人形　　　　等

9 9

・布を使った手芸品制作Ⅰ
（自由制作②）
・トートバッグ
・クッション
・ペンケース
・サイフ
・その他

9

10
11
12

10

11
12

・2年次で学習したﾐｼﾝ縫いの技法と関
連づけて学習する。

・作品の発表および自己評価、相互評
価をさせる。
・芸術発表会の展示部門に出品する準
備をさせる。

　
第
３
学
期

卒業作品制作
1
1
2
3

1
1
2
3

・これまでの技術の集大成としての卒業
作品制作という位置づけである。
・年間の作品を振り返り、まとめをする。

なし

学習の到達目標

　
第
２
学
期

　
第
１
学
期

月

・ 刺 繍 糸 、 刺 繍 針 の 扱 い 方 を 理 解 す る
・刺繍の基礎的な理論や技法を習得する。
・トレーシングぺーパーの使い方と型紙の作り方を
習得し、型紙をもとにパーツつくりをする。
・一般書の「手芸」の制作工程の読み取り方を理解
する。

・型紙をつかって、印付け・裁断の仕方を習得する。
・ミシンを使って、立体的な作品の縫製を学習する。

・手芸関係の一般書より、布製品で制作したいもの
を各自で選び、生地等の発注、必要な用具の確
認、型紙制作を行う。

・１つの作品を仕上げた後、「Ⅰ」の過程と同様に次
の 作 品 制 作 に 取 り 組 む 。
・個の興味関心に応じて、「Ⅱ」ではミシン縫い以外
の作品でもよいこととする。

・これまでに習得した技術を生かし、卒業作品を制
作する。実時数が少ないため、短時間で制作できる
もの、保護者への感謝をこめた贈り物になる作品づ
くりにとり組ませる。

・実技科目「手芸」を受講するにあたり、班編成、係
分担、授業内容、評価等の説明を行い、一年間の
授業の概要を理解する。あわせてアンケートをとり、
既習得事項の確認および制作希望する作品のアン
ケートをとる。

・手芸で用いる用具の名称、用途、使い方を理解す
るとともに制作時の安全管理について理解する。
・中学校および昨年度の既習得事項である基礎縫
いができるかの確認をする。

平成３１年度　手芸　年間指導計画
２単位

3年選択

学習のねらい・目標

使用教科書・副教材等

１．被服構成の基礎，構成技法，被服材料の特徴などに関する知識と技術を習得する。
２．被服を創造的に製作する能力と態度を身につける。

花城　恵理子



平成３１年度 子どもの発達と保育 シラバス 

科目 子どもの発達と保育 単

位 

２ 対象 ３学年；１～６組 

２学年；３，５，６組 

目標  子どもの発達の特徴や発達過程、保育などに関する知識と技術を習得させ、子ど

もの発達や子育て支援に寄与する能力と態度を育てる。 

学習内容 

＜食生活 ・住生活 ・家庭経済＞ 

①子どもの発達の特徴や発達過程、保育に関する知識と技術を習得する。 

②乳幼児が人間の発達の基礎を培う時期であることから、この時期の重要性を理解し、発

達と環境の関係、及び乳幼児の発達過程や特徴には個人差があることも理解する。 

③実習等を通して、保育に関する知識と技術を習得する。 

 

〈実習〉 

１．おりがみ ２．幼児玩具 ３．離乳食  ４.こどものおやつ 

 

学習のワンポイントアドバイス 

１．日頃からマスコミ報道に触れて社会の動きを把握するとともに、子どもに関する今日の状

況について考えるなど、子どもを取り巻く環境について普段から関心を持つ。 

２．授業で身につけた知識や技術を日常生活の中で活かしたり、将来活かせるよう、子どもと 

ふれあう機会を自主的積極的に持つように努める。 

３．学習に到達目標を念頭において、子どもを理解し対応できる力を身につける。 

４．課題などの提出物については、忘れることなく必ず期限内に提出する。 

５．実習・実験に際しては、無駄話を差し控えて安全に協力して進める。また、学校内で行う 

  こととし、家庭に持ち帰っての作業をしない。 

評価の方法 

テスト（５０％） 

課題・提出物・授業（実習）態度（５０％） 

ファイルは提出状況と記入内容に重点を置いて評価する。 

使用する教科書・教材等 

１．教科書 実教出版「子どもの」の発達と保育 



平成 31 年度 年間指導計画 子どもの発達と保育（2年・3年）      花城恵理子 土屋知子 

 

科目名  

子どもの発達と保育 

単位数    2 単位 

学科・学年・学級  普通科・2学年・3・５・６組

学習到達目標 ① 子どもの発達の特性や発達過程、保育などに関する知識と技術を習得させ、

子どもの発達や子育て支援に寄与する能力と態度を育てる。 

② 乳幼児が人間の発達の基礎を培う時期であることから、この時期の重要性を

理解させるとともに、発達と環境の関係および乳幼児期の発達過程や特性に

は、個人差があることを理解させる。 

③ 実習等を通して、保育に関する知識と技術を習得させる。 

使用教科書 子どもの発達と保育」（実教出版） 

 

学期 項目 指導項目 時

間 

学習のねらい 

 

 

 

１

学

期 

学ぶにあたって  ２ 保育を学ぶ意義について理解させる 

発達の特性 乳幼児の重要性 ４ 人との関わりの大切さを理解させる 

発達と環境 ４ 様々な環境の影響を受けて発達することを理解させる 

発達観・児童館 ６ 保護・養育される権利をもち、尊重されるべき存在である

と認められるまでの歴史を知らせる。 

発達過程 身体と運動機能の発

達 

４ 発達について各部位の目安や評価法を理解させ

る。また、生理的特徴についても理解させる。 

発達の特徴 １

０ 

発達と環境の関係を理解させる。 

人間関係の発達 ８ 愛着関係の形成過程を学び、その重要性を理解させる。 

心の発達 ４ 子どもと大人の思考の違いを知らせる。言葉の発

達の順序について理解させる。 

 

 

 

 

２

学

期 

子どもの生活 健康と生活 ２ 発達段階に応じた適度な養護の方法を知る。 

沐浴実習 ２ 沐浴の仕方を理解させる。 

子どもの食事 ２ 食生活と栄養の特徴を理解させる。 

幼児食実習 ４ 幼児食作りを通して、必要な量、栄養素を理解させる。 

子どもの衣服 ２ 幼児に適した衣服の材料、デザインを理解させる 

遊びと生活 ２ 上層・完成・知的好奇心を豊かにするために適切な

児童文化財の選択ができるようにさせる。 

児童文化財制作 １

０ 

絵本作成等の児童文化財作成をおこなう。 

健康管理 １

０ 

健康を守るため保護者の役割を理解させる。 

 子どもの保育 保育の意義 ４ 子どもと保育者の相互成長の視点に気づかせる 



３

学

期 

保育の方法 ６ 発達段階に応じた保育の方法を理解させる 

保育の環境 ８ 家庭保育と集団保育の意義を学び、課題について考えさせ

る。 

子どもの福祉 ８ 児童福祉法や関連施設、子育て支援について理解させる。

 ＜評価方法＞ 

授業態度  ②定期考査  ③提出物  ④課題 

以上を総合的に判断し、評価する。 

 

 

評

価

基

準 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

・授業中の取り組む態

度から、保育に関する

知識向上を目指して

意欲的に取り組んで

いる。 

・実践的な態度を身に

つけている。 

・授業中のプリント記

入内容、定期考査か

ら、保育についての課

題に適切に判断し、解

決方法を考え、とりく

んでいる。 

・実習等を通して、基

礎的、基本的な技術を

身につけている。 

・課題、定期考査等か

ら、子どもの発達の特

性や発達か的、保育に

関する基礎的な知識

と技術を習得するこ

とができたか。 

 



 
 

 科目名 

情 報 処 理 

単   位   数                      ２         単 位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 １  学年     １  組 ・２  組 
 
 
 

学習の到達目標                   
ビジネスに関する情報を収集・処理・分析し、表現する知識と技術を習得させ、情報の意義

や役割について理解させるとともに、ビジネスの諸活動において情報を主体的に活用する能力
と態度を育てる。 

使用教科書･副教材等 
 
○全国商業高等学校協会主催 ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定模擬試験問題集３級（実教出版） 
○全国商業高等学校協会主催 情報処理検定模擬試験問題集３級（実教出版） 
 

 
 

月 学  習  内  容 学   習   の   ね  ら  い 課題･提出物 等 

一 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
二 
 
学 
  
期 
 

「Ｗｏｒｄ」活用 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定

への取組） 
 
 
 

 

 

「Ｅｘｃｅｌ」活用

情報処理検定への取

組） 
 
 
 
 

 
 
 
・プレゼンテーショ
ンソフト 
「Ｐｏｗｅｒ ｐｏ
ｉｎｔ」の活用 
（職業・マルチメデ
ィアの活用） 

○「Ｗｏｒｄ」を活用し、ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定３級の合格を目指す。 

 ・ホームポジションからのタッチタイピングを習得する。 
・３級の文書、速度、筆記の問題を習得する。 
・基本的な文書作成方法についての基本操作を習得する。 
・筆記試験の学習 

・ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定試験３級の模擬問題の練習 
・検定試験の過去問題の練習 

 ・検定取得へﾁｬﾚﾝｼﾞ 

 

○「Ｅｘｃｅｌ」を活用し、情報処理検定３級の合格を目指す。 
・基本的な表計算ソフトの操作を習得する。 
・基本的な表計算や関数、グラフの作成方法についての操作を習得す
る。 

・筆記試験の学習 

・情報処理検定３級の模擬問題の練習 
・検定試験の過去問題の練習 

 ・検定取得へﾁｬﾚﾝｼﾞ 

 

○プレゼンテーションソフトＰｏｗｅｒ ｐｏｉｎｔ」の活用し、職業

について調べ、その情報をクラスで共有する。 
・基本操作や動画の取り込み方等の操作を習得する。 

①企画書の作成 
②素材収集 

   ③作品制作 

・作品発表会（各グループの作品を発表し、評価を行う。） 

課題の評価 
定期テスト 
豆テスト 
授業態度の評価 
検定の結果 
 
 
 
 
課題の評価 
定期テストの評価 
授業態度の評価 
豆テスト 
検定の結果 
 
 
 
 
 
 
 
課題の評価 
定期テストの評価 
授業態度の評価 
企画書の評価 
作品の完成度・制作
行程の評価 
生徒の相互評価 

 
 
 
 
 
 
三 
 
学 
 
期 

 
評 価 方 法 

  
学  習  方   法 
１． マルチメディアの媒介としてのコンピュータの使用方法（情報モラル等）をきちんと考えさせる。 
２． コンピュータの操作技術だけでなく、問題解決の方法や手段として情報や情報機器をどのように活用していくか

の学習もとても大切になってくる。 

 

・提出物(データ)状況、実技・筆記試験対策豆テストの点数、授業への参加態度、作品発表会におけるプレゼンテー
ション能力、勤怠状況などを総合して１００点満点で評価します。 

 



令和元年度   年 間 学 習 指 導 計 画 表   （沖縄県立宜野湾高等学校）   

科目 情 報 処 理 単位数 ２単位 学年 １学年 組 １・２組 

校長 津留 一郎 担当者 渡久地 正博 印  當眞 里美 印 

 

月 単   元 学  習  内  容 配時 備考 

４ 

～ 

７ 

タッチタイピングの習得 

「Ｗｏｒｄ」活用 

※ビジネス文書実務検定への取り組み 

速度・文書作成・筆記 

単元別小テスト 

模擬問題・過去問題の取り組み 

（１） ホームポジションを身につけ、タッチタイピングの習得を目指す。 

（２） ビジネス文書実務検定試験３級の速度及び文書の練習をする。 

（３） ビジネス文書実務検定試験３級の文書作成・校正記号・表作成などを学習する。 

（４） ビジネス文書実務検定試験３級の筆記問題を学習する。 

（５） ビジネス文書実務検定試験の模擬及び過去問題にチャレンジする。 

（６） 単元別小テストを実施する。 

４ 

８ 

２ 

２ 

８ 

２ 

 

９ 

～ 

１
２ 

「Ｅｘｃｅｌ」活用 

※情報処理検定 ビジネス情報部門への取り

組み 

筆記・実技 

単元別小テスト 

模擬問題・過去問題の取り組み 

（１） エクセルの基本的な操作方法を習得する。 

（２） 基本的な表計算や関数について学習する。 

（３） グラフの作成方法について操作を習得する。 

（４） ハードウェアに関する知識を学習する。 

（５） 通信ネットワークに関する知識を学習する。 

（６） 情報モラルとセキュリティ管理に関する知識を習得する。 

（７） 表計算ソフトウェアの活用。 

（８） 単元別小テストの実施。 

（９） 実技問題および過去問題への取り組み 

２ 

６ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

１２ 

 

 

１
～
３ 

プレゼンテーションソフト 

「Ｐｏｗｅｒ Ｐｏｉｎｔ」活用 

※職業について学習。マルチメディアの活用

（１）パワーポイントの基本的な操作方法を習得する。 

（２）企画書の作成 

（３）素材収集 

（４）作品制作 

（５）発表会の実施 

２ 

１ 

１ 

４ 

２ 

 

合計時間数 ７０  



 

 科目名 

情 報 処 理  

単   位   数                      ３        単 位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 ２  学年     １  組 ・２  組 
 
 
 

学習の到達目標                   
ビジネスに関する情報を収集・処理・分析し、表現する知識と技術を習得させ、情報の意義

や役割について理解させるとともに、ビジネスの諸活動において情報を主体的に活用する能力
と態度を育てる。 

使用教科書･副教材等 
 
○全国商業高等学校協会主催 ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務検定模擬試験問題集２級（実教出版） 
○全国商業高等学校協会主催 情報処理検定模擬試験問題集２級（実教出版） 
 

 
 

月 学  習  内  容 学   習   の   ね  ら  い 課題･提出物 等 

一 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
二 
 
学 
  
期 
 

「Ｗｏｒｄ」活用 
・ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務
検定への取組 

 

 

 

 

ﾞ 

「Ｅｘｃｅｌ」活用

・情報処理検定への

取組 
 

  
 
  
 
 
 
 
 
・プレゼンテーショ
ンソフト 
「Ｐｏｗｅｒ ｐｏ
ｉｎｔ」の活用 
（旅行計画・マルチ
メディアの活用） 

○「Ｗｏｒｄ」を活用し、ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定２級の合格を目指す。 
・３級文書、速度、筆記の問題を復習する。 
・校正記号を伴う応用的な文書作成方法についての基本操作を習得す
る。 

・筆記試験に向けての学習 

・ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定試験２級取得のため練習 
・検定試験の過去問題の練習(実技・筆記) 
・検定取得にﾁｬﾚﾝｼﾞ 

 

○「Ｅｘｃｅｌ」を活用し、情報処理検定２級の合格を目指す。 
 
・応用的な表計算や関数を学び、グラフの作成方法についての操作を習
得する。 

・情報処理検定の２級取得のための練習 

・筆記試験に向けての学習 

・検定試験の過去問題の練習 

・検定取得にﾁｬﾚﾝｼﾞ 
 

 

○プレゼンテーションソフトＰｏｗｅｒ ｐｏｉｎｔ」の活用し、旅行

計画を立てる。 
・基本操作や動画の取り込み方等の操作を習得する。 

①企画書の作成 
②素材収集 

   ③作品制作 

・作品発表会（各グループの作品を発表し、評価を行う。） 

 
 
課題の評価 
定期テストの評価 
豆テスト 
授業態度の評価 
検定の結果 
 
 
 
 
課題の評価 
定期テストの評価 
豆テスト 
授業態度の評価 
検定の結果 
 
 
 
 
 
 
課題の評価 
定期テストの評価 
授業態度の評価 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
三 
 
学 
 
期 

 
評 価 方 法 

  
学  習  方   法 
１． マルチメディアの媒介としてのコンピュータの使用方法（情報モラル等）をきちんと考えさせる。 
２． コンピュータの操作技術だけでなく、問題解決の方法や手段として情報や情報機器をどのように活用していくか

の学習もとても大切になってくる。 

 

・提出物(データ)状況、実技・筆記試験対策豆テストの点数・授業への参加態度、作品発表会におけるプレゼンテー
ション能力、勤怠状況などを総合して１００点満点で評価します。 

 



令和元年度   年 間 学 習 指 導 計 画 表   （沖縄県立宜野湾高等学校）   

科目 情 報 処 理 単位数 ３単位 学年 ２学年 組 １・２組 

校長 津留 一郎 担当者 渡久地 正博 印  當眞 里美 印 

 

月 単   元 学  習  内  容 配時 備考 

４ 

～ 

７ 

「Ｗｏｒｄ」活用 

※ビジネス文書実務検定への取り組み 

速度・文書作成・筆記 

単元別小テスト 

模擬問題・過去問題の取り組み 

（１） ホームポジションを再確認し、タッチタイピングの習得を目指す 

（２） ビジネス文書実務検定試験２級の速度及び文書の習得を目指す 

（３） ビジネス文書実務検定試験２級の文書作成・校正記号・表作成などを学習する 

（４） ビジネス文書実務検定試験２級の筆記問題を学習する 

（５） ビジネス文書実務検定試験の模擬及び過去問題にチャレンジする 

（６） 単元別小テストを実施する 

２ 

１５ 

３ 

９ 

６ 

３ 

 

 

９ 

～ 

１ 

「Ｅｘｃｅｌ」活用 

※情報処理検定 ビジネス情報部門への取り

組み 

筆記・実技 

単元別小テスト 

模擬問題・過去問題の取り組み 

（１） ハードウェア・ソフトウェアに関する知識を習得する 

画像容量の計算、ディレクトリとファイルは特に時間をかけて行う 

（２） 通信ネットワークに関する知識を習得する 

（３） 情報モラルとセキュリティに関する知識を習得する 

（４） 表計算ソフトウェアの活用 

（５） データベースソフトウェアの活用 

（６） 実技問題の取り組み 

（７） 単元別小テストの実施 

（８） 模擬問題集および過去問題への取り組み 

３ 

 

３ 

３ 

６ 

３ 

２２ 

４ 

６ 

 

 

 

２
～
３ 

プレゼンテーションソフト 

「Ｐｏｗｅｒ Ｐｏｉｎｔ」活用 

※動く絵本の作成。マルチメディアの活用 

（１）オリエンテーション・情報収集 

（２）企画書作 

（３）素材収集 

（４）作品制作 

（５）発表会の実施 

２ 

３ 

２ 

９ 

２ 

 

合計時間数 105  



 

 科目名 

ビジネス情報  

単   位   数                      ３         単 位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 ３  学年     １  組・２  組 
 
 

 
学習の到達目標                   

 
 コンピュータやネットワークの知識・活用を更に深め、情報を適切に収集・処理・発信するた
めの知識や技能を応用し、より活用しようとする態度を育てる。 

使用教科書･副教材等 

 
○できるホームページビルダー２０（株式会社インプレス） 
 

 
 

月 学  習  内  容 学   習   の   ね  ら  い 課題･提出物 等 

 
 
一 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

・ホームページ作成 
（職業について） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・動画編集 
（学校行事の静止画
・ﾋﾞﾃﾞｵの編集） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・卒業課題作成 
 

○「ホームページビルダー」を活用し、グループに分かれてホームペ

ージを作成する。 
○ホームページビルダーの基本操作を習得する。 

・職業について（調査）をする。 
・ホームページの構成やレイアウト作成する。 
・各ページを作成する。 
・リンクを設定する。 
･作品発表会（各個人の作品を発表し、評価を行う。） 

 

 

○動画処理ソフト「ビデオスタジオ」を活用し、動画・静止画を編集

し課題作品と自由作品を制作する。 

○基本操作を習得する。 
・昨年度の作品を視聴させることにより、作品制作のイメージ化を

行う。 
・企画書を作成させ、作品制作にあたり構成や効果を思考させる。 
・編集前の素材を集め精選し、データ収集能力を高める。 
・動画・静止画を編集し作品を制作する事により、創造力を高め
る。 
・作品発表会（各グループの作品を発表し、評価を行う。） 

  
 

 
○「Ｐｏｗｅｒ ｐｏｉｎｔ」「ﾍﾟｲﾝﾄ」を活用し、絵本づくり 
 を行う。 
・昨年度の作品を視聴させ、作品制作へのイメージ化を行う 
 
・基本操作や音声の取り込み方等の操作を習得する。 

①絵本内容の決定(他者を意識し客観的に見る力を養う。） 
②素材収集(ペイントで絵を描く) 

   ③作品制作 
・作品発表会（各グループの作品を発表し、評価を行う。） 

 
企画書の評価 
作品の完成度・制作
行程の評価 
生徒の相互評価 
課題への取組状況 
 
 
 
 
 
企画書の評価 
作品の完成度・制作
行程の評価 
生徒の相互評価 
課題への取組状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
企画書の評価 
作品の完成度 
制作行程の評価 
生徒の相互評価 
課題への取組状況 

 
二 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 
 
三 
 
学 
 
期 

 
評 価 方 法 

  
学  習  方   法 

１． マルチメディアの媒介としてのコンピュータの使用方法（情報モラル等）をきちんと考えさせる。 
２． コンピュータの操作技術だけでなく、問題解決の方法や手段として情報や情報機器をどのように活用してい

くかの学習もとても大切になってくる。実習以外でも意欲的に授業に参加させる。 

 

提出物(データ)状況、各課題ごとの授業への参加態度、作品の完成度・制作行程 
作品発表会におけるプレゼンテーション能力、勤怠状況などを総合して１００点満点で評価します。 



令和元年度   年 間 学 習 指 導 計 画 表   （沖縄県立宜野湾高等学校）   

科目 ビジネス情報 単位数 ３単位 学年 ３学年 組 １・２組 

校長 津留 一郎 担当者 渡久地 正博 印  當眞 里美 印 

 

月 単   元 学  習  内  容 配時 備考 

４ 

～ 

７ 

第１章 情報通信技術の進歩とビジネス 

第３章 ウェブデザインと広告・広報 

「ホームページビルダー」活用 

（１）同一課題作品制作 

（２）個人課題作品制作・発表 

（１） オリエンテーション、班編制作業 

（２） ホームページビルダーの概要説明 

（３） ホームページビルダーの基本操作習得 

（４） 同一課題作品制作 

（５） 個人課題作品制作 

（６） 発表会 

 

２ 

５ 

６ 

１０ 

１２ 

３ 

 

 

９ 

～ 

１
２ 

第４章 ウェブページ公開 

第２章 コンテンツ制作 

第５章 電子商取引とビジネス 

（１）個人課題作品制作・発表 

 

「ＩＴ実習」 

※動画編集他 

 

「パワーポイント」「ペイント」活用 

（１）パンフレット・手作り絵本の作成 

（１） 公開に用いられるネットワーク技術を習得 

（２） 公開の方法の基本操作習得 

（３） 電子商取引の仕組みを理解し、ネットワークビジネスの活用における技術を習得 

（４） 課題作品制作 

（５） 自由作品制作 

（６） 発表会 

（７） 教育センターにてＩＴ実習 

（８） パワーポイントの概要説明 

（９） パワーポイントの基本操作習得 

４ 

４ 

６ 

１０ 

１０ 

４ 

６ 

２ 

４ 

 

 

 

 

１
～
２ 

「パワーポイント」「ペイント」活用 

（１）手作り絵本・パンフレット作成・発表

（１）手作り絵本・パンフレットの企画書作成 

（２）ペイントを活用し、キャラクター等を描く 

（３）作品制作 

（４）発表会 

（５）ｗｅｂページ公開 

３ 

３ 

９ 

２ 

１ 

 

合計時間数 105  



 

 科目名 

簿 記  

単   位   数                      ２        単 位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 ３  学年     １  組 ・２  組 
 
 
 

学習の到達目標                   
 
企業における取引の記録・計算・整理に関する知識と技術を習得させ、簿記の基本的な仕組

みについて理解させるとともに、ビジネスの諸活動を計数的に把握する能力と態度を育てる。

使用教科書･副教材等 
 
○全経 簿記能力検定試験公式テキスト３級（ネットスクール出版） 
○全経 簿記能力検定試験公式問題集３級（ネットスクール出版） 
 

 
 

月 学  習  内  容 学   習   の   ね  ら  い 課題･提出物 等 

一 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
二 
 
学 
  
期 
 

●簿記の基礎 
●貸借対照表 
●損益計算書 
●仕分けと転記 
 
 
 
 
●試算表 
●精算表 
●決算 
●現金と預金 
●商品売買 
●手形 
●その他の債権債務 
●固定資産 
 
 
 
 
 
 
 
●決算整理 
●８けた精算表 
●伝票 
 

○簿記の意味・役割を理解させる。 

○資産・負債・資本を理解させ、貸借対照表の作成方法及びその意味を理

解させる。 

○収益・費用を理解させ、損益計算書の作成方法及びその意味を理解させ

る。 

○仕分けの意味と役割を理解させ、勘定口座への転記を理解させる。 

○試算表の意味と役割を理解させ、種類と作成方法を理解させる。 

○決算の意味とその手続きを理解させ、精算表の作成手順を明らかにする 

○簿記上、現金として扱われるものにはどのようなものがあるか理解させ

る。 

○商品の仕入れにともなう仕入諸掛や販売時の発送費の取り扱い、値引き

や返品の処理方法を習得させ仕入帳・売上帳・商品有高帳の役割と記入

方法を習得させる。 

○手形記入の形式とその記入方法を理解させる。 

○債権・債務の諸勘定の特徴と、その記帳処理の方法を理解させる。 

○固定資産の意味と種類について理解させる。 

○固定資産の取得時・売却時の記帳方法を理解させる。 

 

○決算整理の意味を把握させ、決算整理事情について理解させる。 

○８けた精算表の意味を理解させ、その作成方法を習得させる。 

○伝票の種類と記帳方法を習得させ、３伝票制による起票・集計・転記を

習得させる。 

 
課題の評価 
定期テストの評価 
豆テスト 
ノート提出 
授業態度の評価 
 
 
課題の評価 
定期テストの評価 
豆テスト 
ノート提出 
授業態度の評価 
検定の結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課題の評価 
定期テストの評価 
ノート提出 
授業態度の評価 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
三 
 
学 
 
期 

 
評 価 方 法 

  
学  習  方   法 

・テキストを中心に授業展開をしつつ、ポイント部分は板書で意識付けを行う。 
・各単元毎に豆テストを行い、理解度を把握する。 
・定期考査及び検定前には課外授業を設定し、知識の定着を図る。 

 

・授業への参加態度、学習活動への取り組み状況、ノート・プリントの提出、問題集の記帳状況、豆テスト、定期
考査、勤怠状況などを総合して１００点満点で評価します。 

 



令和元年度   年 間 学 習 指 導 計 画 表   （沖縄県立宜野湾高等学校）   

科目 簿 記 単位数 ２単位 学年 ３学年 組 １・２組 

校長 津留 一郎 担当者 渡久地 正博  印 

 

月 単   元 学  習  内  容 配時 備考 

４ 

～ 

７ 

（１）身のまわりの簿記 

（２）仕分けと転記 

（１） 簿記の基礎 

（２） 貸借対照表の作成 

（３） 損益計算書の作成 

（４） 仕分けと転記 

４ 

７ 

７ 

８ 

 

９ 

～ 

１
２ 

（１）決算の手続き 

（２）現金と当座預金 

（３）商品売買 

（４）その他の債権債務 

（５）有価証券と固定資産 

（１） 試算表 

（２） 精算表 

（３） 決算 

（４） 現金と預金 

（５） 商品売買（三分法） 

（６） 手形 

（７） その他の債権債務 

（８） 固定資産 

３ 

８ 

６ 

３ 

４ 

４ 

４ 

２ 

 

 

１
～
３ 

（１）決算 

（２）検定対策 

（１）決算整理 

（２）８けた精算表 

（３）伝票 

 

２ 

６ 

２ 

 

合計時間数 ７０  



科目 社会と情報 単位 ２ 対象 １年 

目標 

情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させ、情報機器や情報通信

ネットワークなどを適切に活用して情報を収集、処理、表現するとともに効

果的にコミュニケーションを行う能力を養い、情報社会に積極的に参画する

態度を育てる。 

学習内容 

(1) タイピング練習 

(2) 情報社会と私たち 

   情報社会、情報とメディア、情報モラルと社会のルール 

(3) 情報機器とディジタル表現 

   情報機器とディジタル、ディジタル表現 

(4) 表現と伝達 

   表現の工夫、表計算ソフトの利用、プレゼンテーション 

(5) コミュニケーションとネットワーク 

   コミュニケーション、ネットワーク、情報セキュリティ 

(6) 情報社会と問題解決 

   情報システムと人間、問題解決、情報発信 

学習のワンポイント・アドバイス 

情報の信憑性や信頼性、情報モラルなどに重点を置きつつ、情報機器の仕組みや操作の

基礎技術を実習で学習していきます。携帯電話やネットワークを前提としたサービスの利

便性とトラブルを知り、実際の生活に活かして欲しい。 

情報機器の操作技術の差が問題になることはありませんので、主体的に授業に参加して

下さい。 

評価の方法 

次の１～３を総合的に判断して評価する。 

１ 定期テスト、実技テスト 

２ 課題ファイル、課題レポート 

３ 日々の授業態度（授業に意欲的に参加し、実習など率先して取り組んでいるか等） 

使用する教科書、教材等 

教科書（ 実教出版 最新社会と情報 新訂版） 

進路との関わり 

１ 社会ではコンピュータネットワーク、ワープロ、表計算、プレゼンテーション等の操

作技術は必要とされている。これらの基本操作を身につけ、表現力を高めよう。 

２ 進学や就職活動でのコンピュータや携帯電話、スマートフォンの活用が増えているほ

か、ネットでの振る舞いが就職に影響するなど知識とマナーが重要になっている。 

 



令和元年度   年 間 学 習 指 導 計 画 表   （沖縄県立宜野湾高等学校）   

科目 社会と情報 単位数 ２単位 学年 １学年 組 １組～６組 

校長  津留 一郎 担当者 伊野波 卓 印 

月 単   元 学  習  内  容 配時 備考 

４
～
７ 

オリエンテーション 

タイピング練習 

１章 情報社会とわたしたち 

 １．情報社会 

 ２．情報社会の個人 

 ３．情報とメディア 

・知識・技能・経験などの調査を行う。・CAI 教室での操作方法、マナーを理解する。 

・タッチメソッドを習得する 

・情報や知識についての意味を理解する。 

・情報化の「光」と「影」について理解する。 

・個人情報・モラルとマナーについて学ぶ。 

・情報やメディアの特徴、特性を理解する。 

・アナログとディジタルについて学ぶ。 

・２進数・２進法について理解する。 

・静止画・動画のディジタル表現について学ぶ。 

１ 

６ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

９
～
１
２ 

２章 情報機器とディジタル表現 

 １．ディジタルと情報機器 

２．ディジタル表現 

３章 表現と伝達 

 １．表現の工夫 

 ２．表計算ソフトの利用 

 ３．プレゼンテーション 

 ４．Web ページの利用 

４章 コミュニケーションとネットワーク 

 １．コミュニケーション 

 ２．ネットワーク 

５章 法規とセキュリティ 

 １．情報の管理・保護に関する法律 

 ２．情報セキュリティ 

 

・情報伝達について学ぶ。 

 

 

・表計算ソフトを習得する。 

・プレゼンテーションについて学ぶ。 

・Web サイトについて学ぶ。 

・メディアの発達の歴史について理解する。 

・コミュニケーションツールのルールとマナーを理解する。 

・通信について理解する。 

・知的財産権について理解する。 

・自己の責任を自覚し、他者の権利を尊重する態度を身につける。 

・コンピュータウィルスの種類や被害の状況、その対策について理解する。 

 

 

２ 

 

 

６ 

６ 

６ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

 

 

１
～
３ 

６章 情報社会と問題解決 

 １．情報システムと人間 

 ２．問題解決 

・情報システムの仕組みと働きについて学ぶ。 

・サイバー犯罪、ディジタルデバイドなど情報社会の課題について考える。 

・問題解決の手段について学ぶ。 

３ 

６ 

６ 

 

合計時間数 ７０  



科目 表現メディアの編集と表現 単位  ２ 対象 ３年選択 

目標 

 コンピュータによる表現メディアの編集と表現に関する知識と技術を習得

させ、実際に活用する能力と態度を育てる。 

                     

学習内容 

アプリケーションソフトウェアによる実習を通して表現メディア（文字・図形・静止画・

音・動画）の特性やコンピュータによる編集等に必要な基礎的な知識と技術の習得を図る。

「コンピュータグラフィックスの制作」では「PhotoShop Elements」を使用し、フォト

レタッチやアニメーションの基礎的な知識と技術の習得を図る。 

「音・音楽の編集と表現」ではフリーソフトによる実習を行い、音声の基礎的な知識と

技術の習得を図る。 

「映像の編集と表現」では「Movie Maker」や「Premiere Elements」による実習を行い、

フリーソフトと有料ソフトの機能や操作の違い、映像編集の基礎的な知識と技術の習得を

図る。 

それぞれ作品制作を行い、コンピュータを用いた表現の知識と技能を身に付ける。 

学習のワンポイント・アドバイス 

身の回りにあふれているマルチメディアに注目し、その目的や効果、自分でも作れるも

のなのかを考えながら日々を過ごし授業に参加して欲しい。基礎操作等における個人差が

出るほど特別な操作はない。主体的に授業に参加し、学習意欲・創造意欲を高めて欲しい。

評価の方法 

次の（ １ ） ～ （ ３ ） を総合的に判断して評価する。 

（ １ ） 課題ファイル 

（ ２ ） 作品 

（ ３ ） 日々の授業態度（実習・演習に意欲的に取り組んでいるか等） 

使用する教科書、教材等 

  オリジナル教材 

進路との関わり 

 現在はテレビ・インターネット・スマートフォンなど、あらゆるメディアで表現技術が

必要とされるようになっている。学生・社会人ともに、表現するための創造力、技術が求

められている。実習を通して操作技術・表現力を高め、進学・就職に活用・活躍の機会が

めぐってくるはずです。 

 



令和元年度   年 間 学 習 指 導 計 画 表   （沖縄県立宜野湾高等学校）   

科目 マルチメディア実習 単位数 ２単位 学年 ３学年 組 選択 

校長  津留 一郎 担当者 伊野波 卓 印 

 

月 単   元 学  習  内  容 配時 備考 

４
～
７ 

（１）オリエンテーション 

 

 

（２）音・音楽の編集と表現 

 

 

 

（３）コンピュータグラフィックスの制作 

表現メディアの種類と特性（文字、図形、静止画、音、動画） 

 

 

ア 音・音楽の編集 

イ 音・音楽による表現 

（音声編集フリーソフトの活用） 

 

ア コンピュータグラフィックスの編集 

１ 

 

 

４ 

６ 

 

 

１０ 

 

９
～
１
２ 

（２）コンピュータグラフィックスの制作 

 

 

（４）映像の編集と表現 

イ コンピュータグラフィックスによる表現 

 

 

ア 映像の編集 

 

イ 映像による表現 

１３ 

 

 

１０ 

 

１０ 

 

１
～
３ 

（４）映像の編集と表現 イ 映像による表現 １６  

合計時間数 ７０  



令和元年度　　美術Ⅰ　シ　ラ　バ　ス

校　長 教　頭

　

教科名 科目名 履修学年 単位数 担当者
芸術 美術Ⅰ １学年（選択） 2

　　目　　標

　　【表　現】

　　ア　感じ取ったことや考えたこと、空想や想像などから主題を生成すること。
　　イ　表現形式の特性を生かし、形体、色彩、構成等を工夫した心豊かな表現の構想を練ること。　
　　ウ　意図に応じて材料や用具の特性を生かし、表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（２）　デザイン･工芸
　　ア　目的、機能、美しさなどを考えて主題を生成し、形や色彩などの構成要素の働きを考え構想を練ること。
　　イ　意図に応じてデザイン効果を考えて表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　
　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、目的や計画を基に表現すること。
　【鑑　賞】
　　ア　美術作品のよさや美しさ、作者の心情や意図と表現の工夫等を感じ取り、理解を深めること。
　　イ　映像メディア表現の特質や表現の効果を感じ取り、理解すること。
　　ウ　自然と美術とのかかわり、生活や社会を心豊かにする美術の働きについて理解を深めること。
　　エ　日本の美術の歴史や表現の特質、日本及び諸外国の美術文化についての理解を一層深めること。
　　　

　　教　材 教科書　：　光村　美術1

その他　：　図録各種、参考図書、プリント、DVD・ビデオ教材等

  ・教科書や図録、資料集などの視覚教材やプリント教材などを多面的に利用して、実技を中心とした造形学習を

　 行います。
授業方法  ・スケッチブックやデッサン、絵の具の種類や性質、美術用語について平面や立体など、演習を交え
　　及び形態 　 た基礎的な学習を行います。
　　　  ・演習的な簡易作品の制作から平面や立体などの長期的計画による、課題作品の制作など計画的

　　に実施します。制作後は作品展示による鑑賞や、コンクール出品、展示会等への出品も行います。
　・基礎的に演習後に、演習を踏まえた課題が提示されます。各自資料及び材料を収集し、作品制作
　から完成に至るまでの計画やアイディアスケッチ等の構想に綿密に練ることを重視していきます。
　・定期考査は二学期の期末考査のみ実施します。夏休みの宿題もあります。

成績評価 　１・観点別評価に応じた実技課題（作品制作）の評価・・・50～60％
　　　の目安 　２・定期考査の得点や宿題・ワークシート（自習課題）等の提出物の評価・・・約30～40％

　３・毎授業の学習態度や出席状況の評価・・・約10％

 評 価 の

　　　観　点

沖縄県立　宜野湾高等学校　

・美術の創造的な諸活動を通して美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育て、感性を高め個性
豊かな表現力と鑑賞の能力を伸ばすと共に、自分の主張を根拠に基づいて言える生徒の育成を図る。

b. 発想や構想の能力

c. 創造的な技能

（１）絵画・彫刻

a. 関心・意欲・態度 
美術を愛好し、美術文化に関心を持ち、感性を高めて意欲的、主体的に表現
や鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

検印

教科書

d. 鑑賞の能力

感性を働かせて美術のよさや美しさを感じ取り、個性豊かに発想し創造的に
表現を工夫する。

個性豊かに創造的な表現をするために材料・技法を活用して表現する技能を
身につけようとしている。

心豊かな生き方の創造にかかわる美術の働きや美術文化などの理解を深
め、そのよさや美しさを味わうことができる。

３８光村ー美術Ⅰー３０４ 中村　武志　　印



 

令和元年度 美術Ⅰ 年間指導計画 

沖縄県立宜野湾高等学校 普通科 

教 科【芸術】  科 目【美術Ⅰ】 

学 年【１学年】 単位数【２単位×３クラス】  

検
印 

校
長 

 教
頭 

 

 

教科書【美術１ 光村図書】                                                  

                                                     担当者  中村 武志   印 

学

期 
月 

時

数 
単元名 指導内容 指導目標 

一 

 

学 

 

期 

四 

月 

 

五 

月 

 

六 

月 

 

七

月 

２ はじめに 美術Ⅰの概要について 
・美術を学ぶにあたっての心構え。 

・表現することの喜びを味わう。 

 

２ 

教科書の作品

鑑賞 

教科書の作品を鑑賞し、ワー

クシートにまとめ発表する。

・自分の選んだ作品の良さや美しさについて

根拠に基づいて発表できる力を育てる。 

24 

 

 

 

鉛筆デッサン

（人物画） 

学校行事のポ

スター等 

 

 

 

鉛筆を使った明暗表現・デッ

サンの基本について学ぶ。 

『読書感想画』『選挙のポス

ター』『学校行事のポスター

』の中から自分の取り組む課

題を１つ選び制作する。 

 

 

・鉛筆の使い方、明暗表現について知る。 

・観察の仕方やデッサン力を身につける。 

・目的やねらいに応じたデザインを考える。 

・技法や画面構成等表現方法の多様さについて

理解する。 

・下書きから着彩までの過程と絵具の基本的な

使い方を学ぶ。 

・絵具以外の表現を工夫する。 

二 

 

学 

 

期 

九 

月 

 

十 

月 

 

十

一

月 

 

十

二

月 

６ 
学校行事のポ

スター等 

細部の仕上げ、応募票の記入

等を行う。 

・塗り残しやムラをなくし完成度を高めさせ

る。 

８ 

 

色彩学 

～12色相環～

 

 

 

 

色の３つの属性や『色光』と

『色料』の三原色等、色彩学

の基本的な内容について学習

し12色相環を混色して作らせ

る。 

・色彩学についての基本的な知識を身につけ 

 る。 

・『色光』と『色料』の違いや混色について 

 学習する。 

・『色料』の三原色を混色して12色相環を作る

。 

10 風景画演習 

『空、海、木、山』の描き方

を写真資料を用いて描かせは

がきサイズの風景画を描く。

・風景の基本要素の描き方について学習し表現

する技能を身につける。 

 

６ 

 

 

卒業式壁画原

案 

今年度の卒業式に使う壁画の

原画をアイディアスケッチか

ら下描き着彩まで行う。 

 

・在校生に卒業式への関わりを持たせる。 

・構成力を身につけさせる。 

・アイディアスケッチから着彩までの過程を学

ぶ。 

三 

 

学 

 

期 

一 

月 

 

二 

月 

 

三

月 

10 

 

工芸 

～箸作り～ 

 

 

檜木の角材を使い、自分がデ

ザインした箸をつくる。 

 

 

・工芸制作の喜びや楽しさを味わう。 

・素材の特性を知り、創造性のある表現を試み

る。 

・安全で適切な道具の使用方法を身につける。

２ 

 

学年末のまと

め 

 

・作品の自己評価及び鑑賞 

 

・自分の作品を客観的に評価することができる

か。また、他の作品のよい点を認めることが

できるか。 

・反省と２学年への課題の発見 

 計 70    

 



令和元年度　　美術Ⅱ　シ　ラ　バ　ス

校　長 教　頭

　

教科名 科目名 履修学年 単位数 担当者
芸術 美術Ⅱ ２学年（選択） 2

　　目　　標

　　【表　現】

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて主題を生成すること。
　　イ　表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　
　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（２）　デザイン

　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
　【鑑　賞】
　　ア　作品や作者の個性等に関心を持ち、発想や構想の独自性、表現の工夫等について多様な視点から分析し
　　　　理解すること。
　　イ　心豊かな生き方の創造に関わる美術の働きについて理解を深めること。

　　　　ること。

　　教　材 教科書　：　光村　美術2

その他　：　図録各種、参考図書、プリント、DVD・ビデオ教材等

  ・教科書や図録、資料集などの視覚教材やプリント教材などを多面的に利用して、実技を中心とした造形学習を

　 行います。
授業方法  ・スケッチブックやデッサン、絵の具の種類や性質、美術用語について平面や立体など、演習を交え

　　及び形態 　 た基礎的な学習を行います。
　　　  ・演習的な簡易作品の制作から平面や立体などの長期的計画による、課題作品の制作など計画的

　　に実施します。制作後は作品展示による鑑賞や、コンクール出品、展示会等への出品も行います。
　・基礎的に演習後に、演習を踏まえた課題が提示されます。各自資料及び材料を収集し、作品制作
　から完成に至るまでの計画やアイディアスケッチ等の構想に綿密に練ることを重視していきます。
　・定期考査は二学期の期末考査のみ実施します。夏休みの宿題もあります。

成績評価 　１・観点別評価に応じた実技課題（作品制作）の評価・・・約５０～６０％
　　　の目安 　２・定期考査の得点や宿題・ワークシート（自習課題)等の提出物の評価・・・約３０～４０％

　３・毎授業の学習態度や出席状況の評価・・・約１０％

 評 価 の
　観　点

３８光村－美術Ⅱ－303 中村　武志　印

c. 創造的な技能
個性豊かに創造的な表現をするために材料・技法を活用して表現する技能を
身につけようとしている。

沖縄県立　宜野湾高等学校　

検印

教科書

　　ウ　時代、民族、風土、宗教などによる表現の相違や共通点などを考察し、美術文化についての理解を一層深め

d. 鑑賞の能力
心豊かな生き方の創造にかかわる美術の働きや美術文化などの理解を深め、
そのよさや美しさを味わうことができる。

・美術の創造的な諸活動を通して美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育て、感性を高め個性豊
かな表現と鑑賞の能力を伸ばすと共に、自分の主張を根拠に基づいて言える生徒の育成を図る。

（１）絵画・彫刻

a. 関心・意欲・態度 
美術を愛好し、美術文化に関心を持ち、感性を高めて意欲的、主体的に表現
や鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

b. 発想や構想の能力
感性を働かせて美術のよさや美しさを感じ取り、個性豊かに発想し創造的に表
現を工夫する。

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて、生活を美しく豊かにするデザインの働きを考えて主題を生成す
　　イ　目的や条件などを基に、デザイン効果を考えて表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　



 

令和元年度 美術Ⅱ 年間指導計画 

沖縄県立宜野湾高等学校 普通科 

教 科【芸術】   科 目【美術Ⅱ】 

学 年【２学年】  単位数【２単位×３クラス】  

検
印 

校
長 

 教
頭 

 

 

教科書【美術２ 光村図書】 

      担当者  中村 武志   印 

学

期 
月 

時

数 
単元名 指導内容 指導目標 

一 

学

期 

 

四 

月 

 

五 

月 

 

六

月 

 

七 

月 

２ 
オリエンテー

ション 
美術Ⅱの概要について 

・美術を学ぶにあたっての心構え。 

・表現することの喜びを味わう 

２ 

 

教科書の作品

鑑賞 

教科書の作品を鑑賞し、ワーク

シートにまとめ、発表する。 

・自分の選んだ作品の良さや美しさについ

て根拠に基づいて発表できる力を育てる。

14 

ゼンタングル

～パターン模

様～ 

 

 

様々なパターン模様について

学習し、それらを構成した作品

を制作する。 

 

・様々なパターン模様について知る。 

・描画材の特性を知り、表現効果の多様性

 について理解する。 

・効果的な仕上がりを工夫する。        

・鑑賞によって他の作品を理解し、自分の

 作品を客観的に評価する。            

10 

 

 

 

 

 

コンクール作

品 

・読書感想画

・沖縄の観光画

・選挙ポスター

『読書感想画』『沖縄の観光画

』『選挙のポスター』の中から

自分の取り組む課題を１つ選

び制作する。 

 

・目的やねらいに応じたデザインを考える

。 

・技法や画面構成等表現方法の多様さにつ

いて理解する。 

・下書きから着彩までの過程と絵具の基本

的な使い方を学ぶ。 

・絵具以外の表現を工夫する 

二 

 

学 

 

期 

九 

月 

 

十 

月 

 

十

一 

月 

 

十 

二 

月 

８ 
コンクール作

品 

細部の仕上げ、応募票の記入等

を行う。 

・塗り残しやムラをなくし完成度を高め

させる。 

20 

 

 

 

 砂絵 

～色砂を混ぜ

て表現する～

 

 

砂絵の特性について理解し、そ

れぞれテーマを決めて表現す

る。 

 

・砂絵の技法の特性について学習する。  

・色砂を混ぜて表現する方法を理解し体験

 する。 

・最後まで作品を仕上げる根気と忍耐力を

養う。 

2 

 

 

 

卒業式壁画原

案  

 

 

今年度の卒業式に使う壁画の

原画を四つ切り画用紙に表現

する。 

・在校生に卒業式への関わりを持たせる。

・構成力を身につけさせる。           

・アイディアから着彩までの過程を学ぶ。

 

三 

 

学 

 

期 

 

一 

月 

 

二 

月 

 

三

月 

10 

 

工芸・※彫刻

～オリジナル

シーサー～ 

※～仮面作り

～ 

 

 

沖縄の伝統工芸品の一つであ

るシーサー作りを通して身近

な工芸品について学習し、基本

的な技能を身につける。 

  

 

・焼き物の製作工程、材料等を知る。 

・沖縄の伝統工芸について学習し、日常生

活での役割を学ぶ 

・オリジナルのシーサーをデザインするこ

とで環境との調和や耐久性等について目

を向けさせる。 

・焼成後の感動と喜びを味わう。 

２ 
学年末のまと

め 
一年間の作品の自己評価 ・1年間の取り組みについて振り返る。 

計 70    

 



令和元年度　　自由選択：美術Ⅲ　シ　ラ　バ　ス

校　長 教　頭

　

教科名 科目名 履修学年 単位数 担当者
芸術 美術Ⅲ ３学年（自選） 2

　　目　　標

　　【表　現】

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて主題を生成すること。
　　イ　表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　
　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（２）　デザイン

　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（３）映像メディア表現
　　ア　映像メディアの特性を生かして独創的な主題を生成し、表現の構想を練ること。
　　イ　主題に合った表現法を工夫し、仲間と協力しながら創造的な映像メディアを追及すること。
　　【鑑　賞】

　　教　材 教科書　：　光村　美術３

その他　：　図録各種、参考図書、プリント、DVD・ビデオ教材等

  ・教科書や図録、資料集などの視覚教材やプリント教材などを多面的に利用して、実技を中心とした造形学習を

　 行います。
授業方法  ・スケッチブックやデッサン、絵の具の種類や性質、美術用語について平面や立体など、演習を交え
　　及び形態 　 た的な発展的な学習を行います。
　　　  ・演習的な簡易作品の制作から平面や立体などの長期的計画による、課題作品の制作など計画的

　・基礎的な演習後に、演習を踏まえた課題が提示されます。各自資料及び材料を収集し、作品制作
　から完成に至るまでの計画やアイディアスケッチ等の構想に綿密に練ることを重視していきます。
　・定期考査は実施しないが夏休みに宿題を出します。

成績評価 　１・観点別評価に応じた実技課題（作品制作）の評価・・・約５０％
　　　の目安 　２・宿題・ワークシート（自習課題）等の提出物の評価・・・約３０％

　３・毎授業の学習態度や出席状況の評価・・・約２０％

 評 価 の

　　　観　点

d. 鑑賞の能力
心豊かな生き方の創造にかかわる美術の働きや美術文化などの理解を深
め、そのよさや美しさを味わうことができる。

a. 関心・意欲・態度 
美術を愛好し、美術文化に関心を持ち、感性を高めて意欲的、主体的に表現
や鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

b. 発想や構想の能力
感性を働かせて美術のよさや美しさを感じ取り、個性豊かに発想し創造的に
表現を工夫する。

　　に実施します。制作後は作品展示による鑑賞や、コンクール出品、展示会等への出品も行います。

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて、生活を美しく豊かにするデザインの働きを考えて主題を生成すること。

　　イ　目的や条件などを基に、デザイン効果を考えて表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　

　　イ　心豊かな生き方の創造に関わる美術の働きについて理解を深めること。

　　ア　作品や作者の個性等に関心を持ち、発想や構想の独自性、表現の工夫等について多様な視点から分析し理解すること。

38光村－美Ⅲ－303 中村　武志　　印　

c. 創造的な技能
個性豊かに創造的な表現をするために材料・技法を活用して表現する技能を
身につけようとしている。

沖縄県立　宜野湾高等学校　

検印

教科書

　　ウ　時代、民族、風土、宗教などによる表現の相違や共通点などを考察し、美術文化についての理解を一層深め

・美術の創造的な諸活動を通して美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育て、感性を高め個性
豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばすと共に、自分の主張を根拠に基づいて言える生徒の育成を図る。

（１）絵画・彫刻



令和元年度 美術Ⅲ 年間指導計画 

沖縄県立宜野湾高等学校 普通科 

教 科【芸術】  科 目【美術Ⅲ（自由選択科目）】 

学 年【３学年】 単位数【２単位×１クラス】  

検
印 

校
長 

 教
頭 

  

教科書【美術３ 光村図書】 

    担当者  中村 武志   印 

学

期 
月 

時

数 
単元名 指導内容 指導目標 

一 

学 

期 

 

四 

月 

 

五 

月 

 

六 

月 

 

七 

月 

 

２ 
オ リ エ ン テ

ーション 
美術Ⅲの概要について 

・美術を学ぶにあたっての心構え 

・表現することの喜びを味わう 

２ 

 

教 科 書 の 作

品鑑賞 

教科書の作品を鑑賞し、ワークシ

ートにまとめ発表する。 

・自分の選んだ作品について良さや美しさ

について根拠に基づいて発表できる力

を育てる。 

14 

 

 

 

第１回課題 

『 モ ダ ン テ

クニック』 

『 コ ン ク ー

ル 作 品 の 制

作』 

コンクール作品の制作    

絵画・デザインの平面作品分野を

研究し、その中から課題を設定し

作品を仕上げる。   

※表現技法に広がりを持たせる

ためモダンテクニックについて

の学習を行う。 

・得意分野（長所）の技能と知識を高め、

個性を伸ばす。       

・自ら課題を見つけ、解決していく能力と

態度を育成する。   

・自主性と計画性を育成する。     

・創造とは何かを考え、生涯にわたって美

術を愛好し、追求する態度を育成する。

10 

 

デザイン 

～ ポ ス タ ー

～ 

学校行事のポスター制作  

・アイディアスケッチ    

・下描き 

・着彩 

・ポスターの役割を理解し、表現する技術

と態度を育成する。       

・画面構成を工夫する。 

・いろいろな表現を試みる。 

二 

 

学 

 

期 

 

九 

月 

十 

月 

十 

一 

月 

十

二 

月 

16 

 

 

 

 

14 

第２回課題 

『 島 草 履 の

デザイン』 

 

 

 

第３回課題 

『切り絵』 

 

                     

工芸の分野を研究し、その中から

課題を設定し作品を仕上げる。  

 

                

自由制作                     

平面デザインの作品を研究し、そ

の中から課題を設定し作品を仕

上げる。       

・得意分野（長所）の技能と知識を高め、

個性を伸ばす。 

・自ら課題を見つけ、解決していく能力と

態度を育成する。               

・自主性と計画性を育成する。       

・創造とは何かを考え、生涯にわたって美

術を愛好し、追求する態度を育成する。

      

三 

 

学 

 

期 

一 

月 

 

二 

月 

 

10 

 

第４回課題 

『革工芸』 

 

課 題 研 究 の

ま と め と 作

品展の企画 

 

 

工芸の分野を研究し、その中から

課題を設定し作品を仕上げる。 

 

自由制作の仕上げと本校作品展

の企画をする。 

・作品展示 

 

 

・最後までやり抜く態度を育てる。 

・自ら課題を見つけ、解決していく能力と

態度を育成する。 

・自主性と計画性を育成する。 

・鑑賞の仕方を学ぶ。 

２ 
学 年 末 の ま

とめ 
一年間の作品の自己評価 ・自分の作品を客観的に評価できるか。 

計 70    

 



令和元年度　　自由選択：沖縄の美術工芸　シ　ラ　バ　ス

校　長 教　頭

　

教科名 科目名 履修学年 単位数 担当者
芸術 沖縄の美術工芸 ３学年（自選） 2

　　目　　標

　　【表　現】

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて主題を生成すること。
　　イ　表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　
　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（２）　デザイン

　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（３）映像メディア表現
　　ア　映像メディアの特性を生かして独創的な主題を生成し、表現の構想を練ること。
　　イ　主題に合った表現法を工夫し、仲間と協力しながら創造的な映像メディアを追及すること。
　　【鑑　賞】

　　教　材 教科書　：　なし

その他　：　図録各種、参考図書、プリント、DVD・ビデオ教材等

  ・教科書や図録、資料集などの視覚教材やプリント教材などを多面的に利用して、実技を中心とした造形学習を

　 行います。
授業方法  ・スケッチブックやデッサン、絵の具の種類や性質、美術用語について平面や立体など、演習を交え
　　及び形態 　 た的な発展的な学習を行います。
　　　  ・演習的な簡易作品の制作から平面や立体などの長期的計画による、課題作品の制作など計画的

　・基礎的な演習後に、演習を踏まえた課題が提示されます。各自資料及び材料を収集し、作品制作
　から完成に至るまでの計画やアイディアスケッチ等の構想に綿密に練ることを重視していきます。
　・定期考査は実施しないが夏休みに宿題を出します。

成績評価 　１・観点別評価に応じた実技課題（作品制作）の評価・・・約５０％
　　　の目安 　２・宿題・ワークシート（自習課題）等の提出物の評価・・・約３０％

　３・毎授業の学習態度や出席状況の評価・・・約２０％

 評 価 の

　　　観　点

沖縄県立　宜野湾高等学校　

検印

教科書

　　ウ　時代、民族、風土、宗教などによる表現の相違や共通点などを考察し、美術文化についての理解を一層深め

地域の素材・技法の創作活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術工芸を愛する心情と態度を育てる
と共に感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術工芸の伝統と文化についての理解を深める。

（１）絵画・彫刻

　　に実施します。制作後は作品展示による鑑賞や、コンクール出品、展示会等への出品も行います。

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて、生活を美しく豊かにするデザインの働きを考えて主題を生成すること。

　　イ　目的や条件などを基に、デザイン効果を考えて表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　

　　イ　心豊かな生き方の創造に関わる美術の働きについて理解を深めること。

　　ア　作品や作者の個性等に関心を持ち、発想や構想の独自性、表現の工夫等について多様な視点から分析し理解すること。

なし 中村　武志　　印　

d. 鑑賞の能力
心豊かな生き方の創造にかかわる美術の働きや美術文化などの理解を深
め、そのよさや美しさを味わうことができる。

a. 関心・意欲・態度 
美術を愛好し、美術文化に関心を持ち、感性を高めて意欲的、主体的に表現
や鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

b. 発想や構想の能力
感性を働かせて美術のよさや美しさを感じ取り、個性豊かに発想し創造的に
表現を工夫する。

c. 創造的な技能
個性豊かに創造的な表現をするために材料・技法を活用して表現する技能を
身につけようとしている。



令和元年度 沖縄の美術・工芸 年間指導計画 

沖縄県立宜野湾高等学校 普通科 

教 科【芸術】 科 目【沖縄の美術･工芸（自由選択）】 

学 年【３学年】単位数【２単位×１クラス】  

検
印 

校
長 

 教
頭 

  

 

    担当者  中村 武志   印 

学

期 
月 

時

数 
単元名 指導内容 指導目標 

一 

学 

期 

 

四 

月 

 

五 

月 

 

六 

月 

 

七 

月 

 

２ 
オ リ エ ン テ

ーション 
沖縄の美術工芸について 

・沖縄の美術工芸を学ぶにあたっての心構

え、内容、評価等について 

６ 

 

ペ ー パ ー ク

ラフト 

『 沖 縄 モ ア

イ の デ ザ イ

ン・制作』 

沖縄をテーマにモアイ像をデザ

インし様々な種類の紙を使って

制作する。 

・紙の特性について理解し、沖縄の地域や

文化等から発想した作品を制作する。 

1０ 

ワ イ ヤ ー ク

ラフト 

『 ア ル ミ ワ

イ ヤ ー で 作

る小物入れ』

 

アルミワイヤーを使って沖縄の

動植物をテーマにした小物入れ

を制作する。 

・ワイヤークラフトの技能と知識を高め、

個性を伸ばす。       

・自ら課題を見つけ、解決していく能力と

態度を育成する。   

・自主性と計画性を育成する。     

・創造とは何かを考え、生涯にわたって美

術を愛好し、追求する態度を育成する。

10 

 

『 缶 か ら シ

ーサー』 

アルミの空き缶とワイヤーを使

って個性的なシーサーを制作す

る。 

・ものつくりの技能と知識を高め、個性を

伸ばす。       

・自ら課題を見つけ、解決していく能力と

態度を育成する。   

・自主性と計画性を育成する。     

・創造とは何かを考え、生涯にわたって美

 術を愛好し、追求する態度を育成する。

二 

 

学 

 

期 

 

九 

月 

十 

月 

十 

一 

月 

十

二 

月 

16 

 

 

 

 

14 

 

『平面構成』

 

 

『 タ ン ブ ラ

ー の デ ザ イ

ン』 

 

        

溝引きの技法で線を描き、細長く

切って構成する。   

   

                

タンブラーのラベルをデザイン

し、制作する。       

・溝引きの技法について理解し、デザイン

的な技術と態度を育成する。       

・画面構成を工夫する。 

・デザイン分野の技能と知識を高め、個性

を伸ばす。 

・自ら課題を見つけ、解決していく能力と

態度を育成する。               

・自主性と計画性を育成する。       

・創造とは何かを考え、生涯にわたって美

術を愛好し、追求する態度を育成する 

三 

 

学 

 

期 

一 

月 

 

二 

月 

 

10 

 

 

『革工芸』 

 

課 題 研 究 の

ま と め と 作

品展の企画 

 

 

工芸の分野を研究し、その中から

課題を設定し作品を仕上げる。 

 

自由制作の仕上げと本校作品展

の企画をする。 

・作品展示 

・最後までやり抜く態度を育てる。 

・自ら課題を見つけ、解決していく能力と

態度を育成する。 

・自主性と計画性を育成する。 

・鑑賞の仕方を学ぶ。 

２ 
学 年 末 の ま

とめ 
一年間の作品の自己評価 ・自分の作品を客観的に評価できるか。 

計 70    



 



 51

音 楽 Ⅰ  シ ラ バ ス 
 

科 目 名 単 位 数 学 年 学 期 必修・選択 対 象 コース 

音 楽Ⅰ ２ １ 全 選択 全コース 

 

１ 到達目標 

① 歌唱･創作による表現活動および鑑賞活動の幅広い活動を通して、音楽を愛好する心情を育

て感性を高める。 

② 音楽が有する良さを感受し、創造的な表現の能力を育てる。 

③ 我が国や郷土の伝統音楽を学習し、それぞれの音楽文化の特徴や良さを感受すると共に、

多様な音楽観の育成を図る。 

２ 成績評価 

① 実技･表現 

学期毎に実技試験を実施する。歌唱・器楽にて行う。生徒の実力に応じた楽曲を用い

る。 

② 基礎知識 

学期毎に基礎知識（理論）試験を実施する。理解されているかを観る。自主学習課題

も範囲に加え、応用を含めて出題する。 

③ 鑑賞力 

多様な音楽への関心、音楽の持つ歴史的背景や文化を考え主体的に鑑賞することがで

きたかを観る。 

④ 授業･提出物 

音楽への関心･意欲･態度、発問及び出席状況・提出物等の主体的行動を総合的に判断

する。 

 

   評価については、上記の内容をふまえ総合的に判断する。 

 

実技･基礎知識 ７０％ 鑑賞力  １０％ 授業・提出物 ２０％ 

 

３ 使用教科書･副教材 

〈教科書〉教育芸術社「高校生の音楽①」 

 〈副教材〉啓隆社「MUSIC NOTE」 

 

４ 授業の展開と形態 

全クラスを芸術選択ごとに展開し、１クラス約４０名を一斉授業する。 

 

５ 学習方法 

① はじめに、高校での音楽学習についてガイダンスを行う。 

② 授業は適宜課題や個人学習を実施して学習内容の徹底をはかる。 

③ 生徒が自分自身に向き合う内容になるよう努める。 

 

 



 52

音 楽 Ⅰ 学 習 計 画 
 

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

歌唱① 

① 「宜野湾高校校歌」 

② 「世界で一つだけの花」 

③ 「安里屋ゆんた」 

④ 「てぃんさぐぬ花」 

※ 中間考査〈実技試験〉 

「校歌」を暗唱で歌う。 

 

 

リズム① 

～ﾎﾞﾃﾞｨｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ～ 

「you can do it」 

音楽の仕組み① 

① 「五線譜の成り立ち」 

② 「音名と譜表」 

③ 「音程について」 

※期末考査（筆記試験） 

（ﾎﾞﾃﾞｨｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ実技試

験） 

 

・ 宜野湾高校生としての自覚を持たせる 

・ 入学の喜びをのびのびと表現する。 

・ 発声の基礎を学ぶと共に歌唱に対する意欲

を育てる。 

・ 歌唱曲の発音の仕方を学ぶ。 

・ 歌詞に隠されている情景を創造しながら表

現の工夫ができるようにする。 

・ 校歌が暗唱して歌えるようにする。 

・ 音符の基礎を学ぶと共にリズムに対する意欲

を育てる。 

 

 

・ 五線譜･日本語･英語音名を理解する 

・ 音階と調について理解し、音階がつくれ、調

の判定ができるようにする。 

・ 階名唱ができるようにする。 

・ ２音間の音程（単音程･完全音程･増音程･減

音程）を理解する。 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

6 

 

実技（歌唱）は

１曲につき 2

時間配当。 

 

 

 

 

 

実技と理論を

おりまぜて授

業をする 

 

理論は１項目

につき２時間

配当。 

。 

 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

歌唱②～ア・カペラ～ 

「Stand by me」 

「 Michal,Row the boat 

ashore」 

歌唱③～西洋音楽の流れ～ 

ドイツ･イタリアの音楽 

① ドイツの音楽 

「野バラ」 

② イタリアの音楽 

「サンタルチア」 

 

中間考査 

（アカペラ実技試験） 

音楽の仕組み② 

① 「これまでの復習」 

② 「移調と転調」 

 

 

 

・ 歌唱（アカペラ）に親しむ。 

・  発声の応用とアカペラの基礎を学ぶ。 

 

 

・ ドイツ歌曲に親しむ。 

・ 「ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ･ｳｪﾙﾅｰ」の作品に触れる。 

・ 通作歌曲及び有節歌曲について学ぶ 

・ イタリア歌曲に親しむ。 

・ 美しい声、正しい音程で歌うことができるよ

うにする。 

 

 

・ １学期に学んだ事項について復習する。 

・ 簡単な移調ができるようにする。 

・ 転調について理解し、曲の中で転調したとき

に起こる楽曲の雰囲気に気づくことができ

る。 

10 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

実技（歌唱）は

１曲につき 5

時間配当。 

 

実技（歌唱）は

１項目につき

４時間配当。 

 

実技と理論を

おりまぜて授

業をする。 

 

 

練習問題等を

利用し個々の

レベルに応じ

た指導を心が

ける。 
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12 ③ 「音階に含まれる音

の名称」 

④ 「近親調」 

※期末考査〈筆記試験〉 

・ 音階にある音それぞれの名称（主音･属音･

下属音・導音）を理解する。 

・ 近親調について理解する。 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

器楽①～ｷﾞﾀー音楽～ 

「チューリップ」 

「ちょうちょう」 

「ぶんぶんぶん」 

「十人のインディアン」 

「喜びの歌」 

「カッコー」 

「ふるさと」 

「さくら」 

「禁じられた遊び」 

音楽の仕組みⅢ 

① 三和音 

 

 

 

これまでの学習のまとめ 

 

 

※期末考査（実技試験）ギ

ター 

 

・ ギター音楽に触れる。 

 

・ ギターの仕組みや弾き方等を理解する。 

 

・ ギターを通してギター音楽の基礎を学ぶと

共に器楽に対する意欲を育てる。 

 

 

 

・  三和音の構成音の名称について理解する。 

・ 長三和音について理解する。 

・ 短三和音について理解 

・ 和音の機能（トニック・ドミナント・サブド

ミナント）について理解する。 

・ １年間で学習した、様々地域の音楽・音楽理

論についての復習をし、きちんと習得できて

いるかを確認する。 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 
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平成３０年度 音楽Ⅰ年間指導計画書 

指導者氏名（ 比嘉 一史 ） 単位数（２）単位 担当クラス（１年全クラス） 

 

    検印 校長   教頭       

 
 

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

歌唱① 

① 「宜野湾高校校歌」 

② 「世界に一つだけの花」 

③ 「ふるさと」 

※ 中間考査〈実技試験〉 

「校歌」を暗唱で歌う。 

 

 

 

リズム① 

～ﾎﾞﾃﾞｨｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ～ 

「you can do it」 

音楽の仕組み① 

① 「五線譜の成り立ち」 

② 「音名と譜表」 

③ 「音程について」 

※期末考査（筆記試験） 

（ﾎﾞﾃﾞｨｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ実技試

験） 

 

・ 宜野湾高校生としての自覚を持たせる 

・ 入学の喜びをのびのびと表現する。 

・ 発声の基礎を学ぶと共に歌唱に対する意欲

を育てる。 

・ 歌唱曲の発音の仕方を学ぶ。 

・ 歌詞に隠されている情景を創造しながら表

現の工夫ができるようにする。 

・ 校歌が暗唱して歌えるようにする。 

・ 音符の基礎を学ぶと共にリズムに対する意欲

を育てる。 

 

 

・ 五線譜･日本語･英語音名を理解する 

・ 音階と調について理解し、音階がつくれ、調

の判定ができるようにする。 

・ 階名唱ができるようにする。 

・ ２音間の音程（単音程･完全音程･増音程･減

音程）を理解する。 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

6 

 

実技（歌唱）は

１曲につき 2

時間配当。 

 

 

 

 

 

実技と理論を

おりまぜて授

業をする 

 

理論は１項目

につき２時間

配当。 

。 

 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

歌唱②～ア・カペラ～ 

「Stand by me」 

「 Michal,Row the boat 

ashore」 

歌唱③～西洋音楽の流れ～ 

ドイツ･イタリアの音楽 

① ドイツの音楽 

「野バラ」 

② イタリアの音楽 

「サンタルチア」 

 

中間考査 

（アカペラ実技試験） 

 

・ 歌唱（アカペラ）に親しむ。 

・  発声の応用とアカペラの基礎を学ぶ。 

 

 

・ ドイツ歌曲に親しむ。 

・ 「ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ･ｳｪﾙﾅｰ」の作品に触れる。 

・ 通作歌曲及び有節歌曲について学ぶ 

・ イタリア歌曲に親しむ。 

・ 美しい声、正しい音程で歌うことができるよ

うにする。 

 

 

10 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技（歌唱）は

１曲につき 5

時間配当。 

 

実技（歌唱）は

１項目につき

４時間配当。 

 

実技と理論を

おりまぜて授

業をする。 
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11 

 

 

 

 

12 

音楽の仕組み② 

① 「これまでの復習」 

② 「移調と転調」 

 

 

③ 「音階に含まれる音

の名称」 

④ 「近親調」 

※期末考査〈筆記試験〉 

・ １学期に学んだ事項について復習する。 

・ 簡単な移調ができるようにする。 

・ 転調について理解し、曲の中で転調したとき

に起こる楽曲の雰囲気に気づくことができ

る。 

・ 音階にある音それぞれの名称（主音･属音･

下属音・導音）を理解する。 

・ 近親調について理解する。 

 

 

8 

 

 

 

 

4 

練習問題等を

利用し個々の

レベルに応じ

た指導を心が

ける。 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

器楽①～ｷﾞﾀー音楽～ 

「チューリップ」 

「ちょうちょう」 

「ぶんぶんぶん」 

「十人のインディアン」 

「喜びの歌」 

「カッコー」 

「ふるさと」 

「さくら」 

「禁じられた遊び」 

音楽の仕組みⅢ 

① 三和音 

 

 

 

これまでの学習のまとめ 

 

 

※期末考査（実技試験）ギ

ター 

 

・ ギター音楽に触れる。 

 

・ ギターの仕組みや弾き方等を理解する。 

 

・ ギターを通してギター音楽の基礎を学ぶと

共に器楽に対する意欲を育てる。 

 

 

 

・  三和音の構成音の名称について理解する。 

・ 長三和音について理解する。 

・ 短三和音について理解 

・ 和音の機能（トニック・ドミナント・サブド

ミナント）について理解する。 

・ １年間で学習した、様々地域の音楽・音楽理

論についての復習をし、きちんと習得できて

いるかを確認する。 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

2 

 

                                      70 
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音 楽 Ⅱ  シ ラ バ ス 
 

科 目 名 単 位 数 学 年 学 期 必修・選択 対 象 コース 
音 楽 Ⅱ ２ ２ 全 選 択 全 コ ー ス 

 
１ 到達目標 

① 歌唱･創作による表現活動および鑑賞活動の幅広い学習を通して、音楽を愛好する心情を育

てる。 
② 音楽が有する良さを感受し、個性豊かに表現できる能力を育てる。 
③ 我が国や西洋音楽を含む諸外国の音楽を学習し、それぞれの音楽文化の特性や良さを感受

すると共に、多様な音楽観の育成を図る。 
２ 成績評価 

① 実技･表現 
学期毎に実技試験を実施する。表現力･歌唱力を観る。生徒の実力に応じた楽曲を用

いる。 
② 基礎知識 

学期毎に基礎知識（理論）試験を実施する。理解されているかを観る。自主学習課題

も範囲に加え、応用を含めて出題する。 
③ 鑑賞力 

多様な音楽への関心、音楽の持つ歴史的背景や文化を考え主体的に鑑賞することがで

きたかを観る。 
④ 授業･提出物 

音楽への関心･意欲･態度、発問及び出席状況・提出物等の主体的行動を総合的に判断

する。 
 

 
   評価については、上記の内容をふまえ総合的に判断する。 
 

基礎知識･表現実技 ７０％ 鑑賞力  １０％ 授業・提出物 ２０％ 

 
３ 使用教科書･副教材 

〈教科書〉教育芸術社「高校生の音楽②」 
 〈副教材〉教育芸術社「音楽の鑑賞資料と基礎学習」 
 
４ 授業の展開と形態 

全クラスを芸術選択ごとに展開し、１クラス約４０名を一斉授業をする。 
 
５ 学習方法 

① はじめに、２学年での音楽学習についてガイダンスを行う。 
② 授業は適宜課題や個人学習を実施して学習内容の徹底をはかる。 
③ 生徒が自分自身に向き合う内容になるよう努める。 
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音 楽 Ⅱ 学 習 計 画 
 

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点 

4 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

歌唱① 

「未来へ」 

 「カントリーロード」 

 「瑠璃色の地球」 

 

 

歌唱②～アカペラ～ 

 「Cant help falling love」 

※ 中間考査 

（アカペラ実技試験） 

 

音楽理論Ⅰ 

① 「ドイツ音名」 

② 「音階と調」 

③ 「音程について」 

 

 

 

※期末考査〈筆記試験〉 

 

 

・ 声の美しさと追求する共に歌唱表現

を工夫する意欲を育てる。 

・ 歌詞に隠されている情景を創造しな

がら表現の工夫ができるようにす

る。 

 

・ 歌唱（アカペラ）に親しむ。 

・ ハモリの美しさと追求する共に歌唱

表現を工夫する意欲を育てる。 

 

・  

・ １年１学期の復習をする。 

・ ドイツ音名を理解する。 

・ 短音階の全種類について理解する。

・  

・ ２音間の音程（単音程･完全音程･増

音程･減音程）を理解する。 

・ ２音間の音程（複音程・転回音程）

を理解する 

 

 

12 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

6 

 

実技（歌唱）は１曲

につき 4時間配当。

 

 

 

 

 

 

 

 

理論は１項目につ

き２時間配当。 

 

実技と理論をおり

まぜて授業をする。

 

練習問題等を利用

し個々のレベルに

応じた指導を心が

ける。 

 

 

9 

 

 

 

 

10 

 

 

1１ 

 

 

 

 

 

 

 

12 

好きな音楽を調べよう 

 

 

 

 

※ 中間考査〈実技試験〉 

「音楽新聞」作品提出 

 

器楽①～ｷﾞﾀｰｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ～ 

「喜びの歌」「ふるさと」 

「ﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｲ」 

 

音楽理論Ⅱ 

① 「これまでの復習」 

② 「七の和音」 

③ 「コードネームにつ

いて」 

 

 

・ ジャンルを問わず自分の好きな音楽

について調べ、興味関心を深めると

共に音楽に対する視野を広げる。 

・ IT 等を利用した調べ学習を行う。 

・ 調べた内容について整理し新聞を作

成する。 

 

 

・ ギターアンサンブルに触れる。 

・ ギターアンサンブルを通してアンサ

ンブルの基礎を学ぶと共に器楽に

対する意欲を育てる。 

 

・ 七の和音の構成について理解する。

・ 和音の転回について理解する。 

・ コードネームを理解する。 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論は１項目につ

き 2時間配当。 

 

実技と理論をおり

まぜて授業をする。

 

練習問題等を利用

し個々のレベルに

応じた指導を心が

ける。 
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※期末考査〈実技試験〉 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

楽器を知る 

① 体鳴楽器 

② 膜鳴楽器 

③ 弦鳴楽器 

   弦楽器について 

   ピアノについて 

   三線について 

④ 気鳴楽器 

   金管楽器について 

   木管楽器について 

   その他の管楽器 

  

 

管弦楽に親しむ 

① バレエ音楽「くるみ

割り人形」 

② 「新世界より」 

 

郷土の音楽に親しむ 

① 「谷茶前」 

② 「てぃんさぐぬ花」 

 

 

これまでの学習のまとめ 

 

 

 

※期末考査〈実技試験〉 

・ 楽器の分類について理解し、様々な

楽器があることを知り、音色等の区

分ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ クラシックの作曲家や時代背景と共

に楽曲を鑑賞し、使用されている楽

器の音色などに注意しながら鑑賞

し、音楽のもつ深さを体感する。 

・ 郷土の文化に培われた音楽を鑑賞す

る。 

・ 沖縄の伝統音楽の特徴を理解する。

・ 自分の地域の音楽を大切にすること

ができるようにする。 

 

２年間で学習した、様々地域の音楽・音

楽理論についての復習をし、きちんと習

得できているかを確認する。 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

8 
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平成３０年度  音楽Ⅱ年間指導計画書 

 

指導者氏名（ 比嘉 一史 ） 単位数（２）単位     担当クラス（２年全クラス） 

 

 

                     検印 校長     教頭      
 
 

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点 

4 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

歌唱① 

「未来へ」 

 「カントリーロード」 

 「瑠璃色の地球」 

 

 

歌唱②～アカペラ～ 

 「Cant help falling love」 

※ 中間考査 

（アカペラ実技試験） 

 

音楽理論Ⅰ 

① 「ドイツ音名」 

② 「音階と調」 

③ 「音程について」 

 

 

 

※期末考査〈筆記試験〉 

 

 

・ 声の美しさと追求する共に歌唱表現

を工夫する意欲を育てる。 

・ 歌詞に隠されている情景を創造しな

がら表現の工夫ができるようにす

る。 

 

・ 歌唱（アカペラ）に親しむ。 

・ ハモリの美しさと追求する共に歌唱

表現を工夫する意欲を育てる。 

 

・  

・ １年１学期の復習をする。 

・ ドイツ音名を理解する。 

・ 短音階の全種類について理解する。

・  

・ ２音間の音程（単音程･完全音程･増

音程･減音程）を理解する。 

・ ２音間の音程（複音程・転回音程）

を理解する 

 

 

10 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

6 

 

実技（歌唱）は１曲

につき 4時間配当。

 

 

 

 

 

 

 

 

理論は１項目につ

き２時間配当。 

 

実技と理論をおり

まぜて授業をする。

 

練習問題等を利用

し個々のレベルに

応じた指導を心が

ける。 

 

 

9 

 

 

 

 

10 

 

 

1１ 

 

 

 

 

好きな音楽を調べよう 

 

 

 

 

※ 中間考査〈実技試験〉 

「音楽新聞」作品提出 

 

器楽①～ｷﾞﾀｰｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ～ 

「喜びの歌」「ふるさと」 

「ﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｲ」 

 

音楽理論Ⅱ 

・ ジャンルを問わず自分の好きな音楽

について調べ、興味関心を深めると

共に音楽に対する視野を広げる。 

・ IT 等を利用した調べ学習を行う。 

・ 調べた内容について整理し新聞を作

成する。 

 

 

・ ギターアンサンブルに触れる。 

・ ギターアンサンブルを通してアンサ

ンブルの基礎を学ぶと共に器楽に

対する意欲を育てる。 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論は１項目につ

き 2時間配当。 

 

実技と理論をおり

まぜて授業をする。



 58

 

 

 

12 

① 「これまでの復習」 

② 「七の和音」 

③ 「コードネームにつ

いて」 

 

 

 

※期末考査〈筆記試験〉 

・ 七の和音の構成について理解する。

・ 和音の転回について理解する。 

・ コードネームを理解する。 

 

6  

練習問題等を利用

し個々のレベルに

応じた指導を心が

ける。 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

楽器を知る 

① 体鳴楽器 

② 膜鳴楽器 

③ 弦鳴楽器 

   弦楽器について 

   ピアノについて 

   三線について 

④ 気鳴楽器 

   金管楽器について 

   木管楽器について 

   その他の管楽器 

  

 

管弦楽に親しむ 

① バレエ音楽「くるみ

割り人形」 

② 「新世界より」 

 

郷土の音楽に親しむ 

① 「谷茶前」 

② 「てぃんさぐぬ花」 

 

 

これまでの学習のまとめ 

 

 

 

※期末考査〈筆記試験〉 

・ 楽器の分類について理解し、様々な

楽器があることを知り、音色等の区

分ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ クラシックの作曲家や時代背景と共

に楽曲を鑑賞し、使用されている楽

器の音色などに注意しながら鑑賞

し、音楽のもつ深さを体感する。 

・ 郷土の文化に培われた音楽を鑑賞す

る。 

・ 沖縄の伝統音楽の特徴を理解する。

・ 自分の地域の音楽を大切にすること

ができるようにする。 

 

２年間で学習した、様々地域の音楽・音

楽理論についての復習をし、きちんと習

得できているかを確認する。 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

8 

 

                                   70 
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音楽Ⅲ  シラバス 
科 目 名 単 位 数 学 年 学 期 必修・選択 対 象 コース 

音楽基礎 ２ ３ 全 選択 全コース 

 

１ 到達目標 

① 歌唱･創作による表現活動および鑑賞活動の幅広い学習を通して、生涯にわたり音楽を愛好

する心情を育てる。 

② 音楽が有する良さを感受し、個性豊かに表現できる能力を育てる。 

③ 我が国や西洋音楽を含む諸外国の音楽を学習し、それぞれの音楽文化の特性や良さを感受

すると共に、多様な音楽観の育成を図る。 

２ 成績評価 

① 基礎知識 

学期毎の期末考査時に基礎知識（理論）試験を実施する。計画的に学習されているか、

確実に理解されているかを観る。授業内容を主にし、自主学習課題も範囲に加え、応

用を含めて出題する。 

② 実技･表現 

学期毎の中間考査時に実技試験を実施する。個性豊かな表現力･歌唱力を観る。但し、

３学期は実施しない。生徒の実力に応じた楽曲を用いる。 

③ 鑑賞力 

多様な音楽への関心、音楽の持つ歴史的背景や文化を考え主体的に鑑賞することがで

きたかを観る。 

④ 授業･提出物 

出席状況･音楽への関心･意欲･態度、発問等への主体的姿勢等について総合的に判断

する。 

 

   評価については、上記の内容をふまえ総合的に判断する。 

 

基礎知識･表現実技 ７０％ 鑑賞力  １０％ 授業・提出物 ２０％ 

 

３ 使用教科書･副教材 

 自主作成教材 

 

４ 授業の展開と形態 

３年生の一般選択。 

 

５ 学習方法 

① はじめに、高校での音楽学習についてガイダンスを行う。 

② 授業は適宜課題や個人学習を実施して学習内容の徹底をはかる。 

③ 生徒が自分自身に向き合う内容になるよう努める。 
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音楽Ⅲ学習計画 

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点

4 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

7 

 

 

柔らかな感性を求めて 

1. 「ゆりかご」 

2. 「おぼろ月夜」 

※中間考査〈実技試験〉 

音楽のしくみ 

 

音楽史 

1. バロック時代･古典派

の音楽 

2. ロマン派の音楽 

3. 近代･現代の音楽 

 

日本の伝統音楽 

1. 雅楽 

2. 能 

3. 歌舞伎 

4. わらべ歌 

5.  

諸民族の音楽 

〈筆記試験〉 

 

※期末考査（筆記試験） 

・ 歌詞や曲想を生かした表現を工夫でき

るようにする。 

 

 

・ 作曲･編曲の必要な基礎的知識を身につ

ける。 

・ 時代背景や楽曲構成、音楽様式を中心と

して音楽的特徴を理解する。 

 

 

 

 

・ 文化的背景の基づく日本の伝統音楽の

種類や特徴について理解する。 

 

 

 

 

・ 諸民族の音楽への関心を高めると共に、

多様な音楽を享受する感性をもつ。 

 

6 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

4 

 

9 

10 

 

 

11 

12 

 

創作の楽しみ 

〈作曲をしよう〉 

 

 

オルゴールを作ろう 

・ イメージに基づく自由な表現･創作への

意欲を高める。 

・ 各自で設定したテーマの下、作曲･編曲

を行い発表する。 

・ 発表作品でオルゴールを製作する。 

18  

1 

 

2 

 

生活と音楽 

（郷土の音楽） 

１年間のまとめ 

・ 自分たちの身の周り音楽とその文化的

背景や歴史的背景を理解し、これらを愛

好できるようにする。 

・ これまでの音楽活動を通して音楽と生

活、自己を音楽のかかわりについて考え

る。 

 

10 

 

 

 

 

 



 104

平成３０年度 音楽Ⅲ年間指導計画書 

指導者氏名（ 比嘉 一史 ） 単位数（２）単位 担当クラス（３年全クラス） 

 

      検印 校長   教頭     

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点

4 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

7 

 

 

柔らかな感性を求めて 

1. 「ゆりかご」 

2. 「おぼろ月夜」 

※中間考査〈実技試験〉 

音楽のしくみ 

 

音楽史 

1. バロック時代･古典派

の音楽 

2. ロマン派の音楽 

3. 近代･現代の音楽 

 

日本の伝統音楽 

1. 雅楽 

2. 能 

3. 歌舞伎 

4. わらべ歌 

5.  

諸民族の音楽 

〈筆記試験〉 

 

※期末考査（筆記試験） 

・ 歌詞や曲想を生かした表現を工夫でき

るようにする。 

 

 

・ 作曲･編曲の必要な基礎的知識を身につ

ける。 

・ 時代背景や楽曲構成、音楽様式を中心と

して音楽的特徴を理解する。 

 

 

 

 

・ 文化的背景の基づく日本の伝統音楽の

種類や特徴について理解する。 

 

 

 

 

・ 諸民族の音楽への関心を高めると共に、

多様な音楽を享受する感性をもつ。 

 

6 

 

 

8 

 

 

 

 

6 

 

4 

 

9 

10 

 

 

11 

12 

 

創作の楽しみ 

〈作曲をしよう〉 

 

 

オルゴールを作ろう 

・ イメージに基づく自由な表現･創作への

意欲を高める。 

・ 各自で設定したテーマの下、作曲･編曲

を行い発表する。 

・ 発表作品でオルゴールを製作する。 

・ 自分たちの身の周り音楽とその文化的

背景や歴史的背景を理解し、これらを愛

好できるようにする。 

・ これまでの音楽活動を通して音楽と生

活、自己を音楽のかかわりについて考え

る。 

 

18 

 

 

 

12 

 

1 

 

2 

 

生活と音楽 

（郷土の音楽） 

１年間のまとめ 

10 
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平成３０年度 芸術科「郷土の音楽」シラバス 

沖縄県立宜野湾高等学校 

芸術科「郷土の音楽」 単位数 ２単位 担当 比嘉一史 

  学科・学年・ 普通科 全コース 第３学年 

  必修・選択 選択 

  使用教科書 琉球民謡工工四（琉球民謡保存会 友弦会 久高友吉編）  

  使用副教材等 なし 

 

１．学習目標 

 「琉球伝統音楽」の成立や、その歴史的背景について学ぶとともに、実際に歌・三線に親しむことにより、豊かな感

性を養い、郷土文化の継承発展に寄与する人材の育成を図る。 

２．到達目標 

①歌･三線による表現活動および鑑賞活動の幅広い学習を通して、音楽を愛好する心情を育てる。 

②郷土の音楽が有する良さを感受し、個性豊かに表現できる能力を育てる。 

③郷土の音楽を学習し、地域に根ざした伝統音楽文化の特性や良さを感受すると共に、郷土文化への理解を深める。 

 

３．学習計画（概要） 

１学期 ２学期 ３学期 

三線の持ち方・基本練習 

琉球古典音楽に親しむ 

広く親しまれた民謡を演奏する 

三線の歴史・工程・型について 

沖縄の教訓歌に親しむ 

三線独奏曲に親しむ 

組踊の歴史と古典音楽との関わり 

民衆から生まれた民謡 

音楽クラス学習発表会（三線合奏）

古典音楽と舞踊の関わり 

１年間の学習成果の発表 

 

４．評価の観点、内容及び評価方法 

 学習評価は「関心･意欲･態度」「芸術的な感受や表現の工夫」「創造的な表現の技能」「鑑賞の能力」の４つの観点で評

価します。 

 

評価の観点 内容 評価方法 

関心･意欲･態度 

４５％ 

郷土の音楽を愛好し、郷土文化を理解している

か。 

郷土の音楽に興味･関心をもっているか。 

意欲的･主体的に音楽活動を行っているか。 

・学習活動への参加の仕方や態

度 

・日々の活動の取り組み状況 

・実技テストへの取り組み状況 

・出欠状況 

芸術的な感受や表現の工夫 

２０％ 

 感性を働かせ、郷土の音楽の諸要素を知覚して

いるか。 

・実技テストでの表現の仕方 

・日々の表現活動の仕方 



 郷土の音楽のよさや美しさを感じ取っている

か。 

 個性豊かで創造的な音楽活動の工夫をしている

か。 

・発表の内容 

想像的な表現の技能 

２５％ 

表現に対する自己のイメージをもっているか。

 個性豊かに表現するための技能を身に付けてい

るか。 

 創造的な表現をするための技能を身に付けてい

るか。 

・実技テストでの表現の仕方 

・日々の表現活動の仕方 

・発表の内容 

鑑賞の能力 

１０％ 

 郷土の音楽や音楽文化に対して理解を深めてい

るか。 

 郷土の音楽や伝統文化のよさや美しさを主体的

に味わっているか。 

・「鑑賞ノート」の内容 

 

 

５．履修上の注意点 

 郷土の音楽は祖先が作り上げた格調高い伝統的文化遺産のひとつであるので、真剣に学習に取り組むことを重視しま

す。生涯、郷土の音楽を愛好するためには、「自分で学ぶ」態度と方法を身に付けなければならないので、積極的に取り

組むようにします。 

  

 

 

 ６．学習計画書 

   

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6 

オリエンテーション 

三線の持ち方 

琉球古典音楽に親しむ 

「安波節」 

広く親しまれた民謡を演奏する 

「安里屋ユンタ」 

 

※ 中間考査〈実技試験〉 

課題曲を演奏する。 

 

三線の歴史・工程・型 

・ 年間の音楽の授業の流れを説明 

・ 三線の各部の名称を覚える 

・ 基本奏法（指使い）や調弦の仕方を覚える 

 

・ 簡易で親しみやすい曲から練習していく 

 

 

・ 既習曲の中から課題曲を選択し実技試験を行

う 

・ 演奏をしながらしっかりとした声で歌う。 

 

1 

6 

 

6 

 

6 

 

 

 

2 

 

 

 

各個人のレベルに応じた指

導を中心としながら、基礎

基本が確実に定着するよう

に指導する。 

 

演奏する際の礼儀作法も育

成する。 

 

実技試験課題曲は、生徒の



 

 

7 

 

※ １期末考査〈実技試験〉 

  課題曲を演奏する 

沖縄の教訓歌に親しむ 

・ 三線の歴史、製作工程・型について理解する。

 

・ 既習曲の中から課題曲を設定し実技試験を行

う。 

・ 演奏しながらしっかりとした声で歌う。 

・ てぃんさぐぬ花を練習する。 

 

4 

実態を見ながら選定する。

9 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

三線独奏曲 

「渡りゾウ」 

「瀧落」 

 

組踊の歴史と古典音楽との関わり 

※  中間考査〈実技試験〉 

課題曲を演奏する 

 

民衆から生まれた民謡 

「デンサー節」 

「祝い節」 

※ ２期末考査〈実技試験〉 

   課題曲を演奏する 

 

「音楽クラス学習発表会」 

・ 三線独奏曲を演奏し、親しむ 

・ 良い音色で演奏できるように、基礎基本に忠実

に 

・ 演奏ができるようにする。 

 

・ 組踊「万歳敵討」を鑑賞し、組踊の歴史や 

古典音楽との関わりについて理解する。 

・ 既習曲の中から、課題曲を設定し、実技試験を

行う 

・ しっかりと演奏ができるようにする。 

・ 民衆の中から生まれた民謡に親しむ 

・ 沖縄の祝い事などで歌われる民謡に親しむ 

 

・ 既習曲の中から課題曲を設定し実技試験を行

う。 

・ しっかりとした声で歌えるようにする。 

・ 発表会に向けて練習する。 

・ 日ごろの学習の成果を発表する。 

10 

 

 

4 

 

 

18 

 

 

 

 

 

各個人のレベルに応じた指

導を中心としながら、基礎

基本が確実に定着するよう

に指導する。 

 

演奏する際の礼儀作法も育

成する。 

 

実技試験課題曲は、生徒の

実態を見ながら選定する。

 

発表会に向けてステージマ

ナーも指導する。 

1 

 

 

2 

 

 

 

3 

古典音楽と舞踊の関わり 

「かぎやで風」 

 

※学年末考査〈実技試験〉 

・  古典踊り「かぎやで風」を鑑賞し、古典音楽

を舞踊の関わりについて理解する 

・ 一年間の学習の成果を試験する。 

     各自が選択楽曲で発表する。 

     自分の能力に合う、曲を選択する 

    良い演奏を心がけ、真剣な態度で望む 

   積極的に学習に取り組む 

   

14 

 

 

 

既習曲にとらわれず各自が

演奏したい曲を選択させ

る。 

 

個人のレベルに応じた指導

をする。 

 

 

 



平成３０年度 郷土の音楽年間指導計画書 

指導者氏名（ 比嘉 一史 ） 単位数（２）単位 担当クラス（３年全クラス） 

 

  検印 校長   教頭      

   

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6 

 

 

7 

 

オリエンテーション 

三線の持ち方 

琉球古典音楽に親しむ 

「安波節」 

広く親しまれた民謡を演奏する 

「安里屋ユンタ」 

 

※ 中間考査〈実技試験〉 

課題曲を演奏する。 

 

三線の歴史・工程・型 

※ １期末考査〈実技試験〉 

  課題曲を演奏する 

沖縄の教訓歌に親しむ 

・ 年間の音楽の授業の流れを説明 

・ 三線の各部の名称を覚える 

・ 基本奏法（指使い）や調弦の仕方を覚える 

 

・ 簡易で親しみやすい曲から練習していく 

 

 

・ 既習曲の中から課題曲を選択し実技試験を行

う 

・ 演奏をしながらしっかりとした声で歌う。 

 

・ 三線の歴史、製作工程・型について理解する。

 

・ 既習曲の中から課題曲を設定し実技試験を行

う。 

・ 演奏しながらしっかりとした声で歌う。 

・ てぃんさぐぬ花を練習する。 

1 

6 

 

6 

 

6 

 

 

 

2 

 

 

4 

 

 

各個人のレベルに応じた指

導を中心としながら、基礎

基本が確実に定着するよう

に指導する。 

 

演奏する際の礼儀作法も育

成する。 

 

実技試験課題曲は、生徒の

実態を見ながら選定する。

9 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

三線独奏曲 

「渡りゾウ」 

「瀧落」 

 

組踊の歴史と古典音楽との関わり 

※  中間考査〈実技試験〉 

課題曲を演奏する 

 

民衆から生まれた民謡 

「デンサー節」 

「祝い節」 

・ 三線独奏曲を演奏し、親しむ 

・ 良い音色で演奏できるように、基礎基本に忠実

に 

・ 演奏ができるようにする。 

 

・ 組踊「万歳敵討」を鑑賞し、組踊の歴史や 

古典音楽との関わりについて理解する。 

・ 既習曲の中から、課題曲を設定し、実技試験を

行う 

・ しっかりと演奏ができるようにする。 

・ 民衆の中から生まれた民謡に親しむ 

10 

 

 

4 

 

 

18 

 

 

 

 

各個人のレベルに応じた指

導を中心としながら、基礎

基本が確実に定着するよう

に指導する。 

 

演奏する際の礼儀作法も育

成する。 

 

実技試験課題曲は、生徒の

実態を見ながら選定する。
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※ ２期末考査〈実技試験〉 

   課題曲を演奏する 

 

「音楽クラス学習発表会」 

・ 沖縄の祝い事などで歌われる民謡に親しむ 

 

・ 既習曲の中から課題曲を設定し実技試験を行

う。 

・ しっかりとした声で歌えるようにする。 

・ 発表会に向けて練習する。 

・ 日ごろの学習の成果を発表する。 

 発表会に向けてステージマ

ナーも指導する。 

1 

 

 

2 

 

 

 

3 

古典音楽と舞踊の関わり 

「かぎやで風」 

 

※学年末考査〈実技試験〉 

・  古典踊り「かぎやで風」を鑑賞し、古典音楽

を舞踊の関わりについて理解する 

・ 一年間の学習の成果を試験する。 

     各自が選択楽曲で発表する。 

     自分の能力に合う、曲を選択する 

    良い演奏を心がけ、真剣な態度で望む 

   積極的に学習に取り組む 

   

14 

 

 

 

既習曲にとらわれず各自が

演奏したい曲を選択させ

る。 

 

個人のレベルに応じた指導

をする。 
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